








序　　文
　蔵王山麓の豊かな自然環境に恵まれた私たちの蔵王町は、大昔から大変住み良いと

ころだったのでしょう。私たちの足もとに埋もれている数多くの遺跡が、悠久の時を

こえてそのことを力づよく物語っています。

　少子高齢社会への移行が進む日本では、未来を担う子どもたちを守り育てていくた

めの受け皿として、地域社会をより豊かで魅力あるものとすることが求められていま

す。私たちの地域の個性豊かな風土や歴史的に価値ある文化財を保存し活用すること

は、それぞれの地域のもつ価値を再発見し、豊かで魅力あるまちづくりの一翼を担う

大切な取り組みであります。

　しかしその一方で、当町においてもさまざまな開発事業によって、文化財が破壊さ

れ消滅の危機にさらされることが多くなってきました。とりわけ土地との結びつきの

強い埋蔵文化財（遺跡）は、個人・企業・行政などによる各種の開発で常に破壊され

る恐れがあることから、当教育委員会では開発部局等に遺跡の所在を周知徹底すると

ともに、開発との関わりが生じた場合には宮城県教育委員会と連携して貴重な文化財

を積極的に保護することに努めてきております。

　本書において皆さまにご報告するのは、開発行為に先立つ記録保存を目的として、

平成 21 年度に行った西浦Ｂ遺跡の発掘調査成果です。今回の調査では、今からおよ

そ 4,500 年前の縄文時代後期の集落跡や、平安時代の竪穴住居跡、中世から近世の屋

敷跡などが発見されました。これらは、蔵王山麓に暮らした当時の人々の生活の一端

を窺い知ることのできる貴重な成果です。本書にまとめられた学術的成果が、広く町

民の皆さまや各地の研究者に活用され、地域の歴史解明の一助となれば幸いです。

　今回の発掘調査の実施にあたっては、開発事業主の株式会社キクチと地権者の皆さ

まより文化財の保存への暖かいご理解とご協力をいただきました。また、発掘作業員

の皆さまには、晩秋から真冬の寒空の下、野外での発掘作業にあたっていただきまし

た。ご協力を賜りました関係各位の皆さまに篤く心より御礼申し上げます。

　最後になりましたが、先人の残した文化遺産を町民の宝として長く後世に継承して

いくことは、これからの地域色豊かなまちづくりには欠かせない大切なことでありま

す。今後とも、各位のご理解とご協力を念願して序といたします。

平成 23 年３月
蔵王町教育委員会
教育長　山 田　紘





例　　言

１．本書は、蔵王町大字円田字西浦北地内に所在する西浦Ｂ遺跡の緊急発掘調査報告書である。

２．本遺跡の発掘調査は、株式会社キクチを事業主とするフレスコキクチ蔵王店出店計画に伴う事前調

査として行なったものであり、発掘調査から整理作業および本書の作成に至る一連の業務は、調査

原因となった事業の主体者である株式会社キクチを委託者、蔵王町を受託者とする業務委託契約を

締結し、蔵王町教育委員会が平成 21 ～ 22 年度に実施した。

３．本遺跡の発掘調査と整理作業は蔵王町教育委員会が主体となり、教育総務課文化財保護係が担当し

た。職員体制は下記のとおりである。

　　教 育 長　山田 紘

　　教 育 総 務 課 長　大沼 芳國　　課長補佐　阿部 宏（H21 年度）　高野正人（H22 年度）

　　文化財保護係長　佐藤 洋一　　主　　事　鈴木 雅

　　文化財臨時職員　我妻 なおみ・庄子 善昭・鈴木 和美・中沢 祐一（H21・22 年度）

　　　　　　　　　　渡邊 香織（H22 年度）

　　発掘調査作業員　我 妻 英 子 ・ 我 妻 武 夫 ・ 市 川 康 雄 ・ 太 田 忠 義 ・ 大 庭 慶 志 郎 ・ 亀 井 勇 二 ・

　　　　　　　　　　小杉 佐和子・後藤 扶美江・小林 四郎・小林 美智子・佐藤 和子・佐藤 貴美子・

　　　　　　　　　　佐藤 照子・佐藤 福治・佐藤 義晴・鈴木 光一・鈴木 春夫・武田 憲繁・山家 次郎

　　室内整理作業員　我妻 英子・岩佐 若奈・大庭 慶志郎・小杉 佐和子・小林 四郎・小林 美智子・

　　　　　　　　　　佐藤 かおる・佐藤 貴美子・佐藤 恵子・佐藤 里栄・松田 律子　

４．本遺跡の発掘調査および資料整理と本書の作成に際し、以下の諸機関・諸氏よりご指導・ご助言な

らびにご協力を賜った。ここに記して深甚より謝意を表します。

　　東北大学大学院文学研究科考古学研究室・宮城県教育庁文化財保護課・明治大学文化財研究施設・

株式会社キクチ・有限会社星測量設計・相原 淳一・阿部 昭典・石黒 伸一朗・大場 正善・鹿又 喜

隆・金成 太郎・菅野 智則・佐川 正敏・佐々木 繁喜・佐竹 一・佐藤 栄一・佐藤 正雄・島田 和高・

杉原 重夫・高橋 健寿・弦巻 賢介・早瀬 亮介・村田 弘之・矢島 國雄・山田 しょう・山家 一彦（敬

称略・五十音順）

５．本発掘調査で使用した測量原点の測量成果については、有限会社星測量設計より提供を受けた。

６．石器石材の鑑定は、宮城県内で一般的に用いられている石材名を使用して鈴木雅・中沢祐一が行な

い、不明なものについては佐藤恵子の地質学的所見を参考にした。なお、珪質頁岩と頁岩の区別は、

主に山形県最上川流域など東北地方の日本海側で産出する珪酸分に富み緻密で硬質なものを珪質

頁岩、宮城県域を含む太平洋側でも産出するやや粗粒で軟質なものを頁岩と呼称した。

７．第５章に収録した自然科学的分析のうち、放射性炭素年代測定と土器胎土分析については株式会社

加速器分析研究所に委託して行なった。また、黒曜石製石器の原産地分析については明治大学文化

財研究施設が行ない、明治大学文化財研究施設運営委員の杉原 重夫教授・明治大学文化財研究施

設の金成 太郎氏をはじめとする諸氏より玉稿を賜った。石器使用痕分析については東北大学大学

院考古学研究室の鹿又 喜隆准教授・村田 弘之氏が行ない、玉稿を賜った。

８．本発掘調査における現場写真撮影に使用した機材等は以下のとおりである。

カメラ：NikonD100・NikonD70s ／レンズ：AF-S NIKKOR 18-70mm f3.5 ～ 4.5G ED

９．遺物の写真撮影は、庄子 善昭が担当した。撮影に使用した機材等は以下のとおりである。



カメラ：NikonD90 ／レンズ：TAMRON SP AF90mm F/2.8Di・AF MICRO NIKKOR 60mm F:2.8 D ／

ストロボ：SUNPAK auto544 ／カメラコントロールソフトウェア：Adobe Photoshop Lightroom3 ver.3.0

10．本書に掲載した遺構実測図のトレース、画像処理、レイアウトには下記のソフトウェアを使用した。

Adobe Photoshop7.0・CS4 ／ Adobe Illustrator10.0・CS4 ／ Adobe InDesignCS4

11．本書に掲載した遺構実測図のトレース、遺物実測図の作成およびトレース、遺物拓本、遺物写真撮影、

図版レイアウトなどは文化財臨時職員が中心となり、室内整理作業員がこれを助けた。

12．本発掘調査の整理作業は、下記の調査員が中心となり、調査員全員で協議しながら進めた。

　　遺構　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　我妻 なおみ

　　縄文土器・土製品・陶磁器　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　渡邊 香織

　　石器・石製品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　中沢 祐一

　　土師器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　鈴木 和美

　　統括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　鈴木 雅・庄子 善昭

13．本書の執筆は調査員全員の協議を経て下記の分担により進め、鈴木 雅が編集した。

　　第１章～第 4 章、第６章第 1 節 2、第 2・3 節、第 7 章　　　 　　  　　　　　　   鈴木 雅

　　第 5 章第 5 節     　　　　　　　　　　　   鈴木 雅・佐藤 恵子

　　第６章第 1 節 1（1）縄文土器   　　　　　　　　　　　   鈴木 雅・渡邊 香織

　　第６章第 1 節 1（2）石器    　　　　　　　　　　　   鈴木 雅・中沢 祐一

　　写真図版     　　　　　　　　　  　　　　　   庄子 善昭

　　校正・照合      　　　　　　　　　　　   鈴木 和美

14．本発掘調査の成果については、平成 22 年度宮城県遺跡調査成果発表会等において概要を公表して

いるが、これらと本書の内容が異なる場合には、本書がこれらに優先するものである。

15．本発掘調査で出土した遺物および写真・図面等の記録資料については、蔵王町教育委員会が一括し

て永久保管している。

凡　　例

１．本発掘調査における測量原点の座標値は、日本測地系に基づく平面直角座標第Ⅹ系による。測量成

果表は第 5 図に示した。なお、方位は座標北を表している。

２．本発掘調査では、調査区内に任意方向の 3m グリッドを設定し、東西・南北方向に数字を付した。

グリッドの局地座標における北は日本測地系に基づく平面直角座標第Ⅹ系における座標北を基準

として東に 38.55°の方位である。

３．第２図は、国土調査による 1/50,000 土地分類基本調査（地形分類図）「白石」（宮城県 1983）の

一部を使用して作成した。

４．第 3 図は、宮城県文化財調査報告書第 152 集「宮城県遺跡地図」（宮城県教育委員会 1993）の「村

田」（1/25,000）の一部を使用して作成した。

５．本書で使用した土色の記述については、「新版標準土色帖」（小川・竹原 2005）を参照した。

６．本書で使用した遺構番号は、遺構種別に関わらず調査時に付された連続する番号を使用した。

７．本書で使用した遺構略号は以下のとおりである。

　　ＳＩ：竪穴住居跡、ＳＢ：掘立柱建物跡、ＳＡ：柱穴列、ＳＤ：溝跡・河川跡、ＳＥ：井戸跡、



　　ＳＫ：フラスコ状土坑・落とし穴状土坑・土坑、ＳＬ：炉跡、ＳＸ：性格不明遺構

８．遺構・遺物実測図の縮尺は下記の通りで、それぞれ図中にスケールを付して示した。

　　調査区配置図：1/1000、遺構配置図：1/400・1/600

　　竪穴住居跡：1/60、掘立柱建物跡・柱列跡：1/100（断面図：1/60）

　　フラスコ状土坑・落とし穴状土坑・土坑：1/60、溝跡：1/100・1/200（断面図：1/60）

　　土器・陶磁器：1/3、ミニチュア土器・土錘・土製品：1/2

　　礫石器：2/3・1/3・1/6、打製石器：1/1・2/3

９．遺構断面図に付した土層注記表の備考欄では、下記の略号を使用して記載している。

　　（柱掘）：柱穴掘方埋土、（柱痕）：柱痕跡、（柱抜）：柱材抜き取り痕跡

　　（堆）：堆積土、（崩）：崩落土、（構）：構築土、（人為）：人為的埋土（特記ないときは自然堆積土）

10．遺構の説明で、例えば北を基準として東に 10 度傾いている場合、「N‐10°‐E」のように表記した。

重複関係について、例えばＡよりＢが新しい場合「Ａ→Ｂ」、掘立柱建物跡などで重複関係にある

が新旧関係が不明な場合「Ａ－Ｂ」のように記載した。柱間寸法で（　）内の数値は推定値である。

11．遺物観察表で、器面調整あるいは加工の前後関係が確認でき、Ａの痕跡よりＢの痕跡が新しい場合

「Ａ→Ｂ」のように記載した。また、（　）内の数値は残存値である。

12．遺構・遺物実測図において、下記の場合には網点で示し、用例は各図中に記載した。

遺構：焼面・貼床・柱痕跡・壁材痕跡　　遺物：黒色処理

13．引用文献および執筆にあたり参考にした文献については巻末に一括して掲載した。

調査要項

遺 跡 名：西浦Ｂ遺跡（宮城県遺跡登録番号：05160　遺跡記号：ＮＢ）

所 在 地：宮城県刈田郡蔵王町大字円田字西浦北地内

調査対象面積：12,690㎡（埋蔵文化財保存協議における遺構確認調査面積：延べ 3,413㎡）

発掘調査面積：4,678㎡（Ａ区：83㎡、Ｂ区：3,650㎡、Ｃ区：595㎡、Ｄ区：350㎡）

調 査 期 間：平成 21 年（2009 年）11 月 1 日～平成 22 年（2010 年）2 月 26 日（事前調査）

調 査 原 因：フレスコキクチ蔵王店建設計画

調 査 主 体：蔵王町教育委員会　教育長　山田 紘

調 査 担 当：蔵王町教育委員会教育総務課文化財保護係　主事　鈴木 雅

調 査 員：佐藤 洋一　鈴木 雅（教育総務課文化財保護係）

　　　　　　　庄子 善昭　中沢 祐一　我妻 なおみ　鈴木 和美（文化財専門職臨時職員、H21・22 年度）

　　　　　　　渡邊 香織（同、H22 年度）

調 査 指 導：宮城県教育庁文化財保護課

調 査 協 力：株式会社キクチ　有限会社星測量設計　佐竹 一　佐藤 栄一　佐藤 正雄　山家 一彦
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第１章　遺跡の概要

2

第２節　周辺の遺跡と歴史的環境
　蔵王町における周知の遺跡は現在 190 か所を数える（第 3 図）。その多くは町域の東部に分布し、蔵

王連峰から派生する丘陵部と青麻山東麓部、松川流域と円田盆地の平野部などに立地する。旧石器時代

から近世に至るまで多数の遺跡が形成されているが、大略的に見て縄文時代の遺跡は蔵王連峰の東麓部

から延びる高木丘陵上と青麻山東麓部の標高 150 ～ 250 ｍ付近に、弥生時代中期以降の遺跡は円田盆

地とその周辺の丘陵辺縁部の標高 80 ～ 100m 付近に立地する傾向が見られる。

　こうした様相の違いは、概ね当時の人びとの生業形態の変化に伴うものと考えられる。縄文時代の食

料獲得の場は主に丘陵地に繁茂した森林であり、弥生時代中期以降の食料生産の場は低湿地に作られた

水田であったことを示している。後述するが、蔵王町内における稲作の開始を裏付けるものとしては、

籾殻の圧痕がある弥生土器片や、古墳時代の水田跡がある。なお、縄文時代の集落が低湿地の周辺に作

られることはなかったが、低平な丘陵と湿地の入り組んだ円田盆地北部の一帯は、縄文時代には狩猟の

場として利用されていた。以下、各時代・時期における蔵王町内の考古学的様相を概観する。

（１）旧石器時代
　宮地区の持長地遺跡、鉄砲町遺跡、明神裏遺跡、小村崎地区の前戸内遺跡が知られている。持長地遺

跡では黄褐色ローム漸移層の下部よりナイフ形石器が単独出土している。石刃を素材として基部の両側

縁に刃潰し加工を施しており、いわゆる茂呂型ナイフ形石器の範疇に含まれるものである。鉄砲町遺跡

では彫刻刀形石器が採集されている。大型の石刃の末端側に施した急角度剥離面を打面として側縁に樋

状剥離面を作出しており、いわゆる小坂型彫刻刀形石器の範疇に含まれるものである。明神裏遺跡では

細石刃と槍先形尖頭器が採集されたというが、詳細は不明である。また、円田盆地北西部の前戸内遺跡

では槍先形尖頭器が採集されている。剥片を素材として両面調整が施されており、平面形はやや左右非

対称な木葉形を呈する。このほか、宮地区の二屋敷遺跡では石刃状の縦長剥片に基部加工を施したナイ

フ形石器の可能性がある石器が出土しているが、本遺跡では同様の縦長剥片を素材とする縄文時代の石

器も散見されることから、旧石器であるかどうかの判断は難しい。

　以上のことから、持長地遺跡と鉄砲町遺跡については後期旧石器時代、明神裏遺跡と前戸内遺跡につ

いては後期旧石器時代終末～縄文時代草創期に属する可能性が考えられる。しかし、いずれも単独出土

ないしは採集資料のため、明確な時期や遺跡の性格については不明な点が多い。

　なお、円田盆地の東側に隣接する村田盆地の東縁をなす高舘丘陵西麓部では玉髄が産出し、これを利

用して石器製作を行なった原産地遺跡が点在している。これらは新川流域遺跡群と呼ばれ、近年調査研

究が進められている。このうち、村田町小泉地区の賀篭沢遺跡では 2003 ～ 2006 年度にかけて東北学

院大学による学術発掘調査が行なわれ、後期旧石器時代の在地型原産地遺跡の様相が明らかにされた。

今のところ蔵王町内における旧石器時代の人びとの暮らしぶりは明らかになっていないが、このような

原産地遺跡に関連して残された遺跡が今後発見される可能性は十分に考えられる。

（２）縄文時代
　草創期については前述のとおり明確な遺跡が発見されていない。周辺地域でも白石市福岡深谷地区の

高野遺跡で槍先形尖頭器が、同大鷹沢地区の小菅遺跡、戸谷沢遺跡で局部磨製石斧が採集されている程

度で、具体的な様相は明らかでない。早期の遺跡には宮地区の明神裏遺跡、沢入Ｄ遺跡、円田地区の手

代木遺跡、三本槻Ａ遺跡、遠刈田地区の北原尾遺跡、前期の遺跡には宮地区の長峰遺跡、八幡平遺跡、

円田地区の入山遺跡、愛宕山遺跡、中期の遺跡には宮地区の上原田遺跡、円田地区の高木遺跡、鞘堂山

遺跡、湯坂山Ｂ遺跡、後期の遺跡には宮地区の二屋敷遺跡、山田沢遺跡、一本木遺跡、円田地区の西浦

Ｂ遺跡、晩期の遺跡には宮地区の下別当遺跡、沢北遺跡、曲竹地区の鍛冶沢遺跡などがある。
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　鞘堂山遺跡では主に大木８ｂ式期の竪穴住居跡 5 軒、貯蔵穴 23 基、土坑墓 1 基などが発見され、竪

穴住居跡は貯蔵穴・柱穴群を挟むように北西側と南東側に分布していた。湯坂山Ｂ遺跡では主に大木

９式期の竪穴住居跡 13 軒、貯蔵穴 8 基などが発見され、多量の土器・石器と土笛が出土している。竪

穴住居跡は複式炉を伴うもので、直径 9m に及ぶ大型のものもみられる。二屋敷遺跡では南境式期の炉

跡 2 基、土器埋設遺構 4 基、配石遺構などが発見され、遺物包含層から多量の遺物が出土している（宮

城県教育委員会 1984）。鍛冶沢遺跡では大洞 BC ～ C1 式期の土器埋設遺構や弥生時代初頭の再葬墓と、

その周囲を取り囲むように配置された掘立柱建物跡群が発見されている（宮城県教育委員会 2010）。

　遺跡の分布状況をみると、早期の遺跡は小規模なものが多く、高木丘陵から青麻山東麓部にかけての

広範囲に点在し、遠刈田地区から白石市福岡深谷地区にかけての不忘山東麓部にまとまった分布域を形

成する。前期の遺跡数はやや少なくなるが、高木丘陵上と青麻山東麓部に点在する。中期から後期にか

けては高木丘陵上に大きな集落が形成され、集中的な遺跡分布域となっている。一方、青麻山東麓部で

は後期になると多くの集落が形成され、晩期まで継続する大規模な集落がみられる。

　このように、時期による分布域の移動と、微地形選択の志向性に変化は見られるものの、縄文時代の

およそ１万数千年間を通して彼らの生活の中心は蔵王山東麓部から延びる高木丘陵上と、青麻山東麓部

にあったと言って良い。なお、円田盆地北部の小村崎地区にある都遺跡、窪田遺跡、六角遺跡、原遺跡、

平沢地区の中組遺跡などでは縄文時代のものと考えられる落し穴状土坑が見つかっており、低湿地に面

した低平な丘陵裾部が狩猟の場として利用されていたことが分かっている。

（３）弥生時代
　縄文時代晩期から継続する宮地区の沢北遺跡、曲竹地区の鍛冶沢遺跡、これに後続する桝形囲式期の

遺跡には宮地区の長峰遺跡、円田地区の清水遺跡、西浦遺跡、塩沢地区の宋膳堂遺跡、東根地区の立目

場遺跡、円田式期の遺跡には東根地区の大橋遺跡、塩沢地区の台遺跡、上野遺跡、塩沢北遺跡、小村崎

地区の都遺跡、円田地区の西浦遺跡、十三塚式期の遺跡には東根地区の愛宕山遺跡、立目場遺跡、天王

山式期の遺跡には東根地区の愛宕山遺跡、塩沢地区の天王遺跡、平沢地区の赤鬼上遺跡などがある。

　桝形囲式期以前の遺跡は、縄文時代の立地を踏襲しながら、一部円田盆地周縁部の丘陵に立地してい

る。円田式期になると円田盆地周縁部に急速に展開し、遺跡数も急増する。遺構が調査された例は皆無

であるが、稲作が受容されたと考えるのに十分な変化と言える。しかし、十三塚式期から天王山式期に

かけてはこうした流れを引き継ぐ一方、標高の高い丘陵上に立地する遺跡も見られる。こうした状況は

円田盆地に隣接する村田盆地の賀篭沢遺跡などでもみられる。なお、都遺跡で出土した円田式土器の破

片と、大橋遺跡で出土した天王山式土器の破片の表面に籾殻の圧痕が観察されている。

（４）古墳時代
　前期（塩釜式期）の遺跡には東根地区の大橋遺跡、伊原沢下遺跡、円田地区の堀の内遺跡、中期（南

小泉式期）の遺跡には小村崎地区の都遺跡、東根地区の中沢Ａ遺跡、台遺跡があるが、後期（住社式期）

の遺跡は明瞭には確認されていない。また、高塚古墳には宮地区の明神裏古墳、東根地区の夕向原古墳

群、古峯神社古墳、塩沢地区の宋膳堂古墳、天王古墳、西脇古墳、中屋敷古墳、八幡山古墳があり、横

穴古墳には現在確認できないが平沢地区の諏訪舘横穴墓群がある。

　古墳時代の遺跡は弥生時代の立地を踏襲し、円田盆地周縁部に集中している。前期の大橋遺跡、伊原

沢下遺跡は宮城県内における塩釜式最古段階の、中沢Ａ遺跡は南小泉式最古段階の遺跡として知られ、

当該地域が周辺地域に先駆けて新しい文化要素を受容していたことが窺われる。また、盆地を取り囲む

丘陵上にいくつもの高塚古墳が築かれている。古墳のほとんどは未調査であるが、宋膳堂古墳は直径約

30m の円墳で、埴輪が採集されている。明神裏古墳は昭和 31 年に発掘調査され、凝灰岩板石によって

築造された箱式石棺が確認されている。
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（５）古代
　飛鳥・奈良・平安時代の遺跡としては 100 か所以上が知られ、このうち発掘調査が行なわれた遺跡

としては宮地区の二屋敷遺跡、矢附地区の東山遺跡、塩沢地区の塩沢北遺跡、円田地区の堀の内遺跡、

平沢地区の窪田遺跡、都遺跡、赤鬼上遺跡、小村崎地区の戸ノ内遺跡、六角遺跡、十郎田遺跡、前戸内

遺跡などがある。

　飛鳥・奈良・平安時代の遺跡は、弥生時代以降の立地を踏襲し、円田盆地周辺に多く分布する一方、

町東部の丘陵麓部の広い範囲に分布するようになり、生活領域が拡大したことが窺われる。近年の調査

成果から特筆されるのは円田盆地北部（平沢・小村崎地区）の様相である。十郎田遺跡では７世紀後半

頃（飛鳥時代）の材木塀と大溝による区画施設を伴う集落跡を確認している。六角遺跡では７世紀後半

～８世紀前半頃（飛鳥～奈良時代初頭）の大溝による区画施設を伴う集落跡を確認した。当時の在地の

土師器とは異なる関東系土師器を主体的に伴っており、関東型カマドをもつ竪穴住居跡も確認されてい

る。堀の内遺跡、都遺跡、戸ノ内遺跡でも少数ながら関東系土師器が出土している。都遺跡では遺跡中

枢部が削平により残存しないものの、８世紀前半の多賀城創建期（奈良時代初頭）に位置づけられる軒

平瓦が採集されているのをはじめ、大型の掘立柱建物跡と材木塀による区画施設が確認されており、当

時の円田盆地を中心とする地域の経営に関する官衙関連施設が営まれていた可能性がある。また、前戸

内遺跡では平安時代前半の掘立柱建物跡群が確認され、墨書土器なども出土している。東山遺跡からは、

石組みのカマドを持つ平安時代の竪穴住居跡と土器溜遺構が確認され、灰釉陶器、転用硯のほか、「万

田」、「子田」などの墨書土器が多量に出土している。　

（６）中世以降
　中世の遺跡としては、宮地区の宮城館跡、山家館跡、館の山城跡、曲竹地区の曲竹小屋館跡、円田地

区の花楯館跡、棚村館跡、小村崎地区の西小屋館跡、兵衛館跡、平沢地区の平沢館跡、諏訪舘館跡、矢

附地区の矢附館跡などがあり、町東部の丘陵麓部に多くの城館が築かれている。また、宮地区の持長地

遺跡では中世の掘立柱建物跡群が確認され、常滑系陶器、馬具、鉄鈴、刀子などが出土している。

　このほか、平沢地区の保昌寺境内に現存する丈六阿弥陀如来坐像は平安時代末期の作風とされ、当時

の平沢地区と奥州藤原氏との関係性を示唆している。遠刈田地区の岩崎山金窟址では戦国末期には採掘

が開始されていたとみられ、江戸初期には仙台藩主伊達家の命により採掘されていた。

　近世の遺跡として調査されているものは少ないが、小村崎地区の車地蔵遺跡、鍛冶屋敷遺跡では近世

の有力者層の屋敷地の一部と考えられる掘立柱建物跡、区画溝跡、水場遺構などの遺構群が確認された。

現存する近世の建造物としては、曲竹地区の我妻家住宅、小村崎地区の奥平家住宅、宮地区の刈田嶺神

社本殿・拝殿・随身門などがある。我妻家住宅は江戸中期に建てられた大規模な茅葺民家で、国重要文

化財に指定されている。奥平家住宅は江戸後期に建てられた茅葺入母屋造の民家である。刈田嶺神社は

江戸期には刈田郡総鎮守として白石城主片倉家の保護を受けた。本殿は江戸中期に建てられたもので、

県指定文化財に指定されている。また、近世には奥州街道が宮地区を通り、さらに宮宿から分かれて四

方峠、笹谷峠を経由して山形へ至る羽前街道が通っていた。平沢地区には羽前街道の古道の一部が保存

され（旧羽前街道保存地区）、藩政時代の街道の景観を今に伝えている。

　近代の遺構としては遠刈田地区の遠刈田製鉄所高炉跡、軽便鉄道跡などがある。遠刈田製鉄所高炉跡

は当時最先端の設計で明治時代後期に建てられたもので、近代製鉄遺構としては国内で唯一、基礎部分

が現存する。明治時代後期から大正時代にかけて大河原－遠刈田間を結んだ軽便鉄道は、現在の道路あ

るいは路地として、その路線敷きの名残を留めるのみである。
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ୈ̎ষɹௐࠪʹࢸΔܦҢ

　西浦̗Ҩ蔵王町大字円田字西浦北にॴ͠ࡏɺೄ文࣌ͷҨͱͯ͠宮城県Ҩாにొ͞

Εͨपͷຒ蔵文化財แ蔵Ͱ͋Δɻ平成 21 年 5 月にࣜגձࣾΩΫνΑΓϑϨείΩΫν蔵王店ݐ設

計画ͱຒ蔵文化財ͷ͔͔ΘΓに͍ͭͯͷٞڠ書͕蔵王町ڭҭҕһձܦ༝Ͱ宮城県ڭҭҕһձఏ出͞

Εɺ宮城県ڭҭҕһձ͔Β計画に͓͚Δຒ蔵文化財ͷঢ়گΛѲ͢ΔͨΊͷҨ֬ߏೝ調査Λ࣮施͢

Δඞཁ͕͋Δͱͷճ͕͋ͬͨɻ͜ΕΛड͚ͯࣜגձࣾΩΫνͱ݁ͨٞ͠ڠՌɺಉ年 6 ʙ 7 月に蔵王

町ڭҭҕһձ͕計画 12690ᶷΛରͱͯ͠Ҩ֬ߏೝ調査（第 4 ਤ）Λ࣮施͠ɺͦͷ݁ՌΛΈͯޙࠓ

ͷରԠに͍ͭͯผ్ٞ͢ڠΔ͜ͱͱͳͬͨɻ調査ͷ݁Ռɺ計画にओにೄ文࣌ͷҨߏ・Ҩ͕ଟ

ଘ͓ͯ͠ࡏΓɺҨͷத෦に͋ͨΔ͜ͱ͕໌ͨͨ͠Ίɺ࠶ޙࠓͷࣄ業計画ͱҨにର͢Δอޢ

ાஔに͍ͭͯٞڠΛ行ͳ͕ͬͨɺ計画ม͕ߋ͍͠ͱͷ͔ࣄΒࣄલ調査Λ࣮施ͯ͠ҨͷهอଘΛਤ

Δ͜ͱͰ߹ҙͨ͠ɻͦͷޙɺ調査ͷ࣮施にؔ͢Δ݅උ͕ͬͨಉ年 10 月 29 日にࣜגձࣾΩΫν

ͱ蔵王町ͱͷؒにຒ蔵文化財発掘調査業ҕୗにؔ͢Δ֮書ͳΒͼに業ҕୗܖΛక݁͠ɺ͔ऀݖ

Βͷ発掘調査ঝ書ͷఏ出Λड͚ͯಉ年 11 月 1 日ΑΓ蔵王町ڭҭҕһձ͕ࣄલ調査にணखͨ͠ɻ

ୈ 4 ਤ　ௐࠪ区ஔਤ
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ୈ̏ষɹௐࠪͷํ๏ͱܦա

　Ҩ֬ߏೝ調査平成 21 年 6 月 15 日ʙ 7 月 9 日に͔͚࣮ͯ施͠ɺॏػにΑΔදআڈͷޙɺਓྗͰ

Ҩ֬ߏೝ࡞業Λ࣮施ͨ͠ɻࣄ計画Ͱɺమࠎ平ݐͷݐ 2 ౩ͱΞεϑΝϧτฮにΑΔறं

Λඋ͢Δͱ͞Ε͓ͯΓɺ宮城県ڭҭҕһձͱͷٞڠΛͯܦ計画ͷશҬΛ調査ରͱͨ͠ɻͨͩ͠ɺ

計画ͷ西෦にՌथ͕࡞͞Ε͓ͯΓɺळقͷམ༿ΛͬͯҠ২Λ͢Δ計画Ͱ͋ͬͨ͜ͱ͔Βର͔

Βআ֎͠ɺதԝ෦͔Β東෦・北෦Λରͱͯ͠ೆ北ํͷτϨϯν 26 ຊ（߹計 2276ᶷ）Λ設ఆͨ͠（第

4 ਤ）ɻ͜ͷ݁Ռɺ計画ͷೆ東෦Λআ͘΄΅શҬにҨ͕ߏ͢Δ͜ͱ͕໌Β͔ͱͳΓɺ出Ҩͷ

ಛ͔Βೄ文࣌ظޙΛத৺ͱ͢ΔҨ܈ߏͰ͋Δͱਪఆ͞Εͨɻ

લ調査ಉ年ࣄ　 11 月 1 日にணख͠ɺ北෦ͷഉਫ࿏掘෦ΛＡ۠ɺݐ・றं༧ఆΛ̗۠ͱͯ͠

調査۠Λ設ఆͨ͠ɻ調査۠に̗۠北東۱ۙにଧ設ͨ͠（1)）ߌΛج४ͱͯ͠ҙํͷ 3N άϦο

υΛ設ఆ͠ɺ東西・ೆ北ํに字Λͨ͠（第 5 ਤ）ɻ調査۠に設ఆͨ͠άϦουͷہ࠲ඪͱࠃՈ

第ͱͷରԠؔ（ܥඪ第ᶠ࠲日ຊ平໘֯）ඪ࠲ 5 ਤӈදͷͱ͓ΓͰ͋Δɻ

　調査ͷํ๏ॏػにΑΔදআڈͷޙɺਓྗͰҨ֬ߏೝ࡞業Λ࣮施͠ɺͦͷޙ 20 ͷ 1 ॖईͷҨߏ

ୈ 5 ਤ　ௐࠪ区άϦουઃఆਤ

४ଌྔՌදج

໊
ຊฏ໘֯࠲ඪ ୈᶠܥ
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平໘ਤΛ࡞成ͨ͠ɻҨߏਫ਼査Ҩߏ平໘ਤͷ࡞成͕

行ͳ͍ɺඞ࣍Ａ͓۠Αͼ̗۠ͷ東෦͔Βॱͨྃ͠

ཁにԠͯ͡ 20 ͷ 1 ॖईͷҨߏஅ໘ਤΛ࡞成ͨ͠ɻ

Ҩߏਫ਼査ͷ۠ͨྃ͠ҬͰɺॱ࣍掘ޙͷҨߏ平

໘ਤΛ࡞成ͨ͠ɻҨߏͷ出ҨҨߏ൪߸ͱ出

Ґ͝ͱにऔΓ্͛ɺҨߏ֎出Ҩに͍ͭͯ調

査۠ͱ出Ґ͝ͱにऔΓ্͛ͨɻ·ͨɺҨߏଯੵ

தに化͕֬ೝ͞Εͨ߹にɺੳ༻ࢼྉͱ

ͯ͠దٓ࠾औͨ͠ɻ֤Ҩߏͷਫ਼査ޙྃに୲͠

ͨ調査һ͕Ҩߏ調書Λ࡞成ͨ͠ɻ

　Ａ・̗۠ͷ調査ऴྃޙɺՌथͷҠ২࡞業͕ྃ͠

ͨ計画西෦ͷҨ֬ߏೝ調査Λ࣮施ͨ͠ɻ東西ํ

に 17 ຊͷτϨϯν（߹計 1137ᶷ）Λ設ఆͨ͠ͱ

͜Ζ（第 4 ਤ）ɺ ̗۠ͷҨߏ͕西ଆ 15 ̼ఔ

͍͕ͯͬΔ͜ͱ͕֬ೝ͞Εͨɻ·ͨɺ̗۠ͷೆ

ଆͰظ࣌ෆ໌ͷኈ掘ཱபݐ͕֬ೝ͞Εͨɻ͜

ͷͨΊɺલऀΛ̘۠ɺऀޙΛ̙۠ͱͯ͠ࣄલ調査Λ

࣮施ͨ͠ɻ調査ͷํ๏ͱखॱＡ・̗۠ͱಉ༷にਐ

Ίɺཌ 22 年 2 月 26 日·Ͱにͯ͢ͷࣄલ調査ͱ

ຒΊ͠࡞業Λͨྃ͠ɻ

ϨϑΧϝϥ͓Α؟ࣸਅに͍ͭͯσδλϧҰه　

ͼ 35NN ϞϊΫϩʔϜϑΟϧϜΛ༻͍ͯదٓࡱӨ

Λ行ͳ͍ɺσδλϧσʔλに͍ͭͯ %7%-30. に

ͯ͠อͨ͠ɻਤ໘に͍ͭͯτʔλϧεςʔه

γϣϯΛ༻͍ͯ設ఆͨ͠ 3N άϦουΛར༻ͯ͢͠

ͯख࣮ଌͰ࡞成ͨ͠ɻ

　ཧ࡞業平成 22 年 3 月͔Β行ͳ͍ɺҨߏ・Ҩ ୈ 8 ਤ　ཧۀ࡞෩ܠ

ୈ 7 ਤ　ൃ۷ۀ࡞෩ܠ

ͷ年ͱҨͷੑ֨に͍ͭͯͷࢦඪΛಘΔ͜ͱΛతにҨߏ出化ͱثண化Λࢼྉͱ͠

ͨ ".4 ๏にΑΔ์ࣹੑૉ年ଌఆ͓Αͼബย؍๏にΑΔثੳΛҕୗ業にΑΓ࣮施ͨ͠ɻ

·ͨɺ໌࣏大ֶ文化財ڀݚ施設ͷྗڠΛಘ༵ͯࠇੴੴثͷ原࢈ੳΛɺ東北大ֶ大ֶӃ文ֶڀݚՊ

ੳΛ行ͳͬͨɻࠟ༺ثΛಘͯੴྗڠͷࣨڀݚֶݹߟ

　Ҩߏਤに͍ͭͯɺख࣮ଌͰ࡞成ͨ͠ਤ໘ΛΠϝʔδεΩϟφͱϏοτϚοϓ画૾ฤ集ιϑτΣΞ

Λ༻͍ͯσδλϧ画૾化͠ɺ調査һ͕࡞成ͨ͠Ҩߏ調書Λࢀর͠ͳ͕ΒύιίϯͰϕΫτϧ画૾ฤ集

ιϑτΣΞΛ༻͍ͯσδλϧτϨʔεΛ行ͳͬͨɻ

　Ҩに͍ͭͯɺਫચચড়ͷޙにهΛ行ͳ͍ɺՄͳݶΓ߹ͱम෮Λ行ͳ্ͬͨͰҨ調書Λ࡞

成͠ɺҨͷੑ֨ͱଘঢ়گͳͲにԠ࣮ͯ͡ଌਤ͋Δ͍ຊΛ࡞成ͨ͠ɻҨͷ࣮ଌਤ͓ΑͼτϨʔ

εਤに͍ͭͯͯ͢ख࡞業にΑΓ࡞成ͨ͠ɻ࣮ଌਤͷ࡞成͕ऴྃͨ͠Ҩに͍ͭͯɺσδλϧҰ

ӨΛ行ͳͬͨɻࡱϨϑΧϝϥΛ༻͍ͯࣸਅ؟

　Ҏ্ͷܦաΛ࡞ͯܦ成ͨ͠Ҩߏ・Ҩ調書Λͱに報告書Λࣥචͨ͠ຊ文ͱɺҨߏ・Ҩͷࣸਅ・ਤ

໘ͷϨΠΞτ͓Αͼฤ集࡞業Λ %51 ιϑτΣΞΛ༻͍࣮ͯ施͠ɺຊ書ͷ印刷・ຊΛ行ͳͬͯ

ຊࣄ業Λͨྃ͠ɻ

ୈ 6 ਤ　ௐࠪ区ԕܠ
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第４章　調査の結果

第１節　基本層序
　調査区は遺跡範囲の中央部付近にあたり、地表面の遺物の散布も比較的濃密であった。調査前の現況

は畑地で、東へ向かってわずかに傾斜している。耕作に伴う耕起のほかは、大きな地形の改変は認めら

れない。基本層序はⅠ～Ⅴ層に細分される。Ⅰ層は表土または現代の耕作土で、層厚は 15 ～ 25cm 程

度である。Ⅱ層は旧耕作土で、層厚は 10 ～ 20cm 程度である。近代の陶磁器片などを含む。Ⅲ層は黒

ボクと称される黒色火山灰層で、層厚は 10 ～ 20cm 程度である。調査区内では標高の低い北東部での

み確認した。Ⅳ層はⅤ層上部に形成された漸移層で、層厚は 15 ～ 30cm 程度である。Ⅴ層は黄褐色を

呈する火山灰層で、永野火山灰（中川ほか 1960）とみられる。遺構はすべてⅤ層上面で確認したが、

調査区断面の観察から中世～近世の遺構掘り込み面はⅢ層上面、縄文時代後期の遺構掘り込み面はⅤ層

上面であることを確認した。現地表面からⅤ層上面までの深さは 45 ～ 85cm である。

　　Ⅰ層　黒褐色シルト　　　　表土・現耕作土　　15 ～ 25cm

　　Ⅱ層　黒色シルト　　　　　旧耕作土　　　　　10 ～ 20cm

　　Ⅲ層　黒褐色シルト　　　　黒色火山灰層　　　10 ～ 20cm　　中世～近世の遺構掘り込み面

　　Ⅳ層　暗褐色シルト　　　　漸移層　　　　　　15 ～ 30cm

　　Ⅴ層　黄褐色粘質シルト　　永野火山灰層　　　80cm 以上　　縄文時代後期の遺構掘り込み面

　永野火山灰は蔵王火山に由来するもので、松川沿岸の永野・矢附段丘上を覆い、北東方向へ仙台市内

の青葉山段丘上でも確認されている。層厚は永野段丘上で 2.5m に及び、中川久夫らは永野火山灰を関

東地方の立川ロームに対比させている（中川ほか前掲）。また、遠刈田温泉の南側に位置する七日原地

区では永野火山灰上部（本遺跡Ⅳ層に相当か）に縄文時代晩期の土器片が包含され、永野火山灰の降灰

期間は永野段丘形成後から縄文時代晩期までの長期間にわたったものと考えられている（村山 1966）。

　永野火山灰層を覆う黒色火山灰層（本遺跡Ⅲ層）は縄文時代晩期以降に堆積したものであり、蔵王連

峰の最高部に位置する火口湖の御釜を中心として東方約 20km 程度まで半円弧を描くように分布する。

層厚は七日原付近で 1.5m に及ぶ。御釜を火口とする火山活動の最も古い記録は 773 年（続日本後記）

であり、その後の 1227 年には「九月陸奥国芝田郡に石の降ること雨の如し、その大きさ柚柑のように

て細長く、下道廿余里の間人馬畜類是にうたるるもの数を知らず（九条九代記）」、1230 年には「十月

廿六日夜奥羽国柴田郡に石雨の如く降るという。かの石一つ将軍家に進ず、大きさ柚の如く鹿石なり

（東鑑）」、1624 年には「十月五日砂礫を雨ふらし、大石を飛ばし田を害す（貞山公治家記録）」、また

1895 年には「二月十五日鳴動し白煙噴出。九月廿七日鳴動噴煙し青根・川崎等降灰雨の如し（菊地勇

治郎氏稿）」など 20 数回の活動が記録にあり（三原 1955）、多量の降灰があったことが知られる。

　なお本遺跡周辺では、黄褐色を呈する永野火山灰層中に厚さ数 cm から数 10cm の黒色火山灰の夾層

が確認されることがある。黄褐色火山灰は黒色火山灰中の鉱物片が風化・溶脱され、さらに酸化鉄が生

成されることによって色調が変化したものであり、蔵王山麓では普通粒径の火山灰では約 1,000 年を単

位として黄褐色に変化する。こうした火山灰の風化・溶脱の作用は、降灰時の粒径および降灰後の気温

や降水量などの因子に影響され、溶脱の進行度合いや酸化鉄の生成差によって黄褐色火山灰層中に黒色

火山灰の夾層が形成されることが明らかにされている（村山前掲）。
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第２節　発見された遺構と遺物
　確認した遺構は、竪穴住居跡 2 軒、竪穴状遺構 1 軒、炉跡 1 基、掘立柱建物跡 26 軒、柱列跡 9 条、

溝跡 5 条、フラスコ状土坑 31 基、落とし穴状土坑 4 基、土坑 14 基、柱穴多数である。各調査区にお

ける遺構の確認状況は以下のとおりである。

　Ａ区は調査対象範囲の北部に位置する南北 23 ｍ、東西 3.5 ｍ、面積約 83㎡の調査区である。北端は

段丘面を開析する埋没河川に形成された後背湿地との境界に面し、基本層Ⅲ層の黒色火山灰の堆積はＡ

区北部のみで確認した。遺構確認面はⅤ層上面で、北へ向かって緩やかに傾斜している。現地表面から

の深さは 60 ～ 85cm である。確認した遺構は溝跡 1 条、フラスコ状土坑 2 基、土坑 2 基、柱穴 10 数

か所である。

　Ｂ区は調査対象範囲の中央部に位置し、主体を占める東西 78m、南北 65m、面積約 3,650㎡の調査

区である。Ｃ区は東西 16m、南北 47.5m、面積約 595㎡で、Ｂ区の西側に隣接する。Ｂ・Ｃ区をあわ

せた調査区は東西 86.5 ｍ、南北 65 ｍ、面積約 4,245㎡である。遺構確認面はⅤ層上面で、北へ向かっ

てわずかに傾斜している。現地表面からの深さは 45 ～ 60cm である。確認した遺構は竪穴住居跡 2 軒、

竪穴状遺構 1 軒、掘立柱建物跡 24 棟、柱列跡 9 条、炉跡 1 基、溝跡 4 条、フラスコ状土坑 27 基、落

とし穴状土坑 3 基、土坑 12 基、柱穴多数である。

　Ｄ区は調査対象範囲の南部に位置する南北 22m、東西 23m、面積約 350㎡の調査区である。遺構確

認面はⅤ層上面で、ほぼ平坦である。現地表面からの深さは 60 ～ 70cm である。確認した遺構は掘立

柱建物跡 2 棟、フラスコ状土坑 1 基、落とし穴状土坑 1 基、柱穴数か所である。

　出土した遺物は、縄文土器・石器を主体に、ロクロ土師器・中世陶器・近世陶磁器などである。縄文

土器はフラスコ状土坑から出土したものが主体でほとんどが縄文時代後期に位置づけられ、中期・晩期

のものがごく少数みられる。石器についても大半が縄文時代後期の土器に伴うものとみられる。ロクロ

土師器は竪穴住居跡から出土したもので平安時代に位置づけられる。出土遺物の修復後総量は遺物収納

コンテナ（44 × 60 × 15cm）で約 46 箱分である。

　これらの遺構の分布状況と出土した遺物の特徴などから、Ｂ区南西部とＤ区で確認した掘立柱建物跡

3 棟は中世～近世、Ｂ区北西部で確認した竪穴住居跡 1 軒は平安時代に位置づけられ、Ｂ区を中心に分

布するこのほかの竪穴住居跡 1 軒、炉跡 1 基、掘立柱建物跡 23 棟、フラスコ状土坑 31 基など大半の

遺構が縄文時代後期に位置づけられる。また、Ｂ区北西部で確認した竪穴状遺構は古代、Ａ区とＢ区中

央部で確認した溝跡 5 条は中世以降、Ｂ・Ｃ区南部とＤ区で確認した落とし穴状土坑 4 基は縄文時代

と考えられる。以下、発見された遺構と遺物について時代ごとに述べる。

１．縄文時代

（１）Ａ区
① フラスコ状土坑
【SK19 フラスコ状土坑】（第 11・15・16 図、写真図版 2 － 6・7）

〔位置・確認面〕Ａ区の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は確認面で直径 100cm、最大径で 110cm の円形を呈し、断面形は深さ 26cm の

台形を呈する。底面は周縁部で 3cm ほど窪んでいる。中心部のやや南東寄りの位置で平面形が直径約

20cm の円形を呈し、深さ 25cm の小柱穴を確認した。

〔堆積土〕3 層に細分される。1 層は地山ブロックをわずかに含む黒褐色シルト、2・3 層は地山ブロッ







第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

1�

ΫΛؚΉࠇ৭γϧτͰ͋Δɻ1 ࣗવଯੵɺ2・3 ਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥ֬ೝ໘ɺଯੵΑΓೄ文ثઙു（第 16 ਤ 13・18・19）ɺു（第 16 ਤ 20・21）ɺਂു（第

15 ਤ 2 ʙ 12ɺ第 16 ਤ 1 ʙ 12・23 ʙ 27）ɺു（第 16 ਤ 22）ɺޱث（第 15 ਤ 1）ɺثยՃ

円൘（第 146 ਤ 1・2）ɺೋ࣍Ճണย（第 150 ਤ 2）ɺඍࡉണࠟΛ༗͢Δണย（第 156 ਤ 1 ʙ 3）ɺ

ണยɺੴ֩（第 158 ਤ 3・7）ͳͲ͕出ͨ͠ɻ第 16 ਤ 14 ʙ 22 にֶ͍ͭͯࣜܕతにΈͯଞͷ出

ثΑΓ໌Β͔に৽͍༷͠૬Λ͓ࣔͯ͠Γɺ্͔Βͷࠞೖͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 12・17 ਤɺࣸਅਤ൛ 3 ʵ 1）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥＡ۠ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ୈ 10 ਤ　ೄจ࣌のҨߏஔਤ



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

1�

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 60DNɺ࣠ 50DN ͷෆ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 29DN ͷ̪字ܗΛఄ͢

Δɻఈ໘ࡼঢ়Λఄ͢Δɻ

ʤଯੵʥ2 にࡉ͞ΕΔɻࢁϒϩοΫΛଟؚ͘Ήࠇ৭γϧτ・҉৭೪࣭γϧτͰ͋Γɺ͍ͣ

Εਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥ֬ೝ໘ɺଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 17 ਤ）ɺثยՃ円൘（第 146 ਤ 1・2）͕出ͨ͠ɻ

ᶄ 土
ʲ4,��  （r第 13 ਤɺࣸਅਤ൛ 3 ʵ 2）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥＡ۠ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

SK19 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/1 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む
2 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを微量に含む（人為）
3 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを多く含む（人為）
4 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む

SK20 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を多く含む
2 10YR3/4 暗褐 粘質シルト 地山ブロックを多く含む

ୈ 11 ਤ　S,19 ϑϥスί状土 ୈ 12 ਤ　S,20 ϑϥスί状土

SK45 土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR 4/1 褐灰 シルト 地山ブロック・砂を含む
2 10YR4/3 にぶい黄褐 シルト 地山ブロックを多く含む　砂を含む（人為）

SK49 土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/1 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（人為）

ୈ 13 ਤ　S,45 土 ୈ 14 ਤ　S,49 土



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

1�

ୈ 15 ਤ　S,19 ϑϥスί状土出土Ҩ（1）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

� "ɾ4,��ɾଯ ޱ
ث

Ϙλϯঢ়షจɺೄจʢ3-ʣˠઢจ
ఈ໘ɿແจʢϛΨΩʣ ��� ����

� "ɾ4,��ɾଯ  ֬ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺฏߦઢจ ��� ����
� "ɾ4,��ɾଯ  ֬ ਂു ઢจɺຏফೄจʢ-3ʣɺखจɺ6 ঢ়จࣈ ��� ����
� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ઢจɺຏফೄจʢ-3ʣɺପԁจ·ͨ 6 ঢ়จࣈ ��� ����
� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺखจ ��� ����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3� ݁અจʣɺิम  ��� ����

�ɾ� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3� ݁અจʣ ��� ����
� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3ʣ ��� �

�� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-ʣˠଟઢจ ��� �
�� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣˠઢจ ��� �

̍

2

3
4

5

6

7 8 9

10 11
12



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

1�

ʤن・ܗঢ়ʥ西ଆ͕調査۠֎ԆͼΔͨΊશମͷܗঢ়ෆ໌Ͱ͋Δ͕ɺ平໘ܗ࣠ 110DN Ҏ্ɺ

࣠ 40DN Ҏ্ͷํܗΛఄ͢ΔͱΈΒΕΔɻஅ໘ܗਂ͞ 35DN ͷࡼঢ়Λఄ͢Δɻ

ʤଯੵʥ2 にࡉ͞ΕΔɻ1 ࢁϒϩοΫ・࠭Λଟؚ͘Ήփ৭γϧτɺ2 ࢁϒϩοΫΛ

ୈ 16 ਤ　S,19 ϑϥスί状土出土Ҩ（2）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �
� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ઢ۠ըɺೄจʢ-3ʣ ��� �
� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ོઢจɺઢจɺೄจʢ3-ʣ ��� �
� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �
� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-ʣɺઢจ ��� �
� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ3-ʣɺઢจ ��� �
� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3ʣ ��� �
� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-ʣ ��� �

�� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� "ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣɺ֎໘ɿண͋Γʢ࣫ʁʣ ��� �
�� "ɾ4,��ɾଯ ઙു ֎໘ɿོઢจɺ໘ɿོઢจ ��� �

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� "ɾ4,��ɾଯ ു ฏߦઢจɺೄจʢ-ʣ ��� ����
�� "ɾ4,��ɾଯ ു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� "ɾ4,��ɾଯ ു ઢจɺ೨ࢳจʢ-3ʣ ��� �
�� "ɾ4,��ɾଯ ു ઢจɺೄจʢ3-ʣ ��� �

��ɾ�� "ɾ4,��ɾଯ ઙു Ӣܗจ � ೄจʢ-3ʣ ��� �����
�� "ɾ4,��ɾଯ ു  ۳ඳจ ��� �
�� "ɾ4,��ɾଯ ു  ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �
�� "ɾ4,��ɾଯ  ོઢจɺແจʢϛΨΩʣɹ٭෦  ��� �����
�� "ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-ʣ ��� �
�� "ɾ4,��ɾଯ � ਂു ઢจ ��� �
�� "ɾ4,��ɾ֬ ਂു ೨ࢳจʢ3-ʣɺོઢจ ��� �
�� "ɾ4,��ɾ֬ ਂു ೄจʢ-3ʣɺׂޱʹԽ  ண ��� �
�� "ɾ4,��ɾ֬ ਂു ೄจʢ-ʣ ��� �

ୈ 17 ਤ　S,20 ϑϥスί状土出土Ҩ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� "ɾ4,��ɾ֬ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �����

ଟؚ͘ΉにͿ͍ԫ৭γϧτͰ͋Δɻ1 ࣗ

વଯੵɺ2 ਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4,��  （r第 14 ਤɺࣸਅਤ൛ 3 ʵ 3・4）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥＡ۠ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ

্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠
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第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

1�

ʤن・ܗঢ়ʥ西ଆ͕調査۠֎ԆͼΔͨΊશମͷܗঢ়ෆ໌Ͱ͋Δ͕ɺ平໘ܗ࣠ 45DN Ҏ্ɺ

࣠ 40DN Ҏ্ͷପ円ܗΛఄ͢ΔͱΈΒΕΔɻஅ໘ܗਂ͞ 25DN ͷٯܗΛఄ͢Δɻఈ໘΄΅平ୱͰ

͋Δɻ

ʤଯੵʥࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτͰɺਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʢ̎ʣＢɾ̘۠
ᶃ ୦݀ॅډ跡
ʲ4*�� ୦݀ॅډ （r第 18・19 ਤɺࣸਅਤ൛ 5 ʵ 4 ʙ 7）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4*65 ˠ 4,90・4,39

ʤن・ܗঢ়ʥೆ西ଆ͕平Λड͚͓ͯΓશମͷܗঢ়ෆ໌Ͱ͋Δ͕ɺଘൣғͰೆ北 4�6Nɺ東西 3�6N

ͷෆପ円ܗΛఄ͢Δɻ

SI65 竪穴住居跡　A-A'　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（住堆）
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を含む　焼土粒を少量含む（炉堆）
3 7.5YR3/2 黒褐 シルト 地山粒を多量に含む（炉堆）

No. 土色 土性 備考

4 7.5YR2/3 極暗褐 シルト 焼土ブロック・炭化物を含む　地山ブロックを少量
含む（炉堆）

5 7.5YR3/4 暗褐 シルト 均質土　内面が被熱により赤色化（炉石据方・炉構）

ୈ 18 ਤ　SI65 竪穴住居跡



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

1�

ʤน໘ʥᶛʙᶜΛนͱ͢Δɻচ໘͔Β֎্ཱ͕ͪͯ͠Γɺଘนߴ東นͰচ໘͔Β 12DN Ͱ͋Δɻ

ʤচ໘ʥࢁ（ᶜ）Λচͱ͢Δɻ΄΅平ୱͰ͋Δɻதԝ北دΓͷ東西 2�9Nɺೆ北 2�9N ͷൣғͰ

চ໘ͷݦஶͳߗ化Λ֬ೝͨ͠ɻ

ʤओப݀ʥͳ͠

ʤपߔʥͳ͠

ʤʥதԝ北東دΓͷҐஔにੴғ͕設ஔ͞Ε͍ͯΔɻ20 ʙ 40DN 大ͷ河原ੴΛ༻͍ͯ東西 70DNɺ

ೆ北 60DN ͷෆํܗに۠画͠ɺࢁϒϩοΫओମͷຒͰচΛߏங͍ͯ͠Δɻচͷதԝ෦ͷܘ

30DN ͷൣғͰඃにΑΔݦஶͳ৭化͕ΈΒΕΔɻ·ͨɺඃ໘Λܘ 15DNɺਂ͞ 5DN ΄Ͳ掘ΓԼ

తͳඃにΑ࣍ଘ͢ΔɻೋମԼ෦ʙఈ෦͕ثΛਖ਼Ґにຒ設͍ͯ͠Δɻຒ設͞Εͨثܗുਂͯ͛

ΔثนͷണམͳͲͷଛই͕ஶ͍͠ɻੴͷੴࡐ̔ੴ͕ଘ͠ɺ３ੴͷࠟΛ֬ೝͨ͜͠ͱ͔Βɺ計

11 ੴͰߏங͞Ε͍ͯͨͱ͑ߟΒΕΔɻੴࡐにੴࡼͳͲͷੴثΛస༻͍ͯ͠Δͷ͕͋Δɻ

ʤଯੵʥࢁϒϩοΫΛؚΉ҉৭γϧτͰɺॅډഇઈޙͷࣗવଯੵͰ͋Δɻ

ʤ出Ҩʥੴғにຒ設͞Εͨঢ়ଶͰೄ文ਂث （ു第 19 ਤ 1）͕ ɺଯੵΑΓਂ （ു第 19 ਤ 2）

͕出ͨ͠ɻੴғΛߏங͢Δੴࡐͱͯ͠ɺຏੴ（第 161 ਤ 4）ɺຏੴʗԜੴ（第 164 ਤ 4）ɺੴࡼ（第

166 ਤ 1）͕ స༻͞Ε͍ͯͨɻ·ͨɺଯੵΑΓೄ文ਂث （ു第 16 ਤ 3 ʙ 11）ɺϐΤε・ΤεΩʔϢ（第

149 ਤ 6）ɺണยͳͲ͕出ͨ͠ɻೄ文ുਂثͷഁยにɺ4,90 ϑϥείঢ়出ث（第 101 ਤ

2）ͱಉҰݸମͱΈΒΕΔͷ͕͋Δɻ

ୈ 19 ਤ　SI65 竪穴住居跡出土Ҩ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

� #ɾ4*��ɾ1PU� ਂു ෦ɿແจʢϛΨΩʣɺఈ෦ɿແจʢφσˠϛΨΩʣ
શମతʹඃஶ͍͠ ��� ����

� #ɾ4*��ɾ ਂു ೄจˠ 4 ঢ়ʁઢจɺ֎໘ɿԽணࣈ ��� �����
� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ3-ʣɺઢจɺ֎໘ɿԽண ��� �����
� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจɺࠁจɺ֎໘ɿԽண ��� �����
� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ઢจɺ೨ࢳจʢ-3ʣɺԡѹೄจʢ-3ʣ ��� �����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3
ɺઢจ ��� �����
� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ঢ়ོઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� �����
� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ೄจʢ-ʣɺ࿈ଓಥจ·ͨඍོىઢจ ��� �
� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �

�� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �

1
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9 10 11
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第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

1�

ᶄ 掘ཱபݐ跡
ʲ4#�� ۙ౩࣋ப۷ཱபݐ （r 第 20 ਤɺ

ࣸਅਤ൛ 5 ʵ 8ɺ6 ʵ 1）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻ

ᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4,62・4,56 ʵ 4#93

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 2 （ؒ૯ 4�56N）ɺೆ 北 1 （ؒ૯

 2�52N）ͷ東西౩ଆபݐͰɺ東西にۙ౩࣋

பΛͭɻ

ʤப݀ʥ ଆப 6 ͔ॴɺ ౩࣋ப 2 ͔ॴΛ֬ೝͨ͠ɻ

ଆப掘ํͷ平໘͕ܗ࣠ 28 ʙ 43DNɺ࣠ 26

ʙ 32DN ͷ円ܗ·ͨପ円ܗΛఄ͠ɺਂ͞ 17 ʙ

24DN Ͱ͋Δɻ2 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛ֬

ೝͨ͠ɻப͍ࠟͣΕ֬ೝ͞Εͳ͔ͬͨɻ౩

ப東西ଆபྻにۙͨ͠֎ଆにҐஔ͠ɺ掘ํ࣋

ͷ平໘͕ܗ࣠ 29 ʙ 33DNɺ࣠ 25 ʙ 30DN ͷ

ུ円ܗΛఄ͠ɺਂ͞ 18 ʙ 34DN Ͱ͋Δɻபࠟ

͍ͣΕ֬ೝ͞Εͳ͔ͬͨɻ

ʤப ؒ ੇ ๏ʥ 北 ଆ ப ྻɿ 西 ͔ Β 	216
―	240
DNɺ

東ଆபྻɿ	252
DNɺ౩࣋பؒɿ	500
DN

ʤํʥ北ଆபྻɿ/ ʵ 56�5˃ɻ 8

SB93 掘立柱建物跡　P1　A-A’
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を少量含む（柱抜）
2 10YR3/4 暗褐 シルト 地山粒をきわめて多量に含む（柱掘）

SB93 掘立柱建物跡　P2　B-B’
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を含む

SB93 掘立柱建物跡　P3　C-C’
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む（柱抜）
2 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）

SB93 掘立柱建物跡　P4　D-D’
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を含む

ୈ 20 ਤ　S#93 ۷ཱபݐ跡

ʤ出Ҩʥ11 ͷபࡐൈ͖औΓࠟΑΓೄ文ുਂثͷഁย͕出ͨ͠ɻ

ʲ4#�� ۷ཱபݐ （r第 21 ਤɺ22 ਤ 1・2ɺࣸਅਤ൛ 6 ʵ 2 ʙ 5）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4#97 ˠ 4#98

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 4 ؒ（૯ 7�40N）ɺೆ北 1 ؒ（૯ 2�02N）ͷ東西౩ଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ10 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 44 ʙ 78DNɺ࣠ 28 ʙ 56DN ͷ۱ؙํܗ·ͨପ円ܗ

Λఄ͠ɺਂ͞ 19 ʙ 52DN Ͱ͋Δɻ7 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛɺ2 ͔ॴͰ平໘͕ܗܘ 24 ʙ 26DN

ͷ円ܗΛఄ͢ΔபࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ

ʤபؒੇ๏ʥ北ଆபྻɿ西͔Β 	176
―	184
―	180
―	200
DNɺ東ଆபྻɿ	202
DN

ʤํʥ東ଆபྻɿ/ ʵ 46�5˃ɻ 8

ʤ出Ҩʥ14 ଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 22 ਤ 1）͕ɺ18 ଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 22 ਤ 2）

͕出ͨ͠ɻ·ͨɺ12ɺ13ɺ17 ଯੵΑΓೄ文ുਂثͷഁย͕ɺ16 ֬ೝ໘ΑΓണย͕出ͨ͠ɻ

ʲ4#�� ۷ཱபݐ （r第 22 ਤ 6・7ɺ23 ਤɺࣸਅਤ൛ 6 ʵ 1・2・6・7）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4#97 ˠ 4#98

ʤن・ܗঢ়ʥݐ֎पͷ 7 ͔ॴにபΛஔ͢Δଟ֯ܗଆபݐͰɺ東西 4�80Nɺೆ 北 4�80N ͷنΛͭɻ

ʤப݀ʥ7 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 44 ʙ 70DNɺ࣠ 42 ʙ 52DN ͷུ円ܗ·ͨପ円ܗΛఄ͠ɺ

ਂ͞ 49 ʙ 70DN Ͱ͋Δɻ5 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛɺ4 ͔ॴͰ平໘͕ܗܘ 22 ʙ 29DN ͷ円ܗΛ

ఄ͢ΔபࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ

ʤபؒੇ๏ʥ11 ͔Β࣌計ճΓɿ	220
―	190
―	208
―226―242―	232
DN
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ʤ出Ҩʥ16 ଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 22 ਤ 3）͕ɺ17 ଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 22 ਤ 4）

ͳͲ͕出ͨ͠ɻ·ͨɺ11 ଯੵΑΓണย͕出ͨ͠ɻ

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 24 ਤɺࣸਅਤ൛ 6 ʵ 8ɺ7 ʵ 1）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4978 ˠ 4#100

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 1 ؒ（૯ 2�44N）ɺೆ北 1 ؒ（૯ 3�96N）ͷଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ4 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 44 ʙ 80DNɺ࣠ 36 ʙ 44DN ͷ۱ؙํܗ·ͨପ円ܗ

Λఄ͠ɺਂ͞ 51 ʙ 71DN Ͱ͋Δɻ͍ͣΕபࡐͷൈ͖औΓࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ

ʤபؒੇ๏ʥೆଆபྻɿ	244
DNɺ東ଆபྻɿ	396
DN

ʤํʥ東ଆபྻɿ/ ʵ 15�6˃ɻ 8

ʤ出  Ҩ ʥ12 ଯ ੵ  Α Γ ε Ϋ Ϩ Π ύ ʔ（第 148 ਤ 7） ͕ɺ14 ଯ ੵ  Α Γ ੴ ֩（第 159 ਤ 3） ͕ɺ

11・12・14 ଯੵΑΓೄ文ുਂثͷഁย͕ɺ11 ଯੵΑΓണย͕出ͨ͠ɻ

SB97 掘立柱建物跡　P1　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒をわずかに含む（柱抜）
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）
3 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）

SB97 掘立柱建物跡　P2　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを多く含む（柱抜）
2 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む（柱掘）
3 10YR3/3 暗褐 粘質シルト 地山ブロックを多く含む（柱掘）

SB97 掘立柱建物跡　P3　C-C'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を多く含む（柱抜）
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を含む（柱抜）
3 10YR3/4 暗褐 シルト 地山粒を多く含む（柱掘）
4 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を多く含む（柱掘）

SB97 掘立柱建物跡　P4　D-D'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を含む（柱痕）
2 10YR3/2 暗褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）

SB97 掘立柱建物跡　P5　E-E'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む（柱抜）
2 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱抜）
3 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）

SB97 掘立柱建物跡　P6　F-F'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む（柱痕）
2 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを含む　炭化物をわずかに含む（柱掘）
3 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）
4 10YR4/3 にぶい黄褐 シルト 地山粒を少量含む（柱掘）

SB97 掘立柱建物跡　P7　G-G'
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を少量含む（柱抜）
2 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を含む（柱掘）
3 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）

SB97 掘立柱建物跡　P8　H-H'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
3 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）

SB97 掘立柱建物跡　P9　I-I’
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3　暗褐 シルト 地山粒を含む（柱抜）

SB97 掘立柱建物跡　P10　J-J'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む（柱抜）
2 10YR2/3 暗褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
3 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックをわずかに含む（柱掘）

ୈ 21 ਤ　S#97 ۷ཱபݐ跡
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SB98 掘立柱建物跡　P1　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 地山粒を多く含む　焼土粒を少量含む（柱抜）
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を少量含む（柱抜）
3 10YR3/3 暗褐 シルト 地山粒を多く含む（柱掘）
4 10YR2/1 黒 シルト 下部に地山粒を多く含む（柱掘）

SB98 掘立柱建物跡　P2　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒をわずかに含む（柱抜）

SB98 掘立柱建物跡　P3　C-C'
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む　焼土粒をわずかに含む（柱
抜）

2 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックをわずかに含む（柱痕）
3 10YR3/1 黒褐 シルト 地山ブロックを含む　砂を少量含む（柱掘）

ୈ 23 ਤ　S#98 ۷ཱபݐ跡

ୈ 22 ਤ　S#97・S#98・S#112・S#135 ۷ཱபݐ跡出土Ҩ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4#���1�ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣˠଟઢจ ��� ����
� #ɾ4#���1�ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� ����
� #ɾ4#���1�ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣˠઢจ ��� ����
� #ɾ4#���1�ɾଯ ਂു ོઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� ����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4#����1�ɾଯ ਂു ۳ඳจ ��� ����
� #ɾ4#����1�ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� ����
� #ɾ4#����1�ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ-3ʣ ��� ����
� #ɾ4#����1�ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ-3ʣ ��� ����

SB98 掘立柱建物跡　P4　D-D'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を含む（柱痕）
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を含む　黒色土ブロックを含む（柱掘）
3 10YR3/3 暗褐 シルト 地山粒を含む（柱掘）
4 10YR2/1 黒 砂質シルト 均質土（柱掘）

SB98 掘立柱建物跡　P5　E-E'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を含む（柱痕）
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒ブロックを含む（柱掘）

SB98 掘立柱建物跡　P6　F-F'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 地山ブロックをわずかに含む（柱痕）
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）
3 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）

SB98 掘立柱建物跡　P7　G-G'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
2 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）
3 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）

̍

2 3 4

5
6

7

8
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SB100 掘立柱建物跡　P1　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒・焼土粒を含む（柱抜）
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を多く含む（柱抜）
3 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）

SB100 掘立柱建物跡　P2　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
2 10YR3/2 黒褐 粘質シルト 地山粒をわずかに含む（柱抜）
3 10YR3/3 暗褐 地山ブロックを多量に含む（柱掘）

SB100 掘立柱建物跡　P3　C-C'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む（柱抜）
2 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックをわずかに含む（柱掘）
3 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）

SB100 掘立柱建物跡　P4　D-D'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を多く含む（柱抜）
2 10YR3/1 黒褐 粘質シルト 地山粒を少量含む（柱抜）
3 10YR3/2 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを少量含む（柱抜）
4 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを少量含む（柱掘）

ୈ 24 ਤ　S#100 ۷ཱபݐ跡

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 25 ਤɺࣸਅਤ൛ 7 ʵ 2）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4#105 ʵ 4#103 ˠ 4#104

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 1 ؒ（૯ 1�82N）ɺೆ北 1 ؒ（૯ 3�00N）ͷଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ3 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 38 ʙ 42DNɺ࣠ 30 ʙ 42DN ͷུ円ܗ·ͨପ円ܗΛఄ͠ɺ

ਂ͞ 24 ʙ 33DN Ͱ͋Δɻ1 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛɺ1 ͔ॴͰ平໘͕ܗܘ 20DN ͷ円ܗΛఄ͢Δ

பࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ

ʤபؒੇ๏ʥೆଆபྻɿ	182
DNɺ東ଆபྻɿ	300
DN

ʤํʥ東ଆபྻɿ/ ʵ 15�6˃ɻ 8

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 25 ਤɺࣸਅਤ൛ 7 ʵ 3・4）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4#103 ˠ 4#104 ʵ 4#105

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 2 ؒ（૯ 2�84N）ɺೆ北 1 ؒ（૯ 1�88N）ͷ東西౩ଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ6 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 42 ʙ 54DNɺ࣠ 32 ʙ 46DN ͷପ円ܗ·ͨෆପ円

Λఄ͠ɺਂ͞ܗ 14 ʙ 34DN Ͱ͋Δɻ3 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛ֬ೝͨ͠ɻப͍ࠟͣΕ֬ೝ

͞Εͳ͔ͬͨɻ

ʤபؒੇ๏ʥೆଆபྻɿ西͔Β 	140
―	144
DNɺ東ଆபྻɿ	188
DN

ʤํʥೆଆபྻɿ& ʵ 28�0˃ɻ /

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 26 ਤɺࣸਅਤ൛ 7 ʵ 5・6）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4#105 ʵ 4#103・4#104
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SB103 掘立柱建物跡　P1　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを少量含む（柱痕）
2 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山粒を多く含む（柱掘）
3 10YR3/2 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）

SB103 掘立柱建物跡　P3　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む（柱抜）
2 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）

SB104 掘立柱建物跡　P2　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
2 10YR4/6 褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）

SB104 掘立柱建物跡　P4　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む　炭化物を少量含む（柱抜）
2 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）
3 10YR3/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）

SB104 掘立柱建物跡　P6　C-C'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山粒を多く含む（柱抜）
2 10YR3/4 暗褐 粘質シルト 地山粒を多く含む（柱掘）

SB105 掘立柱建物跡　P1　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山粒を多く含む（柱抜）

SB105 掘立柱建物跡　P2　B-B'
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山粒を少量含む　下部に地山ブロックを多く含む
（柱抜）

SB105 掘立柱建物跡　P3　C-C'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）

SB105 掘立柱建物跡　P4　D-D'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを少量含む（柱痕）
2 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）

ୈ 25 ਤ　S#103・S#104 ۷ཱபݐ跡

ୈ 26 ਤ　S#105 ۷ཱபݐ跡

SB108 掘立柱建物跡　P1　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを多く含む（柱抜）
2 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 地山粒をわずかに含む（柱抜）
3 10YR2/1 黒 粘質シルト 地山ブロックを少量含む（柱掘）
4 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを多く含む（柱掘）

SB108 掘立柱建物跡　P3　B-B'
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 地山粒を多量に含む　地山ブロックを少量含む（柱
抜）

2 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）
SB108 掘立柱建物跡　P4　C-C'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒をわずかに含む（柱抜）
2 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）

ୈ 27 ਤ　S#108 ۷ཱபݐ跡



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

2�

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 1 ؒ（૯ 1�40N）ɺೆ北 1 ؒ（૯ 1�54N）ͷଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ4 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 24 ʙ 60DNɺ࣠ 18 ʙ 38DN ͷପ円ܗΛఄ͠ɺਂ͞ 13

ʙ 28DN Ͱ͋Δɻ3 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛɺ1 ͔ॴͰ平໘͕ܗܘ 24DN ͷ円ܗΛఄ͢Δபࠟ

Λ֬ೝͨ͠ɻ

ʤபؒੇ๏ʥೆଆபྻɿ	140
DNɺ東ଆபྻɿ	154
DN

ʤํʥ東ଆபྻɿ/ ʵ 13�5˃ɻ &

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 27 ਤɺࣸਅਤ൛ 7 ʵ 7・8）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 1 ؒ（૯ 1�92N）ɺೆ北 1 ؒ（૯ 2�20N）ͷଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ4 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 40 ʙ 60DNɺ࣠ 34 ʙ 44DN ͷ円ܗ·ͨෆପ円ܗ

Λఄ͠ɺਂ͞ 14 ʙ 34DN Ͱ͋Δɻ3 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ͍ͣΕபࠟ֬ೝ͞

Εͳ͔ͬͨɻ

ʤபؒੇ๏ʥೆଆபྻɿ	192
DNɺ東ଆபྻɿ	220
DN

ʤํʥ東ଆபྻɿ/ ʵ 43�0˃ɻ &

ʤ出Ҩʥ13 ଯੵΑΓೄ文ുਂثͷഁย͕出ͨ͠ɻ

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 28 ਤɺࣸਅਤ൛ 8-1）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4#111 ʵ 4,63・4"117・4#112・4#120・4#134

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 2 ؒ（૯ 5�74N）ɺೆ北 1 ؒ（૯ 3�04N）ͷ東西౩ଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ5 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 38 ʙ 62DNɺ࣠ 34 ʙ 46DN ͷ۱ؙํܗ·ͨପ円ܗ

Λఄ͠ɺਂ͞ 19 ʙ 40DN Ͱ͋Δɻ3 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ͍ͣΕபࠟ֬ೝ͞

Εͳ͔ͬͨɻ

ୈ 28 ਤ　S#111 ۷ཱபݐ跡

SB111 掘立柱建物跡　P2　A-A'
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/1 黒 シルト 地山粒・炭化物粒をわずかに含む
（柱抜）

2 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
SB111 掘立柱建物跡　P3　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを少量含む（柱抜）
2 10YR3/4 暗褐 粘質シルト 地山ブロックを多く含む（柱掘）

SB111 掘立柱建物跡　P5　C-C'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を含む（柱掘）
3 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）
4 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

2�

ʤபؒੇ๏ʥ北ଆபྻɿ西͔Β 	266
―	308
DNɺ西ଆபྻɿ	304
DN

ʤํʥ北ଆபྻɿ& ʵ 22�0˃ɻ /

ʤ出Ҩʥ15 ଯੵΑΓೋ࣍Ճ͋Δണย（第 150 ਤ 3）͕ɺ13 ଯੵΑΓೄ文ുਂثͷഁย͕

出ͨ͠ɻ

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 29 ਤɺ22 ਤ 5ɺࣸਅਤ൛ 8 ʵ 2）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4#112 ʵ 4,63・4#111・4#134

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 1 ؒ（૯ 2�80N）ɺೆ北 1 ؒ（૯ 2�86N）ͷଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ4 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 38 ʙ 60DNɺ࣠ 30 ʙ 44DN ͷ円ܗ·ͨପ円ܗΛఄ͠ɺ

ਂ͞ 11 ʙ 39DN Ͱ͋Δɻ2 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ͍ ͣΕபࠟ֬ೝ͞Εͳ͔ͬͨɻ

ʤபؒੇ๏ʥೆଆபྻɿ	280
DNɺ東ଆபྻɿ	286
DN

ʤํʥ北ଆபྻɿ/ ʵ 20�5˃ɻ 8

SB112 掘立柱建物跡　P3　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 地山粒を少量含む（柱抜）
2 10YR3/4 暗褐 粘質シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）

SB112 掘立柱建物跡　P4　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 地山粒を少量含む（柱抜）
2 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを多く含む（柱掘）

SB113 掘立柱建物跡　P1　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を含む（柱抜）
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
3 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロック・黒色土ブロック・砂を含む（柱掘）

SB113 掘立柱建物跡　P2　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む（柱抜）
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）

SB113 掘立柱建物跡　P3　C-C'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 下部に地山粒を多く含む（柱抜）
2 10YR3/3 暗褐 粘質シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）

SB113 掘立柱建物跡　P5　D-D'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
2 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱抜）
3 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む（柱抜）
4 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックをわずかに含む（柱掘）

SB113 掘立柱建物跡　P6　E-E'
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む　炭化物粒をわずかに含む（柱
痕）

2 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）

ୈ 29 ਤ　S#112・S#113 ۷ཱபݐ跡



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　
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ʤ出Ҩʥ14 ଯੵΑΓೄ文ਂث （ു第 22 ਤ 5）͕ ɺ12 ଯੵΑΓೄ文ുਂثͷഁย͕出ͨ͠ɻ

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 29 ਤɺࣸਅਤ൛ 8 ʵ 3・4）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4,70 ˠ 4#114 ˠ 4#115 ˠ 4#113

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 1 ؒ（૯ 3�52N）ɺೆ北 2 ؒ（૯ 4�00N）Ҏ্ͷೆ北౩ଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ6 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 42 ʙ 52DNɺ࣠ 30 ʙ 50DN ͷ円ܗ·ͨପ円ܗΛఄ͠ɺ

ਂ͞ 22 ʙ 55DN Ͱ͋Δɻ4 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛɺ1 ͔ॴͰ平໘͕ܗܘ 28DN ͷ円ܗΛఄ͢Δ

பࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ

ʤபؒੇ๏ʥೆଆபྻɿ	352
DNɺ東ଆபྻɿ北͔Β 	168
―	232
DN

ʤํʥ東ଆபྻɿ/ ʵ 25�6˃ɻ 8

ʤ出Ҩʥ12 ଯੵΑΓണย͕出ͨ͠ɻ

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 30 ਤ）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4,70 ˠ 4#114 ˠ 4#115 ˠ 4#113

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 1 ؒ（૯ 3�64N）ɺೆ北 1 ؒ（૯ 3�44N）ͷଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ4 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 38 ʙ 62DNɺ࣠ 30 ʙ 48DN ͷ円ܗ·ͨෆପ円ܗ

Λఄ͠ɺਂ͞ 26 ʙ 43DN Ͱ͋Δɻ3 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ͍ͣΕபࠟ֬ೝ͞

Εͳ͔ͬͨɻ

ʤபؒੇ๏ʥ北ଆபྻɿ	364
DNɺ東ଆபྻɿ	344
DN

ʤํʥ北ଆபྻɿ/ ʵ 48�5˃ɻ &

ʤ出Ҩʥͳ͠

ୈ 30 ਤ　S#114・S#115 ۷ཱபݐ跡

SB114 掘立柱建物跡　P1　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを多量に含む（柱抜）
2 10YR3/4 暗褐 粘質シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）

SB114 掘立柱建物跡　P2　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 地山粒を多く含む（柱抜）
2 10YR4/4 褐 粘質シルト 地山ブロック主体（柱掘）

SB114 掘立柱建物跡　P4　C-C'
1 10YR3/3 暗褐 粘質シルト 地山ブロックを多量に含む（柱抜）

SB115 掘立柱建物跡　P1　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）

SB115 掘立柱建物跡　P3　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR4/3 にぶい黄褐 シルト 地山ブロックを極めて多量に含む（柱抜）
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2�

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 30 ਤ）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4,70 ˠ 4#114 ˠ 4#115 ˠ 4#113

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 1 ؒ（૯ 2�00N）ɺೆ北 1 ؒ（૯ 2�40N）ͷଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ3 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 40 ʙ 44DNɺ࣠ 26 ʙ 36DN ͷ円ܗ·ͨପ円ܗΛఄ͠ɺ

ਂ͞ 48 ʙ 57DN Ͱ͋Δɻ2 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ͍ ͣΕபࠟ֬ೝ͞Εͳ͔ͬͨɻ

ʤபؒੇ๏ʥೆଆபྻɿ	200
DNɺ東ଆபྻɿ	240
DN

ʤํʥ東ଆபྻɿ/ ʵ 28�5˃ɻ &

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 31 ਤɺࣸਅਤ൛ 8 ʵ 5）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 1 ؒ（૯ 1�36N）ɺೆ北 1 ؒ（૯ 1�28N）ͷଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ4 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 18 ʙ 36DNɺ࣠ 16 ʙ 34DN ͷ円ܗ·ͨෆପ円ܗ

Λఄ͠ɺਂ͞ 19 ʙ 42DN Ͱ͋Δɻ2 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ͍ͣΕபࠟ֬ೝ͞

Εͳ͔ͬͨɻ

ʤபؒੇ๏ʥೆଆபྻɿ	136
DNɺ東ଆபྻɿ	128
DN

ʤํʥ東ଆபྻɿ/ ʵ 34�0˃ɻ 8

ʤ出Ҩʥ11 ଯੵΑΓೄ文ുਂثͷഁย͕出ͨ͠ɻ

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 31 ਤ）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥݐ֎पͷ 5 ͔ॴにபΛஔ͢Δଟ֯ܗଆபݐͰɺ東西 2�01Nɺೆ 北 2�12N ͷنΛͭɻ

ʤப݀ʥ5 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 20 ʙ 23DNɺ࣠ 20 ʙ 24DN ͷ円ܗ·ͨପ円ܗΛఄ͠ɺ

ਂ͞ 15 ʙ 27DN Ͱ͋Δɻ1 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ͍ ͣΕபࠟ֬ೝ͞Εͳ͔ͬͨɻ

ʤபؒੇ๏ʥ14 ͔Β࣌計ճΓɿ	128
―	132
―	126
―	138
―	201
DN

SB116 掘立柱建物跡　P2　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/3 黒褐 シルト 地山粒を含む　炭化物粒を少量含む（柱抜）
2 10YR4/4 暗褐　 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）

SB116 掘立柱建物跡　P4　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を多く含む（柱抜）
2 10YR3/2 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを多く含む（柱掘）

SB118 掘立柱建物跡　P1　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む（柱抜）

SB118 掘立柱建物跡　P2　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む（柱抜）

SB118 掘立柱建物跡　P3　C-C'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山粒を少量含む（柱抜）
2 10YR3/3 暗褐 粘質シルト 地山粒を多く含む（柱抜）

ୈ 31 ਤ　S#116・S#118 ۷ཱபݐ跡
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ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 32 ਤɺࣸਅਤ൛ 8 ʵ 6）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4#111・4#114 ʵ 4#120 ˠ 4#115

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 1 ؒ（૯ 2�84N）ɺೆ北 1 ؒ（૯ 1�88N）ͷଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ3 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 70 ʙ 74DNɺ࣠ 52 ʙ 58DN ͷ۱ؙํܗ·ͨପ円ܗ

Λఄ͠ɺਂ͞ 22 ʙ 34DN Ͱ͋Δɻ2 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ͍ͣΕபࠟ֬ೝ͞

Εͳ͔ͬͨɻ

ʤபؒੇ๏ʥ北ଆபྻɿ	284
DNɺ西ଆபྻɿ	188
DN

ʤํʥ北ଆபྻɿ/ ʵ 52�0˃ɻ &

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 33 ਤ）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 1 ؒ（૯ 2�61N）ɺೆ北 1 ؒ（૯ 3�29N）ͷଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ4 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 33 ʙ 40DNɺ࣠ 30 ʙ 38DN ͷུ円ܗΛఄ͠ɺਂ͞ 9

ʙ 45DN Ͱ͋Δɻ1 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ͍ͣΕபࠟ֬ೝ͞Εͳ͔ͬͨɻ

ʤபؒੇ๏ʥೆଆபྻɿ	261
DNɺ東ଆபྻɿ	329
DN

ʤํʥ西ଆபྻɿ/ ʵ 42�0˃ɻ &

SB120 掘立柱建物跡　P1　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
2 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱抜）
3 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
4 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）

SB120 掘立柱建物跡　P2　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山粒を多く含む（柱抜）
2 10YR3/4 暗褐 粘質シルト 地山粒を多量に含む（柱掘）
3 10YR4/4 褐 粘質シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）

SB120 掘立柱建物跡　P3　C-C'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
2 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）
3 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）

SB129 掘立柱建物跡　P1　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR4/3 にぶい黄褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱抜）
2 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）

SB129 掘立柱建物跡　P2　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱抜）

ୈ 32 ਤ　S#120 ۷ཱபݐ跡 ୈ 33 ਤ　S#129 ۷ཱபݐ跡
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2�

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 34 ਤ）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4#133 ʵ 4#130 ˠ 4,91

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 1 ؒ（૯ 1�61N）ɺೆ北 1 ؒ（૯ 1�96N）ͷଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ3 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 25 ʙ 32DNɺ࣠ 24 ʙ 28DN ͷུ円ܗΛఄ͠ɺਂ͞ 17

ʙ 56DN Ͱ͋Δɻ2 ͔ॴͰ平໘͕ܗܘ 12 ʙ 25DN ͷ円ܗΛఄ͢ΔபࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ

ʤபؒੇ๏ʥೆଆபྻɿ	161
DNɺ東ଆபྻɿ	196
DN

ʤํʥ東ଆபྻɿ& ʵ 19�0˃ɻ /

ʤ出Ҩʥ12 ଯੵΑΓണย͕出ͨ͠ɻ

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 34 ਤ）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4#131 ˠ 4"110

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 1 ؒ（૯ 2�40N）ɺೆ北 2 ؒ（૯ 3�35N）ͷೆ北౩ଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ5 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 25 ʙ 44DNɺ࣠ 22 ʙ 28DN ͷུ円ܗ·ͨପ円ܗΛఄ͠ɺ

ਂ͞ 13 ʙ 32DN Ͱ͋Δɻ1 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ͍ ͣΕபࠟ֬ೝ͞Εͳ͔ͬͨɻ

ʤபؒੇ๏ʥ北ଆபྻɿ	240
DNɺ東ଆபྻɿ北͔Β 	172
―	163
DN

ʤํʥ東ଆபྻɿ& ʵ 38�2˃ɻ /

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 35 ਤɺࣸਅਤ൛ 8 ʵ 7）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̘۠ೆ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 1 ؒ（૯ 3�02N）ɺೆ北 2 ؒ（૯ 2�44N）ͷଆபݐͰ͋Δɻ

SB130 掘立柱建物跡　P2　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 地山粒を含む（柱痕）
2 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を含む（柱掘）

SB130 掘立柱建物跡　P3　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を含む（柱痕）
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）

SB131 掘立柱建物跡　P2　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）

SB131 掘立柱建物跡　P3　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）

SB131 掘立柱建物跡　P4　C-C'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
2 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを極めて多量に含む（柱掘）

ୈ 34 ਤ　S#130・S#131 ۷ཱபݐ跡



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

�0

ʤப݀ʥ6 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 22 ʙ 35DNɺ࣠ 20 ʙ 32DN ͷུ円ܗ·ͨପ円ܗΛఄ͠ɺ

ਂ͞ 11 ʙ 28DN Ͱ͋Δɻ͍ͣΕபࠟ֬ೝ͞Εͳ͔ͬͨɻ

ʤபؒੇ๏ʥ北ଆபྻɿ	302
DNɺ東ଆபྻɿ北͔Β 	108
―	136
DN

ʤํʥ東ଆபྻɿ/ ʵ 9�5˃ɻ &

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 35 ਤ）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4#133 ʵ 4#130 ˠ 4,91

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 1 ؒ（૯ 3�13N）ɺೆ北 1 ؒ（૯ 1�96N）ͷଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ4 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 21 ʙ 71DNɺ࣠ 30 ʙ 40DN ͷུ円ܗ·ͨପ円ܗΛఄ͠ɺ

ਂ͞ 10 ʙ 49DN Ͱ͋Δɻ1 ͔ॴͰ平໘͕ܗܘ 18DN ͷ円ܗΛఄ͢ΔபࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ

ʤபؒੇ๏ʥ北ଆபྻɿ	313
DNɺ西ଆபྻɿ	196
DN

ʤํʥ西ଆபྻɿ/ ʵ 19�4˃ɻ &

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 36 ਤ）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4#134 ʵ 4"117・4#111・4#112

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 1 ؒ（૯ 2�43N）ɺೆ北 1 ؒ（૯ 3�10N）ͷଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ4 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 21 ʙ 33DNɺ࣠ 20 ʙ 32DN ͷུ円ܗ·ͨପ円ܗΛఄ͠ɺ

ਂ͞ 15 ʙ 38DN Ͱ͋Δɻ2 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ͍ ͣΕபࠟ֬ೝ͞Εͳ͔ͬͨɻ

ʤபؒੇ๏ʥ北ଆபྻɿ	243
DNɺ東ଆபྻɿ	310
DN

SB132 掘立柱建物跡　P4　C-C'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む

SB133 掘立柱建物跡　P1　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む（柱痕）
2 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）

SB133 掘立柱建物跡　P3　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を含む（柱抜）

SB132 掘立柱建物跡　P2　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 地山ブロックを含む

SB132 掘立柱建物跡　P3　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを多量に含む

ୈ 35 ਤ　S#132・S#133 ۷ཱபݐ跡
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ʤํʥ東ଆபྻɿ& ʵ 24�4˃ɻ /

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 36 ਤɺ22 ਤ 6 ʙ 8ɺࣸਅਤ൛ 9 ʵ 1）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 1 ؒ（૯ 2�42N）ɺೆ北 1 ؒ（૯ 2�50N）ͷଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ4 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 20 ʙ 40DNɺ࣠ 15 ʙ 40DN ͷུ円ܗ·ͨෆ円ܗ

Λఄ͠ɺਂ͞ 23 ʙ 55DN Ͱ͋Δɻ2 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛ֬ೝ͠ɺ2 ͔ॴͰ平໘͕ܗܘ 18 ʙ

25ᶲͷ円ܗ·ͨପ円ܗΛఄ͢ΔபࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ

ʤபؒੇ๏ʥ北ଆபྻɿ242DNɺ東ଆபྻɿ	250
DN

ʤํʥ東ଆபྻɿ/ ʵ 27�4˃ɻ 8

ʤ出Ҩʥ11 ଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 22 ਤ 6 ʙ 8）ɺඍࡉണࠟΛ༗͢Δണย（第 156 ਤ 4）ɺ

ണย͕出ͨ͠ɻ

ᶅ பྻ跡
ʲ4"��� பྻ （r第 38 ਤ）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4"106 ˠ 4,9 ˠ 4%88

ୈ 36 ਤ　S#134・S#135 ۷ཱபݐ跡

SB134 掘立柱建物跡　P1　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を含む（柱抜）

SB134 掘立柱建物跡　P2　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを多く含む（柱抜）
2 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を多量に含む（柱抜）
3 10YR3/3 暗褐 シルト 均質土（柱掘）

SB134 掘立柱建物跡　P3　C-C'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを少量含む（柱抜）
2 10YR3/4 暗褐 粘質シルト 地山ブロックを多く含む（柱抜）

SB134 掘立柱建物跡　P4　D-D'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を含む（柱抜）

SB135 掘立柱建物跡　P1　A-A'
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む　炭化物粒をわずかに含む（柱
痕）

2 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）
SB135 掘立柱建物跡　P4　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱痕）
2 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　
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ʤن・ܗঢ়ʥೆ北 6 ؒ（૯ 11�06N）ͷபྻͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ7 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 24 ʙ 40DNɺ࣠ 20 ʙ 38DN ͷུ円ܗΛఄ͠ɺਂ͞ 24

ʙ 56DN Ͱ͋Δɻ2 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ͍ͣΕபࠟ֬ೝ͞Εͳ͔ͬͨɻ

ʤபؒੇ๏ʥ北͔Β 	136
―	196
―	200
―	188
―	196
―	190
DN

ʤํʥ/ ʵ 22�0˃ɻ &

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4"��� பྻ （r第 37 ਤɺࣸਅਤ൛ 9 ʵ 2）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ北西ʵೆ東ํにԆͼΔ 3 ؒ（૯ 3�86N）ͷபྻͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ4 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 22 ʙ 32DNɺ࣠ 21 ʙ 30DN ͷ円ܗΛج調ͱ͠ɺਂ͞

11 ʙ 28DN Ͱ͋Δɻ1 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛɺ1 ͔ॴͰ平໘͕ܗܘ 10DN ͷ円ܗΛఄ͢Δபࠟ

Λ֬ೝͨ͠ɻ

SA106 柱列跡　P1　A-A'
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/1 黒褐 シルト 地山ブロックを含む　炭化物粒をわずかに含む（柱
抜）

2 10YR4/4 褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）
SA106 柱列跡　P5　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを多く含む（柱抜）
2 10YR3/3 暗褐 粘質シルト 地山ブロックを多く含む（柱掘）

SA107 柱列跡　P3　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む（柱痕）
2 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）

SA107 柱列跡　P4　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
2 10YR4/3 にぶい黄褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱抜）

ʤபؒੇ๏ʥ北西͔Β 	136
―	138
―	112
DN

ʤํʥ/ ʵ 43�5˃ɻ 8

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4"��� பྻ （r第 39 ਤɺࣸਅਤ൛ 9 ʵ 3）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻ

ᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ北西ʵೆ東ํにԆͼΔ 3 ؒ（૯

 6�66N）ͷபྻͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ4 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 26

ʙ 45DNɺ  ࣠ 20 ʙ 32DN ͷ 円 ܗ · ͨ  ପ 円 ܗ

Λఄ͠ɺ ਂ͞ 19 ʙ 35DN Ͱ͋Δɻ2 ͔ॴͰ平໘

ୈ 37 ਤ　S"107 பྻ跡 ୈ 38 ਤ　S"106 பྻ跡
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ܘ͕ܗ 15 ʙ 18DN ͷ円ܗΛఄ͢ΔபࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ

ʤபؒੇ๏ʥ北西͔Β 	242
―208―	216
DN

ʤํʥ/ ʵ 50�0˃ɻ 8

ʤ出Ҩʥ13 ֬ೝ໘ΑΓೄ文ുਂثͷഁย͕出ͨ͠ɻ

ʲ4"��� பྻ （r第 39 ਤ）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥೆ北 2 ؒ（૯ 6�94N）ͷபྻͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ3 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 46 ʙ 50DNɺ࣠ 26 ʙ 42DN ͷପ円ܗ·ͨෆପ円

Λఄ͠ɺਂ͞ܗ 19 ʙ 22DN Ͱ͋Δɻ1 ͔ॴͰபࡐͷൈ͖औΓࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ

ʤபؒੇ๏ʥ北͔Β 	360
―	334
DN

ʤํʥ/ ʵ 18�0˃ɻ &

ʤ出Ҩʥͳ͠

SA109 柱列跡　P2　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を含む（柱痕）
2 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）
3 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）
4 10YR4/4 褐 シルト 地山ブロックを極めて多量に含む（柱掘）

SA109 柱列跡　P3　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックをわずかに含む（柱痕）
2 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）

SA117 柱列跡　P2　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロック・砂を少量含む（柱痕）
2 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを極めて多量に含む（柱掘）

SA117 柱列跡　P3　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む（柱痕）
2 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを多く含む（柱掘）

ୈ 39 ਤ　S"109・S"110・S"117 பྻ跡

SA110 柱列跡　P2 　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山ブロックをわずかに含む（柱抜）
2 10YR3/3 暗褐 粘質シルト 地山ブロックを少量含む（柱掘）
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��

SA121 柱列跡　P3　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）

ʲ4"��� பྻ （r第 39 ਤɺࣸਅਤ൛ 9 ʵ 4）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4"117 ʵ 4#111・4#134

ʤن・ܗঢ়ʥೆ北 2 ؒ（૯ 4�30N）ͷபྻͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ3 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 18 ʙ 28DNɺ࣠ 16 ʙ 26DN ͷུ円ܗΛఄ͠ɺਂ͞ 12

ʙ 18DN Ͱ͋Δɻ2 ͔ॴͰ平໘͕ܗܘ 8 ʙ 18DN ͷ円ܗΛఄ͢ΔபࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ

ʤபؒੇ๏ʥ北͔Β 	202
―228DN

ʤํʥ/ ʵ 24�5˃ɻ 8

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4"��� பྻ （r第 41 ਤ）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4"119 ˠ 4,52

ʤن・ܗঢ়ʥ北西ʵೆ東ํにԆͼΔ 2 ؒ（૯ 4�86N）ͷபྻͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ3 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 22 ʙ 24DNɺ࣠ 20 ʙ 22DN ͷུ円ܗΛఄ͠ɺਂ͞ 18

ୈ 41 ਤ　S"119 பྻ跡

ୈ 40 ਤ　S"121 பྻ跡

SA119 掘立柱建物跡　P3　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を含む（柱痕）
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）

ʙ 23DN Ͱ͋Δɻ1 ͔ॴͰ平໘͕ܗܘ 8DN ͷ円

Λఄ͢ΔபࠟΛ֬ೝͨ͠ɻܗ

ʤபؒੇ๏ʥ北西͔Β 	250
―	236
DN

ʤํʥ/ ʵ 35�0˃ɻ 8

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4"��� பྻ （r第 40 ਤ）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻ

ᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥೆ北 2 ؒ（૯ 4�32N）ͷபྻ

Ͱ͋Δɻ

ʤப݀ʥ3 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 28

ʙ 34DNɺ  ࣠ 23 ʙ 28DN ͷ ପ 円 ܗ · ͨ  ෆ 

ପ円ܗΛఄ͠ɺਂ͞ 19 ʙ 34DN Ͱ͋Δɻ͍ͣΕ

பࠟ֬ೝ͞Εͳ͔ͬͨɻ

ʤபؒੇ๏ʥ北͔Β 	206
―	226
DN

ʤํʥ/ ʵ 11�2˃ɻ 8

ʤ出Ҩʥ11 ֬ೝ໘ΑΓೄ文ുਂثͷഁย͕

出ͨ͠ɻ
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ᶆ 跡
ʲ4-��  （r第 42・44・45 ਤɺࣸਅਤ൛ 9 ʵ 5）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻ

ᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘͕ܗ࣠ 100DNɺ࣠ 80DN

ͷପ円ܗΛఄ͠ɺਂ͞ 12DN ͷࡼঢ়ͷۼΈͷपғ

に 5 ʙ 15DN ఔͷੴࡐΛஔ͢ΔੴғͰ͋Δɻ

ੴࡐೆଆͷΈଘ͢Δ͕ɺຊདྷશप͢ΔΑう

にஔ͞Ε͍ͯͨͱ͑ߟΒΕΔɻੴࡐͰғ·Εͨ

ଆͷ࣠ 50DNɺ࣠ 30DN ͷൣғͰఈ໘ͷඃ

にΑΔ৭ߗ化Λ֬ೝͨ͠ɻ

ʤଯੵʥࢁ・মཻΛΘ͔ͣにؚΉࠇ৭γ

ϧτͰ͋Δɻ

ʤ出ҨʥੴࡐਾํຒΑΓೄ文ثઙു（第

44 ਤ 1）ɺ ਂ ു（第 44 ਤ 2 ʙ 6）ɺ ണ ย ͳ Ͳ ͕ɺ

ଯ ੵ  Α Γ ೄ 文  ث ઙ ുɺ ਂ ു（ 第 44 ਤ 7 ʙ

10・20） ͕ɺ ֬ ೝ ໘ Α Γ ೄ 文  ث ઙ ു（ 第 44

ਤ 11）ɺു（第 44 ਤ 12）ɺਂു（第 44 ਤ 13 ʙ

19・21 ʙ 27ɺ 第 45 ਤ ）ɺ  ث ย Ճ  円 ൘（ 第

146 ਤ 14・15）ɺണยͳͲ͕出ͨ͠ɻੴΛ

ͱͯ͠ɺຏੴ（第ࡐங͢Δੴߏ 161 ਤ 5）ɺԜੴ

（第 162 ਤ 1）ɺ ੴࡼ（第 169 ਤ 1ɺ 第 170 ਤ 1）

͕స༻͞Ε͍ͯͨɻ

ᶇ ϑϥείঢ়土
ʲ4,� ϑϥείঢ় （r第 43・46 ਤɺࣸਅਤ൛

9 ʵ 6・7）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻ

ᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 150DNɺ࣠ 140ᶲ

ͷུ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 62DN ͷܗΛఄ

͢Δɻఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻ

ʤଯੵʥ8 にࡉ͞ΕΔɻ1 ཻࢁͱ

化  ཻ Λ গ ྔ ؚ Ή ࠇ  ৭ γ ϧ τɺ2    ࢁ ϒ

ϩ ο Ϋ Λ ଟ ྔ に ؚ Ή ҉  ৭ γ ϧ τɺ3    ࢁ

ϒϩοΫ・化ཻΛؚΉࠇ৭γϧτɺ4 

ࢁϒϩοΫΛଟྔにؚΉࠇ৭γϧτɺ5 

ࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτɺ6 ࢁϒ

ϩοΫΛ͘͝গྔؚΉࠇ৭γϧτɺ7 ࢁ

ϒϩοΫΛ͘͝গྔؚΉࠇ৭γϧτɺ8 

SL86 炉跡　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒をわずかに含む（炉石抜）
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒・焼土粒をわずかに含む（炉堆）
3 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を少量含む（炉石据方）

ୈ 42 ਤ　S-86 跡

SK7 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒・炭化物粒を少量含む
2 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（人為）
3 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロック・炭化物片を含む（人為）

4 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを多量に含む　砂を少量含む　炭化物
粒をわずかに含む（人為）

5 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む
6 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックをごくわずかに含む
7 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックをごくわずかに含む
8 10YR3/3 暗褐 粘質シルト 地山ブロックを含む（壁崩）

ୈ 43 ਤ　S,7 土
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/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4-��ɾੴࡐਾํ ઙു ຏফೄจɺઢจ ��� ����
� #ɾ4-��ɾੴࡐਾํ ਂു ઢจɺԁܗಥจɺઢจ ��� �����
� #ɾ4-��ɾੴࡐਾํ ਂു ೄจʢ3ʣɺྻจ ��� �
� #ɾ4-��ɾੴࡐਾํ ਂു ೄจʢ-3� ݁અจʣ ��� �����
� #ɾ4-��ɾੴࡐਾํ ਂു ઢจ ��� �
� #ɾ4-��ɾੴࡐਾํ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �
� #ɾ4-��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ3-3�� ஈଟʣɺઢจ ��� �����
� #ɾ4-��ɾଯ ਂു ຏফೄจɺઢจ ��� �����
� #ɾ4-��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-ʣɺઢจ ��� �����

�� #ɾ4-��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �����
�� #ɾ4-��ɾ֬ ઙു ແจʢϛΨΩʣɺོઢจ ��� �����
�� #ɾ4-��ɾ֬ ു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �����
�� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ઢจɺೄจʢ-ʣ ��� �����
�� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ོઢจɺઢจ ��� �����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ઢจ ��� �
�� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ۳ඳจ ��� �
�� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ແจʢϛΨΩʣɺຎ໓ ��� �
�� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ઢจ ��� �
�� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ོઢจ ��� �
�� #ɾ4-��ɾଯ ਂു ೄจʢ3ʣɺઢจ ��� �
�� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ೄจʢ3-ʣˠઢจɺ֎໘ɿԽண ��� �����
�� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ོઢจɺઢจɺҰ෦ണ ��� �
�� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ઢจɺҰ෦ണ ��� �
�� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ೄจʢ3-ʣˠઢจ ��� �
�� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �
�� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ຏফೄจɺઢจ ��� �
�� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ೄจʢ3-ʣˠઢจ ��� �

ୈ 44 ਤ　S-86 跡出土Ҩ（1）
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/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ೄจʢ3-ʣˠઢจ ��� �����
� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ೄจʢ3-ʣˠઢจ ��� �
� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣˠઢจ ��� �
� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ೄจʢ3
 ��� �
� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ೄจʢ3
 ��� �
� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �

� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ೄจʢ-3
 ��� �

� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ೄจʢ-3
 ��� �

�� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ೄจʢ-3
 ��� �

�� #ɾ4-��ɾ֬ ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �

ୈ 45 ਤ　S-86 跡出土Ҩ（2）

৭೪࣭γϧτͰ͋Δɻ1・5ϒϩοΫΛؚΉ҉ࢁ ʙ 7 ࣗવଯੵɺ2 ʙ 4 ਓҝతຒɺ8 

ࣗવ่མͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥଯੵ（ओに 5 ্໘）ΑΓೄ文ുਂث（第 46 ਤ）ɺεΫϨΠύʔ（第 148 ਤ 5）ɺണยɺ

ੴ֩（第 157 ਤ 4）ͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ʲ4,� ϑϥείঢ় （r第 47・49 ਤɺࣸਅਤ൛ 9 ʵ 8ɺ10 ʵ 1）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4,9 ˠ 4"106・4%88

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗܘ 150ᶲͷ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 36DN ͷٯܗΛఄ͢Δɻఈ໘΄΅

平ୱͰ͋Δɻ

ʤଯੵʥ3 にࡉ͞ΕΔɻ1 ཻࢁΛඍྔにؚΉࠇ৭γϧτɺ2 ࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γ

ϧτɺ3 ࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτͰ͋Δɻ1・2 ਓҝతຒɺ3 ࣗવ่མͱ͑ߟ

ΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥ֬ೝ໘ɺଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 47 ਤ）ɺೋ࣍Ճണย（第 150 ਤ 4）ɺඍࡉണࠟ

Λ༗͢Δണย（第 155 ਤ 1）ͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 48 ਤɺ55 ʙ 64 ਤɺࣸਅਤ൛ 10 ʵ 2 ʙ 5）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗܘ 162ᶲͷ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 35DN ͷٯܗΛఄ͢Δɻఈ໘΄΅

平ୱͰ͋Δɻ

ʤଯੵʥ11 にࡉ͞ΕΔɻ1 ཻࢁΛগྔؚΉփ৭γϧτɺ2 ཻࢁΛগྔؚΉࠇ৭

γϧτɺ3 ཻࢁΛඍྔにؚΉࠇ৭γϧτɺ4 ཻࢁΛඍྔにؚΉࠇ৭γϧτɺ5 ࢁ

ཻΛগྔؚΉԫ৭γϧτɺ6 ࢁϒϩοΫΛؚΉփԫ৭γϧτɺ7 ཻࢁΛඍྔにؚΉࠇ

৭γϧτɺ8 ࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτɺ9 ཻࢁͱমΛؚΉࠇ৭γϧτɺ10 

ࢁϒϩοΫͱ化ཻΛؚΉࠇ৭γϧτɺ11 ࢁϒϩοΫΛଟؚ͘Ήփ৭γϧτͰ͋Δɻ

̍

2 3
4

5
6 7

8 9 10 11
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/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣɺఈ෦ɿແจʢϛΨΩʣ ��� ����

� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ઢೖོઢจɺࠁོઢจɺઢ۠ըɺঢ়
ઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� �����

� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �����

� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ԁܗಥจɺོ ઢจɺઢจɺೄจʢ3-ʣɺ໘ɿ
ԁܗಥจ ��� �����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ-ʣ ��� �
� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจɺ֎໘ɿԽண ��� �

� ʙ � #ɾ4,�ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �
�� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ঢ়۳ඳจɺ֎໘ɿԽணࢠ֨ ��� �
�� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �

ୈ 46 ਤ　S,7 ϑϥスί状土出土Ҩ

1 ʙ 4・6 ʙ 10 ਓҝతຒɺ5・11 ࣗવ่མͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥ֬ೝ໘ɺଯੵ（ओに 8 ্໘）ΑΓೄ文ثޱઙു（第 57 ਤ 1）ɺു（第 56 ਤ 2ɺ

第 57 ਤ 2・3ɺ第 61 ਤ 12・13ɺ第 63 ਤ 2・3）ɺਂു（第 55 ਤɺ第 56 ਤ 1ɺ第 58 ʙ 60 ਤɺ第 61

ਤ 1 ʙ 8・10・11・14 ʙ 19ɺ第 62 ਤɺ第 63 ਤ 1・4 ʙ 22ɺ第 64 ਤ）ɺᆵ（第 63 ਤ 3）ɺϛχνϡ

Ξث（第 145 ਤ 3）ɺख（第 61 ਤ 9ɺ第 63 ਤ 2）ɺثยՃ円൘（第 146 ਤ 11）ɺூࠁܗੴث（第

149 ਤ 1）ɺೋ࣍Ճണย（第 149 ਤ 8ɺ152 ਤ 7）ɺඍࡉണࠟΛ༗͢Δണย（第 154 ਤ 5ɺ155 ਤ 7）ɺ

ണยɺੴ֩（第 159 ਤ 1）ɺੴࡼ（第 170 ਤ 2・3）ͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 50 ਤɺ65 ʙ 68 ਤɺࣸਅਤ൛ 10 ʵ 6・7）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗܘ 135ᶲͷ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 30DN ͷٯܗΛఄ͢Δɻఈ໘ࡼঢ়

にۼΜͰ͍Δɻ

̍

2

3

4
5

67
8

9

10 11 12



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

SK9 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 地山粒をごくわずかに含む（人為）
2 10YR2/1 黒 シルト 地山ブロックを含む（人為）
3 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（壁崩）

ୈ 49 ਤ　S,9 ϑϥスί状土

ʤଯੵʥ5 にࡉ͞ΕΔɻ1 ࢁϒϩο

ΫΛଟؚ͘Ήփԫ৭γϧτɺ2 মཻΛؚ

Ήࠇ৭γϧτɺ3 মཻͱཻࢁΛؚΉࠇ৭

γϧτɺ4 ࢁϒϩοΫΛଟؚ͘Ήࠇ৭γ

ϧτɺ5 ࢁϒϩοΫΛଟؚ͘Ή҉৭γϧ

τͰ͋Δɻ1・4・5 ࣗવ่མɺ2・3 

ਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥ֬ೝ໘ɺଯੵΑΓೄ文ുਂث（第

65 ʙ 68 ਤ）ɺ ম成೪մ（ࣸਅਤ൛ 43-42ɺ 

ੳ -02）ɺೋ࣍Ճണย（第 151 ਤ 5）ɺണยɺ

Ԝੴ（第 164 ਤ 1）ɺੴࡼ（第 165 ਤ 3ɺ171 ਤ 1・

2）ͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 51 ਤɺࣸਅਤ൛ 10

ʵ 8ɺ11 ʵ 1）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻ

ᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4"119 ˠ 4,52 SK22 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR4/1 褐灰 シルト 地山粒を少量含む（人為）
2 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を少量含む（人為）
3 10YR3/2 黒褐 シルト 地山粒をごくわずかに含む（人為）
4 10YR2/1 黒 シルト 地山粒をごくわずかに含む（人為）
5 10YR4/2 灰黄褐 シルト 地山粒を少量含む（壁崩）
6 10YR4/2 灰黄褐 シルト 地山ブロックを含む（人為）

7 10YR3/2 黒褐 シルト 地山粒をごくわずかに含む　上面に土器片を多く含
む（人為）

8 10YR2/1 黒 シルト 地山ブロックを含む（人為）
9 10YR3/1 黒褐 シルト 地山粒を含む　焼土をごくわずかに含む（人為）

10 10YR3/1 黒褐 シルト 地山ブロック・炭化物片を少量含む（人為）
11 10YR4/1 褐灰 シルト 地山ブロックを多く含む（壁崩）

ୈ 48 ਤ　S,22 ϑϥスί状土

SK28 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR4/2 灰黄褐 シルト 地山ブロックを多く含む（壁崩）
2 10YR2/1 黒 シルト 焼土粒を含む　地山粒をごくわずかに含む（人為）
3 10YR2/1 黒 シルト 焼土粒を含む　地山粒を含む（人為）
4 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを多く含む（壁崩）
5 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを多く含む（壁崩）

ୈ 50 ਤ　S,28 ϑϥスί状土

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ೄจʢ3ʣˠઢจ ��� ����
� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ೄจʢ-3� ݁અจʣ ��� ����
� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ɺݪ͍ࡉମʣˠઢจ ��� ����

ୈ 47 ਤ　S,9 ϑϥスί状土出土Ҩ

̍
2

3



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

�0

SK52 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを含む　炭化物粒・砂を少量含む（人為）
2 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを含む（人為）
3 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（人為）
4 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロック・砂を含む（人為）
5 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（人為）

SK53 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒をごくわずかに含む

SK54 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロック・炭化物粒を少量含む
2 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（壁崩）

SK55 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を少量含む

ୈ 51 ਤ　S,52 ϑϥスί状土 ୈ 52 ਤ　S,53 ϑϥスί状土

ୈ 53 ਤ　S,54 ϑϥスί状土 ୈ 54 ਤ　S,55 ϑϥスί状土

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗܘ 97ᶲͷ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 34DN ͷٯܗΛఄ͢Δɻఈ໘΄΅平ୱ

Ͱ͋Δɻ

ʤଯੵʥ5 にࡉ͞ΕΔɻ1 ࢁϒϩοΫ・化ཻΛؚΉ҉৭γϧτɺ2 ࢁϒϩοΫΛ

ؚΉ҉৭γϧτɺ3 ࢁϒϩοΫΛଟྔにؚΉ҉৭γϧτɺ4 ࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γ



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

�1

ϧτɺ5 ࢁϒϩοΫΛଟྔにؚΉ҉৭γϧτͰɺ͍ͣΕਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 52 ਤ）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠東෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 92ᶲɺ࣠ 88DN ͷུ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 10DN ͷ̪字ܗΛఄ͢Δɻ

ఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻ

ʤଯੵʥཻࢁΛগྔؚΉ҉৭γϧτͰɺਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 53・69 ਤɺࣸਅਤ൛ 11 ʵ 2・3）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗܘ 150ᶲͷ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 27DN ͷܗΛఄ͢Δɻఈ໘΄΅平

ୱͰ͋Δɻ

ʤଯੵʥ2 にࡉ͞ΕΔɻ1 ࢁϒϩοΫ・化ཻΛؚΉࠇ৭γϧτɺ2 ࢁϒϩοΫ

ΛଟྔにؚΉ҉৭γϧτͰ͋Δɻ1 ࣗવଯੵɺ2 ࣗવ่མͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ਂث （ു第 69 ਤ）ɺϛχνϡΞث（第 145 ਤ 1）ɺෆ໌（第 145 ਤ 2）ɺ

εΫϨΠύʔ（第 148 ਤ 3）ɺೋ࣍Ճണย（第 151 ਤ 3）ɺඍࡉണࠟΛ༗͢ΔണยͳͲ͕出ͨ͠ɻ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾ1PU� ਂു ԁܗɺೖঢ়ઢจɺຏফೄจʢ-ʣखจɺ6 ঢ়จɺิमࣈ ��� ����

ୈ 55 ਤ　S,22 ϑϥスί状土出土Ҩ（1）

̍



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

�2

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ �� Լ ു ؏௨ɺԁܗɺೖӔ֯ࡾจɺຏফೄจʢ-3ʣɺ̡ ੳ ���ʳ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ � ു ըɺຏফೄจʢ-3ʣ۠ܗɺํܗɺԁঢ়खɺ؏௨ڮ ��� ����

ୈ 56 ਤ　S,22 ϑϥスί状土出土Ҩ（2）

̍

2



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

� #ɾ4,��ɾଯ � Լ ޱઙു ԑɿ4ޱ �ঢ়ɾࣈ จɺଟઢจɺ֎໘ɿԽணɺ໘ɿଳঢ়ʹԽணɺܗ௺ঢ়ઢจɺɺՃ০ོଳɺىঢ়ಥࣈ
ʲଌఆ ���ɾ��ʳ̡ ੳ ���ʳ ��� ����

�ɾ� #ɾ4,��ɾଯ �� ു ؏௨ɺԁܗɺઢจɺ̡ ଌఆ ���ʳ ��� ����

ୈ 57 ਤ　S,22 ϑϥスί状土出土Ҩ（3）

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 54・70 ਤɺࣸਅਤ൛ 11 ʵ 4）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗܘ 125ᶲͷ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 17DN ͷٯܗΛఄ͢Δɻఈ໘

ೆに͍͔ͯࣼͯͬ͠Δɻ

ʤଯੵʥཻࢁΛগྔؚΉࠇ৭γϧτͰɺࣗવଯੵͱ͑ߟΒΕΔɻ

̍

2 3



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

��

ୈ 58 ਤ　S,22 ϑϥスί状土出土Ҩ（4）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� ʙ � #ɾ4,��ɾଯ ਂു ԁܗಥɺઢจɺຏফೄจʢ3-ʣɺखจɺ6 ঢ়จɺ֎໘ɿԽணɺ̡ࣈ ੳ ���ʳ ��� ��

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 70 ਤ）ɺੴ᭲（第 147 ਤ 4）ɺೋ࣍Ճണย（第 152 ਤ 5）

ͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 72・79 ʙ 82 ਤɺࣸਅਤ൛ 11 ʵ 5 ʙ 7）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤ ن ・ ܗ ঢ় ʥ 平 ໘ ܗ  ֬ ೝ ໘ Ͱ  ܘ 168ᶲɺ ࠷ 大 ܘ Ͱ  ܘ 184DN ͷ 円 ܗ Λ ఄ ͠ɺ அ ໘ ܗ  ਂ ͞

36DN ͷܗΛఄ͢Δɻఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻ

̍

2

3

4



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

ʤଯੵʥ6 にࡉ͞ΕΔɻ1 ࢁϒϩοΫΛଟྔにؚΉ৭γϧτɺ2 ཻࢁ・化ཻΛ

গྔؚΉࠇ৭γϧτɺ3 ࢁϒϩοΫɺম・化ཻΛগྔؚΉ҉৭γϧτɺ4 ʙ 6 

৭γϧτͰ͋Δɻ1ࠇϒϩοΫɺম・化ཻΛগྔؚΉࢁ ࣗવ่མɺ2 ʙ 6 ਓҝతຒ

ͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥଯੵ（ओに 5 த）ΑΓೄ文ുث（第 80 ਤ 14）ɺਂു（第 79 ਤɺ第 80 ਤ 1 ʙ 13・

15 ʙ 20ɺ第 81・82 ਤ）ɺثยՃ円൘（第 146 ਤ 9・10）ɺೋ࣍Ճണย（第 152 ਤ 3）ɺੴࡼ（第

165 ਤ 1）ɺണยͳͲ͕出ͨ͠ɻ第 82 ਤ 10 にֶ͍ͭͯࣜܕతにΈͯଞͷ出ثΑΓ໌Β͔に

ΒΕΔɻ͑ߟ૬Λ͓ࣔͯ͠Γɺࠞೖͱ༷͍ݹ

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 72・83 ਤɺࣸਅਤ൛ 11 ʵ 8）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� ʙ � #ɾ4,��ɾ1PU� ଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�ɾ� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ঢ়೨ࢳจɺඃஶ͍͠ ��� ����

ୈ 59 ਤ　S,22 ϑϥスί状土出土Ҩ（5）

̍

2

3

4

5



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ �� Լ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� ����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾ1PU� ਂു ೄจʢ-3ʣˠ෦ԼɿϛΨΩ ��� ����

ୈ 60 ਤ　S,22 ϑϥスί状土出土Ҩ（6）

ʤॏෳʥ1JU ˠ 4,62

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗܘ 110ᶲͷ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 10DN ͷࡼঢ়Λఄ͢Δɻ

ʤଯੵʥࢁϒϩοΫΛগྔؚΉࠇ৭γϧτͰɺࣗવଯੵͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 83 ਤ）ɺണยͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 71・85 ਤɺࣸਅਤ൛ 12 ʵ 1）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4,63 ʵ 4#112

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 88ᶲɺ࣠ 86DN ͷུ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 8DN ͷࡼঢ়Λఄ͢Δɻ

ఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻதԝ෦Ͱ平໘͕ܗ࣠ 30DNɺ࣠ 19DN ͷପ円ܗΛఄ͠ɺਂ͞ 40DN ͷখப

݀Λ֬ೝͨ͠ɻ

ʤଯੵʥ3 にࡉ͞ΕΔɻ1 ཻࢁΛগྔؚΉࠇ৭೪࣭γϧτɺ2 ࢁϒϩοΫΛଟؚ͘

Ήࠇ৭೪࣭γϧτɺ3 ཻࢁΛଟྔにؚΉ৭೪࣭γϧτͰ͋Δɻ3 ࣗવ่མɺ1・2 

ਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 85 ਤ）ͳͲ͕出ͨ͠ɻ

̍

2



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� ʙ � #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೨ࢳจʢ3ɺݪ͍ࡉମʣ ��� ����
�ɾ� #ɾ4,��ɾଯ � Լ ਂു ԁܗಥོઢจɺઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� ����

� #ɾ4,��ɾԼ ਂു ོઢจ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ � ख ԁܗಥɺހঢ়ઢจ ��� ����

�� #ɾ4,��ɾԼ ਂു ઢจɺϘλϯঢ়షจ ��� ����
�� #ɾ4,��ɾԼ ਂു ԁܗಥɺຏফೄจʢ3-ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ുʁ จɺଟઢจܗ௺ ��� �

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� #ɾ4,��ɾଯ � ുʁ ແจʢϛΨΩʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ઢจɺԁܗಥ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-ʣˠઢจ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ོઢจɺଟઢจɺखจ ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ོઢจɺઢจɺަʹෆܗಥ ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ԁܗ ��� ����

ୈ 61 ਤ　S,22 ϑϥスί状土出土Ҩ（7）

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 73・84 ਤɺࣸਅਤ൛ 12 ʵ 2）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ֬ೝ໘Ͱܘ 128ᶲɺ࠷大ܘͰܘ 140DN ͷ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 18DN

ͷܗΛఄ͢Δɻఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻ

ʤଯੵʥ2 にࡉ͞ΕΔɻ1 ࢁ・化ཻΛؚΉࠇ৭γϧτɺ2 ࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ

ΒΕΔɻ͑ߟ৭γϧτͰɺ͍ͣΕࣗવଯੵͱ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 84 ਤ）ɺثยՃ円൘（第 146 ਤ 3）ͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 74 ਤɺࣸਅਤ൛ 12 ʵ 3・4）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

̍ 2 3 4 5

6 7 8 9

10 11
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第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ �� Լ ਂു ೄจʢ-ʣˠઢจ ��� �����
� #ɾ4,��ɾԼ ਂു ೄจʢ3-ʣˠઢจ ��� �����
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �

�ɾ� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �����
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-ʣ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �

�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ ���� ਂു ོઢจɺઢจɺೄจʢݪମෆ໌ʣɺຎ໓ ��� �����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺଟઢจ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-ʣˠઢจ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-ʣ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-ʣɺ໘ɿԽண ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3-ʣɺ֎໘ɿԽண ��� �

ୈ 62 ਤ　S,22 ϑϥスί状土出土Ҩ（8）
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第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ख ঢ়खɺઢจɺೄจʢ-3ʣڮ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ᆵʁ ແจʢϛΨΩʣ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺฏߦઢจɺހঢ়ઢจ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ོઢจɺೄจʢ3-�� ஈଟ  ʣ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ོઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ঢ়ઢจ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� �

�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ঢ়ઢจɺೄจɺຎ໓ހ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣˠฒߦઢจ ��� �

��d�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจɺຎ໓ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ- ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ുʁ ແจʢϛΨΩʣ ��� �

ୈ 63 ਤ　S,22 ϑϥスί状土出土Ҩ（9）
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第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

�0

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 97ᶲɺ࣠ 78DN ͷུ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 23DN ͷٯܗΛఄ͢Δɻ

ఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻ

ʤଯੵʥ2 にࡉ͞ΕΔɻ1 ཻࢁΛগྔؚΉࠇ৭೪࣭γϧτɺ2 ࢁϒϩοΫΛগྔؚ

Ήࠇ৭೪࣭γϧτͰɺ͍ͣΕਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥఈ໘ΑΓঢ়ੴ（第 173 ਤ 1）͕出ͨ͠ɻ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾ֬ ਂു ઢೖོઢจɺઢจ ��� ����
� #ɾ4,��ɾ֬ ਂു ོઢจɺϘλϯঢ়షจɺຏফೄจɺઢจ ��� ����
� #ɾ4,��ɾ֬ ਂു ঢ়೨ࢳจʢ3ʣ ��� ����
� #ɾ4,��ɾ֬ ਂു ೄจʢ-3� ݁અจʣ ��� ����
� #ɾ4,��ɾ֬ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �����
� #ɾ4,��ɾ֬ ਂു ೄจʢ-ʣɺઢจ ��� �

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾԼ ਂു ఈ໘ɿແจʢϛΨΩʣ ��� �

� #ɾ4,��ɾଯ ਂു
෦ɿແจʢϛΨΩʣɺఈ໘ɿແจʢϛΨΩʣɺ
ຎ໓ɺ໘ɿԽண ��� �����

� #ɾ4,��ɾଯ �� ਂു
ఈɿ֎໘ɺແจʢϛΨΩʣɺ
ఈ໘ɿࠟˠϛΨΩ ��� �����

�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ఈ෦ɿࠟˠϛΨΩ ��� �

ୈ 64 ਤ　S,22 ϑϥスί状土出土Ҩ（10）
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第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

�1

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾ�  � ଯ ਂു ঢ়೨ࢳจɺঢ়ོઢจɺํ۠ܗը ��� ����

�ɾ� #ɾ4,��ɾ�ɾ�  � ଯ ਂു � ɺϘλϯঢ়షจɺପԁจɺઢ۠ըɺδάβάจɺຏফೄจʢ-3ʣɺ̡ঢ়ོઢจɺઢจɺ؏௨ࣈ ੳ ���ʳ ��� �����

ୈ 65 ਤ　S,28 ϑϥスί状土出土Ҩ（1）

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 75 ਤɺࣸਅਤ൛ 12 ʵ 5・6）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗܘ 170ᶲͷ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 23DN ͷࡼঢ়Λఄ͢Δɻ

ʤଯੵʥ2 にࡉ͞ΕΔɻ1 ཻࢁΛগྔؚΉࠇ৭γϧτɺ2 ࢁϒϩοΫΛଟؚ͘Ήࠇ

৭γϧτͰ͋Δɻ1 ࣗવଯੵɺ2 ਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓثยՃ円൘（第 146 ਤ 5）ɺεΫϨΠύʔ（第 148 ਤ 4）ɺണยͳͲ͕出ͨ͠ɻ

1

2

3



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

�2

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

�ɾ� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ʹঢ়ʣɺશମతࢠঢ়ઢจʢॎҐɺҰ෦֨ࣃ۳
ඃஶ͍͠ ��� ����

� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു खʢͶ͡Γঢ়ʣɺԁܗಥจɺઢจ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ઢจɺ� จɺೄจʢ-3ʣרঢ়ོઢจɺӔࣈ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ��֬ ਂു ແจʢϛΨΩʣɺ؏௨ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ըจ۠ܗํ � ೄจʢ-3ʣ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു Ϙλϯঢ়షจɺઢ۠ըɺོ ઢจɺೄจʢ-3ʣ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ོઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ઢೖོઢจɺಥจɺོઢจ ��� ����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു Ӕרจ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ઢจɺঢ়ಥจ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ແจʢϛΨΩʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ઢจɺ۳ඳঢ়ઢจʢ࿈ଓ 4 ঢ়จʣࣈ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ོઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ԡѹೄจʢ3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �

ୈ 66 ਤ　S,28 ϑϥスί状土出土Ҩ（2）
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第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� ʙ � #ɾ4,��ɾଯ ਂു Ӕרจ ��� ����

� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ઢจ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ઢจ ��� �

�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ઢจ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-ʣˠઢจ ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ3-ʣɺφσ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣɺ໘ɿԽண ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ɺݪ͍ࡉମʣ ��� �

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ຏফೄจʢ3-ʣɺઢจ ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ઢ۠ըɺೄจʢ-3ʣɺ໘ɾஅ໘ɿԽண ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3� ݁અจʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ຏফೄจʢ3-ʣɺଟઢจ ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ོઢจɺઢจɺೄจ ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ོઢจɺઢจɺঢ়ಥจ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ແจɺޱڽԑ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠδάβάจ ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ঢ়ઢจࢠ֨ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ແจʢφσʣ ��� �

ୈ 67 ਤ　S,28 ϑϥスί状土出土Ҩ（3）
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第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣɺҰ෦φσ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-ʣ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-3 ʣ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-3 ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣɺ֎໘ɿछࠟࢠ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ෦ɿແจʢϛΨΩʣɺఈ෦ɿແจʢϛΨΩʣɺຎ໓ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ແจʢϛΨΩʣɺຎ໓ ��� �

ୈ 68 ਤ　S,28 ϑϥスί状土出土Ҩ（4）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣˠઢจɺ� ͱಉҰݸମ  ��� �����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣɺ� ͱಉҰݸମ  ��� �����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣɺϛΨΩ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-3ʣ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-3ʣ ��� �

�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �
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第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

� #ɾ4,��ɾଯ � ֬ ਂു ؏௨ɺԁܗɺઢ۠ըɺೄจʢ3-�� ஈ
ଟʣˠঢ়ಥจ ��� �����

� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ོઢจɺೄจʢ3-ʣ ��� �����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺฏߦઢจ ��� �����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢ۠ը ��� �����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �

�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢݪମෆ໌ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ࿈ଓಥจɺೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ແจʢϛΨΩʣɺఈ໘ɿແจʢϛΨΩʣ ��� �

ୈ 69 ਤ　S,54 ϑϥスί状土出土Ҩ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ঢ়೨ࢳจʢ3ʣ ��� �����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ແจʢϛΨΩʣ ��� �����

ୈ 70 ਤ　S,55 ϑϥスί状土出土Ҩ

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 76 ਤ）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻ

ᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ1JU ˠ 4,71

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗܘ 145ᶲͷ円ܗΛఄ͠ɺ

அ໘ܗਂ͞ 18DN ͷࡼঢ়Λఄ͢Δɻ

ʤଯੵʥࢁ・মཻΛগྔؚΉࠇ৭γϧτ

Ͱɺࣗવଯੵͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 77・86 ਤɺࣸਅਤ൛ 12 ʵ 7・8）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗܘ 130ᶲͷ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 20DN ͷٯܗΛఄ͢Δɻఈ໘΄

̍
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2



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

��

SK56 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR4/6 褐 シルト 地山ブロックを極めて多量に含む（壁崩）
2 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を少量含む　炭化物片をわずかに含む（人為）

3 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを含む　焼土粒・炭化物粒を少量含む
（人為）

4 10YR3/1 黒褐 シルト 地山ブロックを含む　焼土粒・炭化物粒を少量含む
（人為）

5 10YR2/2 黒褐 シルト 土器片を多く含む　地山ブロックを含む　焼土粒・
炭化物粒・砂を少量含む（人為）

6 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む　焼土粒・炭化物粒を少量含む
（人為）

SK62 フラスコ状土坑　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む

SK63 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 地山粒を少量含む（人為）
2 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを多く含む（人為）
3 10YR4/6 褐 粘質シルト 地山粒主体（人為）

SK66 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒・炭化物粒を少量含む
2 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む

ୈ 72 ਤ　S,56・S,62 ϑϥスί状土

ୈ 73 ਤ　S,66 ϑϥスί状土

ୈ 71 ਤ　S,63 ϑϥスί状土

SK67 土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 地山粒を少量含む（人為）
2 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを少量含む（人為）

ୈ 74 ਤ　S,67 ϑϥスί状土



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

SK68 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/2 黒褐 シルト 地山粒を少量含む
2 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを多く含む（人為）

SK71 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒・焼土粒を少量含む

SK73 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを多く含む（人為）
2 10YR2/1 黒 シルト 地山ブロックを含む（人為）
3 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を含む（壁崩）

SK74 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（人為）

ୈ 75 ਤ　S,68 ϑϥスί状土

ୈ 77 ਤ　S,73 ϑϥスί状土

ୈ 76 ਤ　S,71 ϑϥスί状土

ୈ 78 ਤ　S,74 ϑϥスί状土

΅平ୱͰ͋Δɻத৺෦ͷ北دΓͷҐஔͰ平໘͕ܗ࣠ 32DNɺ࣠ 25DN ͷପ円ܗΛఄ͠ɺਂ͞

15DN ͷখப݀Λ֬ೝͨ͠ɻ

ʤଯੵʥ3 にࡉ͞ΕΔɻ1 ࢁϒϩοΫΛଟྔにؚΉࠇ৭γϧτɺ2 ࢁϒϩοΫΛؚ

Ήࠇ৭γϧτɺ3 ཻࢁΛؚΉࠇ৭γϧτͰ͋Δɻ1・2 ਓҝతຒɺ3 ࣗવ่མͱߟ

͑ΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 86 ਤ）ɺണยͳͲ͕出ͨ͠ɻ



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

��

ୈ 79 ਤ　S,56 ϑϥスί状土出土Ҩ（1）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺฏߦઢจɺҰ෦ϛΨΩɺఈ໘ɿແจʢϛΨΩʣ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೖઢจɺຏফೄจʢ-3ʣɺखจɺ6 ঢ়จɺ̡ࣈ ੳ ���ʳ ��� ����

̍

2



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� ʙ � #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ-3ʣ ��� ����

� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ઢจɺຏফೄจʢ-3ʣɺखจ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ོઢจɺೄจʢ-3ʣࠁ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� ����

�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ঢ়ख ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3ʣ ��� �

��ɾ�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣˠઢจɺԁܗಥɺδάβάจ ��� ����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� #ɾ4,��ɾଯ ുʁ ོઢจɺઢจɺೄจʢ-ʣɺຎ໓ ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺखจ ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3ʣˠઢจ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ོઢจɺೄจʢ-3ʣɺຎ໓ ��� �

ୈ 80 ਤ　S,56 ϑϥスί状土出土Ҩ（2）

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 78 ਤɺࣸਅਤ൛ 13 ʵ 1）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 86ᶲɺ࣠ 64DN Ҏ্ͷུ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 12DN ͷٯܗΛఄ͢Δɻ

ఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻ

̍
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第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

�0

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� ʙ � #ɾ4,��ɾଯ ਂു ઢจɺຎ໓ ��� �����

� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจɺঢ়ઢจ ��� �
� ʙ � #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ɺଠ͍ݪମʣˠઢจɺঢ়ઢจ ��� �����
�ɾ� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-ʣˠઢจɺຎ໓ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣɺຎ໓ ��� ����

ୈ 81 ਤ　S,56 ϑϥスί状土出土Ҩ（3）

̍

2

3 4

5

6

7

8

9

10
11

12

13

14

15



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

�1

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� ʙ � #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� ����
� ʙ � #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣɺ݁અจ ��� ����

�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣɺӔרঢ়ོઢจ ��� ����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ಥɺຏফೄจʢ̧ʣܗঢ়ོઢจɺԁࣈ̘ٯ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ � ֬ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� ����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ঢ়೨ࢳจʢ3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ແจʢϛΨΩʣɺఈ໘ɿࠟ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ఈ໘ɿແจʢϛΨΩʣ ��� ����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ོઢจɺઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� �����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3 ʣɺԡѹೄจʢ೨ࢳจ -3 ʣ ��� �����

ୈ 82 ਤ　S,56 ϑϥスί状土出土Ҩ（4）

ୈ 83 ਤ　S,62 ϑϥスί状土出土Ҩ ୈ 84 ਤ　S,66 ϑϥスί状土出土Ҩ

̍ 2

3

4
5

6 7 8
9

10
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12

13

̍

2

3

̍

2



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

�2

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ঢ়ઢจ ��� �����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ઢจɺ೨ࢳจʢ3ʣɺຏফೄจ ��� �����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �����

ୈ 85 ਤ　S,63 ϑϥスί状土出土Ҩ

ୈ 86 ਤ　S,73 ϑϥスί状土出土Ҩ

SK76 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む（人為）
2 10YR5/2 灰黄褐 シルト 地山ブロックを多く含む（人為）

SK79 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 土器片・地山粒を含む（人為）
2 10YR3/1 黒褐 シルト 地山粒を含む　焼土粒をごくわずかに含む（人為）
3 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを多く含む（壁崩）
4 10YR4/1 灰褐 シルト 地山ブロックを含む

ୈ 89 ਤ　S,76 ϑϥスί状土ୈ 88 ਤ　S,79 ϑϥスί状土

ʤଯੵʥ ࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτͰɺ

ਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 87・89 ਤɺ ࣸਅਤ

൛ 13 ʵ 2）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻ

ᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 98ᶲɺ࣠ 90DN ͷ

ུ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 17DN ͷٯܗΛఄ

͢Δɻ ఈ໘΄΅平ୱͰɺ தԝ෦にܘ 10DNɺ

ਂ͞ 5DN ΄ͲͷۼΈ͕͋Δɻ

ʤଯੵʥ2 にࡉ͞ΕΔɻ1 ཻࢁΛؚ

Ήࠇ৭γϧτɺ2 ࢁϒϩοΫΛଟؚ͘Ή

փԫ৭γϧτͰɺ͍ͣΕਓҝతຒͱ͑ߟΒ

ΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 87 ਤ）

ͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 88・92 ਤɺ ࣸਅਤ

൛ 13 ʵ 3・4）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻ

ᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗܘ 105ᶲͷ円ܗΛఄ͠ɺ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �����

ୈ 87 ਤ　S,76 ϑϥスί状土出土Ҩ

̍

̍

2

3 4

̍



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

SK83 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 地山粒をごくわずかに含む（人為）
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を含む　焼土粒をごくわずかに含む（人為）
3 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を少量含む（人為）
4 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む　焼土粒をごくわずかに含む（壁崩）
5 10YR2/1 黒 シルト 地山ブロックを少量含む（人為）
6 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（壁崩）

அ໘ܗਂ͞ 19DN ͷܗΛఄ͢Δɻఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻ

ʤଯੵʥ4 にࡉ͞ΕΔɻ1 ཻࢁΛؚΉࠇ৭γϧτɺ2 ࢁখϒϩοΫ・মཻΛগྔؚ

Ήࠇ৭γϧτɺ3 ࢁϒϩοΫΛଟؚ͘Ήࠇ৭γϧτɺ4 ࢁϒϩοΫΛؚΉփ৭γϧ

τͰ͋Δɻ1・2 ਓҝతຒɺ3 ࣗવ่མɺ4 ࣗવଯੵͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥ֬ೝ໘ɺଯੵ（ओに 1 ）ΑΓೄ文ുਂث（第 92 ਤ）ɺೋ࣍Ճണย（第 149 ਤ 9）ɺ

ണยͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 90・93 ਤɺࣸਅਤ൛ 13 ʵ 5・6）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ֬ೝ໘Ͱܘ 135ᶲɺ࠷大ܘͰ 150DN ͷ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 38DN ͷ

Λఄ͢Δɻఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻܗ

ʤଯੵʥ5 にࡉ͞ΕΔɻ1 ࢁϒϩοΫ・মཻΛগྔؚΉࠇ৭γϧτɺ2 ࢁϒϩο

Ϋ・化ཻΛগྔؚΉࠇ৭γϧτɺ3 ଟྔͷࢁϒϩοΫͱগྔͷ化ཻΛؚΉ҉৭γϧ

τɺ4 ࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτɺ5 ࢁϒϩοΫΛଟྔにؚΉ৭γϧτͰ͋Δɻ1 ʙ

3 ਓҝతຒɺ4 ࣗવ่མɺ5 ࣗવଯੵͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 93 ਤ）ɺೋ࣍Ճണย（第 150 ਤ 8）ɺണยͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 91・96 ਤɺࣸਅਤ൛ 13 ʵ 7・8）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ֬ೝ໘Ͱܘ 110ᶲɺ࠷大ܘͰ 138DN ͷ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 38DN ͷ

Λఄ͢Δɻఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻܗ

ʤଯੵʥ6 にࡉ͞ΕΔɻ1 ཻࢁΛΘ͔ͣにؚΉࠇ৭γϧτɺ2 ࢁϒϩοΫ・মཻΛ

SK82 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む　焼土粒をごくわずかに含
む（人為）

2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む　炭化物粒をごくわずかに
含む（人為）

3 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを多量に含む　炭化物粒を含む（人為）
4 10YR2/1 黒 シルト 地山ブロックを含む
5 10YR4/6 褐 シルト 地山ブロックを極めて多量に含む（壁崩）

ୈ 90 ਤ　S,82 ϑϥスί状土 ୈ 91 ਤ　S,83 ϑϥスί状土



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

�ɾ� #ɾ4,��ɾଯ �� ֬ ਂു ಥೖོઢจʢॎɾԣʣɺೄจʢ-ʣɺ
ʲଌఆ ��� ɺr̡ ੳ ���ʳ ��� ����

� #ɾ4,��ɾ֬ ਂു ོઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� ����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ෦ɿແจʢϛΨΩʣɺఈ໘ɿࠟˠϛΨΩ ��� ����

� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ෦ɿແจʢϛΨΩɺφσʣɺ
ఈ໘ɿࠟˠϛΨΩ ��� �

ୈ 92 ਤ　S,79 ϑϥスί状土出土Ҩ

গྔؚΉࠇ৭γϧτɻ3 ཻࢁΛগྔؚΉࠇ৭γϧτɺ4 ࢁϒϩοΫ・মཻΛগྔؚ

Ήࠇ৭γϧτɺ5 ࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτɺ6 ࢁϒϩοΫΛଟྔにؚΉ҉৭γϧ

τͰ͋Δɻ1 ʙ 3・5 ਓҝతຒɺ4・6 ࣗવ่མͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 96 ਤ）͕出ͨ͠ɻ

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 94・97 ਤɺࣸਅਤ൛ 14 ʵ 1・2）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ֬ೝ໘Ͱܘ 150ᶲɺ࠷大ܘͰ 161DN ͷ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 27DN ͷ

Λఄ͢Δɻఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻܗ

ʤଯੵʥ5 にࡉ͞ΕΔɻ1 ཻࢁΛগྔؚΉࠇ৭γϧτɺ2 ࢁϒϩοΫΛओମͱ͢Δփ

৭γϧτɺ3 ࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτɺ4 ཻࢁΛؚΉࠇ৭γϧτɺ5 ࢁ

ϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτͰ͋Δɻ1 ࣗવଯੵɺ2 ࣗવ่མɺ3・4 ਓҝతຒɺ5

ࣗવଯੵͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 97 ਤ）ɺثยՃ円൘（第 146 ਤ 4）ͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 95・100 ਤɺࣸਅਤ൛ 14 ʵ 3・4）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

̍

2

3

4

5 6



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

� ʙ � #ɾ4,��ɾଯ ਂു ԁܗɺઢจɺखจɺຏফೄจʢ-3ʣɺ
໘ɿԽண ��� ����

� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ԁܗɺઢจɺೄจʢ-3�� ஈଟʣ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺखจ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� ����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ঢ়೨ࢳจʢ3ʣ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ঢ়۳ඳจࢠ֨ ��� �����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺࠁོઢจ ��� �����

�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ۳ඳจ ��� �����

ୈ 93 ਤ　S,82 ϑϥスί状土出土Ҩ

ୈ 94 ਤ　S,87 ϑϥスί状土 ୈ 95 ਤ　S,89 ϑϥスί状土

SK87 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 地山粒を少量含む
2 10YR4/2 灰褐 シルト 地山ブロック主体（壁崩）
3 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（人為）
4 10YR3/1 黒褐 シルト 地山粒を含む（人為）
5 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む

SK89 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒・焼土粒をわずかに含む（人為）
2 10YR3/4 暗褐 粘質シルト 地山ブロックを少量含む（人為）
3 10YR4/6 褐 粘質シルト 地山ブロックを多量に含む（壁崩）

̍
2 3

4
5

6

7

8

9

10



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ઢɺೄจʢ3-ʣ ��� �����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3� ݁અจʣ ��� �����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �����

ୈ 96 ਤ　S,83 ϑϥスί状土出土Ҩ

ୈ 97 ਤ　S,87 ϑϥスί状土出土Ҩ

SK90 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を含む　焼土粒・炭化物をごくわずかに含む
（人為）

2 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む　焼土粒をごくわずかに含む（人
為）

3 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを少量含む（人為）
4 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを含む
5 10YR5/1 褐灰 シルト 地山ブロックを含む

SK91 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（人為）

ୈ 98 ਤ　S,90 ϑϥスί状土 ୈ 99 ਤ　S,91 ϑϥスί状土

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ֬ೝ໘Ͱܘ 100ᶲɺ࠷大ܘͰ 105DN ͷ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 16DN ͷ

Λఄ͢Δɻఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻܗ

ʤଯੵʥ3 にࡉ͞ΕΔɻ1 ࢁࢁ・মཻΛΘ͔ͣにؚΉࠇ৭γϧτɺࢁϒϩοΫΛ

গྔؚΉ҉৭γϧτɺ3 ࢁϒϩοΫΛଟྔにؚΉ৭γϧτͰ͋Δɻ1・2 ਓҝతຒɺ3

ࣗવ่མͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 100 ਤ）ͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 98・101 ਤɺࣸਅਤ൛ 14 ʵ 5）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4*65 ˠ 4,90

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ֬ೝ໘Ͱܘ 111ᶲɺ࠷大ܘͰ 118DN ͷ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 20DN ͷ

Λఄ͢Δɻఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻܗ

ʤଯੵʥ5 にࡉ͞ΕΔɻ1 ࢁ・ম・

化ཻΛগྔؚΉࠇ৭γϧτɺ2 ࢁϒ

ϩοΫɺম・化ཻΛগྔؚΉࠇ৭γϧτɺ

3 ࢁϒϩοΫΛগྔؚΉ҉৭γϧτɺ4

ࢁϒϩοΫΛؚΉ҉৭γϧτɺ5 

փ৭γϧτͰ͋Δɻ1ϒϩοΫΛؚΉࢁ ʙ 3 

ਓҝతຒɺ4・5 ࣗવଯੵͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ث （ു第 101 ਤ 8）ɺ

ਂു（第 101 ਤ 1 ʙ 7）ɺണยɺຏੴ（第 161 ਤ

2・3）ɺੴࡼ（第 166 ਤ 2・3）ͳͲ͕出ͨ͠ɻ

第 101 ਤ 2 ಉҰݸମͱΈΒΕΔഁย͕ 4*65 ୦

ଯੵΑΓ出͍ͯ͠Δɻډॅ݀

̍

̍

2



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

� #ɾ4,��ɾଯ ਂു Ϙλϯঢ়షจɺຏফೄจʢ-3ʣɺઢจɺ
໘ɿོଳష ��� ����

� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ԁܗಥ ��� ����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-ʣˠઢจɺ֎໘ɿ࠼ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �

ୈ 100 ਤ　S,89 ϑϥスί状土出土Ҩ

ୈ 101 ਤ　S,90 ϑϥスί状土出土Ҩ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു Ӌঢ়ೄจʢ-3�3-ʣɺઢจ ��� ����

�ɾ� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ۳ඳจ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ෦ɿແจʢϛΨΩʣɺఈ໘ɿຎ໓ ��� �

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ � ਂു ෦ɿઢจɺఈ໘ɿແจɺຎ໓ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3ʣ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ു ແจʢϛΨΩʣ ��� �

̍

2

3

4

5

6

̍

2

3

4
5

6

7 8



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-ʣ ��� ����

ୈ 102 ਤ　S,91 ϑϥスί状土出土Ҩ

SK92 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考

1 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを多量に含む　炭化物粒を少量含む（人
為）

2 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む　炭化物粒を少量含む（人為）

3 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを多量に含む　炭化物粒を少量含む（人
為）

4 10YR2/3 黒褐 シルト 地山小ブロックを含む　炭化物粒・焼土粒を少量含
む（人為）

5 10YR3/3 暗褐 シルト 地山粒・炭化物粒を含む（人為）
6 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む
7 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む

SK101 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む　焼土粒・炭化物粒・砂を少量
含む

2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山小ブロックを含む

SK125 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト ブロックを多く含む（壁崩）
2 10YR2/1 黒 シルト 地山粒を含む　炭化物粒を少量含む
3 10YR2/3 黒 シルト 地山粒を含む
4 10YR4/2 灰黄褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（壁崩）
5 10YR4/2 灰黄褐 シルト 地山ブロックを含む（壁崩）

ୈ 104 ਤ　S,92 ϑϥスί状土出土Ҩ

ୈ 103 ਤ　S,101 ϑϥスί状土出土Ҩ

ୈ 105 ਤ　S,125 ϑϥスί状土出土Ҩ

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 99・102 ਤɺࣸਅਤ

൛ 14 ʵ 6・7）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻ

ᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4,91 ˠ 4*16

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗܘ 110ᶲͷ円ܗΛఄ͠ɺ

அ໘ܗਂ͞ 15DN ͷٯܗΛఄ͢Δɻఈ໘΄

΅平ୱͰ͋Δɻ

ʤଯੵʥ ࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτͰɺ

ਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ਂث （ു第 102 ਤ）ɺ

ϐΤε・ΤεΩʔϢ（第 149 ਤ 4）͕出ͨ͠ɻ

ʲ4,�� ϑϥείঢ় （r第 104・106 ʙ 108 ਤɺ

ࣸਅਤ൛ 14 ʵ 8ɺ15 ʵ 1 ʙ 4）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻ

ᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4,92 ˠ 4,6

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ֬ೝ໘Ͱܘ 136ᶲɺ࠷

大ܘͰ 176DN ͷ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 46DN

ͷܗΛఄ͢Δɻఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻதԝ෦

Ͱ平໘͕ܗܘ 22DN ͷ円ܗΛఄ͠ɺਂ͞ 13DN

̍
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第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

ୈ 106 ਤ　S,92 ϑϥスί状土出土Ҩ（1）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ઢจɺ೨ࢳจʢ3ʣˠઢจɺఈ໘ɿແจʢϛΨΩʣ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ؏௨ɺઢจɺຏফೄจʢ-3ʣ� ݁અจɺखจ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ᆵ ԁܗಥོઢจɺઢจɺϛΨΩɺ̡ ੳ ���ʳ ��� �����
� #ɾ4,��ɾଯ ുʁ ؏௨ɺແจʢϛΨΩʣɺ4,� ͱ߹ ��� ����

̍
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第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

�0

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ٯ $ ɺઢจɺܗঢ়ઢจɺԁࣈ
ຏফೄจʢ-3ʣɺखจɺ̡ ੳ ���ʳ ��� �����

� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ઢจɺຏফೄจʢ3-ʣɺखจ ��� �����

� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ઢจˠϘλϯঢ়షจɺ
ೄจʢ-3ʣˠ 4 ঢ়ઢจࣈ ��� �����

� ʙ � #ɾ4,��ɾଯ ਂു ঢ়೨ࢳจʢ3ʣ ��� ����

ୈ 107 ਤ　S,92 ϑϥスί状土出土Ҩ（2）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-3 ʣ ��� ����

�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ-3ʣˠઢจɺઢؒຏফɺ
֎໘ɿԽண ��� �

�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �

ͷখப݀Λ֬ೝͨ͠ɻ

ʤଯੵʥ7 にࡉ͞ΕΔɻ1 ଟྔͷࢁϒϩοΫͱগྔͷ化ཻΛؚΉ҉৭γϧτɺ2 

ࢁϒϩοΫͱগྔͷ化ཻΛؚΉࠇ৭γϧτɺ3 ଟྔͷࢁϒϩοΫͱগྔͷ化ཻΛؚ

Ή҉৭γϧτɺ4 ࢁϒϩοΫɺ化・মཻΛؚΉࠇ৭γϧτɺ5 ࢁ・化ཻΛ

ؚΉࠇ৭γϧτɺ7 ࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτͰ͋Δɻ1 ʙ 5 ਓҝతຒɺ6・7 

ࣗવଯੵͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ുث（第 106 ਤ 4）ɺਂു（第 106 ਤ 1・2ɺ第 107 ਤɺ第 108 ਤ 1 ʙ

8・10 ʙ 14）ɺᆵ（第 106 ਤ 3ɺ第 108 ਤ 9）ɺثยՃ円൘（第 146 ਤ 8）ɺണยɺঢ়ੴͳͲ

̍

2

3

4

5
6

7
8

9

10 11 12

13



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

�1

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� ʙ � #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจɺ໘ɿԽண ��� ����

� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-ʣ ��� �

�ɾ� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣɺຎ໓ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ᆵ ແจɺຎ໓ ��� �

ୈ 108 ਤ　S,92 ϑϥスί状土出土Ҩ（3）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺ௺ܗจ ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3 ʁʣɺຎ໓ɺ4,� ͱ߹ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ແจʢϛΨΩʣɺఈ໘ɿແจʢϛΨΩʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3- ʁʣɺϛΨΩɺఈ໘ɿແจʢϛΨΩʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �

ʲ4,��� ϑϥείঢ় （r第 103・109 ਤɺࣸਅਤ൛ 15 ʵ 5・6）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4,101 ˠ 4*16

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗܘ 116ᶲͷ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 13DN ͷࡼঢ়Λఄ͢Δɻ

ʤଯੵʥ2 にࡉ͞ΕΔɻ1 ࢁϒϩοΫͱগྔͷম・化ཻΛؚΉࠇ৭γϧτɺ2 

ࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτͰɺ͍ͣΕࣗવଯੵͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 109 ਤ）ɺ（第 145 ਤ 5）ɺثยՃ円൘（第 146 ਤ 6）

ͳͲ͕出ͨ͠ɻ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,���ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� ����

ୈ 109 ਤ　S,101 ϑϥスί状土出土Ҩ

͕出ͨ͠ɻ第 106 ਤ 4・第 108 ਤ 1 ʙ 4 ͳͲɺ

ଯੵ্͔Β出ͨ͠ث 4,6 出

ೝΊΒΕΔͷ͕ؔ߹ମ͋Δ͍ݸͱಉҰث

͕͋Δɻ ঢ়ੴڽփؠͰɺ ܘ 21DNɺ

͞ 47DN ͷபঢ়Λఄ͠ɺ西นにͯ͠ఈ໘

ۙͷ 5 Լ෦͔Βཱͨ͠ঢ়ଶͰຒ設͞Εͯ

͍ͨɻ෩化͕ஶ͘͠औΓ্͛ෆՄͰ͋ͬͨɻ

̍
2

3 4

5

6

7
8 9

10

11

12 13

14

̍



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

�2

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

� $ɾ4, ̍��ɾଯ ു
*ʢ֎໘ʣɺঢ়खɺ؏௨ڮ ঢ়ઢೖོઢࣈ
จɺෆ۠ܗըɺ࿈ଓԁܗಥɺೄจʢ-3ʣɺ
Ұ෦ϛΨΩ

��� ����

� $ɾ4, ̍��ɾଯ ਂു ઢจɺࠁจ ��� �
� $ɾ4, ̍��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� ����
� $ɾ4, ̍��ɾଯ ਂു ۳ඳจ ��� �

ୈ 110 ਤ　S,125 ϑϥスί状土出土Ҩ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� $ɾ4, ̍��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
� $ɾ4, ̍��ɾଯ � ઙു ॎҐོઢจɺઢจɺ໘ɿԽண ��� ����
� $ɾ4, ̍��ɾଯ � ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �
� $ɾ4, ̍��ɾଯ � ਂു ೖଳঢ়จ � ۳ඳจ ��� �
� $ɾ4, ̍��ɾଯ � ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �

�� $ɾ4, ̍��ɾଯ � ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �

ʲ4,��� ϑϥείঢ় （r第 105・110 ਤɺࣸਅਤ൛ 15 ʵ 7・8）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̘۠北෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗܘ 110ᶲͷུ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 40DN ͷ̪字ܗΛఄ͢Δɻఈ໘΄

΅平ୱͰ͋Δɻ

ʤଯੵʥ5 にࡉ͞ΕΔɻ1 ࢁϒϩοΫΛଟؚ͘Ήࠇ৭γϧτɺ2 ཻࢁΛؚΈɺ化

ཻΛগྔؚΉࠇ৭γϧτɺ3 ࢁϒϩοΫΛগྔؚΉࠇ৭γϧτɺ4 ࢁϒϩοΫΛଟ

ྔにؚΉփԫ৭γϧτɺ5 ࢁϒϩοΫΛؚΉփԫ৭γϧτͰ͋Δɻ1 ・4 ʙ 5 ࣗવ่མɺ

2 ʙ 3 ࣗવଯੵͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ثઙു（第 110 ਤ 6）ɺു（第 110 ਤ 1）ਂു（第 110 ਤ 2 ʙ 5・7 ʙ

10）ɺੴࡼ（第 168 ਤ 2ɺ第 170 ਤ 4）ͳͲ͕出ͨ͠ɻ

̍

2

3

4 5

6 7

8 9 10



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

SK69 落とし穴状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む
2 10YR3/2 黒褐 シルト 地山粒を含む
3 10YR4/2 灰黄褐 シルト 地山ブロックを含む

SK123 落とし穴状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を少量含む
2 10YR3/4 暗褐 シルト 地山粒を多く含む

SK124 落とし穴状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む
2 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを多く含む
3 10YR4/2 灰黄褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（壁崩）

SK6 土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 地山粒をごくわずかに含む

ୈ 111 ਤ　S,69 མͱ͠穴状土 ୈ 112 ਤ　S,123 མͱ͠穴状土

ୈ 113 ਤ　S,124 མͱ͠穴状土 ୈ 114 ਤ　S,6 土

ᶈ མͱ݀͠ঢ়土
ʲ4,�� མͱ݀͠ঢ় （r第 111 ਤɺࣸਅਤ൛ 16 ʵ 1・2）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ͕࣠֬ೝ໘Ͱ 256ᶲɺ࠷大Ͱ 282DNɺ࣠ 42DN ͷߔঢ়Λఄ͠ɺஅ໘ܗ

ਂ͞ 81DN ͷ̪字ܗΛఄ͢Δɻఈ໘தԝ෦にࡼ͔ͯͬঢ়にۼΜͰ͍Δɻ

ʤଯੵʥ3 にࡉ͞ΕΔɻ1 ࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτɺ2 ཻࢁΛؚΉࠇ৭γϧ

τɺ3 ࢁϒϩοΫΛؚΉփԫ৭γϧτͰɺ͍ͣΕࣗવଯੵͱ͑ߟΒΕΔɻ



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

��

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4,��� མͱ݀͠ঢ় （r第 112 ਤɺࣸਅਤ൛ 16 ʵ 3・4）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̘۠ೆ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 330DNɺ࣠ 30ᶲͷߔঢ়Λఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 50DN ͷ̪字ܗΛఄ͢Δɻ

ఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻ

ʤଯੵʥ2 にࡉ͞ΕΔɻ1 ཻࢁΛগྔؚΉࠇ৭γϧτɺ2 ཻࢁΛଟؚ͘Ή҉

৭γϧτͰɺ͍ͣΕࣗવଯੵͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4,��� མͱ݀͠ঢ় （r第 113 ਤɺࣸਅਤ൛ 16 ʵ 5・6）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̘۠ೆ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

SK13 土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 均質土

SK36 土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR4/6 濁褐 シルト 地山ブロックを多く含む（人為）

ୈ 115 ਤ　S,13・36 土

SK39 土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/1 黒褐 シルト 地山粒を多く含む（人為）

SK44 土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を少量含む（人為）

ୈ 116 ਤ　S,39 土 ୈ 117 ਤ　S,44 土



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

� #ɾ4,�ɾଯ � ֬ ਂു ઢೖོઢจɺઢจɺϘλϯঢ়షจɺຏফ
ೄจʢ-3ʣɺखจ ��� ����

� #ɾ4,�ɾଯ ുʁ ོઢจɺઢจ ��� �
� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ೄจʢ-ʣ ��� �
� #ɾ4,�ɾଯ � ֬ ਂു ઢจˠϘλϯঢ়షจɺຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �
� #ɾ4,�ɾଯ � ֬ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจʢઢ۠ըʣɺঢ়ོઢจ ��� ����

ୈ 118 ਤ　S,6 土出土Ҩ（1）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣɺઢจɺຎ໓ ��� ����
� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ3 ʁʣɺઢจ ��� ����
� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣɺ̡ ଌఆ ���ʳ ��� �
� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣɺོઢจషࠟ͋Γ ��� �

�� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ແจʢϛΨΩʣɺఈ໘ɿແจʢϛΨΩʣ ��� �

̍

2
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第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

� ʙ � #ɾ4,�ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจɺ4,�� ͱ߹ ��� ����

ୈ 119 ਤ　S,6 土出土Ҩ（2）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจɺ4,�� ͱ߹ ��� ����
� #ɾ4,�ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣˠઢจɺ4,�� ͱ߹ ��� �����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

� #ɾ4,��ɾ
֬ �# ۠ද ਂു

ɺຏফೄจʢ-3ʣɺઢঢ়खɺ໘ɿڮ
จˠϘλϯঢ়షจɺδάβάจɺ֎໘ɿԽ
ண

��� ����

ୈ 120 ਤ　S,13 土出土Ҩ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾ֬ ਂു ོઢจɺೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� ����

� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣˠઢจ ��� ����

̍

2

3

4

5
6

̍

2 3



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ઢจ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ઢจɺೄจʢ-ʣ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ོઢจɺ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3- ʁʣ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจɺ֎໘ɿԽண ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ۳ඳจ ��� �

ୈ 121 ਤ　S,39 土出土Ҩ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�ɾ�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� ����

�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3ʣɺ֎໘ɿԽண ��� ����
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣɺҰ෦ຏফ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจɺ֎໘ɿԽண ��� �

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 140DNɺ࣠ 80ᶲͷখܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 70DN ͷ̪字ܗΛఄ͢Δɻ

ఈ໘΄΅平ୱͰɺதԝ෦に平໘͕ܗܘ 7ᶲͷ円ܗΛఄ͠ɺਂ͞ 40ᶲͷখப݀Λ֬ೝͨ͠ɻ

ʤଯੵʥ3 にࡉ͞ΕΔɻ1 ࢁϒϩοΫΛগྔؚΉࠇ৭γϧτɺ2 ࢁϒϩοΫΛଟ͘

ؚΉࠇ৭γϧτɺ3 ࢁϒϩοΫΛଟؚ͘Ήփԫ৭γϧτͰ͋Δɻ1 ʙ 2 ࣗવଯੵɺ3

ࣗવ่མͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥͳ͠

ᶉ 土
ʲ4,�  （r第 114・118・119 ਤɺࣸਅਤ൛ 16 ʵ 7）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

̍
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第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

��

SK50 土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 地山粒を多く含む
2 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを多量に含む（人為）

SK51 土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 地山粒を多量に含む（人為）
2 10YR4/6 褐 粘質シルト 地山ブロックを多量に含む（人為）

ୈ 122 ਤ　S,50・S,51 土

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 102ᶲɺ࣠ 80DN ͷෆܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 8DN ͷٯܗΛఄ͢Δɻ

ఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻ

ʤଯੵʥཻࢁΛগྔؚΉࠇ৭γϧτͰɺࣗવଯੵͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥ֬ೝ໘ɺଯੵΑΓೄ文ുث（第 118 ਤ 2）ɺਂു（第 118 ਤ 1・3 ʙ 10ɺ第 119 ਤ）ɺ

ثยՃ円൘（第 146 ਤ 7）ͳͲ͕出ͨ͠ɻ第 119 ਤͳͲɺ4,92 ϑϥείঢ়ͷଯੵ্出

ثͱͷ߹͕ؔೝΊΒΕΔͷ͕͋Δɻ

ʲ4,��  （r第 115・120 ਤ）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 77ᶲɺ࣠ 66DN ͷུ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 15DN ͷࡼঢ়Λఄ͢Δɻ

ఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻ

ʤଯੵʥ࣭ۉͳࠇ৭γϧτͰɺࣗવଯੵͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥ֬ೝ໘ɺଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 120 ਤ）͕出ͨ͠ɻ

ʲ4,��  （r第 115 ਤɺࣸਅਤ൛ 16 ʵ 8・9）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 186ᶲɺ࣠ 150DN ͷෆܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 69DN ͷ̫字ܗΛఄ͢Δɻ

ఈ໘Ԝತ͕ΈΒΕΔɻ

ʤଯੵʥࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτͰɺਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4,��  （r第 116・121 ਤɺࣸਅਤ൛ 16 ʵ 10ɺ17 ʵ 1）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4*65 ˠ 4,39

ʤن ・ ܗ ঢ়ʥ 北 ଆ ͕  ଘ ͠ ͳ ͍ ͨ Ί શ ମ ͷ ܗ ঢ়  ෆ ໌ Ͱ ͋ Δ ͕ɺ 平 ໘ ܗ   ࣠ 220ᶲ Ҏ ্ɺ  ࣠

186DN Ҏ্ͷ۱ؙํܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 25DN ͷࡼঢ়Λఄ͢Δɻఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻ



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

ୈ 123 ਤ　S,64 土

SK64 土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 地山粒をわずかに含む
2 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを多量に含む（人為）

SK70 土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を少量含む
2 10YR3/3 暗褐 シルト 地山粒を含む
3 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む（人為）
4 10YR3/2 黒褐 シルト 地山粒を少量含む（人為）
5 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを含む（人為）

ʤଯੵʥࢁϒϩοΫΛଟؚ͘Ήࠇ৭γϧτͰɺਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 121 ਤ）ɺೋ࣍Ճണย（第 151 ਤ 4）ɺണยͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ʲ4,��  （r第 117 ਤɺࣸਅਤ൛ 17 ʵ 2）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠東෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 145ᶲɺ࣠ 54DN ͷପ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 20DN ͷ̫字ܗΛఄ͢Δɻ

ఈ໘東ଆ͍͔ͯࣼͯͬ͠Δɻ

ʤଯੵʥཻࢁΛগྔؚΉࠇ৭γϧτͰɺਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4,��  （r第 122 ਤɺࣸਅਤ൛ 17 ʵ 3・4）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 136ᶲɺ࣠ 78DN ͷෆܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 31DN ͷ̫字ܗΛఄ͢Δɻ

ఈ໘Ԝತ͕ΈΒΕΔɻ

ʤଯੵʥ2 にࡉ͞ΕΔɻ1 ཻࢁΛؚΉࠇ৭೪࣭γϧτɺ2 ࢁϒϩοΫΛଟྔにؚΉ

৭೪࣭γϧτͰ͋Δɻ1ࠇ ࣗવଯੵɺ2 ਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4,��  （r第 122 ਤɺࣸਅਤ൛ 17 ʵ 5）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 95ᶲɺ࣠ 72DN ͷෆ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 25DN ͷٯܗΛఄ͢Δɻ

ୈ 124 ਤ　S,70 土

ఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻ

ʤଯੵʥ1 ཻࢁΛଟྔにؚΉࠇ৭೪࣭

γϧτɺ2 ࢁϒϩοΫΛଟྔにؚΉ৭೪

࣭γϧτͰɺ͍ͣΕਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

�0

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4,��  （r第 123 ਤɺࣸਅਤ൛ 17 ʵ 6）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻ

ᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 97ᶲɺ࣠ 72DN ͷ

ෆପ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 44DN ͷٯܗ

Λఄ͢Δɻน໘֊ஈঢ়ͷԜತ͕ΈΒΕɺఈ໘

Ήɻۼঢ়にࡼ

ʤଯੵʥ2 にࡉ͞ΕΔɻ1 ཻࢁΛΘ

͔ͣにؚΉࠇ৭೪࣭γϧτɺ2 ࢁϒϩο

ΫΛଟྔにؚΉࠇ৭೪࣭γϧτͰ͋Δɻ1 

ࣗવଯੵɺ2 ਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4,��  （r第 124 ਤɺࣸਅਤ൛ 17 ʵ 7・8）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻ

ᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4,70 ˠ 4#113 ˠ 4#114

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 200DNɺ࣠ 136DN

ͷෆܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 26DN ͷٯܗΛ

ఄ͢Δɻఈ໘΄΅平ୱͰɺҰ෦にԜತ͕͋Δɻ

ʤଯੵʥ5 にࡉ͞ΕΔɻ1 ཻࢁΛগ

ྔؚΉࠇ৭γϧτɺ2 ཻࢁΛؚΉ҉৭

γϧτɺ3 ࢁϒϩοΫΛগྔؚΉࠇ৭γ

ϧτɺ4 ཻࢁΛগྔؚΉࠇ৭γϧτɺ5

SK72 土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（人為）

SK81 土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む

ୈ 126 ਤ　S,72 土

ୈ 127 ਤ　S,81 土

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4,��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� ����

ୈ 125 ਤ　S,81 ϑϥスί状土出土Ҩ

SK102 土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山粒を多く含む（人為）
2 10YR3/2 黒褐 粘質シルト 地山ブロックをわずかに含む（人為）
3 10YR3/3 暗褐 粘質シルト 地山ブロックを多く含む（人為）

ୈ 128 ਤ　S,102 土

̍



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

�1

ࢁϒϩοΫΛؚΉ҉৭γϧτͰ͋Δɻ1・2 ࣗવଯੵɺ3 ʙ 5 ਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓϐΤε・ΤεΩʔϢ（第 149 ਤ 5）͕出ͨ͠ɻ

ʲ4,��  （r第 126 ਤ）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ1JU ˠ 4,72

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 192DNɺ࣠ 56DN ͷෆପ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 14DN ͷٯܗ

Λఄ͢Δɻఈ໘ࡼঢ়にۼΜͰ͍Δɻ

ʤଯੵʥࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτͰɺਓҝతຒͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4,��  （r第 125・127 ਤɺࣸਅਤ൛ 18 ʵ 1）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 78DNɺ࣠ 68DN ͷུ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 11DN ͷٯܗΛఄ͢Δɻ

ఈ໘΄΅平ୱͰɺҰ෦にԜತ͕ΈΒΕΔɻ

ʤଯੵʥࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτͰɺࣗવଯੵͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 125 ਤ）͕出ͨ͠ɻ

ʲ4,���  （r第 128 ਤɺࣸਅਤ൛ 18 ʵ 2・3）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4,102 ˠ 4*16

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 129DNɺ࣠ 54DN ͷෆପ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 27DN ͷٯܗΛ

ఄ͢Δɻఈ໘΄΅平ୱͰ͋Δɻ

SK126 フラスコ状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む
2 10YR2/1 黒 シルト 地山小ブロックを含む
3 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを多く含む
4 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを多く含む

SK122 落とし穴状土坑　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を含む
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を多量に含む
3 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを含む
4 10YR3/4 暗褐 シルト 均質土

ୈ 129 ਤ　S,126 ϑϥスί状土 ୈ 130 ਤ　S,122 མͱ͠穴状土



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

�2

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ1�ɾ֬ ਂു จܗ௺ ��� �
� #ɾ1�ɾ֬ ਂു ೨ࢳจʢ-3ʣˠઢจ ��� �
� #ɾ1��ɾ֬ ਂു ೄจʢ-3ʣɺ֎໘ɿԽண ��� �

� #ɾ1��ɾଯ ਂു ઢจɺೄจʢ-3ʣɺ֎໘ɿԽணɺҰ෦
ണ ��� �

� #ɾ1��ɾଯ ᆵ ແจʢϛΨΩʣɺຎ໓ ��� �
� #ɾ1���ɾଯ ਂു ೄจʢ-3� ݁અจʣ ��� �����
� #ɾ1���ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจɺϛΨΩ ��� �����
� #ɾ1���ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣɺ֎໘ɿԽண ��� �
� #ɾ1���ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �

�� #ɾ1���ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ-3ɺଠ͍ݪମʣ ��� �
�� #ɾ1���ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจɺ֎໘ɿԽண ��� �
�� #ɾ1���ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจɺ֎໘ɿԽண ��� �����

ୈ 131 ਤ　ப穴跡出土Ҩ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� #ɾ1���ɾଯ ਂു ོઢจɺೄจʢ3-ʣ ��� �����
�� #ɾ1���ɾଯ ਂു ೄจʢ-ʣ ��� �
�� #ɾ1���ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจɺ֎໘ɿԽண ��� �
�� #ɾ1���ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ1���ɾଯ ਂു ࿈ଓಥจ ��� �
�� #ɾ1���ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ1���ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠ̨ࣈঢ়ઢจ ��� �
�� #ɾ1���ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �����
�� "ɾ1���ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ɺଠ͍ݪମʣ ��� �
�� #ɾ1���ɾଯ ਂു ԁܗจོઢจɺຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �����
�� #ɾ1���ɾଯ ਂു ຏফೄจɺઢจ ��� �����
�� #ɾ1���ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �

̍ 2 3 4
5

6
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8
9
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11
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17

18
19

20
21

22
23

24
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��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ܗঢ়खɺԁڮ ��� ����
� #ɾ4*��ɾଯ ઙു ོઢจɺઢจ ��� ����
� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ོઢจɺઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� ����
� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ོઢ۠ըɺೄจʢ-3ʣ ��� �
� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ3-ʣɺઢ۠ըɺಥจ ��� ����
� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� ����
� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� ����
� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ෟՃೄจʢ-3�3ʣˠઢจɺ֎໘ɿԽண ��� ����
� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจɺ֎໘ɿԽண ��� ����

�� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-ʣɺઢจ ��� ����

ୈ 132 ਤ　SI16 竪穴住居跡ࠞೖҨ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣɺ͔࠼ ��� �
�� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ3ɺݪ͍ࡉۃମʣˠೄจʢ3ʣ ��� �
�� #ɾ4*��ɾଯ � ਂു ࿈ଓಥจ ��� �
�� #ɾ4*��ɾଯ ਂു ఈ໘ɿ༿ࠟ ��� �
�� #ɾ4*��ɾ֬ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �����
�� #ɾ4*��ɾ֬ ਂു ઢจɺོઢจˠԁܗಥɺೄจʢ-3ʣ ��� �����
�� #ɾ4*��ɾ֬ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �����

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4%�ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �����
� #ɾ4%�ɾଯ ਂു ೄจʢ-3� ݁અจʣ ��� �

ୈ 133 ਤ　SD8 溝跡ࠞೖҨ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4%�ɾଯ ਂു ೄจʢ-ʣˠઢจ ��� �
� #ɾ4%�ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �

̍ 2 3

4

5 6
7

8

9
10

11

12

13 14
15

16

17 18 19

̍

2 3 4
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��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� "ɾ4%��ɾଯ ਂു ೄจʢ-ʣ ��� �
� "ɾ4%��ɾଯ ਂു ۳ඳจ ��� �

ୈ 134 ਤ　SD18 溝跡ࠞೖҨ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� "ɾ4%��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ɺଠ͍ݪମʣ ��� �
� "ɾ4%��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �

ʤଯੵʥ3 にࡉ͞ΕΔɻ1 ཻࢁΛଟؚ͘Ήࠇ৭೪࣭γϧτɺ2 ࢁϒϩοΫΛΘ͔ͣ

にؚΉࠇ৭೪࣭γϧτɺ3 ࢁϒϩοΫΛଟؚ͘Ή҉৭೪࣭γϧτͰɺ͍ͣΕਓҝతຒͱ

ΒΕΔɻ͑ߟ

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʢ̏ʣ̙۠
ᶃ ϑϥείঢ়土
ʲ4,��� ϑϥείঢ় （r第 129 ਤɺࣸਅਤ൛ 20 ʵ 6・7）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̘۠北෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗܘ 140ᶲͷུ円ܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 35DN ͷܗΛఄ͢Δɻఈ໘΄΅

平ୱͰɺதԝ෦Ͱ平໘͕ܗܘ 42ᶲɺਂ͞ 40ᶲͷখப݀Λ֬ೝͨ͠ɻ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

� #ɾ4%��ɾଯ ࡼ ᚅɺӢܗจ � ೄจʢ-3ʣɺ໘ɿઢจɺ֎໘ɿ
࣫ணʁ ��� �����

� #ɾ4%��ɾଯ ਂു Ӌঢ়ೄจʢ-3�3-ʣ ��� �����
� #ɾ4%��ɾଯ ുʁ ԁܗɺઢจ ��� �����
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ԁܗɺ೨ࢳจʢ3ʣˠઢ۠ը ��� �����
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ઢจɺຏফೄจʢ3-ʣɺखྨࣅจ ��� �����

ୈ 135 ਤ　SD88 溝跡ࠞೖҨ（1）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ઢจɺೄจʢ3ʣ ��� �����
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ઢจˠϘλϯঢ়షจ ��� ����
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ԁܗɺຏফೄจʢ3-ʣɺઢ۠ը ��� ����
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೖషจɺઢจɺೄจʢ-ʣ ��� ����

�� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ོઢจɺԁܗ ��� �
�� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ԁܗɺઢ۠ըɺ೨ࢳจʢ3ʣ ��� ����
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第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣɺྠੵࠟʹࠁ͋Γʁ ��� �
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ-3ʣɺೄจʢ-ʣ ��� �
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣˠઢจ ��� ����
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣˠδάβάจ ��� ����
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ෟՃೄจʢ-3�3ʣˠҰ෦ϛΨΩɺണ ��� ����
� #ɾ4%��ɾଯ � ද ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� ����
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� ����

ୈ 136 ਤ　SD88 溝跡ࠞೖҨ（2）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ3-ʣɺઢจ ��� �����
� #ɾ4%��ɾଯ � ֬ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �

�� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �����
�� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �
�� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �
�� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �

ʤଯੵʥ4 にࡉ͞ΕΔɻ1 ࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτɺ2 ࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭

γϧτɺ3・4 ࢁϒϩοΫΛଟؚ͘Ήࠇ৭γϧτͰ͋Δɻ͍ͣΕࣗવଯੵͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥͳ͠

ᶄ མͱ݀͠ঢ়土
ʲ4,��� མͱ݀͠ঢ় （r第 130 ਤɺࣸਅਤ൛ 20 ʵ 8・9）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̙۠北西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ平໘ܗ࣠ 260DNɺ࣠ 70ᶲͷখܗΛఄ͠ɺஅ໘ܗਂ͞ 80DN ͷ̪字ܗΛఄ͢Δɻ

ఈ໘΄΅平ୱͰɺதԝ෦Ͱ平໘͕ܗܘ 23ᶲͷ円ܗΛఄ͠ɺਂ͞ 50ᶲͷখப݀Λ֬ೝͨ͠ɻ

ʤଯੵʥ4 にࡉ͞ΕΔɻ1 ཻࢁΛؚΉࠇ৭γϧτɺ2 ཻࢁΛଟؚ͘Ήࠇ৭γϧτɺ

3・4 ཻࢁΛଟؚ͘Ή҉৭γϧτͰ͋Δɻ͍ͣΕࣗવଯੵͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥͳ͠
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第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣɺ֎໘ɿԽண ��� �����
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ؏௨ɺϘλϯঢ়షจɺೄจʢ-3
 ˠઢจ ��� �����
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ԁܗɺઢೖོઢจ ��� �����
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
� #ɾ4%��ɾଯ ᆵ ແจʢϛΨΩʣ ��� �����
� #ɾ4%��ɾଯ ઙു ઢೖོઢจɺಥ ��� �����
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �����
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺӔרจ ��� �����
� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจɺຎ໓ ��� �����

�� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ԁܗಥೖོઢจɺೄจʢ3ɺଠ͍ݪମʣ ��� �

ୈ 137 ਤ　SD84 溝跡ࠞೖҨ

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ઢจˠઢจ ��� �
�� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ɺଠ͍ݪମ � ݁અจʣ ��� �
�� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �
�� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೄจʢ3-ʣɺຎ໓ ��� �
�� #ɾ4%��ɾଯ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �

��ɾ�� #ɾ4%��ɾଯ ുʁ ོઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� �

ʢ̐ʣͦのଞのग़土遺
ʲப݀ʳப݀ଯੵΑΓೄ文ുਂث（第 131 ਤ 1 ʙ 4・6 ʙ 24）ɺᆵ（第 131 ਤ 5）ɺثยՃ円൘（第

146 ਤ 16・17）ɺম成೪մ（ࣸਅਤ൛ 43-43ɺੳ -01）ɺೋ࣍Ճണย（第 150 ਤ 7ɺ第 153 ਤ 3）ɺ

ඍࡉണࠟΛ༗͢Δണย（第 155 ਤ 8）ɺണยɺੴ֩（第 157 ਤ 5）ɺຏੴ（第 162 ਤ 3）ɺຏੴʗԜੴ（163

ਤ 2）͕出ͨ͠ɻ
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第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

� #ɾ֬ ਂു ؏௨ɺઢจ � ԁܗɺઢจɺঢ়ઢจɺ 
໘ɿԁܗɺઢจ ��� �����

� ۷ࢼ �5ɾ֧ཚ ਂു $ ಥೖོઢจɺঢ়೨ঢ়ઢೖషจɺࣈ
จʢ3ʣɺ̡ࢳ ੳ ���ʳ ��� �����

� ۷ࢼ �5ɾද ਂു ԁܗɺઢจɺ̡ ੳ ���ʳ ��� �����
� #ɾ֬ ਂു ԁܗ ��� �����
� #ɾ֬ ਂു ԁܗಥ ��� �����
� ۷ࢼ �5ɾ֬ ਂു ಥจɺ̡ঢ়खɺ࿈ଓڮ ੳ ���ʳ ��� �����

� #ɾ֬ ਂു ԁܗɺʢ ʣঢ়ઢจɺຏফೄจʢ-3ʣˠ
ઢจ ��� �����

� #ɾ֧ཚ ਂു ԁܗɺঢ়ಥจɺઢจ ��� �����

ୈ 138 ਤ　Ҩߏ֎出土Ҩ（1）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾද ਂു ԁܗɺઢจɺઢೖོઢจ ��� �����

�� #ɾ֧ཚ ਂു ོઢจɺೄจʢ-3ʣɺຎ໓ ��� �
�� ۷ʢҐෆ໌ʣਂുࢼ ԁܗಥ ��� �����
�� #ɾ֬ ਂു ຏফೄจʢ3-ʣˠઢจ ��� �����
�� #ɾද ਂു ԁܗʁɺ೨ࢳจʢ3ʣˠઢจ ��� �����
�� #ɾද ਂു ོઢจɺೄจʢ-ʣɺ֎໘ɿԽண ��� �����
�� #ɾ֬ ਂു ོઢจണɺೄจʢ3- ʣˠઢจ ��� ����
�� #ɾ֧ཚ ਂു ઢจɺ೨ࢳจʢ3ʣ ��� ����
�� ۷ࢼ �5ɾ֬ ਂു ઢจɺೄจʢ-3 ʣɺ֎໘ɿछࠟࢠʁ ��� ����
�� #ɾද ਂു ઢจ ��� ����
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第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� ۷ࢼ �5ɾ֬ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣɺ֎໘ɿԽண ��� ����
� #ɾ֬ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �
� #ɾ֬ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ3-3 ʣ ��� �
� #ɾ֬ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �
� #ɾ֬ ਂു ઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� �
� #ɾද ਂു ོઢจɺઢจɺೄจʢ-3ʣ ��� �
� $ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจɺ֎໘ɿԽண ��� �
� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �

�� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ3-ʣˠઢจ ��� �
�� #ɾ֧ཚ ਂു ຏফೄจʢ3-ʣɺઢจ ��� �

�� #ɾද ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจɺҰ෦ണɺ֎໘ɿ
Խண ��� ����

�� #ɾ֧ཚ ਂു ຏফೄจʢ3-ʣɺઢจ ��� �

ୈ 139 ਤ　Ҩߏ֎出土Ҩ（2）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� #ɾ֬ ਂു ೄจʢ-ʣˠઢจ ��� �
�� ۷ʢҐෆ໌ʣਂുࢼ ོઢจɺઢ۠ըɺೄจʢʁʣ ��� �
�� #ɾ֧ཚ ਂു ຏফೄจɺઢจ ��� �
�� $ɾ֧ཚ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �
�� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �
�� #ɾ֧ཚ ਂു ຏফೄจʢ3-ʣɺઢจ ��� ����
�� #ɾ֧ཚ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจɺ֎໘ɿछࠟࢠʁ ��� �
�� #ɾ֧ཚ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �
�� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �
�� #ɾ֬ ਂു ೄจʢ3ʣˠઢจ ��� �
�� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �
�� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ3-ʣˠ۳ࣃঢ়ઢจ ��� �
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第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� ۷ࢼ �5ɾද ਂു ຏফೄจʢ3-ʣɺखจɺ֎໘ɿԽண ��� ����
� ۷ࢼ �5ɾ֧ཚ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺखจ ��� ����
� #ɾ֧ཚ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ ��� �����
� #ɾ֧ཚ ਂു ຏফೄจʢ-3ʣɺઢจɺ֎໘ɿԽண ��� �����
� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจɺຎ໓ ��� �
� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ-3ʣˠδάβάจɺຎ໓ ��� �����

ୈ 140 ਤ　Ҩߏ֎出土Ҩ（3）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� ۷ࢼ �5ɾ֬ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจɺҰ෦ϛΨΩ ��� �����
� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ3-ʣˠઢจ ��� �
� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจ ��� �

�� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ-3ʣˠઢจɺ໘ɿछࠟࢠ ��� �

ʲҨߏ֎ʳҨ֬ߏೝ໘ɺ֧ཚɺࢼ掘τϨϯνɺදɺഉɺද࠾ΑΓೄ文ثઙു（第 144 ਤ 8）ɺു（第

144 ਤ 5 ʙ 7・9 ʙ 11）ɺਂു（第 138 ʙ 143 ਤɺ第 144 ਤ 1 ʙ 4）ɺᆵ（第 144 ਤ 12 ʙ 14）ɺ（第

145 ਤ 4）ɺثยՃ円൘（第 146 ਤ 19 ʙ 36）ɺੴ᭲（第 147 ਤ 1 ʙ 3・5 ʙ 11）ɺੴਲ਼（第 148 ਤ 1）ɺ

ੴ（第 148 ਤ 2）ɺεΫϨΠύʔ（第 148 ਤ 6）ɺϐΤε・ΤεΩʔϢ（第 149 ਤ 2・3）ɺೋ࣍Ճ

ണย（第 149 ਤ 11・第 150 ਤ 5ɺ151 ਤ 1・2・6 ʙ 8ɺ152 ਤ 1・2・6・8・9ɺ第 153 ਤ 1・2・4・5）ɺ

ඍࡉണࠟΛ༗͢Δണย（第 154 ਤ 2 ʙ 4・6 ʙ 9ɺ155 ਤ 2 ʙ 6・9ɺ第 156 ਤ 6・7）ɺണยɺੴ֩

（第 157 ਤ 2・3ɺ158 ਤ 1・2・4 ʙ 6ɺ159 ਤ 4）ɺຏੴි（第 160 ਤ 1 ʙ 3）ɺࠟࡲͷ͋Δੴ

（第 160 ਤ 4）ɺຏੴ（第 162 ਤ 2・4）ɺԜੴ（第 163 ਤ 1）ɺຏੴʗԜੴʗᏏੴ（第 164 ਤ 3）ɺੴࡼ（第

167 ਤɺ169 ਤ 2ɺ171 ਤ 3）ɺঢ়ੴ（第 172・173 ਤ 2）ͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ʲࠞೖҨʳ平҆࣌ͷ 4*16 ୦݀ॅډͷ֬ೝ໘ɺଯੵΑΓೄ文ثઙു（第 132 ਤ 2）ɺਂു（第

̍
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第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

�0

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� "ɾഉ ਂു ԑɺೄจʢ-ʣɺຎ໓ޱڽ ��� �
� "ɾ֬ ਂു ೄจʢ3-ʣɺ֎໘ɿԽண ��� �
� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ3-ʣɺ֎໘ɿԽண ��� �
� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ-3ʣɺ໘ɿ࣫ʁண ��� �
� #ɾ֬ ਂു ೄจʢ-ʣ ��� �
� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
� #ɾ֬ ਂു ೄจʢ-3ɺଠ͍ݪମʣ ��� �
� "ɾ֬ ਂു ೄจʢ-3ɺଠ͍ݪମʣ ��� �
� #ɾ֬ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �

�� ۷ࢼ �5ɾ֬ ਂു ೄจʢ-3ʣɺ֎໘ɿछࠟࢠʁ ��� �

ୈ 141 ਤ　Ҩߏ֎出土Ҩ（4）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� #ɾ֬ ਂു ೄจʢ-3ʣɺྠੵࠟ ��� �
�� #ɾ֬ ਂു ೄจʢ-3ʣ ��� �
�� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �
�� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ-ʣ ��� �
�� #ɾ֧ཚ ਂു ೄจʢ-3ʣɺ໘ɿछࠟࢠ ��� �
�� ද࠾ ਂു ೄจʢ-ɺଠ͍ݪମʣ ��� �
�� #ɾ֬ ਂു ೄจʢ-3ɺݪ͍ࡉମʣ ��� �
�� "ɾ֬ ਂു ೄจʢ3-ʣ ��� �
�� #ɾද ਂു ೄจʢ-ʣɺϛΨΩ ��� �

̍
2

3
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5 6 7 8
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10 11 12
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15 16
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132 ਤ 1・3 ʙ 19）ɺثยՃ円൘（第 146 ਤ 8）ɺೋ࣍Ճണย（第 150 ਤ 1・9）ɺඍࡉണࠟΛ

༗͢Δണย（第 156 ਤ 5）ɺണยɺੴ֩（第 157 ਤ 2ɺ159 ਤ 2）ɺੴࡼ（第 168 ਤ 1）ͳͲ͕ɺݹͷ

4978 ୦݀ঢ়ҨߏͷଯੵΑΓຏੴ（第 164 ਤ 2）ɺണยͳͲ͕ɺதੈҎ߱ͷ 4%8・18・24・84・88 ߔ

ͷ֬ೝ໘ɺଯੵΑΓೄ文ثઙു（第 137 ਤ 6）ɺു（第 135 ਤ 3ɺ第 137 ਤ 20・21）ɺਂു（第

133・134 ਤɺ第 135 ਤ 2・4 ʙ 11ɺ第 136 ਤɺ第 137 ਤ 1 ʙ 4・7 ʙ 19）ɺᆵ（第 137 ਤ 5）ɺࡼ（第



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

�1

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ֧ཚ ਂു ོઢจɺ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �
� #ɾ֬ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣˠઢจɺҰ෦ຏফ ��� �����
� #ɾ֬ ਂു ઢจɺ೨ࢳจʢ3ɺݪ͍ࡉମʣ ��� �
� #ɾ֧ཚ ਂു ೨ࢳจʢ-ʣˠઢจ ��� �
� ද࠾ ਂു จʢ3ʣࢳঢ়ઢจɺઢจɺ೨ ��� �
� #ɾ֬ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣɺઢจɺ֎໘ɿԽண ��� �
� #ɾද ਂു ೨ࢳจʢ3ʣˠઢจ ��� �
� #ɾ֧ཚ ਂു ઢจɺ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �
� #ɾ֧ཚ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣˠઢจ ��� �

�� #ɾ֬ ਂു ೨ࢳจʢ-3ʣ ��� �

ୈ 142 ਤ　Ҩߏ֎出土Ҩ（5）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� #ɾ֧ཚ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �
�� #ɾ֧ཚ ਂു ೨ࢳจʢ-ʣ ��� �
�� #ɾ֧ཚ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �
�� #ɾ֬ ਂു ೨ࢳจʢ3ɺݪ͍ࡉମɾଠ͍ݪମ  ʣ ��� �
�� #ɾද ਂു ঢ়೨ࢳจʢ3ʣɺ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �����
�� #ɾ֬ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �
�� #ɾ֬ ਂു ঢ়೨ࢳจʢ-3ʣɺ֎໘ɿԽண ��� �
�� #ɾ֧ཚ ਂു ོઢจɺঢ়೨ࢳจʢ3ʣ ��� �
�� #ɾ֧ཚ ਂു ঢ়೨ࢳจʢ3ʣ ��� �
�� #ɾ֧ཚ ਂു ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �����

̍ 2

3 4 5

6
7

8 9

10

11 12
13 14

15

16

17 18

19

20
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第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

�2

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾද࠾ ਂു ԁོܗઢషจɺख෦  ��� �����
� #ɾ֬ ਂു ಥىʁɺઢ۠ը ��� �����
� $ɾ֬ ਂു ོઢจ ��� �
� #ɾ֧ཚ ਂു ઢจ ��� �����
� ۷ʢҐෆ໌ʣਂുʁࢼ ઢจɺຎ໓ ��� �
� ۷ࢼ �5ɾ֧ཚ ਂു ઢจɺຎ໓ɺ֎໘ɿछࠟࢠʁ ��� �
� ۷ࢼ �5ɾ֬ ਂു ԁܗɺઢจ ��� �����
� #ɾ֬ ਂു ԁܗಥɺઢ۠ըɺೄจʢ-3ʣ ��� �����
� #ɾ֬ ਂു ԁܗಥɺઢจ ��� �

ୈ 143 ਤ　Ҩߏ֎出土Ҩ（6）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
�� #ɾ֬ ਂു จʁࠁ ��� �
�� #ɾ֬ ਂു ۳ඳจ ��� �
�� #ɾ֬ ਂു ۳ඳจ ��� �
�� #ɾද ਂു ۳ඳจ ��� �
�� #ɾ֬ ਂു ಥɺϛΨΩ ��� �
�� ۷ࢼ �5ɾද ਂു ແจʢϛΨΩʣɺ໘ɿछࠟࢠ ��� �����
�� #ɾ֬ ਂു ແจʢϛΨΩʣ ��� �
�� #ɾ֧ཚ ਂു ແจʢφσɾϛΨΩʣɺ֎໘ɿछࠟࢠ ��� �

̍ 2 3

4
5

6

7 8 9 10

11 12

13

14

15
16

17



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� ۷ʢҐෆ໌ʣਂുࢼ ఈ໘ɿࠟ ��� �
� ۷ࢼ �5ɾද ਂു ఈ໘ɿෆ໌ѹࠟจ  ��� �
� ۷ࢼ �5ɾද ਂു ઢจɺఈ໘ɿ༿ࠟ ��� �
� #ɾ֧ཚ ਂു ఈ໘ɿ༿ࠟ ��� �
� #ɾද ുʁ ֎໘ɿφσ  ʹΑΔඍོىจ  ��� �
� #ɾද ുʁ ོઢจɺԁܗɺઢจ ��� �����
� #ɾ֧ཚ ുʁ ઢจɺೄจʢ ʣɺิम  ͋Γ ��� �

ୈ 144 ਤ　Ҩߏ֎出土Ҩ（7）

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ
� #ɾ֧ཚ ઙു ઢจ ��� �
� #ɾ֧ཚ ു ઢจɺོઢจɺೄจʢ-3 ʁʣ ��� �

�� #ɾ֧ཚ ുʁ ོઢจɺઢจ ��� �
�� #ɾ֧ཚ ുʁ ઢจɺ೨ࢳจʢ3ʣ ��� �
�� #ɾද ᆵʁ ແจʢϛΨΩʣ ��� �
�� #ɾ֬ ᆵʁ ແจʢϛΨΩʣɺ֎໘ɿԽண ��� �
�� #ɾ֬ ᆵ Ӣܗจ � ೄจʢ-3ʣ ��� �

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

� #ɾ4,��ɾଯ ϛχνϡΞ ߴଘ ���DNɺ֎໘ɿແจʢϛΨΩʣɺ
ຎ໓ɺఈ໘ɿແจʢϛΨΩʣ ��� �����

� #ɾ4,��ɾଯ ෆ໌ ͞ ��DNɺ֎໘ɿϛΨΩ ��� �����
� #ɾ4,��ɾԼ ϛχνϡΞ ଘ ���DNɺख෦ʁʹ؏௨͋Γ ��� �����

ୈ 145 ਤ　ϛχνϡΞ土器　土　ෆ໌土製品

/P� ۠ɾҨߏɾҐ ܗث ಛ ొ ࣸਅ

� #ɾ֧ཚ  ଘ ���DNɺॏྔ ��� ̶ɺ֎໘ɿφσɾϛΨ
Ωɺ໘ɿφσ ��� �����

� #ɾ4,���ɾଯ  ଘ ���DNɺॏྔ ��� ̶ɺ֎໘ɿφσ ��� �����

̍

2

3

4

5
6 7

8
9

10 11

12

13 14

̍ 2

3

4
5



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

��

ୈ 146 ਤ　土器片加工ԁ൘

/P� Ҩߏ ಛ 
ʢNNʣ

෯
ʢNNʣ

ॏ
ʢ ̶ ʣ ొ ࣸਅ

� "ɾ4,��ɾଯ पԑᏏଧɺຏফೄจʢ-3ʣɺઢจ �� �� �� ��� ����

� "ɾ4,��ɾଯ पԑᏏଧɺຏফೄจʢ-3ʣˠઢ
จ �� �� �� ��� ����

� #ɾ4,��ɾଯ पԑᏏଧɺོઢจ �� �� �� ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ पԑᏏଧɺೄจʢ-3ʣɺຎ໓ �� �� �� ��� ����

� #ɾ4,��ɾଯ पԑᏏଧɺೄจʢ-3ʣɺຎ໓ɺଘ
��� 	��
 �� � ��� ����

� #ɾ4,���ɾଯ पԑᏏଧɺ೨ࢳจʢ3ʣ �� �� �� ��� ����
� #ɾ4,�ɾଯ पԑᏏଧɺ೨ࢳจʢ3ʣɺଘ ��� �� 	��
 � ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ पԑᏏଧɺೄจʢ3ʣ �� �� � ��� ����
� #ɾ4,��ɾଯ पԑᏏଧɺঢ়ོઢจɺೄจʢ3-ʣ �� �� �� ����B ����

�� #ɾ4,��ɾଯ पԑᏏଧɺঢ়ོઢจɺೄจʢ3-ʣɺ
ଘ ��� 	��
 �� � ����C �����

�� #ɾ4,��ɾଯ � पԑᏏଧɺ෦ݚຏɺຏফೄจʢ-3ʣ
ˠઢจ �� �� �� ��� �����

�� #ɾ4%��ɾଯ पԑᏏଧɺ෦ݚຏɺೄจʢ3ʣɺຎ
໓ �� �� �� ��� �����

�� #ɾ4%��ɾଯ पԑᏏଧɺશ໘ݚຏɺແจɺຎ໓ �� �� �� ��� �����
�� #ɾ4-��ɾ֬ पԑᏏଧɺೄจʢ-ʣɺຎ໓ �� �� �� ��� �����
�� #ɾ4-��ɾ֬ पԑᏏଧɺೄจʢ3-ʣɺຎ໓ �� �� �� ��� �����

�� #ɾ1���ɾଯ पԑᏏଧɺ෦ݚຏɺઢจɺೄจ
ʢ-3ʣ �� �� �� ��� �����

�� #ɾ1���ɾଯ प ԑ Ꮟ ଧɺ ෦  ݚ ຏɺ ೄ จʢ3-ʣ
ˠ 4 ঢ়ઢจɺຎ໓ࣈ �� �� �� ��� �����

�� #ɾ4*��ɾଯ पԑᏏଧɺແจʢϛΨΩʣ �� �� �� ��� �����

�� #ɾ֧ཚ पԑᏏଧɺ෦ݚຏɺೄจʢ3-ʣˠ
ଘಥจɺ ��� 	��
 	��
 �� ��� �����

�� ۷ࢼ �5ɾද पԑᏏଧɺೄจʢ-3ʣɺઢจɺҰ
෦ܽଛ �� �� �� ��� �����

/P� Ҩߏ ಛ 
ʢNNʣ

෯
ʢNNʣ

ॏ
ʢ ̶ ʣ ొ ࣸਅ

�� ۷ࢼ �5ɾ֧ཚ पԑᏏଧɺແจʢϛΨΩɾφσʣɺ
ଘ ��� �� 	��
 �� ��� �����

�� ۷ࢼ �5ɾ֧ཚ पԑᏏଧɺ෦ݚຏɺೄจʢ-3ʣˠ
ઢจɺຎ໓ �� �� �� ��� �����

�� ۷ࢼ �5ɾ֧ཚ पԑᏏଧɺ೨ࢳจʢ3ʣɺઢจɺຎ
໓ �� �� �� ��� �����

�� ۷ࢼ �5ɾ֧ཚ पԑᏏଧɺ෦ݚຏɺೄจʢ-3ʣ �� �� �� ��� �����
�� #ɾද पԑᏏଧɺ෦ݚຏɺແจʢϛΨΩʣ �� �� �� ��� �����
�� "ɾ֬ पԑᏏଧɺೄจʢ-3ʣ �� �� � ��� �����

�� #ɾ֬ पԑᏏଧɺҰ෦ݚຏɺແจɺຎ໓ɺ
ଘ ��� �� 	��
 � ��� �����

�� #ɾ֧ཚ पԑᏏଧɺҰ෦ݚຏɺོઢจɺઢ
จɺೄจʢ3-ʣɺম྆ޙଆઠ �� 	��
 �� ��� �����

�� #ɾ֧ཚ पԑᏏଧɺೄจʢ3ʣˠઢจ �� �� �� ��� �����

�� #ɾ֧ཚ पԑᏏଧɺ෦ݚຏɺೄจʢ-3ʣˠ
ઢจɺຎ໓ �� �� �� ��� �����

�� #ɾ֧ཚ पԑᏏଧɺ෦ݚຏɺೄจʢ-ʣɺ
ଘ ��� �� 	��
 �� ��� �����

�� #ɾ֧ཚ पԑᏏଧɺઢจɺຎ໓ɺଘ ��� �� 	��
 �� ��� �����

�� #ɾ֧ཚ पԑᏏଧɺೄจʢ-ʣˠઢจɺ
ଘ ��� �� 	��
 �� ��� �����

�� #ɾ֧ཚ पԑᏏଧɺશ໘ݚຏ͔ɺຏফೄจʢ-3ʣ
ˠઢจɺଘ ��� �� 	��
 � ��� �����

�� #ɾ֧ཚ पԑᏏଧɺ෦ݚຏɺೄจʢ-3ʣɺ
ଘ ��� 	��
 	��
 � ��� �����

�� #ɾ֧ཚ पԑᏏଧɺ෦ݚຏɺೄจʢ-3ʣɺຎ໓ɺ
ଘ ��� 	��
 �� � ��� �����
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第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

/P� Ҩߏ Ґ छྨ ଘ 
ʢNNʣ

෯
ʢNNʣ

ް
ʢNNʣ

ॏ
ʢ ̶ ʣ ੴࡐ ಛ ొ ࣸਅ

� # ۠ ֧ཚ ੴ᭲ ܗ ����� ����� ���� ��� Խܔ࣭ۄ ฏجແܪɻೋ࣍Ճ෦ૉࡐ໘ΑΓޫ͍ڧΛ༗͢ΔɻՃॲཧ͔ࠟɻ ��� ����
� # ۠ ֧ཚ ੴ᭲ ܗ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ԜجແܪɻͰج෦ͷፘΓ͕ਂ͘٭෦͕͍ɻઌ෦ʹিܸണࠟɻ ��� ����
� # ۠ ֬ೝ໘ ੴ᭲ ܗ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ Ԝجແܪɻੇ٧·Γܗঢ়Ͱج෦ͷፘΓ͕ਂ͘ɺதԝ෦ଆԑ͕ΒΈΛͭɻ ��� ����

� # ۠
4,�� ଯੵ ੴ᭲ ܗ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ԜجແܪɻௐണԑลʹͱͲ·Γɺཪ໘ʹૉࡐണยͷෲ໘Λେ͖͘͢ɻ ��� ����

� $ ۠ ֬ೝ໘ ੴ᭲ ܽଛ ����� ����� ���� ��� ੴ༵ࠇ ฏجແܪɻઌʹ໘Λ͢ɻ̡ ࢈ݪਪఆɿ;"0�����ʢෆ໌࢈ݪ �ʣr ��� ����

� ۷ࢼ
�5 ද ੴ᭲ ܗ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ԜجແܪɻണยΛԣҐʹ༻͍ɺपԑௐʹΑͬͯੇ٧·Γͷܗঢ়Λ࡞ग़ɻഎෲ྆

໘ʹૉࡐ໘Λ͢ɻઌ෦ଆʹ࠷େްΛͭɻ ��� ����

� � ද࠾ ੴ᭲ ܽଛ ����� ����� ���� ��� ؠփڽԽܔ ತج༗ܪɻج෦ཪ໘ଆ͔ΒͷিܸʹΑΓંଛɻͷܗ֯ࡾঢ়ɻઌ෦ඇର
শͰ͋Δ͜ͱ͔Βઌ෦͕ܽଛͨ͠࠶ʹޙՃ͞Εͨͱ͑ߟΒΕΔɻ ��� ����

� � ද࠾ ੴ᭲ ܽଛ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ࡉ෦ཪ໘ଆ͔ΒͷিܸʹΑΓંଛɻઙ͘جੴ᭲ɻܪͷፘΓΛͭ༗ׯ෦ʹएج
͍पԑௐʹΑͬͯث໘ͷ྆໘Ճ͕ͳ͞Εɺଆԑࣃڒঢ়Λఄ͢Δɻ ��� ����

� � ද࠾ ੴ᭲ ܽଛ ����� ����� ���� ��� ੴ༵ࠇ
Ԝجແܪɻഎ໘ଆ͔ΒͷিܸʹΑΓࠨԼ෦Λେ͖ܽ͘ଛɻपԑௐͷണࠟͷ
αΠζʹΒ͖͕ͭେ͖͍ɻཪ໘ͷதԝ෦ͱɺཪ໘ӈଆԑʹંΕ໘ͱࢥΘΕΔૉ
ɻ̡͢໘Λࡐ ʣrܥࢁਪఆɿ;"0�����ʢ൘࢈ݪ

��� ����

�� � ද࠾ ੴ᭲ ܽଛ ����� ����� ���� ��� ۄ ฏج༗ܪɻج෦ཪ໘͔ΒͷিܸʹΑΓંଛɻണยΛૉࡐͱ͠ɺ࿈ଓ͢Δີͳप
ԑௐʹΑͬͯബखͷੇ٧·Γͷܗঢ়Λ࡞ग़ɻഎෲ྆໘ʹૉࡐ໘Λ͢ɻ ��� �����

�� ۷ࢼ
�5 ֬ೝ໘ ੴ᭲ ܗ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ पԑ෦ʹ྆໘ՃΛ͢ࢪখܕͷੴثɻฏ໘ܗঢ়ପԁܗΛఄ͢Δɻ྆໘ʹૉࡐണ

ยͷണ໘͓Αͼ໘Λ͢ɻ ��� �����

ୈ 147 ਤ　石鏃
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第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

��

ୈ 148 ਤ　石錐　石匙　スクレイパー

/P� Ҩߏ Ґ छྨ ଘ 
ʢNNʣ

෯
ʢNNʣ

ް
ʢNNʣ

ॏ
ʢ ̶ ʣ ੴࡐ ಛ ొ ࣸਅ

� � ද࠾ ੴਲ਼ ܽଛ ����� ����� ����� ��� ؠท࣭ܔ ૉࡐണยͷഎ໘தԝͷྏΛར༻ͯ͠ɺ෦ʹ 7 ണยͷࡐग़ɻૉ࡞ঢ়ͷਲ਼෦Λࣈ
ଧ໘෦ෲ໘͔ΒͷিܸʹΑΓંଛɻഎ໘ʹస໘Λ͢ɻ ��� �����

� � ද࠾ ੴ ܗ ����� ����� ���� ���� ؠท࣭ܔ

ॎണยΛૉࡐͱͨ͠ॎܗੴɻૉࡐണยͷଧ໘෦ʹͭ·ΈΛ࡞ग़ɻࠨଆԑ֎
͠ɺӈଆԑઢతͱͳΔɻࠨଆԑʹഎ໘தԝ෦ͱԞ͢Δࡉ͍ௐണ
͕ฒྻ͢ΔɻͦΕΒΑΓ͍ௐണ͕ෲ໘ӈଆԑ͔Βͭ·Έ෦ʹ͔͚ͯͱɺ
ӈଆԑԼ෦தԝʹͳ͞ΕΔɻෲ໘ӈଆԑͷपԑௐɺഎ໘ࠨଆԑͷࡉ͍࿈
ଓతͳௐʹઌ͢ߦΔɻҰํɺӈଆԑԼ෦தԝͷௐഎ໘ͷपԑௐΛͬ
͓ͯΓɺઌଆ֯ٸ͔ͯͬͱͳΔɻ

��� �����

� # ۠
4,�� ଯੵ εΫϨΠύʔ Ұ෦ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ૉࡐͱͳΔॎണยͷओണ໘ଆͷҰଆԑʹ࿈ଓతͳೋ࣍ՃΛՃ͑ɺઢతͳ

ਕ෦Λ࡞ग़ɻૉࡐͷॎํʹܽଛ͢Δɻ ��� �����

� # ۠
4,�� ଯੵ εΫϨΠύʔ Ұ෦ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ

ૉࡐഎ໘ଆͷҰଆԑʹ֯ٸͷௐണΛ͠ࢪɺઢతͳਕ෦Λ࡞ग़ɻਕ෦എ
໘ଆͷ֯ٸௐͷޙɺෲ໘ଆʹฏୱͳௐΛ͢ࢪɻਕ෦ΛΔԼ෦ͷંଛͱɺ
ʹଆԑͷࠨɺޙଆԑͷંଛͷࠨ �� ۙ͘ͷࣼٸௐ͕ͳ͞ΕΔɻ

��� �����

� # ۠
4,� ଯੵ εΫϨΠύʔ ܗ ����� ����� ���� ���� ؠท࣭ܔ ԣണยͷͱӈଆԑͷഎ໘ଆʹ࿈ଓ͢ΔௐണʹΑͬͯਕ෦Λ࡞ग़ɻӈଆ

ԑͷௐଧ໘·Ͱٴͼ֎͢Δɻଧ໘ͱഎ໘ʹ໘Λ͢ɻ ��� �����

� ۷ࢼ
�5 ֬ೝ໘ εΫϨΠύʔ ܗ ����� ����� ���� ���� ؠท࣭ܔ ॎണยͷӈଆԑʹෲ໘ଆ͔Βͷ࿈ଓ͢Δೋ࣍ՃʹΑͬͯઢతͳਕ෦Λ࡞ग़ɻ

എ໘ͷҰ෦ʹ໘Λ͢ɻ୯ണଧ໘ɻεςοϓɾλʔϛωʔγϣϯɻ ��� �����

� # ۠
4#���

1� ଯ
ੵ εΫϨΠύʔ ܽଛ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ૉࡐണยͷʹෲ໘ଆ͔Β࿈ଓతͳೋ࣍ՃΛՃ͑ɺઢతͳਕ෦Λ࡞ग़ɻࠨ

ଆԑʹඍࡉണ͕ࠟΈΒΕΔɻӈଆԑԼ෦ͱଧ໘ંଛɻ ��� �����

̍

2

3

4

5

6

7



第２અ　発͞ݟΕͨҨߏͱҨ

��

ୈ 149 ਤ　彫刻刀形石器　ピエス・エスキーユ　二次加工剥片（1）

/P� Ҩߏ Ґ छྨ ଘ 
ʢNNʣ

෯
ʢNNʣ

ް
ʢNNʣ

ॏ
ʢ ̶ ʣ ੴࡐ ಛ ొ ࣸਅ

� # ۠
4,��

ଯੵ
�  ூࠁਕܗੴث ܗ ����� ����� ����� ���� ؠท࣭ܔ ॎണยଆͷં໘Λଧ໘ͱ͠ɺࠨଆԑʹ � ͷϑΝγοτΛ͢ࢪɻூਕ໘࡞

ग़ʹઌཱͬͯࠨଆԑ͔Βओണ໘ͷதԝۙ·ͰௐണΛ͢ࢪɻ̡ ੳʳࠟ༺ ��� ����

� # ۠ ֬ೝ໘ ϐΤεɾΤεΩʔϢ ܗ ����� ����� ����� ��� ؠท࣭ܔ ണยͷ྆ଆԑʹର͢Δണ͕ࠟΈΒΕΔɻഎ໘ʹҰ෦໘Λ͢ɻ ��� ����
� # ۠ ֬ೝ໘ ϐΤεɾΤεΩʔϢ ܗ ����� ����� ���� ��� ؠփڽԽܔ ૉࡐണยͷ্Լɾࠨӈʹର͢Δണ͕ΈΒΕΔɻඃࠟɻ ��� ����

� # ۠
4,�� ଯੵ ϐΤεɾΤεΩʔϢ ܗ ����� ����� ����� ��� ؠփڽ ૉࡐണยͷओണ໘ͷʹ֎͢ΔௐണΛ͢ࢪɻଆԑଆ͔Βର͢Δണ

͕ΈΒΕΔɻ ��� ����

� # ۠
4,�� ଯੵ ϐΤεɾΤεΩʔϢ ܗ ����� ����� ����� ��� ۄ ଧ໘͕େ͖͕͘ઌӶͱͳΔɺੇ٧·ΓͷണยΛૉࡐͱ͢Δɻෲ໘ʹ্Լ͔Β

ର͢Δണ͕ࠟΈΒΕΔɻ ��� ����

� # ۠
4*�� ଯੵ ϐΤεɾΤεΩʔϢ ܗ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ খܕͷԣണยΛૉࡐͱ͢Δɻ্Լํ͔Βର͢Δണ͕എෲ྆໘ʹΈΒΕΔɻ

ണย͔Βͷ৳ͼΔണࠟ෦͕εςοϓɾλʔϛωʔγϣϯͱͳΔɻ ��� ����

� " ۠
4%�� ଯੵ ೋ࣍Ճണย ܗ ����� ����� ����� ���� ؠփ࣭࠭ڽ എ໘தԝʹઢతͳྏΛͭੴਕΛૉࡐͱ͢Δɻࠨଆԑશମʹௐണ͕ΈΒΕ

Δɻണࠟͷେ͖͞ʹΒ͖͕ͭΈΒΕΔɻӈଆԑԼ෦ۙʹઅཧ໘Λ͢ɻ ��� ����

� # ۠
4,��

ଯੵ
Լ ೋ࣍Ճണย ܗ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ྆ଆԑ͕ฏ͢ߦΔੇ٧·ΓണยΛૉࡐͱ͠ɺଧ໘Λத৺ͱ͢Δԑลͷ྆໘ʹௐ

ണΛ͢ࢪɻฏ͢ߦΔ྆ଆԑʹඍࡉണࠟɻണยώϯδɾλʔϛωʔγϣϯɻ ��� ����

� # ۠
4,��

ଯੵ
�  ೋ࣍Ճണย ܽଛ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ӈଆԑԼ෦ͷදཪ྆໘ʹԞͱ৳ͼΔௐണΛ͢ࢪɻࠨଆԑͷԼ෦ʹฏ

໘ଆͱඍࡉണ͕ࠟΈΒΕΔɻ෯ͷଧ໘Λͭɻ ��� ����

�� # ۠
4%� ֬ೝ໘ ೋ࣍Ճണย ܗ ����� ����� ���� ��� ۄ എ໘ʹେ͖͘໘Λ͢ണยͷओണ໘Λۀ࡞໘ͱ͢Δɻओണ໘ͷӈଆԑΛଧ

໘ͱͯ͠ɺ࿈ଓతʹੇ٧·ΓͷണยΛണɻओണ໘ͷࠨଆԑʹௐണΛ͢ࢪɻ ��� �����

�� � ද࠾ ೋ࣍Ճണย ܽଛ ����� ����� ���� ��� ੴ༵ࠇ খܕണยΛૉࡐͱ͢Δɻଧ໘෦ͷ྆໘ͱࠨଆԑͷഎ໘ଆʹฏୱͳೋ࣍ՃΛ͢ࢪɻ
എ໘ӈ෦ʹ໘Λ͢ɻ෦Λܽଛɻ̡ ࢈ݪਪఆɿ;"0�����ʢෆ໌࢈ݪ �ʣr ��� �����

̍

2 3

4 5

6

7
8
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第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

��

ୈ 150 ਤ　二次加工剥片（2）

/P� Ҩߏ Ґ छྨ ଘ 
ʢNNʣ

෯
ʢNNʣ

ް
ʢNNʣ

ॏ
ʢ ̶ ʣ ੴࡐ ಛ ొ ࣸਅ

� # ۠
4*�� ଯੵ ೋ࣍Ճണย ܽଛ ����� ����� ����� ���� ؠท࣭ܔ ྆ଆԑ͕ฏ͢ߦΔੴਕঢ়ͷണยΛૉࡐͱ͠ɺଧ໘ɾ྆ଆԑʹ྆໘͔ΒௐണΛ

ɻԼ෦എ໘ଆ͔ΒিܸͰંଛ͠ɺંΕ໘͔Βഎ໘ଆʹ֊ஈঢ়ͷണࠟɻ͢ࢪ ��� �����

� # ۠
4,�� ଯੵ ೋ࣍Ճണย ܗ ����� ����� ����� ���� ؠท࣭ܔ

྆ଆԑ͕ฏ͢ߦΔੴਕঢ়ͷണยΛૉࡐͱ͠ɺࠨӈ྆ଆԑʹࣃڒԑঢ়ͷണΛ͢ࢪɻ
എ໘͔ΒͷিܸʹΑΓંଛɻണยͷଧ໘෦͓ΑͼͷંΕ໘Λଧ໘ͱ͠ɺ
എ໘தԝͷྏઢʹฏ͢ߦΔํʹണยണ͕ͳ͞Ε͓ͯΓɺੴ֩ͱస༻͔ɻ

��� �����

� # ۠
4#���

1� 
ଯੵ ೋ࣍Ճണย ܽଛ ����� ����� ���� ��� ทؠ ണยʹ͢ΔௐണΛ͢ࢪɻണยͷӈ෦ΛҰ෦ܽଛ͢Δɻ ��� �����

� # ۠
4,�

ଯੵ
�  ೋ࣍Ճണย ܽଛ ����� ����� ���� ��� ۄ ෲ໘ͷԼ෦ͷԑลʹௐണΛ͢ࢪɻഎ໘ଆ͔ΒͷিܸʹΑΓ෦Λܽଛɻ ��� �����

� ۷ࢼ ද ೋ࣍Ճണย ܽଛ ����� ����� ����� ��� ทؠ ണยԑลͷ྆໘ʹ෯ͷௐണΛ͢ࢪɻഎ໘ଟํ͔Βͷണ͔ࠟΒͳΓɺ
தԝʹస໘Λ͢ɻଧ໘෦Λେ͖ܽ͘ଛɻ ��� �����

� # ۠
4%�� ଯੵ ೋ࣍Ճണย ܽଛ ����� ����� ����� �� ྲྀؠ എ໘ଆӈଆԑͷ্෦ʹฏୱͳௐണΛॏෳతʹ͢ࢪɻ ��� �����

� # ۠
1��� ଯੵ ೋ࣍Ճണย ܗ ����� ���� ���� ��� ؠท࣭ܔ ෯ͷ୯ണଧ໘Λ༗͢Δണยͷ෦ʹௐണΛ͢ࢪɻௐണഎ໘ଆͰ

ઙ͘ෲ໘ଆͰਂ͍ɻ ��� �����

� # ۠
4,�� ଯੵ ೋ࣍Ճണย ܗ ����� ����� ���� ��� ปۄʢ৭ʣ ෦ࡉ͘Ԟʹ৳ͼΔണͱ֯ٸͷണʹΑͬͯௐɻଧ໘ଆଆ໘͔

Βͷ྆ۃണʹΑͬͯܽଛɻ ��� �����

� # ۠
4*�� ଯੵ ೋ࣍Ճണย ܗ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ԣണยΛૉࡐͱͯ͠ෲ໘ଆͷશपʹௐണΛ͠ࢪɺฏ໘ܗܗ࢛֯ͱͳΔɻ

എ໘ʹଟํ͔Βͷണ͕ࠟॏ͠ɺதԝʹগྔͷઅཧ໘Λ͢ɻ ��� �����

̍ 2

3
4

5

6 7

8
9
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��

ୈ 151 ਤ　二次加工剥片（3）

/P� Ҩߏ Ґ छྨ ଘ 
ʢNNʣ

෯
ʢNNʣ

ް
ʢNNʣ

ॏ
ʢ ̶ ʣ ੴࡐ ಛ ొ ࣸਅ

� � ද࠾ ೋ࣍Ճണย ܽଛ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ണยͷʹԁހঢ়ͷਕ෦Λɺӈଆԑʹ֯ٸͷௐണʹΑͬͯઢతͳਕ෦
Λ࡞ग़ɻෲ໘ଆʹฏୱണ͕·ΒʹΈΒΕΔɻଧ໘෦ંଛɻ ��� ����

� # ۠ ֧ཚ ೋ࣍Ճണย ܗ ����� ����� ����� ���� ؠท࣭ܔ ԣണยΛૉࡐͱͯ͠෦ͷഎෲ྆໘ʹ෯ͷௐണΛ͢ࢪɻӈଆԑഎ໘
ଆͷௐണʹΑͬͯࣃڒԑঢ়Λఄ͢Δɻ ��� ����

� # ۠
4,�� ଯੵ ೋ࣍Ճണย ܽଛ ����� ����� ����� ���� ؠท࣭ܔ

୯ണଧ໘Ͱଆ͕෯ͱͳΔണยΛૉࡐͱ͠ɺӈଆԑͷෲ໘ଆʹ࿈ଓతͳௐ
ണΛ͢ࢪɻࠨଆԑͷ্෦ͱӈଆԑʹඍࡉണࠟɻӈଆԑԼ෦Λܽଛɻഎ
໘໘ͱઅཧ໘Ͱߏɻ

��� ����

� # ۠
4,�� ଯੵ ೋ࣍Ճണย ܗ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ԣണยͷӈଆԑʹ֊ஈঢ়ͷണΛഎෲ྆໘ʹ͢ࢪɻଧ໘෯Ͱް͘ɺഎ໘

ଟํ͔ΒͷണࠟͰߏɻ ��� ����

� # ۠
4,��

ଯੵ
�  ೋ࣍Ճണย ܽଛ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ଧ໘෦͔Βഎ໘ଆ࿈ଓతʹௐണΛ͢ࢪɻෲ໘ͷӈଆԑʹฏୱണ͕͞ࢪΕ

ͳണࠟɻࡉΛܽଛɻӈଆԑͷ྆໘ʹඍࠨଆԑԼ෦͓Αͼଧ໘ࠨɺޙͨ ��� ����

� # ۠ ֬ೝ໘ ೋ࣍Ճണย ܽଛ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ
ॎണยΛૉࡐͱ͠ɺͱऩᏑ͢Δଆԑͷഎ໘ଆʹௐണΛ͢ࢪɻௐണ
एׯ͢Δɻંଛ͍ͯ͠Δʹਲ਼ঢ়ͷਕ෦Λ࡞ग़͔ɻࠨӈ྆ଆԑʹ
ඍࡉͳണ͕ࠟ·Βʹɻଧ໘෦എ໘͔ΒͷিܸʹΑΓંଛɻ

��� ����

� # ۠ ֧ཚ ೋ࣍Ճണย ܽଛ ����� ����� ���� ��� ปۄ ෲ໘Ԝತ͕ܹ͘͠ɺҰํͷണ͕࣠ΈΒΕͳ͍ɻෲ໘྆ଆԑʹର͢Δ
খണ͕ࠟΈΒΕɺ྆ۃଧܸ͔ɻഎ໘ଟํ͔ΒͷണยണࠟͰߏɻ ��� ����

� ۷ࢼ
�5 ද ೋ࣍Ճണย ܗ ����� ���� ���� ��� ۄ ยଆ͕݁থ࣭ͱͳΔૉࡐͷ྆໘ʹɺ෯ͷௐണΛ͢ࢪɻ ��� ����

̍ 2

3

4

5

6

7
8
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ୈ 152 ਤ　二次加工剥片（4）

/P� Ҩߏ Ґ छྨ ଘ 
ʢNNʣ

෯
ʢNNʣ

ް
ʢNNʣ

ॏ
ʢ ̶ ʣ ੴࡐ ಛ ొ ࣸਅ

� # ۠ ද ೋ࣍Ճണย ܗ ����� ����� ����� ���� ؠท࣭ܔ ԣണยΛૉࡐͱ͠ɺଧ໘෦͔Βഎ໘ଆௐണΛ͢ࢪɻӈଆԑ͔Β෦ʹ
͔͚ͯௐണΛ͢ࢪɻ෦ͷፘΓঢ়ͷՃੴͷͭ·Έ෦Λ࡞ग़͔ɻ ��� ����

� � ද࠾ ೋ࣍Ճണย ܗ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ണยͷଆԑ͔Β྆໘ฏୱͳௐണΛ͠ࢪɺബʹܗɻԑลۙ֯ٸണ
Λ͠ࢪɺਖ਼໘ࠨଆͷઅཧ໘͔Βഎ໘ଆௐണΛ͢ࢪɻണยͷܗঢ়ෆ໌ɻ ��� �����

� # ۠
4,�� ଯੵ ೋ࣍Ճണย ܽଛ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ੇ٧·ΓͷണยΛૉࡐͱ͠ɺଆԑͷഎ໘ଆͷௐണͰ֎͢Δਕ෦Λ࡞ग़ɻ

ଧ໘ۙͷ྆ଆԑܽଛɻຊདྷԁހঢ়ͷਕ෦Λ༗͍ͯͨ͠ͱਪଌ͞ΕΔɻଧ໘ɻ ��� �����

� # ۠
4%�� ଯੵ ೋ࣍Ճണย ܽଛ ����� ����� ����� ��� ؠท࣭ܔ ંΕ໘͔Βണยͷ྆໘࿈ଓ͢ΔௐണΛ͢ࢪɻഎ໘ͷണยണࠟώϯδɾ

λʔϛωʔγϣϯΛ༗͠ɺഎ໘ଆ֊ஈঢ়ͷௐണΛ͢ࢪɻ ��� �����

� # ۠
4,�� ଯੵ ೋ࣍Ճണย ܽଛ ����� ����� ����� ��� ؠท࣭ܔ ॎׂΕͰӈ෦Λܽଛ͢Δੇ٧·ΓണยΛૉࡐͱ͢Δɻଧ໘େ͖͘ɺଧᚅ͕ൃୡɻ

ग़ɻෲ໘ʹඃࠟɻ࡞ͳௐണͰ֎͢Δਕ෦Λ֯ٸʹଆԑࠨ ��� �����

� # ۠ ഉ ೋ࣍Ճണย ܗ ����� ����� ���� ��� ۄ
ଧ໘ͱഎ໘ͷҰ෦ʹઅཧ໘Λ༗͢ΔԣണยΛૉࡐͱ͠ɺࠨଆԑͷഎ໘ଆʹ֎
͢Δௐണͱϊονঢ়ͷௐΛ͢ࢪɻӈଆԑͷഎෲ྆໘ʹௐണΛ͠ࢪɺ֎
͢Δਕ෦Λ࡞ग़ɻԼ͕ંଛޙɺૉࡐണยͷଧ໘ͱંΕ໘Λଧ໘ͱͯ྆͠ۃണɻ

��� �����

� # ۠
4,�� ଯੵ ೋ࣍Ճണย ܽଛ ����� ����� ����� ���� ؠท࣭ܔ ްखͷ෯ണยΛૉࡐͱ͠ɺӈଆԑͷෲ໘ଆͱͷഎ໘ଆʹ෯ͷௐണΛ

ԑঢ়ͱͳΔɻӈଆԑԼ෦Λഎ໘ଆ͔ΒͷিܸʹΑΓંଛɻࣃڒଆԑࠨɻ͢ࢪ ��� �����

� � ද࠾ ೋ࣍Ճണย ܽଛ ����� ����� ����� ���� ؠท࣭ܔ ྆ଆԑͷฏ͢ߦΔ෯ͷണยΛૉࡐͱ͢Δɻ෯ͷଧ໘Λ༗͠ɺଧᚅ͕ൃୡɻ྆
໘ʹௐണΛ͢ࢪɻԼ෦ෲ໘ଆ͔ΒͷিܸʹΑΓંଛɻ ��� �����

� � ද࠾ ೋ࣍Ճണย ܗ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ͕ऩᏑ͢Δണยͷӈଆԑʹෲ໘ଆ͔ΒௐണΛ͢ࢪɻࠨଆԑͷഎ໘ଆʹ
ඍࡉണࠟɻଧ໘෦ෲ໘ଆ͔ΒͷিܸʹΑΓંଛɻ ��� �����

̍

2

3
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ୈ 153 ਤ　二次加工剥片（5）

/P� Ҩߏ Ґ छྨ ଘ 
ʢNNʣ

෯
ʢNNʣ

ް
ʢNNʣ

ॏ
ʢ ̶ ʣ ੴࡐ ಛ ొ ࣸਅ

� # ۠ ֬ೝ໘ ೋ࣍Ճണย ܗ ������ ����� ���� ��� ทؠ ྆໘Λૈ͘ണͨ͠ૉࡐͷ྆໘ௐૉࡐΛ༻͍ͯɺཪ໘ͷӈଆԑதԝʹௐണ
Λͯ͠ࢪፘೖ෦Λ࡞ग़ɻԑลͷ΄΅શମʹຎࠟɻ ��� ����

� # ۠ ֬ೝ໘ ೋ࣍Ճണย ܗ ����� ����� ����� ���� ؠท࣭ܔ ෯ͷେܕണยΛૉࡐͱ͠ɺ֎͢Δӈଆԑͷෲ໘ଆʹ࿈ଓతͳௐണΛ͢ࢪɻ
ണࠟɻࡉଆԑʹඍࠨ ��� �����

� " ۠
1��� ଯੵ ೋ࣍Ճണย ܗ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ॎണยΛૉࡐͱ͠ɺӈଆԑԼ෦ͷഎ໘ଆʹ࿈ଓతͳௐണΛ͢ࢪɻഎ໘ͷ

ɻߏ໘ɾઅཧ໘Ͱࠨ ��� �����

� " ۠ ද ೋ࣍Ճണย ܽଛ ����� ����� ����� ��� ؠท࣭ܔ എ໘ଆ͔ΒͷিܸʹΑΓଧ໘෦Λંଛ͢ΔॎണยɻԼ෦ʹ໘ɻӈଆԑ্
෦Λத৺ͱͯ͠·ΒʹௐണΛ͢ࢪɻ ��� �����

� " ۠ ද ೋ࣍Ճണย ܗ ����� ����� ����� ���� ปۄ ্ԼΛંଛ͢Δണยͷӈଆԑʹഎ໘ଆ͔ΒௐണΛ͢ࢪɻૉࡐണยͷද໘
ͷണ໘͜ΕΑΓ৽͍͠ɻೋॏύςΟφɻ৭ʹม࣭͠ɺௐՃ ��� �����

̍

̎

̏

̐

̑



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

102

ୈ 154 ਤ　微細剥離痕を有する剥片（1）

/P� Ҩߏ Ґ छྨ ଘ 
ʢNNʣ

෯
ʢNNʣ

ް
ʢNNʣ

ॏ
ʢ ̶ ʣ ੴࡐ ಛ ొ ࣸਅ

� # ۠
4,�� ֧ཚ ඍࡉണࠟΛ

༗͢Δണย ܗ ����� ����� ����� ���� ؠท࣭ܔ ॎണยͷࠨଆԑͱɺଧ໘ͱഎ໘ͷͳ͢ԑลʹඍࡉണࠟɻଧ໘෯Ͱް͍୯
ണଧ໘ɻ ��� ����

� # ۠ ֬ೝ໘ ඍࡉണࠟΛ
༗͢Δണย ܽଛ ����� ����� ����� ���� ทؠ ଧ໘ଆΛେ͖͘ંଛ͢Δ෯ͷണยɻͷ྆໘ʹඍࡉണࠟɻඃ͔ࠟɻ ��� ����

� ۷ࢼ
�5 ֬ೝ໘ ඍࡉണࠟΛ

༗͢Δണย ܗ ����� ����� ���� ���� ؠท࣭ܔ ଟํ͔Βͷണ໘ʹΑͬͯഎ໘͕ߏ͞ΕΔണยɻ୯ണଧ໘ɻԑลͷ΄΅શ
पʹඍࡉണࠟɻ ��� ����

� # ۠ ද ඍࡉണࠟΛ
༗͢Δണย ܗ ����� ����� ����� ���� ؠท࣭ܔ Լ෦ʹస໘Λް͢खͷॎണยɻް͍ௐଧ໘Λͪɺଧᚅ͕ൃୡɻ྆ଆ

ԑʹ·ΒʹௐണΛ͢ࢪɻӈଆԑͱഎ໘தԝͷྏ্ʹඍࡉണࠟɻ ��� ����

� # ۠
4,��

ଯੵ
Լ

ඍࡉണࠟΛ
༗͢Δണย ܗ ����� ����� ���� ���� νϟʔτ ଟํ͔Βͷണ໘ͱҰ෦໘ʹΑͬͯഎ໘͕ߏ͞ΕΔണยɻଧ໘෯ڱͷௐ

ଧ໘ɻᎢঢ়ʹ։͖ɺώϯδɾλʔϛωʔγϣϯɻӈଆԑʹඍࡉണࠟɻ ��� ����

� � ද࠾ ඍࡉണࠟΛ
༗͢Δണย ܗ ����� ����� ����� ���� ৭ڽփؠ ଟํ͔Βͷണ໘ʹΑͬͯഎ໘͕ߏ͞Εɺ͕ϑΣβʔɾλʔϛωʔγϣ

ϯͱͳΔԣണยɻଧ໘෦ෲ໘ଆ͔ΒͷিܸͰંଛࠨɻ ଆԑͷ྆໘ʹඍࡉണࠟɻ ��� ����

� � ද࠾ ඍࡉണࠟΛ
༗͢Δണย ܗ ����� ����� ���� ��� ྲྀؠ ͕ϑΣβʔɾλʔϛωʔγϣϯͱͳΔখܕͷॎണยɻଧ໘અཧ໘ɻӈଆ

ԑͷഎ໘ଆͱɺࠨଆԑԼ෦ͷෲ໘ଆʹඍࡉണࠟɻ ��� ����

� ۷ࢼ
�5 ֬ೝ໘ ඍࡉണࠟΛ

༗͢Δണย ܽଛ ����� ����� ����� ��� ۄ ԑล͕ઢతͱͳΔੇ٧·ΓണยɻॎׂΕʹΑΓࠨ෦Λܽଛɻઅཧ໘ଧ໘ɻӈ
ଆԑͷ྆໘͔Βͷෲ໘ଆʹ͔͚ͯ࿈ଓతʹඍࡉണࠟɻ ��� �����

� � ද࠾ ඍࡉണࠟΛ
༗͢Δണย ܗ ����� ����� ���� ��� ৭ڽփؠ ͕͘ɺώϯδɾλʔϛωʔγϣϯͱͳΔܗঢ়ണยɻࠨଆԑͷෲ໘ଆɺӈ

ଆԑͷഎ໘ଆʹඍࡉണࠟɻ ��� �����

̍
̎

̏ ̐

̑
̒

̓ ̔

̕
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ୈ 155 ਤ　微細剥離痕を有する剥片（2）

/P� Ҩߏ Ґ छྨ ଘ 
ʢNNʣ

෯
ʢNNʣ

ް
ʢNNʣ

ॏ
ʢ ̶ ʣ ੴࡐ ಛ ొ ࣸਅ

� # ۠
4,� ଯੵ ඍࡉണࠟΛ

༗͢Δണย ܗ ����� ����� ����� ���� ؠท࣭ܔ എ໘ʹϙδςΟϒ໘Λ༗͢Δണยɻଧ໘෦എ໘ଆ͔ΒͷিܸʹΑΓંଛɻࠨଆ
ԑʹ໘Λ༗͢Δɻണยͷ෦ͱӈଆԑͷഎ໘ଆʹඍࡉണࠟɻ ��� ����

� ۷ࢼ ද ඍࡉണࠟΛ
༗͢Δണย ܽଛ ����� ����� ����� ���� ؠท࣭ܔ

྆ଆԑͷฏ͢ߦΔੴਕঢ়ͷॎണยɻଧ໘ઌ͢ߦΔണۀ࡞໘Λ͠ɺଧ໘స
Ґͯ͠ຊണยΛണɻ྆ଆԑʹඍࡉͳണ͕ࠟ·Βʹɻണยͷࡉ
͘ಥग़͠ɺͦͷഎ໘ͷണ໘ʹ؟ͰࣝผՄͳޫΛ༗͢Δɻ̡ ੳʳࠟ༺

��� �����

� # ۠ ද ඍࡉണࠟΛ
༗͢Δണย ܽଛ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ଧ໘ͷॎണยɻӈ෦͕ॎׂΕʹΑΓંଛޙɺઌ෦͔Βഎෲ྆໘ʹΘͨΔ

ͳണࠟɻࡉଆԑͷෲ໘ଆʹඍࠨɻ͢ࢪ͍ണΛࡉ ��� �����

� " ۠ ֬ೝ໘ ඍࡉണࠟΛ
༗͢Δണย ܗ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ੇ٧·Γͷണยɻ෦ͷഎෲ྆໘ʹඍࡉͳണࠟɻෲ໘ଆͷ্ࠨͰଧ໘ଆ͔Β

ੇ٧·Γͷണย � ຕΛണɻ ��� �����

� # ۠ ֧ཚ ඍࡉണࠟΛ
༗͢Δണย ܗ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ খܕͷੇ٧·Γണยɻ෯ͷଧ໘ͰπΠϯɾόϧϒΛ༗͢Δɻഎ໘Լ෦ϙδςΟ

ϒ໘Ͱ͋Γɺຊണย͕ണยੴ͔֩Βണ͞Εͨ͜ͱΛࣔ͢ɻ෦ʹඍࡉണࠟɻ ��� �����

� # ۠ ֬ೝ໘ ඍࡉണࠟΛ
༗͢Δണย ܽଛ ����� ����� ���� ���� ؠท࣭ܔ എ໘ʹࣗવ໘Λ͢ണยɻଧ໘෦എ໘͔ΒͷিܸʹΑΓંଛɻෲ໘ʹฏୱ

ണΛ͢ࢪɻ྆ଆԑʹඍࡉണࠟɻ ��� �����

� # ۠
4,�� ଯੵ ඍࡉണࠟΛ

༗͢Δണย ܽଛ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ͱࠨ෦ΛɺͦΕͧΕෲ໘ͱഎ໘͔ΒͷিܸʹΑΓંଛ͢Δണยɻӈଆԑͷ
എ໘ଆʹඍࡉണɻ ��� ����

� # ۠
1��� ଯੵ ඍࡉണࠟΛ

༗͢Δണย ܽଛ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ଆԑ͕ʹऩᏑ͢Δണยɻഎ໘స໘͔ΒͳΓɺଧ໘෦എ໘͔Βͷিܸʹ
ΑΓେ͖͘ંଛɻࠨଆԑͷഎ໘ଆʹ࿈ଓతͳ֯ٸͷඍࡉണࠟɻ ��� �����

� # ۠ ֬ೝ໘ ඍࡉണࠟΛ
༗͢Δണย ܗ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ খܕͷੇ٧·Γണยɻ୯ണଧ໘Ͱଧᚅ͕ൃୡɻ෦ͷ྆໘ʹඍࡉͳണࠟɻ

ඍࡉണࠟෲ໘ଆʹݦஶɻ ��� �����

̍

̎

̏ ̐
̑

̒ ̓

̔ ̕
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ୈ 156 ਤ　微細剥離痕を有する剥片（3）

/P� Ҩߏ Ґ छྨ ଘ 
ʢNNʣ

෯
ʢNNʣ

ް
ʢNNʣ

ॏ
ʢ ̶ ʣ ੴࡐ ಛ ొ ࣸਅ

� # ۠
4,�� ଯੵ ඍࡉണࠟΛ

༗͢Δണย ܗ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ฏ͢ߦΔྏΛͭॎണยɻଧ໘ฏୱͳ୯ണ໘Ͱɺ͕എ໘ଆͱΔɻ
ӈଆԑͷഎෲ྆໘ͱɺࠨଆԑͷෲ໘ଆʹඍࡉണࠟɻ ��� ����

� # ۠
4,�� ଯੵ ඍࡉണࠟΛ

༗͢Δണย ܗ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ྆ଆԑͷฏ͢ߦΔੇ٧·Γണยɻௐଧ໘Ͱɺ෦໘ͱͳΔɻഎ໘ͷ � ຊ
ͷྏണ࣠ʹฏߦɻࠨଆԑͷ྆໘ͱӈଆԑͷഎ໘ଆʹඍࡉണࠟɻ ��� ����

� # ۠
4,�� ଯੵ ඍࡉണࠟΛ

༗͢Δണย ܽଛ ����� ����� ���� ��� ؠท࣭ܔ ͕ώϯδɾλʔϛωʔγϣϯͱͳΔੇ٧·Γണยɻଧ໘ΛؚΉӈଆԑͱ
ΛͲΕͧΕഎ໘ଆͱෲ໘ଆ͔ΒͷিܸʹΑΓંଛɻࠨଆԑͷഎ໘ଆʹඍࡉണࠟɻ ��� ����

� # ۠
4#���

1�
ଯੵ

ඍࡉണࠟΛ
༗͢Δണย ܗ ����� ����� ���� ��� ปۄ ෯ڱͷࡉ͍ੴਕঢ়ണยɻଧ໘Ͱɺ಄෦ௐΛ͢ࢪɻͱࠨଆԑͷෲ໘ଆʹ

ඍࡉണࠟɻ̡ ੳʳࠟ༺ ��� ����

� # ۠
4*�� ଯੵ ඍࡉണࠟΛ

༗͢Δണย ܽଛ ����� ����� ����� ��� ۄ ଆԑͱྏઢ͕ണ࣠ʹ΄΅ฏ͢ߦΔണยɻԼ෦ෲ໘͔ΒͷিܸʹΑͬͯେ͖
͘ંଛɻॎണย͔ɻӈଆԑͷഎෲ྆໘ͱɺࠨଆԑͷෲ໘ʹඍࡉͳണࠟɻ ��� ����

� # ۠ ֧ཚ ඍࡉണࠟΛ
༗͢Δണย ܽଛ ����� ����� ����� ��� ؠท࣭ܔ ෦͕ಥग़͢Δണยɻഎ໘Լ෦ʹ໘Λͪɺଧ໘෦എ໘͔Βͷিܸ

ʹΑΓંଛɻӈଆԑશମʹඍࡉണࠟɻඍࡉണࠟӈଆԑԼ෦ͷഎ໘ଆʹूதɻ ��� ����

� # ۠ ֧ཚ ඍࡉണࠟΛ
༗͢Δണย ܗ ����� ����� ����� ��� ؠท࣭ܔ ྆ଆԑ͓Αͼഎ໘ͷࠨͷྏઢ͕ฏ͢ߦΔੴਕঢ়ͷॎണยɻଧ໘ௐଧ໘

Ͱ͋Γɺଧ໘෦ʹ࠷େްΛͭɻ྆ଆԑͱʹඍࡉണࠟɻ̡ ੳࠟ༺ ɹr ��� ����

̍ ̎

̏

̐

̑

̒

̓
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/P� Ҩߏ Ґ छྨ ଘ 
ʢNNʣ

෯
ʢNNʣ

ް
ʢNNʣ

ॏ
ʢ ̶ ʣ ੴࡐ ಛ ొ ࣸਅ

� # ۠
4*�� ଯੵ ੴ֩ ܽଛ ����� ����� ����� ���� ปۄ ްखͷണยΛૉࡐͱ͠ɺഎෲ྆໘Λണยണۀ࡞໘ͱ͢Δ྆໘ੴ֩ɻԑล͔Βͷ

ͷԣണยΛണɻܕ৺తͳଧܸʹΑͬͯখٻ ��� �����

� # ۠ ֬ೝ໘ ੴ֩ ܗ ����� ����� ����� ���� ۄ
ฏୱͳണย͘͠Λૉࡐͱ͠ɺ྆໘Λണยണۀ࡞໘ͱ͢Δ྆໘ੴ֩ɻਖ਼໘
ͰࠨԼ͔Βӈ্ʹ͔͚ͯॎͷണยΛണͨ͠ޙɺཪ໘Ͱٻ৺ঢ়ͷണʹΑͬ
ͯੇ٧·ΓͷണยΛണɻඃࠟɻ

��� �����

� ۷ࢼ ද ੴ֩ ܗ ����� ����� ����� ���� ؠท࣭ܔ Լԑͱ͢΅·Δ֯பঢ়Λఄ͢Δɻ্໘୯ണଧ໘ͰɺԼԑଆ͔Βണͷ͋
Δ྆ઃଧ໘ɻੇ٧·Γ͔ΒॎͷണยΛണɻଆ໘ʹ໘Λ͢ɻ ��� �����

� # ۠
4,� ଯੵ ੴ֩ ܗ ����� ����� ����� ���� ؠท࣭ܔ ണยΛૉࡐͱ͠ɺओണ໘ଆΛۀ࡞໘ͱ͢Δɻԑล͔Βͷٻ৺తͳଧܸʹΑΓখ

ɻ͢ͷԣണยΛണɻഎ໘ʹઅཧ໘Λܕ ��� ����

� # ۠
1� ଯੵ ੴ֩ ܗ ����� ����� ����� ��� ੴ༵ࠇ খΛૉࡐͱ͢Δ྆ۃੴ֩ɻ্ԼͷଧܸʹΑͬͯണยΛണɻपғʹ໘Λ͢ɻ

ʲ࢈ݪਪఆɿ;"0�����ʢෆ໌࢈ݪ �ʣr ��� ����

̍

̎

̏

̐

̑



第̐ষ　調査ͷ݁Ռ　

10�

ୈ 158 ਤ　石核（2）

/P� Ҩߏ Ґ छྨ ଘ 
ʢNNʣ

෯
ʢNNʣ

ް
ʢNNʣ

ॏ
ʢ ̶ ʣ ੴࡐ ಛ ొ ࣸਅ

� ۷ࢼ
�5 ֬ೝ໘ ੴ֩ ܗ ����� ����� ����� ���� ؠท࣭ܔ ണย͘͠Λૉࡐͱ͢Δ྆໘ੴ֩ɻपԑ͔ΒͷଧܸʹΑΓੇ٧·ΓͷണยΛ

ണɻ໘Λ͢ɻ ��� ����

� � ද࠾ ੴ֩ ܗ ����� ����� ����� ��� ੴ༵ࠇ ํମঢ়Λఄ͢ΔখసΛૉࡐͱ͢ΔɻసͷҰͷখޱ໘Λଧ໘ͱ͠ɺଆ໘ํ
ͷଧܸʹΑΓॎͷണยΛണɻ̡ ࢈ݪਪఆɿ;"0�����ʢෆ໌࢈ݪ �ʣr ��� ����

� # ۠
4,�� ଯੵ ੴ֩ ܗ ����� ����� ����� ���� ؠท࣭ܔ ଧ໘సҐΛසൟʹߦͳͬͯখܕͷੇ٧·ΓɾԣͷണยΛണɻܗ֩ঢ়ਖ਼ํ

ମʹ͍ۙෆఆܗΛఄ͢Δɻඃ͔ࠟɻ ��� �����

� � ද࠾ ੴ֩ ܗ ����� ����� ���� ��� ੴ༵ࠇ ፏฏͳখΛૉࡐͱ͢Δɻখޱ໘ͷฏୱണʹΑΓଧ໘Λઃఆɻͷย໘Λ࡞
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区 遺構 層位 重（ｇ） 石材 備考 登録 写真
A SD18 堆積土 4.8 珪化凝灰岩 908 -
A SD18 堆積土 17.2 珪化木 909 -
A SK19 確認面 2.9 玉髄 903 -
A SK19 堆積土 0.4 玉髄 907 -

A SK19 堆積土 15.6 黒曜石 【原産地推定：ZAO-
003（馬場町北系）】 1030 -

A SK57 堆積土 2.7 玉髄 904 -
A SK57 堆積土 3.9 珪質頁岩 905 -
A SK57 堆積土 25.6 珪質頁岩 906 -

B SB100 P1 堆積土 2.6 黒曜石 【原産地推定：ZAO-
005（不明原産地 1）】1035 -

B SB100 P1 堆積土 0.9 玉髄 979 -
B SB113 P2 堆積土 5.6 玉髄 980 -
B SB97 P6 確認面 1 凝灰岩 977 -
B SB98 P1 堆積土 0.2 頁岩 978 -

B SD8 堆積土 3 黒曜石 【原産地推定：ZAO-
011（蔵王系）】 994 -

B SD84 堆積土 2.2 玉髄 997 -
B SD84 堆積土 0.3 玉髄 998 -

B SD84 堆積土 4.2 黒曜石 【原産地推定：ZAO-
012（不明原産地 1）】 999 -

B SD88 堆積土 5.6 珪質頁岩 1000 -
B SD88 堆積土 3.3 玉髄 996 -
B SD88 堆積土 2 珪質頁岩 995 -
B SI16 確認面 6 珪質頁岩 941 -
B SI16 撹乱 3.2 玉髄 1026 -
B SI16 撹乱 3 玉髄 1027 -
B SI16 撹乱 2.6 珪質頁岩 939 -
B SI16 撹乱 0.2 珪質頁岩 940 -
B SI16 撹乱 0.3 碧玉 1029 -
B SI16 堆積土 1.3 珪質頁岩 947 -
B SI16a 堆積土 0.6 玉髄 945 -
B SI16d 堆積土 1.1 玉髄 942 -
B SI16d 堆積土 0.7 玉髄 943 -
B SI16d 堆積土 1.3 玉髄 944 -
B SI65b 堆積土 6.1 珪質頁岩 948 -
B SI78 確認面 1.9 珪質頁岩 949 -
B SI78 堆積土 0.4 珪質頁岩 950 -
B SK19 堆積土 0.6 玉髄 954 -
B SK19 堆積土 6.2 玉髄 955 -
B SK22 堆積土 6.7 珪質頁岩 956 -
B SK22 堆積土 2.1 珪質頁岩 957 -
B SK22 堆積土 2.1 珪質頁岩 958 -

B SK28 堆積土 4.9 黒曜石 【原産地推定：ZAO-
009（不明原産地 2）】 959 -

B SK28 堆積土
３層 2.2 黒曜石 【原産地推定：ZAO-

010（不明原産地 2）】 962 -

B SK28 堆積土
２層 4.9 珪質頁岩 960 -

B SK28 堆積土
２層 1.8 黒曜石 【原産地推定：ZAO-

008（不明原産地 2）】 961 -

B SK39 堆積土 10.6 珪質頁岩 963 -
B SK56 堆積土 2.1 珪質頁岩 965 -
B SK56 堆積土 5.4 珪質頁岩 966 -
B SK56 堆積土 5.3 緑色凝灰岩 1028 -
B SK62 堆積土 0.6 珪質頁岩 967 -
B SK68 堆積土 5.9 珪質頁岩 968 -
B SK68 堆積土 3.9 珪質頁岩 969 -
B SK7 堆積土 6.8 珪化木 被熱痕跡 953 -
B SK7 堆積土 5 珪質頁岩 952 -
B SK7 堆積土 9.9 頁岩 951 -
B SK73 堆積土 2.9 頁岩 972 -
B SK73 堆積土 4.9 碧玉 971 -
B SK79 堆積土 2.4 珪質頁岩 973 -
B SK82 堆積土 6.7 珪質頁岩 974 -

B SK82 堆積土 7 黒曜石 【原産地推定：ZAO-
004（蔵王系）】 1034 -

B SK90 堆積土 1.7 玉髄 975 -

B SK92 堆積土 6.7 珪質頁岩 976 -

区 遺構 層位 重（ｇ） 石材 備考 登録 写真
B SX86 確認面 1.7 チャート 984 と同一個体 982 -
B SX86 堆積土 2.5 玉髄 983 -
B SX86 堆積土 3 チャート 982 と同一個体 984 -
B SX86 堀方埋土 1 玉髄 981 -
B P*** 堆積土 4.8 珪質頁岩 993 -
B P229 堆積土 0.4 珪質頁岩 987 -
B P24 堆積土 2.3 緑色凝灰岩 985 -
B P276 堆積土 2.9 玉髄 990 -

B P276 堆積土 10.2 黒曜石 【原産地推定：ZAO-
006（不明原産地 1）】 991 -

B P276 堆積土 3.7 黒曜石 【原産地推定：ZAO-
007（不明原産地 1）】 992 -

B P279 堆積土 6.1 玉髄 989 -
B P99 堆積土 0.4 緑色凝灰岩 986 -
B 確認面 - 5.4 玉髄 919 -
B 確認面 - 9.9 玉髄 922 -
B 確認面 - 1.2 珪質頁岩 913 -
B 確認面 - 2.9 珪質頁岩 914 -
B 確認面 - 22.6 珪質頁岩 915 -
B 確認面 - 2.6 珪質頁岩 916 -
B 確認面 - 1.7 珪質頁岩 917 -
B 確認面 - 9.8 珪質頁岩 918 -
B 確認面 - 1.3 頁岩 923 -
B 確認面 - 6.2 頁岩 924 -

B 確認面 - 2.9 黒曜石 【原産地推定：ZAO-
014（不明原産地 1）】 925 -

B 確認面 - 4.5 流紋岩 921 -
B 確認面 - 6.4 緑色凝灰岩 920 -
B 撹乱 - 1.3 玉髄 929 -
B 撹乱 - 1.6 珪質頁岩 927 -
B 撹乱 - 13 珪質頁岩 928 -
B 撹乱 - 4.3 緑色凝灰岩 930 -
B 撹乱 - 3 緑色凝灰岩 931 -
B 表土 - 3.4 珪質頁岩 910 -
B 表土 - 1.3 碧玉 912 -
B 表土 - 13 緑色凝灰岩 911 -
3T 表土 - 2.5 玉髄 1001 -
4T 確認面 - 23 珪質頁岩 1008 -
4T 確認面 - 7.1 頁岩 1009 -
4T 表土 - 0.3 珪質頁岩 1002 -
4T 表土 - 0.1 珪質頁岩 1003 -
4T 表土 - 1.2 珪質頁岩 1004 -
4T 表土 - 0.8 珪質頁岩 1005 -
4T 表土 - 8.6 珪質頁岩 1006 -
4T 表土 - 7.4 珪質頁岩 1007 -
5T 表土 - 0.5 珪質頁岩 1010 -
5T 表土 - 0.7 珪質頁岩 1011 -
5T 表土 - 0.5 頁岩 1025 -
6T 撹乱 - 1.6 珪質頁岩 1012 -
- 表採 - 2.6 珪質頁岩 1013 -
- 表採 - 2.4 珪質頁岩 1014 -
- 表採 - 2.7 珪質頁岩 1015 -
- 表採 - 5 珪質頁岩 1016 -
- 表採 - 4.6 珪質頁岩 1017 -
- 表採 - 4.7 珪質頁岩 1018 -
- 表採 - 3.5 珪質頁岩 1019 -
- 表採 - 1.9 頁岩 1020 -
- 表採 - 11.4 頁岩 1021 -

- 表採 - 0.1 黒曜石 【原産地推定：ZAO-
025（湯の倉系）】 1023 -

- 表採 - 6.1 黒曜石 【原産地推定：ZAO-
017（判別不可）】 1024 -

- 表採 - 1.6 黒曜石 【原産地推定：ZAO-
023（不明原産地 2）】1031 -

- 表採 - 0.1 黒曜石 【原産地推定：ZAO-
024（不明原産地 2）】1032 -

- 表採 - 0.5 黒曜石 【原産地推定：ZAO-
016（不明原産地 2）】1033 -

- 表採 - 9.6 流紋岩 1022 -

第１表　剥片観察表
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ୈ 160 ਤ　磨製石斧　擦痕のある石製品
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ୈ 161 ਤ　磨石（1）
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ୈ 163 ਤ　凹石（2）　磨石／凹石（1）
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２．古代

（１）Ｂ区
① 竪穴住居跡
【SI16 竪穴住居跡】（第 174 ～ 177 図、写真図版 18 － 4・5、19 － 1・3）

〔位置・確認面〕Ｂ区西部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕SB130 → SK91・SK101・SK102 → SI16

〔規模・形状〕東西 4.2m、南北 4.5m の不整隅丸方形を呈する。

〔方向〕カマド中軸線：E － 26.0°－ S

〔壁面〕Ⅴ～Ⅵ層を壁とする。床面からやや外傾気味に立ち上がり、残存壁高は最も残存状況の良好な

西壁で床面から 16cm である。

〔床面〕住居掘方埋土を床とする。ほぼ平坦である。

〔主柱穴〕4 か所確認した。北側の 2 か所は住居平面形の対角線上に、南側の 2 か所は住居南壁に接す

る位置に設けられている。掘方の平面形は長軸 31 ～ 45cm、短軸 30 ～ 38cm の隅丸方形または楕円形

を呈し、深さ 51 ～ 68cm である。掘方埋土は地山ブロックを多く含む黄褐色・褐色シルトである。い

ずれも柱材の抜き取り痕跡を確認し、このうち 3 か所で平面形が直径 14 ～ 18cm の円形を呈する柱痕

跡を確認した。柱痕跡はいずれも掘方底面に達する。

〔周溝・壁材〕なし

〔カマド〕住居東辺やや南寄りに付設されている。燃焼部の焚口側のみ残存する。燃焼部は長さ172cm、

幅 168cmで、焚口幅は側壁先端間で 80cmである。燃焼部底面は幅 50cm、奥行 70cm 以上で、床面より

最大で13cm ほど皿状に窪んでいる。底面は被熱による赤色化が認められる。側壁は河原石を骨材として

構築している。骨材は燃焼部の焚口側が残存し、奥壁側は抜き取られている。燃焼部中央に平面形が長軸

20cm、短軸 15cm の楕円形を呈し、燃焼部底面からの高さ22cm の柱状の河原石が据えられており、支脚

と考えられる。奥壁は住居東壁と一致していたものとみられ、その場合の側壁の長さは左右とも115cm 程

度である。また、カマド燃焼部は人為的に壊され、土師器甕 7個体以上が廃棄されていた。

〔貯蔵穴〕住居南東隅で土坑2基 (K1・K2)を確認した。これらは重複関係にあり、K1はK2に壊されている。

いずれも位置と形状から貯蔵穴と考えられる。K1 は平面形が長軸 82cm、短軸 64cm の不整楕円形を呈

し、断面形は深さ 26cm のＵ字形を呈する。堆積土は 3 層に細分され、焼土粒・地山ブロックを含む黒

褐色シルトである。いずれも人為的埋土と考えられる。K2 は平面形が長軸 50㎝、短軸 38cm の不整円

形を呈し、断面形は深さ 9cm の皿状を呈する。堆積土は地山ブロックを含む暗褐色粘質シルトで、人

為的埋土と考えられる。

〔床下土坑〕なし

〔堆積土〕5 層に細分される。1 層は均質な黒色シルト、2 層は地山粒をわずかに含む黒褐色シルト、3

層は地山ブロックを含む黒褐色シルト、4 層は焼土と土器片を多量に含む黒褐色シルト、5 層は地山ブ

ロックを多く含む黒褐色シルトである。1 ～ 3 層は住居廃絶後の自然堆積土、4 層はカマド廃絶に伴な

う人為的埋土、5 層は住居機能時の壁際の崩落土と考えられる。

〔出土遺物〕　床面よりロクロ土師器甕（第 175 図 1 ～ 3、第 176 図 6 ～ 10）、砥石（第 177 図）、K1

堆積土よりロクロ土師器小型甕（第 176 図 9）、住居内堆積土よりロクロ土師器坏（第 175 図 4）、確

認面よりロクロ土師器坏（第 175 図 5）が出土した。

　1 ～ 3・7 は内外面にロクロナデ調整を施した後、内面の底部から頸部付近にかけてハケメ調整→ヘ

ラナデ調整、外面の底部付近から頸部付近にかけて縦方向のケズリ調整を施し、底部にはケズリ調整を
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SI16 竪穴住居跡　A-A'　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 均質土
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒をわずかに含む
3 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む
4 10YR2/3 黒褐 シルト 焼土粒・土器片を多く含む（人為）
5 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを多く含む（壁崩）

6 10YR4/4 褐 シルト 地山ブロック主体　暗褐色土ブロックをわずかに含
む（P2 抜）

7 10YR3/2 黒褐 シルト 均質土（P2 柱痕）
8 10YR5/8 黄褐 シルト 地山ブロック主体　暗褐色土ブロックを含む（P2柱掘）
9 10YR4/6 褐 シルト 地山ブロックを含む（住掘）
SI16 竪穴住居跡　カマド横断面　C-C'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒をわずかに含む（カマド構）
2 10YR3/4 暗褐 粘質シルト 地山ブロック・焼土粒を含む（カマド骨材据方）
SI16 竪穴住居跡　カマド縦断面　D-D'
No. 土色 土性 備考
1 7.5YR3/4 暗褐 シルト 焼土粒を含む（カマド支脚据方）
2 10YR4/6 褐 シルト 地山ブロックを含む（住掘）

ୈ 174 ਤ　SI16 竪穴住居跡

SI16 竪穴住居跡　K1・K2　E-E'
No. 土色 土性 備考

1 10YR3/3 暗褐 粘質シルト 地山ブロックを多量に含む　焼土粒をわずかに含む
（K1 堆・人為）

2 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 地山粒・焼土粒を多く含む（K2 堆・人為）
3 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山粒を少量含む　焼土粒をわずかに含む（K2堆・人為）
4 10YR3/2 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを多く含む（K2 堆・人為）
SI16 竪穴住居跡　P1　F-F'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
2 10YR4/3 にぶい黄褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱抜）
SI16 竪穴住居跡　P3　G-G'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱抜）
2 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱痕）
3 10YR4/4 褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）
SI16 竪穴住居跡　P4　H-H'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを多く含む（柱抜）
2 10YR2/1 黒 シルト 地山ブロックを含む（柱痕）
3 10YR5/6 黄褐色 粘質シルト 地山ブロックを多く含む（柱掘）
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ୈ 176 ਤ　SI16 竪穴住居跡出土Ҩ（2）

No. 層位 種類 器種 器面調整・特徴
法量 (cm)

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1 床面直上 ロクロ土師器 甕 内面：ロクロナデ→ハケメ→ヘラナデ　外面：ロクロナデ→ヘラケズリ→体下部ヘラナデ
切り離し：不明→ヘラケズリ 23.20 11.35 35.40 略完形 1 54-3

2 床面直上 ロクロ土師器 甕 内面：ロクロナデ→ハケメ→ヘラナデ　外面：ロクロナデ→ヘラケズリ→体下部ヘラナデ
切り離し：不明→ヘラケズリ 21.90 11.40 36.20 略完形 2 54-4

3 床面直上 ロクロ土師器 甕 内面：ロクロナデ→ハケメ→ヘラナデ　外面：ロクロナデ→ヘラケズリ
切り離し：静止糸切？→ヘラケズリ 24.60 11.50 36.30 略完形 3 55-5

４ 堆積土 ロクロ土師器 坏 内面：放射状ミガキ→黒色処理　外面：ロクロナデ→体下部ヘラケズリ
切り離し：不明→手持ちヘラケズリ - (5.60) (2.95) 下半部 9 55-1

5 確認面 ロクロ土師器 坏 内面：放射状ミガキ→黒色処理　外面：ロクロナデ→回転ヘラケズリ
切り離し：不明→回転ヘラケズリ - (7.20) (1.45) 底部 10 55-2

6 床面直上 ロクロ土師器 甕 内面：ロクロナデ　外面：ロクロナデ→ヘラケズリ (20.00) - (13.30) 上半部 6 55-6

7 床面直上 ロクロ土師器 甕 内面：ロクロナデ→ハケメ・ヘラナデ　外面：ロクロナデ→ヘラケズリ (23.80) - (24.45) 上半部 4 54-1

8 床面直上 ロクロ土師器 甕 内面：ロクロナデ→ヘラナデ　外面：ロクロナデ→ヘラケズリ
切り離し：不明→ヘラケズリ - 10.70 (16.00) 下半部 5 55-7

9 K1 堆積土 ロクロ土師器 小型甕 内面：ロクロナデ　外面：ロクロナデ→ヘラケズリ
切り離し：回転糸切→無調整 - (8.60) (8.20) 下半部 11 55-3

10 床面直上 ロクロ土師器 甕 内面：ロクロナデ　外面：ロクロナデ (25.40) - (15.25) 上半部 7 54-2

̒

̓

̔

̕ 10
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施͓ͯ͠Γɺ1・2 ֎໘ͷମԼ෦にૈ͍φσ調Λ施͍ͯ͠Δɻ8 Լ෦ͷΈଘ͠ɺ֎໘にϩ

Ϋϩφσ調Λ施ͨ͠ޙɺ໘にϔϥφσ調ɺ֎໘にॎํͷέζϦ調Λ施͠ɺఈ෦にέζϦ

調Λ施͍ͯ͠Δɻ6・10 ্෦ͷΈଘ͠ɺ֎໘にϩΫϩφσ調Λ施͓ͯ͠Γɺ6 ֎໘ମԼ

෦にॎํͷέζϦ調Λ施͍ͯ͠Δɻ4・5 ໘に์ࣹঢ়ͷϛΨΩ調ˠࠇ৭ॲཧΛ施͍ͯ͠Δɻ4

֎໘にϩΫϩφσ調ɺఈ෦にखͪ࣋ϔϥέζϦ調Λ施͠ɺ5 ֎໘ͷମԼ෦͔Βఈ෦にճసϔϥ

έζϦ調Λ施͍ͯ͠Δɻ9 ֎໘にϩΫϩφσ調Λ施ͨ͠ޙɺ֎໘ମԼ෦にԣํͷέζϦ調

Λ施͓ͯ͠Γɺఈ෦ճసࢳͷޙແ調Ͱ͋Δɻ第 177 ਤੴͷஅยͰɺ平ͳ໘͕ೝΊΒΕΔɻ

　͜ͷ΄͔ɺচ໘ɺ,1 ଯੵɺ12・14 ͷபࡐൈ͖औΓ݀ɺଯੵɺ֬ೝ໘ΑΓϩΫϩثࢣᆀ・ᙈͷ

ഁย͕出ͨ͠ɻ·ͨɺ֬ೝ໘ɺଯੵΑΓೄ文ثɺɺೋ࣍Ճണย（第 150 ਤ 1・9）ɺඍ

ണࠟΛ༗͢Δണย（第ࡉ 156 ਤ 5）ɺੴ֩（第 157 ਤ 1）ɺੴࡼ（第 168 ਤ 1）ͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ᶄ ୦݀ঢ়遺ߏ
ʲ49�� ୦݀ঢ়Ҩߏ （r第 178 ਤɺࣸਅਤ൛ 19 ʵ 6）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠西෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4#100 ˠ 4978

/P� Ҩߏ Ґ छྨ ଘ 
ʢNNʣ

෯
ʢNNʣ

ް
ʢNNʣ

ॏ
ʢ ̶ ʣ ੴࡐ ಛ ొ ࣸਅ

� # ۠
4*�� চ໘্ ੴ Ұ෦ ���� ����� ����� ��� ؠݰ දཪʹฏୱͳຏ໘Λ͢ɻେ͖ͳํͷຏ໘ʹઢࠟ͋Γɻ ��� ����

ୈ 177 ਤ　SI16 竪穴住居跡出土Ҩ（3）

SX78 竪穴状遺構　A-A'　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山ブロックを多く含む（掘）

ʤن・ܗঢ়ʥ ଘൣғͰ

ೆ北 2�5Nɺ東西 3�9N ͷෆ

ܗΛఄ͢Δɻ

ʤน໘ʥଘ͠ͳ͍ɻ

ʤচ໘ʥଘ͠ͳ͍ɻ

ʤओப݀ʥͳ͠

ʤपߔʥͳ͠

ʤΧϚυʥଘൣғ西دΓ

ͷҐஔͰܘ 30DN ͷඃ

にΑΔ৭化ൣғΛ֬ೝ͠

ͨɻҐஔ͔ؔΒΧϚυ೩

ম෦ͷࠟͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤଯੵʥଘ͠ͳ͍ɻ

ʤ出Ҩʥ֬ೝ໘ΑΓຏ

ੴʗԜੴ（第 164 ਤ 2）ͳ

Ͳ͕出ͨ͠ɻ ୈ 178 ਤ　S978 竪穴状Ҩߏ

̍
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̏ɽதੈҎ߱

ʢ̍ʣ̖۠
ᶃ 跡ߔ
ʲ4%�� ߔ （r第 180 ਤɺࣸਅਤ൛ 3 ʵ 5・6）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥＡ۠ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ1JU ˠ 4%18 ˠ 1JU

ʤن・ܗঢ়ʥ北東ʵೆ西ํにઢతにԆͼɺೆ西Ͱೆ東ํ۶͍ͯ͠ۂΔɻ北東ʵೆ西ํに

ୈ 179 ਤ　中世Ҏ߱のҨߏஔਤ
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18Nɺೆ西͔Βೆ東ํに 2N Λ֬ೝͨ͠ɻ北

東ଆ平Λड͚͓ͯΓɺೆ東ଆ調査۠֎Ԇ

ͼ͍ͯΔɻ্෯ 85DNɺఈ෯ 60DN Ͱɺஅ໘ܗ

ਂ͞ 17DN ͷࡼঢ়Λఄ͢Δɻ

ʤଯੵʥ2 にࡉ͞ΕΔɻཻࢁΛগྔؚΉ

৭γϧτͰ͋Δɻࠇ・৭ࠇ

ʤ出Ҩʥ֬ೝ໘ɺଯੵΑΓೄ文ثɺϐΤε・

ΤεΩʔϢ（第 149 ਤ 7）ͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ʢ̎ʣＢ۠
ᶃ 掘ཱபݐ跡
ʲ4#��۷ཱபݐ（r第 181 ਤɺࣸ ਅਤ൛ 19 ʵ 7）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ ̗۠ೆ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻ

ᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 3 （ؒ૯ 7�56N）ɺೆ 北 1 （ؒ૯

 5�06N）ͷ東西౩ଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ8 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 16

ʙ 30DNɺ  ࣠ 16 ʙ 28DN ͷ 円 ܗ · ͨ  ུ 円 ܗ

Λఄ͠ɺਂ͞ 6 ʙ 33DN Ͱ͋Δɻ͍ͣΕபࠟ

֬ೝ͞Εͳ͔ͬͨɻ

ʤபؒੇ๏ʥ北ଆப ɿྻ西͔Β 	264
―	244
―	248


DNɺ東ଆபྻɿ	506
DN

ʤํʥ東ଆபྻɿ/ ʵ 21�0˃ɻ &

ʤ出Ҩʥ12 ଯੵΑΓೄ文͕ث出ͨ͠ɻ

ᶄ பྻ跡
ʲ4"�� பྻ （r第 182 ਤ）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻ

ᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 2 ؒ（૯ 3�92N）ͷபྻ

Ͱ͋Δɻ

ʤப݀ʥ3 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 18

ʙ 24DNɺ  ࣠ 14 ʙ 26DN ͷ ུ 円 ܗ · ͨ  ପ 円

Λఄ͠ɺਂ͞ܗ 11 ʙ 22DN Ͱ͋Δɻ͍ͣΕப

ࠟ֬ೝ͞Εͳ͔ͬͨɻ

ʤபؒੇ๏ʥ西͔Β 	214
―	178
DN

ʤํʥ/ ʵ 1�3˃ɻ 8

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4"�� பྻ （r第 182 ਤ）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ ̗۠東෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻ

ᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

SD18 溝跡　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 地山粒を少量含む
2 10Y2/2 黒褐 シルト 地山粒を多く含む

ୈ 180 ਤ　SD18 溝跡
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SB85 掘立柱建物跡　P1　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒・暗褐色土ブロックを含む
SB85 掘立柱建物跡　P3　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR1.7/1 黒 シルト 暗褐色土ブロックを含む　地山粒を少量含む

ୈ 181 ਤ　S#85 ۷ཱபݐ跡

SA95 柱列跡　P1　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む
SA96 柱列跡　P3　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 地山粒を含む

ୈ 182 ਤ　S"95・S"96 பྻ跡

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 3 ؒ（૯ 4�10N）ͷபྻͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ4 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 17 ʙ 44DNɺ࣠ 12 ʙ 22DN ͷ۱ؙํܗΛج調ͱ͠ɺ

ਂ͞ 9 ʙ 27DN Ͱ͋Δɻ͍ͣΕபࠟ֬ೝ͞Εͳ͔ͬͨɻ

ʤபؒੇ๏ʥ西͔Β 	122
―	106
―	182
DN

ʤํʥ& ʵ 3�0˃ɻ /

ʤ出Ҩʥͳ͠

SB85 掘立柱建物跡　P5　C-C'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 地山粒を含む
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ୈ 183 ਤ　SD8 溝跡・SD88 溝跡（1）

ᶅ 跡ߔ
ʲ4%� ߔ （r第 183・184 ਤɺࣸਅਤ൛ 19 ʵ 8・9ɺ20 ʵ 1）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4,9 ˠ 4%88 ˠ 4%8 ˠ 4%84
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ʤن・ܗঢ়ʥೆ北ํにઢతにԆͼɺೆͰ

東ํ۶͍ͯ͠ۂΔɻ ೆ北ํに 38Nɺ 東西

にํ 3N Λ֬ೝͨ͠ɻ東ଆ平Λड͚͓ͯΓɺ

北ଆ調査۠֎Ԇͼ͍ͯΔɻ্෯ 85DNɺఈ෯

50DN Ͱɺஅ໘ܗਂ͞ 43DN ͷ̫字ܗΛఄ͢Δɻ

ʤଯੵʥ3 にࡉ͞ΕΔɻ1 ཻࢁΛΘ

͔ͣにؚΉΦϦʔϒࠇ৭γϧτɺ2 ཻࢁΛ

ଟؚ͘Ήࠇ৭೪࣭γϧτɺ3 ࢁϒϩοΫ・

ཻΛଟྔにؚΉࠇ৭೪࣭γϧτͰ͋Δɻ͍ͣΕ

ࣗવ่མ͋Δ͍ࣗવྲྀೖͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥ֬ೝ໘ɺଯੵΑΓೄ文ثɺೋ࣍

SD24 溝跡　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 地山ブロックを含む

ୈ 185 ਤ　SD24 溝跡

SD8 溝跡・SD88 溝跡　A-A'　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 5Y2/2 オリーブ黒 シルト 地山粒をわずかに含む（SD8 堆）
2 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 地山粒を多く含む（SD8 堆）
3 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山粒を多量に含む（SD8 堆）
4 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 地山ブロックを多く含む（SD88 堆）

Ճണย（第 149 ਤ 10）ͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ʲ4%�� ߔ （r第 185 ਤɺࣸਅਤ൛ 20 ʵ 2）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ東西ํにઢతにԆͼΔɻ͞ 12�2N Λ֬ೝͨ͠ɻ東ଆ平Λड͚͓ͯΓɺ西ଆ

調査۠֎Ԇͼ͍ͯΔɻ西ଆͰ֬ೝͨ͠ 4%88 ͱଓ͍ͯ͠ΔՄੑ͕͋Δɻ্෯ 84DNɺԼ෯ 58DN Ͱɺ

அ໘ܗਂ͞ 15DN ͷࡼঢ়Λఄ͢Δɻ

ʤଯੵʥࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτͰɺࣗવྲྀೖͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ുਂثͷഁย͕出ͨ͠ɻ

ʲ4%�� ߔ （r第 186・187 ਤɺࣸਅਤ൛ 20 ʵ 3・4）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4,9 ˠ 4%88 ˠ 4%8 ˠ 4%84

ʤن・ܗঢ়ʥೆ北ํにઢతにԆͼΔɻ͞ 30N Λ֬ೝͨ͠ɻ北ଆ平Λड͚͓ͯΓɺೆଆ調

査۠֎Ԇͼ͍ͯΔɻ্෯ 138DNɺఈ෯ 48DN Ͱɺஅ໘ܗਂ͞ 40DN ͷ̫字ܗΛఄ͢Δɻ

ʤଯੵʥࢁϒϩοΫΛؚΉࠇ৭γϧτͰɺࣗવྲྀೖͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出Ҩʥఈ໘ۙͷଯੵΑΓதੈಃثᙈ（第 187 ਤ）͕ 出ͨ͠ɻ·ͨɺଯੵΑΓೄ文ثɺɺ

ੴثͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ʲ4%�� ߔ （r第 183・184 ਤɺࣸਅਤ൛ 19 ʵ 8・9ɺ20 ʵ 1）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̗۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥ4,9 ˠ 4%88 ˠ 4%8 ˠ 4%84

ୈ 184 ਤ　SD8 溝跡・SD88 溝跡（2）
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ୈ 186 ਤ　SD84 溝跡

SD84 溝跡　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/1 黒褐 シルト 地山ブロックを含む

ʤن・ܗঢ়ʥೆ北ํにઢతにԆͼɺ北Ͱ東ํ۶͍ͯ͠ۂΔɻ͞ 38N Λ֬ೝͨ͠ɻೆଆ

4%8 ͱ 4%84 にյ͞Ε͓ͯΓɺ北ଆ調査۠֎Ԇͼ͍ͯΔɻ東ଆͰ֬ೝͨ͠ 4%24 ͱଓ͍ͯ͠ΔՄ

ੑ͕͋Δɻ্෯ 86DNɺԼ෯ 40DN Ͱɺஅ໘ܗਂ͞ 10DN ͷࡼঢ়Λఄ͢Δɻ

ʤଯੵʥཻࢁΛଟؚ͘Ήࠇ৭γϧτͰɺࣗવྲྀೖͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʤ出ҨʥଯੵΑΓೄ文ثɺɺೋ࣍Ճണย（第 150 ਤ 6）ɺຏੴ（第 161 ਤ 1）ɺੴࡼ（第

165 ਤ 2）ͳͲ͕出ͨ͠ɻ

ʢ̏ʣ̙۠
ᶃ 掘ཱபݐ跡
ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 188 ਤɺࣸਅਤ൛ 20 ʵ 5ɺ21 ʵ 1・2）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̙۠北東෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 2 ؒ（૯ 4�80N）ɺೆ北 1 ؒ（૯ 4�70N）

ͷଆபݐͰ͋Δɻ

ʤப݀ʥ6 ͔ॴ֬ೝͨ͠ɻ掘ํͷ平໘ܗ࣠ 20 ʙ 30DNɺ

࣠ 12 ʙ 26DN ͷུ円ܗ·ͨପ円ܗΛఄ͠ɺਂ͞ 10 ʙ 26DN

Ͱ͋Δɻ3 ͔ॴͰ平໘͕ܗܘ 14 ʙ 16DN ͷ円ܗΛఄ͢Δப

ࠟΛ֬ೝͨ͠ɻ

ʤபؒੇ๏ʥೆଆபྻɿ西͔Β 220―	230
DNɺ西ଆபྻɿ	480


DN

ʤํʥ西ଆபྻɿ/ ʵ 19�4˃ɻ &

ʤ出Ҩʥͳ͠

ʲ4#��� ۷ཱபݐ （r第 189 ਤɺࣸਅਤ൛ 20 ʵ 5ɺ21 ʵ 3

ʙ 5）

ʤҐஔ・֬ೝ໘ʥ̙۠தԝ෦ͷ平ୱ໘にҐஔ͢Δɻᶛ্໘Ͱ

֬ೝͨ͠ɻ

ʤॏෳʥͳ͠

ʤن・ܗঢ়ʥ東西 5 ؒ（૯ 10�70N）ɺೆ 北 2 ؒ（૯ 4�40N）
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ୈ 187 ਤ　SD84 溝跡出土Ҩ

SB127 掘立柱建物跡　P2　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 下部に灰褐色土ブロックを含む（柱痕）
2 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）
SB127 掘立柱建物跡　P3　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 地山粒を含む（柱抜）
2 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
3 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを多く含む（柱掘）
SB127 掘立柱建物跡　P4　C-C'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 地山小ブロックをごくわずかに含む（柱痕）
2 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを少量含む（柱掘）
3 10YR3/4 暗褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）
4 10YR4/3 にぶい黄褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）
SB127 掘立柱建物跡　P5　D-D'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
2 10YR3/3 暗褐 シルト 地山粒を含む（柱掘）
SB127 掘立柱建物跡　P6　E-E'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 地山粒を少量含む（柱痕）
2 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）
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SB128 掘立柱建物跡　P4　A-A'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を多量に含む（柱抜）
2 10YR4/4 褐 シルト 地山ブロックを多量に含む（柱掘）
SB128 掘立柱建物跡　P5　B-B'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 地山ブロックを含む
SB128 掘立柱建物跡　P6　C-C'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 地山ブロックを多量に含む（抜）
2 10YR1.7/1 黒 シルト 地山粒を少量含む（柱）
3 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（堀方）
SB128 掘立柱建物跡　P7　D-D'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 地山粒を少量含む（柱痕）
2 10YR2/2 黒褐 シルト 地山ブロックを含む（柱掘）
SB128 掘立柱建物跡　P11　E-E'
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒・マンガン粒・黒色土ブロックを含む（柱痕）
2 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロック・黒色土ブロックを含む（柱掘）
SB128 掘立柱建物跡　P14　F-F'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 地山ブロックを含む
SB128 掘立柱建物跡　P15　G-G'
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 地山ブロックを多く含む（柱抜）
2 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を含む（柱掘）
3 10YR2/2 黒褐 シルト 均質土（柱掘）
4 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒を多く含む（柱掘）

ୈ 190 ਤ　S#128 溝跡

SB128 掘立柱建物跡　P16　H-H'
No. 土色 土性 備考
1 10YR1.7/1 黒 シルト 地山粒をわずかに含む（柱抜）
2 10YR2/1 黒 シルト 地山粒を多く含む（柱抜）
3 10YR2/1 黒 シルト 地山ブロックを含む（柱抜）
SB128 掘立柱建物跡　P17　I-I'
No. 土色 土性 備考
1 10YR1.7/1 黒 シルト 暗褐色土を少量含む　地山粒をわずかに含む（柱痕）
2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を少量含む（柱掘）
3 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を多く含む　マンガン粒を含む（柱掘）
4 10YR3/3 暗褐 シルト 地山粒を少量含む（柱掘）
SB128 掘立柱建物跡　P18　J-J'
No. 土色 土性 備考

1 10YR1.7/1 黒 シルト 暗褐色土ブロックを少含む　地山粒をごくわずかに
含む（柱痕）

2 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を少量含む（柱掘）
3 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を多く含む　マンガン粒を含む（柱掘）
4 10YR3/3 暗褐 シルト 地山粒を少量含む（柱掘）
SB128 掘立柱建物跡　P20　K-K'
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 地山粒・マンガン粒・黒色土ブロックを含む（柱痕）
2 10YR3/2 黒褐 シルト 地山ブロック・黒色土ブロックを含む（柱掘）
SB128 掘立柱建物跡　P22　L-L'
No. 土色 土性 備考

1 10YR1.7/1 黒 シルト 暗褐色土ブロックを少量含む　地山粒をわずかに含
む（柱痕）

2 10 2/1 黒 シルト 地山粒を多く含む（柱掘）
3 10YR2/3 黒褐 シルト 地山粒を多く含む　マンガン粒を含む（柱掘）
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第５章　自然科学的分析

第１節　西浦Ｂ遺跡における放射性炭素年代測定（AMS 測定）
　株式会社 加速器分析研究所

１．測定対象試料

　西浦 B 遺跡は、宮城県刈田郡蔵王町大字円田字西浦北（北緯 38°5′58″、東経 140°39′22″）に所

在し、白石川支流の松川北岸に形成された矢附段丘上に立地する。測定対象試料は、土坑出土の木炭 1

～ 5（IAAA-101511 ～ 101515）と土器付着炭化物 6 ～ 10（IAAA-101516 ～ 101520）の合計 10 点で

ある（第２表）。土器付着炭化物は、6 ～ 8、10 は内面、9 は外面より採取された。

２．測定の意義

　遺跡内に位置する複数の遺構の前後関係および集落の継続期間、土器型式の年代を明らかにする。

３．化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。

（２）酸 - アルカリ - 酸（AAA：Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に取り除く。その後、超純

水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。AAA 処理における酸処理では、通常 1mol/ℓ（1M）の

塩酸（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液を用い、0.001M か

ら 1M まで徐々に濃度を上げながら処理を行う。 アルカリ濃度が 1M に達した時には「AAA」、

1M 未満の場合は「AaA」と表 1 に記載する。

（３）試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO2）を発生させる。

（４）真空ラインで二酸化炭素を精製する。

（５）精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（C）を生成させる。

（６）グラファイトを内径 1mm のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測

定装置に装着する。

４．測定方法

　3MV タンデム加速器（NEC Pelletron 9SDH-2）をベースとした 14C-AMS 専用装置を使用し、14C の計数、 
13C 濃度（13C/12C）、14C 濃度（14C/12C）の測定を行う。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供され

たシュウ酸（HOx Ⅱ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。
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５．算出方法

（１）δ 13C は、試料炭素の 13C 濃度（13C/12C）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表し

た値である（第２表）。AMS 装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。

（２）14C 年代（Libby Age：yrBP）は、過去の大気中 14C 濃度が一定であったと仮定して測定され、1950

年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には、Libby の半減期（5568 年）を

使用する（Stuiver and Polach 1977）。14C 年代はδ 13C によって同位体効果を補正する必要がある。

補正した値を表 2 に、補正していない値を参考値として表 3 に示した。14C 年代と誤差は、下 1

桁を四捨五入して 10 年単位で表示される。また、14C 年代の誤差（± 1 σ）は、試料の 14C 年代

がその誤差範囲に入る確率が 68.2％であることを意味する。

（３）pMC (percent Modern Carbon) は、標準現代炭素に対する試料炭素の 14C 濃度の割合である。pMC

が小さい（14C が少ない）ほど古い年代を示し、pMC が 100 以上（14C の量が標準現代炭素と同等

以上）の場合 Modern とする。この値もδ 13C によって補正する必要があるため、補正した値を表

2 に、補正していない値を参考値として表 3 に示した。

（４）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の 14C 濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去

の 14C 濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、14C 年代に対応す

る較正曲線上の暦年代範囲であり、1 標準偏差（1 σ＝ 68.2％） あるいは 2 標準偏差（2 σ＝

95.4％）で表示される。グラフの縦軸が 14C 年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログ

ラムに入力される値は、δ 13C 補正を行い、下一桁を四捨五入しない 14C 年代値である。なお、較

正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類に

よっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要が

ある。 ここでは、 暦年較正年代の計算に、IntCal09 データベース（Reimer et al. 2009） を用い、

OxCalv4.1 較正プログラム（Bronk Ramsey 2009）を使用した。暦年較正年代については、特定の

データベース、プログラムに依存する点を考慮し、プログラムに入力する値とともに参考値とし

て表 3 に示した。暦年較正年代は、14C 年代に基づいて較正（calibrate）された年代値であること

を明示するために「cal BC/AD」（または「cal BP」）という単位で表される。

６．測定結果

　 土 坑 出 土 木 炭 の 14C 年 代 は、SK6 土 坑 の 1 が 3880 ± 30yrBP、SK9 フ ラ ス コ 状 土 坑 の 2 が 2960 ±

30yrBP、SK19 フラスコ状土坑の 3 が 3920 ± 30yrBP、SK22 フラスコ状土坑の 4 が 3780 ± 30yrBP、

SK56 フラスコ状土坑の 5 が 3840 ± 30yrBP である。

　土坑出土土器付着炭化物の 14C 年代は、SK6 土坑出土の 6 が 4010 ± 30yrBP、SK22 フラスコ状土坑

出土の 7 が 3870 ± 30yrBP、8 が 3780 ± 30yrBP、9 が 3840 ± 30yrBP、SK79 フラスコ状土坑出土の

10 が 3770 ± 30yrBP である。

　SK6 の木炭 1 と土器付着炭化物 6 の年代値は、誤差（± 1 σ）の範囲で重ならないが、おおむね近

い値となっている。SK22 の木炭 4 と土器付着炭化物 7 ～ 9 は、誤差（± 1 σ）の範囲で重なる部分を

持ち、おおむね近接した値を示している。

　 暦 年 較 正 年 代（1 σ ） は、1 が 2456 ～ 2308cal BC 頃、2 が 1256 ～ 1128cal BC、3 が 2470 ～

2348cal BC、4 が 2278 ～ 2142cal BC、5 が 2341 ～ 2207cal BC、6 が 2570 ～ 2487cal BC、7 が 2456

～ 2295cal BC、8 が 2278 ～ 2142cal BC、9 が 2342 ～ 2207cal BC、10 が 2273 ～ 2140cal BC の間に各々
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複数の範囲で示され、1、3 ～ 10 は縄文時代後期初頭頃、2 は縄文時代晩期前葉頃に相当する。

　試料の炭素含有率は、土器付着炭化物の 6 が約 17％、7 が約 20％と低く、10 も約 37％と若干低い

値となっており、注意を要する。その他はすべて 50％を超え、化学処理、測定上の問題は認められない。

測定番号 試料名 採取場所（登録番号）
試料
形態

処理
方法

δ 13C (‰ ) (AMS)
δ 13C 補正あり

Libby Age （yrBP） pMC (%)
IAAA-101511 1 SK6 土坑　堆積土 木炭 AAA -23.25 ± 0.53 3,880 ± 30 61.69 ± 0.22 
IAAA-101512 2 SK9 フラスコ状土坑 堆積土 木炭 AAA -24.54 ± 0.52 2,960 ± 30 69.20 ± 0.24 
IAAA-101513 3 SK19 フラスコ状土坑 堆積土 3 層 木炭 AAA -24.79 ± 0.58 3,920 ± 30 61.39 ± 0.22 
IAAA-101514 4 SK22 フラスコ状土坑 堆積土下層 木炭 AAA -23.78 ± 0.43 3,780 ± 30 62.49 ± 0.22 
IAAA-101515 5 SK56 フラスコ状土坑 堆積土 5 層 木炭 AAA -23.82 ± 0.52 3,840 ± 30 62.03 ± 0.22 
IAAA-101516 6 SK6 土坑 堆積土（179） 炭化物 AaA -22.14 ± 0.57 4,010 ± 30 60.69 ± 0.22 
IAAA-101517 7 SK22 フラスコ状土坑 堆積土（312） 炭化物 AaA -25.79 ± 0.44 3,870 ± 30 61.75 ± 0.23 
IAAA-101518 8 SK22 フラスコ状土坑 堆積土（310） 炭化物 AaA -27.40 ± 0.43 3,780 ± 30 62.48 ± 0.22 
IAAA-101519 9 SK22 フラスコ状土坑 堆積土（310） 炭化物 AaA -25.96 ± 0.54 3,840 ± 30 62.03 ± 0.22 
IAAA-101520 10 SK79 フラスコ状土坑 堆積土（118） 炭化物 AaA -25.48 ± 0.48 3,770 ± 30 62.55 ± 0.22 

[#3839]

第２表　試料一覧および 14C 年代

測定番号
δ 13C 補正なし 暦年較正用

(yrBP)
1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

Age　(yrBP) pMC　（％）

IAAA-101511 3,850 ± 30 61.91 ± 0.22 3,880 ± 29

2456calBC - 2418calBC (21.8%)
2408calBC - 2374calBC (20.0%)
2369calBC - 2336calBC (17.8%)
2323calBC - 2308calBC ( 8.5%)

2468calBC - 2286calBC (94.9%)
2247calBC - 2243calBC ( 0.5%)

IAAA-101512 2,950 ± 30 69.27 ± 0.23 2,957 ± 28
1256calBC - 1237calBC (11.6%)
1215calBC - 1128calBC (56.6%)

1288calBC - 1284calBC ( 0.4%)
1269calBC - 1055calBC (95.0%)

IAAA-101513 3,920 ± 30 61.41 ± 0.21 3,919 ± 28
2470calBC - 2431calBC (27.7%)
2425calBC - 2402calBC (16.4%)
2381calBC - 2348calBC (24.1%)

2476calBC - 2332calBC (89.6%)
2326calBC - 2299calBC ( 5.8%)

IAAA-101514 3,760 ± 30 62.64 ± 0.22 3,777 ± 28

2278calBC - 2251calBC (18.4%)
2229calBC - 2221calBC ( 4.8%)
2211calBC - 2191calBC (14.3%)
2181calBC - 2142calBC (30.6%)

2291calBC - 2134calBC (93.5%)
2077calBC - 2062calBC ( 1.9%)

IAAA-101515 3,820 ± 30 62.18 ± 0.21 3,835 ± 28
2341calBC - 2272calBC (37.7%)
2258calBC - 2207calBC (30.5%)

2458calBC - 2418calBC ( 6.4%)
2407calBC - 2376calBC ( 7.5%)
2367calBC - 2356calBC ( 1.2%)
2351calBC - 2200calBC (80.2%)

IAAA-101516 3,970 ± 30 61.04 ± 0.21 4,012 ± 29
2570calBC - 2514calBC (54.1%)
2502calBC - 2487calBC (14.1%)

2617calBC - 2611calBC ( 1.0%)
2581calBC - 2469calBC (94.4%)

IAAA-101517 3,890 ± 30 61.65 ± 0.22 3,872 ± 29
2456calBC - 2419calBC (19.5%)
2407calBC - 2376calBC (17.0%)
2351calBC - 2295calBC (31.7%)

2466calBC - 2281calBC (91.0%)
2250calBC - 2231calBC ( 3.4%)
2219calBC - 2212calBC ( 1.0%)

IAAA-101518 3,820 ± 30 62.18 ± 0.21 3,777 ± 28

2278calBC - 2251calBC (18.4%)
2229calBC - 2221calBC ( 4.8%)
2211calBC - 2191calBC (14.3%)
2181calBC - 2142calBC (30.6%)

2291calBC - 2134calBC (93.5%)
2077calBC - 2062calBC ( 1.9%)

IAAA-101519 3,850 ± 30 61.91 ± 0.21 3,835 ± 29
2342calBC - 2272calBC (37.7%)
2258calBC - 2207calBC (30.5%)

2408calBC - 2375calBC ( 7.9%)
2458calBC - 2418calBC ( 6.8%)
2367calBC - 2200calBC (80.7%)

IAAA-101520 3,780 ± 30 62.49 ± 0.21 3,768 ± 28
2273calBC - 2257calBC ( 9.9%)
2207calBC - 2140calBC (58.3%)

2289calBC - 2131calBC (89.8%)
2085calBC - 2057calBC ( 5.6%)

第３表　14C 年代と暦年較正年代
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第２અ　西浦̗Ҩに͓͚Δثੳ

1�1

ୈ̎અɹ西浦Ｂ遺跡ग़土ೄจ土ثの土ੳ
ॴڀݚੳثձࣾ Ճࣜג　

̍ɽ͡めに

　蔵王町にॴ͢ࡏΔ西浦 # Ҩɺ蔵王ՐࢁΛਫݯͱ͠ɺ͓͓Αͦೆ東ํにྲྀԼ͢ΔদͷதྲྀҬ

ؠփڽؠ৽ੈͷଯੵلࡾにɺओに৽第ޙ成͞Εͨෟஈ্ٰにҐஔ͢Δɻෟஈٰͷഎܗに؛ࠨ

͔Βߏ成͞ΕΔࢁ͕͕ΓɺদΛڬΜͩෟஈٰͷର؛にɺ第ل࢛தߋظ৽ੈにܗ成͞Εͨ੨ຑ

Ր͕ࢁҐஔ͍ͯ͠Δɻ西浦 # Ҩͷ発掘調査Ͱɺೄ文࣌ظޙॳ಄ʙલ༿લࠒͱ͞ΕΔ୦݀ॅډ

ϑϥείঢ়ͳͲͷҨݕ͕ߏ出͞Ε͓ͯΓɺͦΕΒに伴͍ଟͷث出͍ͯ͠Δɻ発掘調査

ॴݟにΑΕɺͦΕΒͷثɺࡏࣜܕΛओମͱ͢ΔͷͷɺҰ෦にࡏࣜܕͱҟͳΔࣜܕͱ͑ߟ

ΒΕΔ３छྨҎ্ͷؚ͕ث·Ε͍ͯΔɻ

　ຊ報告Ͱɺ͜ΕΒͷೄ文ثに͍ͭͯɺͦͷ࣭ࡐ（）ͷಛੑΛ໌Β͔に͠ɺֶࣜܕతͳ۠ผͱ

ͷൺֱݕ౼͔Βɺͦͷੜ࢈ࣄڅڙにؔΘΔࢿྉΛ࡞成͢Δɻಛにɺࡏࣜܕͱ͞Εͨثͱࡏܕ

ࣜͱҟͳΔͱ͞Εͨثͷ྆ऀͷ͔Βਪఆ͞ΕΔ࣭͔Βɺͦͷੜ࢈ͷҬੑΛݕ౼͠ɺൖೖ

ͷՄੑに͍ͭͯ͢ߟΔɻ

̎ɽࢼྉ

ྉɺ西浦ࢼ　 # ҨΑΓ出ͨ͠ম成೪մ 2 ͱೄ文ث 11 Ͱ͋Δɻম成೪մ 2 にɺͦ

ΕͧΕ /P�1・2 ͕͞Εɺೄ文ثに /P�3 ʙ 13 ·Ͱ͕͞Ε͍ͯΔɻ

　ম成೪մ͍ͣΕҨ͔ߏΒ出ͨ͠ͷͰ͋Γɺෆఆܗմঢ়Λఄ͢Δͨ݁͠ݻ೪Ͱ͋Δɻ/P�1

փ৭Λఄ͠ɺද໘に͔ࡉͳ͠ࡏࢄ͕ܺɺཻ࠭ൺֱతଟ͘ೝΊΒΕΔɻ/P�2 ৭Λఄ͠ɺ

ද໘ൺֱతͳΊΒ͔ͳঢ়ଶΛఄ͠ɺཻ࠭ൺֱతগͳ͍ɻೄ文ثยɺਂു͕ 9 ɺᆵͱઙു͕ 1

ͣͭ͋Δɻ͜ΕΒͷうͪɺ7 ࡏࣜܕͱ͞Εɺ4 ඇࡏࣜܕͱ͞Ε͍ͯΔɻ֤ࢼྉͷ൪߸ɺ

Ұཡදにͯ͠第̐දにࣔ͢ɻ໊ߏΑͼొ൪߸ͱ出Ҩ͓ࣜܕछɺ෦Ґɺث

/P� छྨ ෦Ґ ࣜܕ ొ Ҩߏ
ྨ

߭・ؠੴ 成ܘཻ ۵ࡅ
"1 "2 # D N G WG DT ᶗ ᶘ ᶙ

1  ম成೪մ ― ― 544 1279
2  ম成೪մ ― ― 306 4,28
3  ೄ文ޱ ുਂ ثԑ෦ ܕࡏ （ॳ಄ʙલ༿લظޙࣜ） 555 Ҩߏ֎
4  ೄ文ث ਂു ମ෦ ඇࡏࣜܕ（લࣜ） 118 4,79
5  ೄ文ث ਂു ମ෦ ܕࡏ （ॳ಄ʙલ༿લظޙࣜ） 208 4,56
6  ೄ文ث ਂു ମ෦ ܕࡏ （ॳ಄ʙલ༿લظޙࣜ） 242 4,28
7  ೄ文ޱ ുਂ ثԑʙମ෦ ܕࡏ （ॳ಄ʙલ༿લظޙࣜ） 187 4,92
8  ೄ文ث ਂു ମ෦ ܕࡏ （ॳ಄ʙલ༿લظޙࣜ） 309 4,22
9  ೄ文ث ਂു ମ෦ ܕࡏ （ॳ಄ʙલ༿લظޙࣜ） 308 4,22

10  ೄ文ث ᆵ ্෦ ܕࡏ （ॳ಄ʙલ༿લظޙࣜ） 186 4,92
11  ೄ文ث ઙു ԑ෦ޱ  ඇࡏࣜܕ（ेࡾҴࣜ） 310 4,22
12  ೄ文ث ਂു ԑ෦ޱ  ඇࡏࣜܕ（ेࡾҴࣜ） 560 Ҩߏ֎
13  ೄ文ث ਂു ԑ෦ޱ ඇࡏࣜܕ（ߝऔࣜ） 563 Ҩߏ֎

ୈ̐表　ࢼྉҰཡ͓Αͼ土ྨ
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３．分析方法

　本報告では、松田ほか（1999）の方法を用いる。これは、胎土中の砂粒について、中粒シルトから

細礫までを対象とし、各粒度階ごとに砂粒を構成する鉱物片および岩石片の種類構成を調べたものであ

る。この方法では、胎土中における砂の含量や粒径組成により、土器の製作技法の違いも見出すことが

できるために、同一の地質分布範囲内にある近接した遺跡間での土器製作事情の解析も可能である。し

たがって、単に岩片や鉱物片の種類のみを捉えただけでは試料間の胎土の区別ができないことが予想さ

れる、同一の地質分布範囲内で作られた土器の胎土分析には、松田ほか（1999）の方法は適当である。

以下に試料の処理過程を述べる。

　薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断、正確に 0.03mm の厚さに研磨して作製した。観

察は偏光顕微鏡による岩石学的な手法を用い、胎土中に含まれる鉱物片、岩石片および微化石の種類構

成を明らかにした。

　砂粒の計数は、メカニカルステージを用いて 0.5mm 間隔で移動させ、細礫～中粒シルトまでの粒子

をポイント法により 200 個あるいはプレパラート全面で行った。また、同時に孔隙と基質のポイント

も計数した。これらの結果から、各粒度階における鉱物・岩石別出現頻度の 3 次元棒グラフ、砂粒の

粒径組成ヒストグラム、孔隙・砂粒・基質の割合を示す棒グラフを呈示する。

４．結果

　観察結果を第５表、第 192・193 図に示す。鉱物片では、全ての試料で石英と斜長石を主体とし、多

くの試料で少量のカリ長石を含むが、さらに試料によっては斜方輝石や単斜輝石、角閃石、黒雲母など

の有色鉱物を少量または微量伴う組成などが認められる。また、岩石片では、堆積岩類や火砕岩、火山

岩、深成岩、さらには変質岩や珪化岩まで、雑多な種類が混在する組成と、花崗岩類と多結晶石英の 2

者を主体とする組成とが認められる。ここでは、前者の岩石片の組成を A 類とし、後者を B 類とする。

各分類の特徴とそれに分類される試料を以下に述べる。

（１）Ａ類
　鉱物片では石英よりも斜長石の方が多い傾向を示し、カリ長石は含まれないか微量である。斜長石は、

第四紀火山噴出物に由来すると考えられる新鮮なものが多い。他に、斜方輝石や角閃石、黒雲母などが

微量含まれる。岩石片では、頁岩や砂岩の堆積岩類と凝灰岩、流紋岩・デイサイト、安山岩の火砕岩・

火山岩、花崗岩類とした深成岩、および変質岩や珪化岩、さらに火山ガラスまで多くの種類を含むこと

が特徴である。なお、A 類の岩石片組成の中で、特に安山岩が突出して多い組成が認められたことから、

これを A1 類とし、他を A2 類とする。なお、A1 類の火山ガラスの形態は、平板状のいわゆるバブル型

であり、A2 類のそれは、発泡した軽石型を呈するという違いも認められた。

　A1 類に分類された試料は、焼成粘土塊の No.1 と縄文土器片の No.12 の 2 点であり、A2 類に分類さ

れた試料は、No.3、5、9、11 の 4 点の縄文土器片である。焼成粘土塊の No.2 については、計数した砂

粒の量が少なかったために、明瞭な分類はできないが、斜長石が新鮮であることから、A 類（細分は不

能）に分類する。

（２）Ｂ類
　鉱物片では、斜長石よりも石英の方がやや多い傾向を示し、少量のカリ長石を含む。斜長石の中には、

第四紀火山噴出物由来と考えられる新鮮な結晶が微量混在する。他の鉱物片としては、微量の角閃石と

黒雲母が含まれている。岩石片は、多結晶石英と花崗岩類を少量含み、試料によっては、極めて微量の
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頁岩や珪質頁岩、凝灰岩、流紋岩・デイサイトの各岩石片のいずれかを含んでいる。B 類に分類された

試料はいずれも縄文土器片であり、No.4、6 ～ 8、10、13 の 6 点である。

　次に各試料の砂分全体の粒径組成をみると、モードを示す粒径が試料によって異なっている状況が認

められた。ここでは、モードを示す粒径により、以下のような分類をした。

　粗粒砂をモードとする :No.1・3・5・9・12

　中粒砂をモードとする :No.4・10・11

　細粒砂をモードとする :No.6 ～ 8・13

　粗粒シルトをモードとする :No.2

　砕屑物・基質・孔隙の割合では、砕屑物の割合が 20% 前後を示す試料が多いが、15% 前後の試料や

10% 未満の試料も認められる。ここでは順にⅠ類、Ⅱ類、Ⅲ類とすると、今回の試料では以下の通り

に分けられる。

　Ⅰ類 :No.1・4 ～ 10・13

　Ⅱ類 :No.11・12

　Ⅲ類 :No.2・3

　以上述べた各試料の鉱物・岩石組成、粒径組成および砕屑物の量比における各分類結果は、一覧にし

て第４表に併記する。

５．考察

（１）胎土の由来と在地・非在地の可能性
　本分析法で呈示された結果のうち、鉱物片および岩石片の組成は、胎土の材料となった粘土や砂の採

取地の地質学的背景を示唆していると考えられる。土器の材料採取地と土器の成形や焼成を行った場所

は必ずしも同一でないが、ここでは両者が近接した範囲内にあると想定して、その範囲を製作地と呼ぶ

ことにする。今回の分析では、A 類と B 類の 2 種類の鉱物・岩石組成が見出され、さらに A 類は A1 類

と A2 類に細分された。したがって、今回の試料とされた土器の中には、地質学的背景を異にする 2 つ

の製作地が存在し、さらに、一方の製作地は、比較的近距離ながらも 2 つの製作地に分かれる可能性

があると考えることができる。ここで、胎土分類と発掘調査所見による型式分類との対応関係をみると、

在地型式とされた中にも、非在地型式とされた中にも、両者において A1 類、A2 類および B 類が混在

している。しかも焼成粘土塊の鉱物・岩石組成と非在地型式とされた No.12 とは、同一の分類結果を示

した。これらの状況から、3 種類の鉱物・岩石組成は、いずれも「在地（現時点では具体的な範囲は不明

であるが）」における製作地を示唆するものであると考えられる。非在地型式とされた土器は、外観にお

ける型式の要素となる部分を模倣して在地の材料で作られた土器である可能性が高いと考えられる。

　西浦 B 遺跡の位置する松川流域およびその周辺域の地質については、大沢ほか（1986）や日本の地

質「東北地方」編集委員会編（1989）などにより概観することができる。西浦 B 遺跡の位置する段丘は、

松川流域に分布する地質に由来する砕屑物によって構成されている。段丘の背後に分布する松川左岸の

山地は、主に新第三紀鮮新世の砂岩や頁岩などの砕屑岩類と新第三紀中新世の火砕岩（凝灰岩類）から

構成されており、松川右岸には、青麻火山を構成している溶岩および火砕流堆積物が広がっている。な

お、青麻火山の噴出物の岩質は、主に輝石安山岩と輝石デイサイトである（戸谷・伴 ,2001）。松川の

上流域すなわち澄川や濁川は、蔵王火山を水源とする。蔵王火山の噴出物の岩質は主にカンラン石玄武

岩と輝石安山岩である。さらに、蔵王火山の北側の濁川左岸側の山地には中生代白亜紀に貫入した花崗

岩類からなる深成岩体も分布している。西浦 B 遺跡周辺の例えば松川の河川砂などは、上述した様々な
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地質に由来する砕屑物が混在していると考えられるが、その組成は A 類の組成とよく一致する。したがっ

て、A 類の胎土は、西浦 B 遺跡周辺の松川の沖積層に由来する可能性がある。さらに松川の沖積層の場

合、右岸側の青麻火山の裾野に近い場所であれば、安山岩片の多い砂あるいはその砂を含んだ粘土が分

布している可能性が高いと考えられるから、A1 類と A2 類の違いは、松川の右岸側と左岸側程度の製

作地の違いを示している可能性がある。

　B 類については、花崗岩類の分布が地質学的背景として推定できるが、上述したように「在地」に由

来する胎土でもある。松川流域では、上流の濁川左岸側の山地に花崗岩類の分布があるが、例えば濁川

の砂では、右岸側の蔵王火山噴出物に由来する火山岩類も多量に混在すると考えられるから、B 類のよ

うな組成にはならない。したがって、B 類の由来する地域は、「在地」ではあるが、松川流域ではない

可能性が高い。上述した地質記載により松川流域から周辺域をみると、花崗岩類の分布する山地は、松

川が白石川と合流し、その合流点から 3km ほど下った JR 東北本線北白川駅付近の白石川両岸に分布す

る山地に認めることができる。B 類の由来する地域が A 類の地域から至近にあるとすれば、B 類の胎土

はこの付近の山地縁辺の堆積物に由来する可能性があると考えられる。西浦 B 遺跡から北白川駅まで

は直線距離にして約 8km 離れているが、地形条件としては松川から白石川沿いに、人の移動は比較的

容易に可能である。

　現時点では、上述した A1 類、A2 類および B 類の推定地域は、いずれも地質図上からの推定であり、

より確かな地域の特定には、該当する周辺域の堆積物の検証や、それぞれの地域における遺跡から出土

した同時期の土器のさらなる分析例の蓄積が必要である。これらの検証を経ることにより、西浦 B 遺

跡周辺における縄文時代後期の土器の動向を把握することが期待される。

（２）胎土と器種との対応関係
　縄文土器片 11 点のうち、9 点は深鉢であるが、これら 9 点の胎土には、鉱物・岩石組成も粒径組成

も砕屑物の割合も全種類が含まれている。したがって、今回の試料からは深鉢に対応する胎土の特性は

把握できない。

　深鉢ではない試料のうち、壺形の No.10 は、B 類で中粒砂にモードがあるが、B 類の深鉢 5 点のうち

4 点は細粒砂にモードのあることに比べると、深鉢に比べて壺形の胎土中の砂は若干粗粒傾向にあるの

かもしれない。また、浅鉢の No.11 は、A2 類で中粒砂にモードがあるが、深鉢の A2 類の試料 3 点は、

いずれも粗粒砂にモードがある。これだけを見れば、壺形は深鉢に比べて、胎土中の砂の粒径が若干細

粒傾向にあるとみることができる。

　器種と胎土との関係についても、今後、より多くの分析事例を蓄積して、各器種の胎土の傾向を把握

することが必要であると考える。
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図1(1).　各粒度階における鉱物・岩石出現頻度（%）および全体の粒径組成

細
礫極

粗
粒
砂

粗
粒
砂中

粒
砂細

粒
砂極

細
粒
砂

粗
粒
シル

ト

中
粒
シル

ト

石英

斜長
石

角閃
石

頁岩

流紋
岩
・デ

イサ
イト

多結
晶石

英

変質
岩

火山
ガラス

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

試料No.１
焼成粘土塊

細
礫極

粗
粒
砂

粗
粒
砂

中
粒
砂細

粒
砂極

細
粒
砂

粗
粒
シル

ト

中
粒
シル

ト

石英

斜長
石

角閃
石

頁岩

流紋
岩
・デ

イサ
イト

多結
晶石

英

変質
岩

火山
ガラス

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

試料No.２
焼成粘土塊

細
礫極

粗
粒
砂

粗
粒
砂

中
粒
砂細

粒
砂極

細
粒
砂

粗
粒
シル

ト

中
粒
シル

ト

石英

斜長
石

角閃
石

頁岩

流紋
岩
・デ

イサ
イト

多結
晶石

英

変質
岩

火山
ガラス

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

試料No.䋴
深鉢　在地

細
礫極

粗
粒
砂

粗
粒
砂中

粒
砂細

粒
砂極

細
粒
砂

粗
粒
シル

ト

中
粒
シル

ト

石英

斜長
石

角閃
石

頁岩

流紋
岩
・デ

イサ
イト

多結
晶石

英

変質
岩

火山
ガラス

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

試料No.䋵
深鉢　在地

細
礫極

粗
粒
砂

粗
粒
砂中

粒
砂細

粒
砂極

細
粒
砂

粗
粒
シル

ト

中
粒
シル

ト

石英

斜長
石

角閃
石

頁岩

流紋
岩
・デ

イサ
イト

多結
晶石

英

変質
岩

火山
ガラス

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

試料No.３
深鉢　在地

試料No.１　焼成粘土塊

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

(%)

試料No.２　焼成粘土塊

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

(%)

試料No.３　深鉢　在地

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

(%)

試料No.䋴　深鉢　在地

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

(%)

試料No.䋵　深鉢　在地

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

(%)

細
礫

極
粗
粒
砂

粗
粒
砂

中
粒
砂

細
粒
砂

極
細
粒
砂

粗
粒
シ
ル
ト

中
粒
シ
ル
ト

細
礫

極
粗
粒
砂

粗
粒
砂

中
粒
砂

細
粒
砂

極
細
粒
砂

粗
粒
シ
ル
ト

中
粒
シ
ル
ト

細
礫

極
粗
粒
砂

粗
粒
砂

中
粒
砂

細
粒
砂

極
細
粒
砂

粗
粒
シ
ル
ト

中
粒
シ
ル
ト

細
礫

極
粗
粒
砂

粗
粒
砂

中
粒
砂

細
粒
砂

極
細
粒
砂

粗
粒
シ
ル
ト

中
粒
シ
ル
ト

細
礫

極
粗
粒
砂

粗
粒
砂

中
粒
砂

細
粒
砂

極
細
粒
砂

粗
粒
シ
ル
ト

中
粒
シ
ル
ト

ୈ 192 ਤ（1）　ཻ֤ஈ֊ʹ͓͚る߭・ؠ石出ݱස（ˋ）͓Αͼશମのཻܘ

ੴӳ

ΧϦ
ੴ
ࣼ
ੴ

ࣼํ
ًੴ
֯ર
ੴ
Ӣࠇ

ทؠ
փڽ
ؠ

ྲྀ
ɾؠ
σΠ
αΠ
τ
ࢁ҆
ؠ

Ֆቋ
ྨؠ
ม࣭
ؠ

ଟ݁
থੴ
ӳ

化ܔ
ؠ

Րࢁ
Ψϥ
ε
২物
ย

ੴӳ

ΧϦ
ੴ
ࣼ
ੴ

ࣼํ
ًੴ
֯ર
ੴ
Ӣࠇ

ทؠ
փڽ
ؠ

ྲྀ
ɾؠ
σΠ
αΠ
τ
ࢁ҆
ؠ

Ֆቋ
ྨؠ
ม࣭
ؠ

ଟ݁
থੴ
ӳ

化ܔ
ؠ

Րࢁ
Ψϥ
ε
২物
ย

ੴӳ

ΧϦ
ੴ
ࣼ
ੴ

ࣼํ
ًੴ
֯ર
ੴ
Ӣࠇ

ทؠ
փڽ
ؠ

ྲྀ
ɾؠ
σΠ
αΠ
τ
ࢁ҆
ؠ

Ֆቋ
ྨؠ
ม࣭
ؠ

ଟ݁
থੴ
ӳ

化ܔ
ؠ

Րࢁ
Ψϥ
ε
২物
ย

ੴӳ

ΧϦ
ੴ
ࣼ
ੴ

ࣼํ
ًੴ
֯ર
ੴ
Ӣࠇ

ทؠ
փڽ
ؠ

ྲྀ
ɾؠ
σΠ
αΠ
τ
ࢁ҆
ؠ

Ֆቋ
ྨؠ
ม࣭
ؠ

ଟ݁
থੴ
ӳ

化ܔ
ؠ

Րࢁ
Ψϥ
ε
২物
ย

ੴӳ

ΧϦ
ੴ
ࣼ
ੴ

ࣼํ
ًੴ
֯ર
ੴ
Ӣࠇ

ทؠ
փڽ
ؠ

ྲྀ
ɾؠ
σΠ
αΠ
τ
ࢁ҆
ؠ

Ֆቋ
ྨؠ
ม࣭
ؠ

ଟ݁
থੴ
ӳ

化ܔ
ؠ

Րࢁ
Ψϥ
ε
২物
ย

ඇࡏ
ඇࡏ



第̑ষ　ࣗવՊֶతੳ

1��
図1(2).　各粒度階における鉱物・岩石出現頻度（%）および全体の粒径組成
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図1(3).　各粒度階における鉱物・岩石出現頻度（%）および全体の粒径組成

図2.　砕屑物・基質・孔隙の割合
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図1(3).　各粒度階における鉱物・岩石出現頻度（%）および全体の粒径組成

図2.　砕屑物・基質・孔隙の割合
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№
砂
粒
区
分

砂　粒　の　種　類　構　成

合
計

鉱　物　片 岩　石　片 その他

 

石
英

 

ト
リ
デ
ィ
マ
イ
ト 

 

カ
リ
長
石

 

斜
長
石

 

カ
ン
ラ
ン
石

 

斜
方
輝
石

 

単
斜
輝
石

 

角
閃
石

 

酸
化
角
閃
石

 

緑
簾
石

 

黒
雲
母

 

ジ
ル
コ
ン

 

不
透
明
鉱
物

 

頁
岩

 

珪
質
頁
岩

 

砂
岩

 

凝
灰
岩

 

流
紋
岩
・
デ
イ
サ
イ
ト

 

安
山
岩

 

多
結
晶
石
英

 

花
崗
岩
類

 

脈
石
英

 

変
質
岩

 

珪
化
岩

 

火
山
ガ
ラ
ス

 

植
物
片

 

酸
化
鉄
結
核

 

粘
土
塊

 
植
物
珪
酸
体

1
砂

細礫 0
極粗粒砂 1 1 1 3 1 7
粗粒砂 8 11 1 2 1 1 1 1 19 1 8 2 2 58
中粒砂 8 9 10 2 2 1 1 3 12 1 2 1 1 1 54
細粒砂 7 10 2 1 1 1 1 1 1 25

極細粒砂 1 1 2
粗粒シルト 5 1 6
中粒シルト 0
基質 682
孔隙 27

2
砂

細礫 0
極粗粒砂 1 1
粗粒砂 2 1 3
中粒砂 1 1 2
細粒砂 1 1 2 4

極細粒砂 1 1 2
粗粒シルト 4 5 3 12
中粒シルト 2 1 3
基質 867
孔隙 36

3
砂

細礫 0
極粗粒砂 1 1 1 3
粗粒砂 4 7 1 1 2 1 3 4 23
中粒砂 1 10 1 2 2 1 1 1 19
細粒砂 3 1 2 1 1 1 9

極細粒砂 3 1 1 4 2 11
粗粒シルト 3 5 1 1 3 13
中粒シルト 3 3
基質 830
孔隙 34

4
砂

細礫 1 1 2
極粗粒砂 2 1 3 1 7
粗粒砂 8 1 4 1 1 2 6 23
中粒砂 17 4 12 1 4 2 40
細粒砂 20 2 16 1 1 40

極細粒砂 16 5 16 1 38
粗粒シルト 7 1 2 1 11
中粒シルト 3 3
基質 520
孔隙 15

5
砂

細礫 1 1 2
極粗粒砂 9 4 1 14
粗粒砂 30 22 1 1 1 1 56
中粒砂 16 1 22 1 1 1 1 1 1 2 47
細粒砂 20 1 22 2 1 1 1 48

極細粒砂 9 9 1 2 1 22
粗粒シルト 3 6 2 11
中粒シルト 0
基質 812
孔隙 20

6
砂

細礫 0
極粗粒砂 2 1 1 2 6
粗粒砂 12 6 3 1 2 4 2 1 1 1 33
中粒砂 18 2 9 1 3 33
細粒砂 23 5 14 1 1 2 1 47

極細粒砂 13 1 13 3 1 31
粗粒シルト 6 1 6 1 14
中粒シルト 3 3
基質 680
孔隙 11

7

砂

細礫 0

極粗粒砂 3 1 3 1 8
粗粒砂 18 8 4 1 3 7 41
中粒砂 16 7 12 2 2 2 41
細粒砂 20 4 29 1 54

極細粒砂 18 3 21 1 43
粗粒シルト 6 1 5 1 13
中粒シルト 0
基質 731

孔隙 29

第５表（1）　薄片観察結果
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№
砂
粒
区
分

砂　粒　の　種　類　構　成

合
計

鉱　物　片 岩　石　片 その他

 

石
英

 

ト
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デ
ィ
マ
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ト 

 

カ
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長
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ン
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流
紋
岩
・
デ
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安
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多
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花
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岩
類
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石
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変
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珪
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火
山
ガ
ラ
ス

 

植
物
片

 
酸
化
鉄
結
核

 
粘
土
塊

 

植
物
珪
酸
体

8
砂

細礫 1 1
極粗粒砂 4 1 1 3 9
粗粒砂 9 5 5 4 8 1 1 1 34
中粒砂 22 6 9 1 1 3 3 1 1 2 49
細粒砂 25 6 16 2 3 52

極細粒砂 18 2 15 1 1 1 38
粗粒シルト 8 5 3 16
中粒シルト 1 1
基質 583
孔隙 10

9
砂

細礫 0
極粗粒砂 6 1 1 2 5 1 16
粗粒砂 14 2 10 2 1 1 7 6 2 3 2 2 1 53
中粒砂 5 3 11 1 1 1 2 5 3 2 1 1 2 38
細粒砂 9 2 12 1 1 4 1 1 31

極細粒砂 4 1 9 2 16
粗粒シルト 4 1 1 8 6 20
中粒シルト 3 3
基質 727
孔隙 29

10
砂

細礫 0
極粗粒砂 3 1 1 5 1 11
粗粒砂 10 5 5 1 5 5 2 1 1 35
中粒砂 27 5 16 6 3 4 1 62
細粒砂 24 8 12 1 5 1 1 52

極細粒砂 12 1 17 1 31
粗粒シルト 3 4 7
中粒シルト 1 1 2
基質 656
孔隙 29

11
砂

細礫 0
極粗粒砂 0
粗粒砂 2 3 5 1 1 2 1 3 18
中粒砂 8 2 17 1 4 1 1 7 2 4 3 1 51
細粒砂 6 1 2 2 1 1 1 2 1 17

極細粒砂 1 1
粗粒シルト 1 1 2
中粒シルト 0
基質 453
孔隙 22

12
砂

細礫 0
極粗粒砂 1 1 2 1 1 6
粗粒砂 10 4 8 1 1 10 1 7 1 2 45
中粒砂 2 5 2 4 2 15
細粒砂 1 1 1 1 1 5

極細粒砂 1 2 1 4
粗粒シルト 2 2
中粒シルト 0
基質 416
孔隙 42

13
砂

細礫 1 1 2
極粗粒砂 1 1 1 2 1 6
粗粒砂 14 2 3 1 4 2 2 28
中粒砂 20 6 14 2 3 45
細粒砂 19 6 28 1 1 2 3 4 64

極細粒砂 15 1 3 20 1 40
粗粒シルト 7 1 6 14
中粒シルト 1 1
基質 655
孔隙 38

第５表（2）　薄片観察結果
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難である。そのため、遺物に直接 X 線を照射する定性（半定量）分析が行われている。このような直

接照射によって発生する蛍光 X 線の強度そのものは、試料の状態や装置の経年変化によって変動する

可能性が高いが、特定元素の強度同士の比を採った場合はその影響は小さいと考えられている。今回は

測定強度比をパラメータとして原産地推定を行った。

３．試料の前処理 

　比較用の産出地採取原石については、必要に応じて新鮮な破断面または研磨面を作製し、超音波洗浄

器によるクリーニングを行った。遺跡出土石器は、多くの場合新鮮で平滑な剥離面があるため、試料表

面をメラミンスポンジとアルコールで洗浄してから測定を行った。特に汚れがひどい遺物のみ超音波洗

浄器を用いた。

４．装置・測定条件

　蛍光 X 線の測定にはエネルギー分散型蛍光 X 線分析装置 JSX-3100s（日本電子株式会社）を用いた。

X 線管球は、ターゲットが Rh（ロジウム）のエンドウインドウ型を使用した。管電圧は 30kV、電流は

抵抗が一定となるよう自動設定とした。X 線検出器は Si（ケイ素）/Li（リチウム）半導体検出器を使

用した。試料室内の状態は真空雰囲気下とし、X 線照射面径は 15mm とした。測定時間は、240sec で

ある。測定元素は、主成分元素はケイ素（Si）、 チタン（Ti）、アルミニウム（Al）、鉄（Fe）、マンガン（Mn）、 

マグネシウム（Mg）、カルシウム（Ca）、ナトリウム（Na）、カリウム（K）の計 9 元素、微量元素はル

ビジウム（Rb）、ストロンチウム（Sr）、イットリウム（Y）、ジルコニウム（Zr）の計 4 元素の合計 13

元素とした。また、X 線データ解析ソフトには、明治大学文化財研究施設製；JsxExt を使用した。

５．原産地推定の方法

　黒曜石はケイ酸、アルミナ等を主成分とするガラス質火山岩であるが、その構成成分は産出地による

差異が認められる。とりわけ微量元素の Rb、Sr、Y、Zr では産出地ごとの組成差がより顕著となってい

る。望月は、この産地間の組成差から黒曜石の産地推定が可能であると考え、上記の 4 元素に K、Fe、

Mn の 3 元素を加えた計 7 元素の強度比を組み合わせることで産地分析を行っている（望月ほか 1994、

望月 1997）。これら 7 元素による原産地分析の有効性は、ガラスビードを用いた定量分析によっても

裏付けられている（嶋野ほか 2004）。ここでも、上記した望月の判別方法に準拠する形をとることとし、

原産地推定のパラメータに Rb 分率｛Rb 強度× 100/（A ＝ Rb 強度＋ Sr 強度＋ Y 強度＋ Zr 強度）｝、Sr

分率（Sr 強度× 100/A）、Mn 強度× 100/Fe 強度、log（Fe 強度 /K 強度）を用いて判別図を作製し、判

別分析は Zr 分率（Zr 強度× 100/A）を加えて行った。

６．黒曜石原産地の判別

６－１．判別図
　判別図は、視覚的に分類基準が捉えられる点、および判定基準が分かりやすいというメリットがある。

また、測定結果の提示に際し、読者に理解しやすいという点も有効であろう。まず、各産出地採取試料（基

準試料）の測定データを基に 2 種類の散布図（Rb 分率 vs Mn × 100/Fe、Sr 分率 vs log（Fe/K））を作製し、
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各原産地を推定するための判別域を決定した。次に遺物の測定結果を重ね合わせて大まかな判別を行っ

た。基準試料の測定強度比の平均値を第６表に示す。

６－２．判別分析
　判別図や測定値の比較による原産地の推定は、測定者ごとの恣意的な判断を完全に排除することは難

しい。そこで、多変量解析の一つである判別分析を行った。判別分析では、上記のパラメータを基にマ

ハラノビス距離を割り出し、各原産地に帰属する確率を求めた。距離と確率とは反比例の関係にあり、

資料と各原産地の重点間の距離が最も短い原産地（群）が第一の候補となる。なお、分析用ソフトには

原産地 Rb 分率 Sr 分率 Zr 分率 Mn × 100/Fe Fe/K

名寄系 A
平均値 : 29.8332 24.0450 34.2942 2.2027 1.9505 
標準偏差 : 0.6177 0.5356 0.6872 0.0487 0.0290 

名寄系 B
平均値 : 35.3175 12.4363 32.9297 1.5020 1.5687 
標準偏差 : 0.5201 0.5459 0.4468 0.0599 0.0374 

赤石山系
平均値 : 46.1064 10.0669 24.1947 3.6799 1.2809 
標準偏差 : 0.8980 0.7575 1.0007 0.1517 0.0569 

十勝石沢系
平均値 : 53.3228 4.0426 19.9294 4.5306 1.2274 
標準偏差 : 1.0475 0.7975 1.1094 0.1110 0.0305 

社名淵系
平均値 : 30.0002 13.2198 39.5429 3.2022 1.8748 
標準偏差 : 0.5243 0.5775 0.6192 0.0592 0.0389 

生田原系
平均値 : 30.3818 9.7155 45.5441 1.6229 1.7969 
標準偏差 : 0.6671 0.5115 0.8254 0.0473 0.0394 

置戸山系
平均値 : 26.0770 21.6069 40.1146 3.0153 2.1485 
標準偏差 : 0.6325 0.4841 0.8222 0.0608 0.0663 

所山系
平均値 : 35.8981 18.3673 30.9634 3.2615 1.3757 
標準偏差 : 0.6374 0.5073 0.6809 0.0809 0.0392 

ケショマップ系
平均値 : 27.3917 27.7661 32.5990 2.7875 2.4674 
標準偏差 : 0.6934 1.0164 0.7488 0.1399 0.0306 

旭川 A・滝川系 A
平均値 : 31.0568 27.3119 28.9108 3.0865 2.0811 
標準偏差 : 0.5544 0.5626 0.6414 0.0611 0.0703 

旭川系 B
平均値 : 25.4016 31.9111 32.1185 2.9203 3.0803 
標準偏差 : 0.6741 0.8834 1.3632 0.0501 0.0580 

上士幌・美蔓系 A
平均値 : 40.0800 15.0582 26.3367 3.8147 1.3066 
標準偏差 : 0.8822 0.7670 0.9569 0.0862 0.0392 

美蔓系 B
平均値 : 31.6863 24.9799 29.8919 2.4020 2.1598 
標準偏差 : 0.9950 0.5907 0.9268 0.0546 0.1406 

赤井川系
平均値 : 38.7798 16.1257 28.2118 4.8933 1.2322 
標準偏差 : 0.8048 0.7357 0.9436 0.0754 0.0248 

豊浦系
平均値 : 23.9305 27.1562 36.4499 4.3797 1.7401 
標準偏差 : 0.7532 0.7554 0.6161 0.1211 0.0415 

小泊系
平均値 : 46.4658 12.0293 26.5073 3.5296 0.9651 
標準偏差 : 0.7599 0.5166 0.9849 0.1014 0.0191 

西青森系
平均値 : 40.3146 17.3977 25.5706 3.7344 1.4330 
標準偏差 : 0.5080 0.5827 0.8576 0.0725 0.0264 

岩木山系
平均値 : 27.7673 30.4254 25.7264 12.9973 1.2363 
標準偏差 : 0.9601 1.1595 1.0518 0.2586 0.0430 

深浦系
平均値 : 15.1647 0.7125 73.2569 2.2049 2.6968 
標準偏差 : 0.4189 0.3923 0.6112 0.0754 0.0610 

男鹿系
平均値 : 40.3372 22.7937 22.0288 16.5106 0.8208 
標準偏差 : 0.6572 0.5493 0.6364 0.1148 0.0071 

北上系 A
平均値 : 19.3547 24.0818 41.9012 3.7985 2.8222 
標準偏差 : 0.7931 0.9511 0.8548 0.1398 0.1166 

月山系
平均値 : 31.0560 28.7694 26.0881 11.9601 1.0478 
標準偏差 : 1.4263 1.5951 1.4881 0.3412 0.0416 

湯の倉系
平均値 : 9.2363 35.7329 46.1112 2.6698 8.4943 
標準偏差 : 0.8667 0.7128 0.5739 0.0338 0.1755 

色麻系
平均値 : 6.5862 32.4398 48.7309 5.3994 8.1681 
標準偏差 : 0.5668 0.8226 0.7233 0.0675 0.1822 

土蔵系
平均値 : 7.1023 40.0162 40.9130 2.4707 17.9128 
標準偏差 : 0.6311 0.6191 0.8704 0.0313 0.4082 

馬場町北系
平均値 : 6.7739 38.0019 42.5593 2.8996 13.1923 
標準偏差 : 0.6103 0.8065 1.2039 0.0651 0.4966 

第６表　北海道・東北地方における黒曜石の測定値（強度比）
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施設ʀ.%31�02ڀݚ大ֶ文化財࣏໌ Λ༻ͨ͠ɻ·ͨɺผ݁Ռͷࢿߟࢀྉͱͯ͠ɺ֤原࢈（ॏ）

ؒͷϚϋϥϊϏεڑΛఏࣔͨ͠（第̓ද）ɻ

̓ɽ༵ࠇੴ࢈ݪの໊শͱཧతなҐஔͮけ

　北ւಓ・東北ํͷ༵ࠇੴ原࢈（第 197 ਤ）ͷબఆに͋ͨͬͯɺ日ຊͷ༵ࠇੴ࢈出σʔλϕʔ

ε（ਿ原・খྛ 2004ɺ2006）Λ༻͠ɺ͜ͷத͔Βɺطଘͷ文ࢿ・ݙྉΛߟࢀにͯ͠ݱ調査Λ行͍ɺ

ੴثੴࡐにར༻ՄͱࢥΘΕΔ༵ࠇੴͷ࢈出Λબͨ͠（ۚ成΄͔ 2007ɺ2010）ɻ

ੴ۠ؠମɺౡቦɺ河ྲྀҬɺࢁ出ΛՐ࢈（PCTJEJBO TPVSDF）ͷผに͋ͨͬͯɺ֤࢈ੴ原༵ࠇ　

ͷܗ・࣭త݅にΑͬͯΈΛ行͍ɺ͜ΕΛʮ۠ʀBSFBʯͱ໊͚ͮɺࡏݱɺ༵ࠇੴΛ࢈出͢

Δ（࿐಄・ࢄͳͲ）Λʮ原ੴ࢈出（୯に࢈出ͱΑͿ）ʀEJTUSJDUʯͱͨ͠ɻࠓճͷ原࢈ਪ

ఆに༻ͨ͠ʮܥʀTFSJFTʯɺʮ۠ʯͷʮ࢈出ʯͷうͪɺޫܬ 9 ઢੳͷ݁Ռにܗ・࣭報

Λߟࢀにͯ͠ผ͞Εͨཧతにྡ͢Δʮ࢈出ʯ܈Ͱ͋Δɻ·ͨɺͦΕͧΕͷʮܥʯͷ༵ࠇੴ࢈

出に͍ͭͯɺՐಓ؏ೖؠͷҐஔɺ出ͷ࢈ঢ়ঢ়ଶɺ༵ࠇੴͷؠੴֶతಛ（ؚ༗͢Δൗ

থ߭ɺٿᰒͷ༗ແɺ৭調ɺಁ໌ͳͲ）に͍ͭͯݕ౼Λ行͍ɺ͜ͷ原࢈設ఆ͕Րࢁֶ࣭తに༗

ҙٛͰ͋Δ͜ͱΛ֬ೝ͍ͯ͠Δɻͨͩ͠ɺಉҰͷʮܥʯͷ࢈出ͰɺෳͷผҬ͕ଘ͢ࡏΔ߹

ɺҟͳΔʮܥʯಉ࢜Ͱผ͕ࠔͳྫଘ͢ࡏΔɻಉҰʮܥʯͷҬに͓͍ͯؠੴֶతに༗ҙにݩ

ૉൺ͕ҟͳΔ原ੴ͕ࠞ࢈ͯ͠ࡏ出͢Δ߹ɺʮ"ɺ#ɺ$ʜʯͷ༷に۠͢Δɻ༵ࠇੴ࢈出にɺ

出ݯに͍ۙҰ࢈࣍出ͷ΄͔ɺ河ւྲྀにΑͬͯԕํにӡΕͨೋ࢈࣍出͕͋Γɺ͜͜ͰͷผҬ

ɺඞֶͣ͠ݹߟత原࢈（ੴ࣌ثに͓͚Δ࠾औ）Λࣔ͢ͷͰͳ͍͜ͱݴう·Ͱͳ͍ɻ

区（BSFB） （TFSJFT）ܥ 出（EJTUSJDU）࢈ 出ྔ࢈

̰）ւಓํ

区د໊ ܥد໊ ஐܙจɼɼேɼԼڮ ˚

നୌ区
石ܥࢁ 石ࢁɼീ߸ɼٿᰒのɼຈ加ɼྲྀɼຈ加๘の

ɼຈ加༙ผɼ༙ผ ˕

ेউ石ܥ ेউ石の࿐಄ɼेউ石ɼന土のɼあ͍͡͞のୌɼ̞̠࿐
಄ɼຈ加๘のɼຈ加༙ผ（॓の）ɼ༙ผ ˕

໊ࣾ区 ໊ࣾܥ αφϒνɼ༙ผ ˚
ੜాݪ区 ੜాܥݪ ਔాɼഎ୩ࢁڇೆ౦ ˓

ஔށ区
ஔܥࢁށ ஔࢁށɼࢠ܇ɼุのɼৗ࿊ ˓
ॴܥࢁ ॴࢁɼΦϯωΞϯζɼุのɼৗ࿊ ˓

έγϣϚοϓ区 έγϣϚοϓܥ έγϣϚοϓɼࣣϊ（ར） ˚
Ѵ区 Ѵܥ （Ӎค）ɼۙจɼ࠭ߴ ʵ
ୌ区 ୌܥ ڇ෦Եɼடผɼେɼඒ༿ߐ ʵ

ेউ区
ܥຈ্࢜ ेҰのɼλγϡϕπɼժొɼѴϲٰɼ居ลɼԻߋ ˓
ඒຮܥ ेউɼ࿅ɼࠤຈ ˚

Ҫ区 Ҫܥ 土 ˓
๛Ӝ区 ๛Ӝܥ ๛ઘ ˚

̱）౦ํ

খധ区 খധܥ খധ中ֶߍɼંࠊ ʵ
੨区 ੨ܥ ୋࢁɼఱాɼ৽ ʵ
区ࢁؠ ܥࢁؠ 出དྷౡɼ໐（ݐ石ொ）ɼ中ଜɼϲࡔ ˚
ਂӜ区 ਂӜܥ ֯ɼԬ࡚ ˚
உࣛ区 உࣛܥ ۚϲ࡚ɼຊ ˓
্区 ্ܥ 石（খ）ɼં居ɼՖઘ ʵ
区ࢁ݄ ܥࢁ݄ ా・େӽɼࢁɼ্৽ా（খࢁ） ˓
౬の区 ౬のܥ ౬の ʵ
৭ຑ区 ৭ຑܥ ౦ݪ ˚

ळอ区
土ଂܥ 土ଂɼਫ্ೆ ʵ
അொܥ അொ ˓

গۃ出ྔ：˕ଟɼ˓有ɼ˚গɼʵ࢈

ୈ̔表　ւಓ・౦ํʹ͓͚る༵ࠇ石࢈ݪの区
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ୈ 197 ਤ　石器࣌ʹ͓͚るւಓ・౦ํの༵ࠇ石࢈ݪ

̰ʣւಓํ

　ʮ໊
ㆪ

د
㇈㇍

۠ʯɿ໊دຍपลͷஐ
ㆡ

ܙ
ㆆ

文
ㆶ㇓

ٰྕ
ㆡ㇅ㆄ


㇌ㆣ


ㆷ

ٰྕͰɺٰྕΛߏ成͢Δ第لࡾத৽ੈͷ成ଯ

ੵ（西ɿ北ւಓཱԼݯࢿ調査ॴ 1994）த͔Βચ͍出͞Ε༵ͨࠇੴ͕ɺ河চͱͯ͠࢈出͢Δ（٢
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谷ほか 1999a；向井ほか 2000）。黒曜石円礫の表面は不透明で灰黒色をなし、特徴的な爪痕状の溝や虫

食い状の窪みが認められる。黒曜石の産出量が多いのは、忠烈布丘陵を刻む忠烈布川上流や朝日川の河

床であり、智恵文丘陵における黒曜石の産出は少ない。

　「白滝地区」：白滝地区は、日本における最大級の黒曜石産出地である（木村 1995；北海道埋蔵文化

財センター 1998；向井ほか 2000；杉原 2003）。この地域については、古くからカルデラの存在が指

摘されており（国府谷ほか 1964）、黒曜石はカルデラ内に形成された溶岩ドームから噴出したものと考

えられる。このうち赤石山（標高 1,147m）では、ビュートまたはメサ状の地形の山頂部に厚さ約 50m

の黒曜石溶岩が認められる。ここから産出するのは数 cm ～数 mm 大の球顆を含む黒色黒曜石、球顆を

まったく含まない漆黒色の黒曜石、真紅の流れ模様をもつ黒曜石、赤褐色部分がブロック状に入る黒曜

石など岩相は多様である（鈴木 2007；直江 2009 の赤石山系）。八号沢の露頭では、赤石山の黒曜石溶

岩の基底部付近が露出している。

　また、赤石山南方約 3km でメサ状の地形として残る標高 872m の山頂部にも厚さ 5m 前後の黒曜石

質溶岩が認められ、この山体を刻む十勝石沢露頭や白土の沢からは多量の黒曜石岩塊が周辺の河谷に

供給されている。十勝石沢川（通称でんぷん沢）沿いで見られる黒曜石礫は、すべてこの山頂部から

の転石である。ここから産出する黒曜石は梨肌状とよばれるザラザラした割れ面に特徴がある（鈴木

2007；直江 2009 の梨肌系）。梨肌状の黒曜石は、このほか赤石山南西側の流紋沢川付近の林道でも転

石として認められるが、供給源は不明である。

　さらに、あじさいの滝、IK 露頭の黒曜石原産地は、赤石山東麓の標高 800 ～ 850m 付近に位置しており、

肉眼観察結果では赤石山山頂の漆黒色の黒曜石と酷似するが、後述の通り蛍光 X 線分析では十勝石沢

露頭や白土の沢の黒曜石と同じ化学組成を示す（鈴木 2007；直江 2009 のあじさい滝系）。

幌加沢、幌加蜂の巣沢（あじさいの滝下流）、幌加湧別川では、上記の黒曜石が河床礫として混在して

産出する。これらのほかに、幌加湧別川支流の野宿の沢やカルデラ内で黒曜石溶岩の下位に広く分布す

る第三紀鮮新世の火砕流堆積物（国府谷ほか 1964 の幌加湧別溶結凝灰岩の一部）からも黒曜石を産出

するが、詳しい調査は行われていない。白滝地区の黒曜石は湧別川沿いの河岸段丘や現河床にも多く認

められ、約 60km 離れた湧別川河口のオホーツク海の海底からも発見されている（赤松ほか 1996）。

　「社
さ

名
な

淵
ぶち

地区」：遠軽市街地北方で湧別川に合流するサナブチ川では、社名淵付近において、河床から

黒曜石の小円礫が採取できる（向井・和田 2003；向井 2003）。これらの黒曜石はサナブチ川上流域の

社名淵層（八幡ほか 1988）の礫岩層中に含まれていたものが、洗い出されたと考えられる。また、サ

ナブチ川と上モベツ川の分水界領域には第三紀中新世の藻別層（八幡ほか 1988）と呼ばれる流紋岩溶

岩が広く分布し、ここから黒曜石や真珠岩（パーライト）が産出する。上モベツ川沿いには黒曜石岩脈

の露頭があり、ここから崖錐堆積物として供給された黒曜石が上モベツ川沿いに河床礫として分布する

（旭川市博物館 2003）。ただし、この露頭や河床で採取されるのは脆く崩れ易い松脂岩（ピッチストー

ン）である。これらの地域には、ほかにも多数の貫入岩があり、黒曜石の産出も知られているが詳細は

不明である。また、湧別川沿いでも社名淵付近の丘陵地から供給されたと考えられる黒曜石が認められ

る。なお、黒曜石の割れ面はプラスチックのような樹脂状光沢があり独特である。

　「生
いく

田
た

原
はら

地区」：生田原では背
せ

谷
たに

牛
うし

山
やま

（標高 624 ｍ）の南東麓及び、周辺を流れる仁
にい

田
たっ

布
ぷ

川沿いで黒

曜石が採取できる（向井ほか 2004）。この地域では背谷牛山溶岩（安山岩）の下位に中新世の流紋岩（生

田原層：山田ほか 1963；野地ほか 1967）が分布しており、この中から産出すると考えられる。

「置戸地区」：置戸町の置戸山（標高 550m）と所山（標高 580m）の 2 ヶ所では、第三紀鮮新世におけ

る流紋岩質溶岩の噴出に伴い黒曜石を産出する（鈴木 1964；沢村・秦 1965；向井ほか 2002；旭川市

博物館 2003）。これらの山塊はいずれも独立した溶岩ドームないし溶岩流の地形（またはその名残）と
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考えられるが、地表面は崖錐堆積物やロームに覆われていて、露頭における岩体の確認はできていない。

置戸山の黒曜石は南西麓の林道沿いの崖錐堆積物や北麓沿いの訓子府川で認められるだけである。一

方、所山の黒曜石は、山頂付近や林道沿いの崖錐堆積物中に直径 50cm 大から拳大の岩塊や角礫として

分布する。これらの黒曜石は、墓地の沢川やオンネアンズ川が合流する常呂川沿いに北見市内まで河床

礫として認められる（杉原ほか 2009）。

　「ケショマップ地区」：遠軽町丸
まる

瀬
せっ

布
ぷ

と北見市留
る

辺
べ

蘂
しべ

町にまたがる華
け

勝
しょ

真
まっ

布
ぷ

山（標高 1,162m）では、

山麓部分を構成する凝灰角礫岩層（トムイルベシベ層：酒匂ほか 1964）から黒曜石の角礫を産出し、

分布地域周囲の沢に多くの転石として認められる。これらの黒曜石は、河床礫として丸瀬布方面では七

ノ沢から武利川へ、留辺蘂方面ではケショマップ川から無加川へと運ばれていている（旭川市博物館

2003）。

　「旭川・滝川地区」：旭川市の高
たか

砂
さご

台（雨
う

粉
ぶん

台）、近
ちか

文
ぶみ

台および滝川市江
え

部
べ

乙
おつ

町や、周辺の秩父別町中山、

新十津川町大和、北竜町美
び

葉
ば

牛
うし

の盆地周辺では低い丘陵や段丘を構成する砂礫層（鮮新世の旭川層下部）

中から黒曜石の円礫～亜円礫を産出する（鈴木 1955；向井 1999；向井・和田 2001）。噴出源から石

狩川水系によって運ばれてきたと考えられるが、その噴出地点は不明である。これらの黒曜石は表面が

風化して灰色に変質していて、不均質に溶蝕された虫食い状の溝がある。黒曜石には漆黒色で破断面が

透き通ったものや灰色で斑晶が認められるものなども存在する。

　「十勝地区」：十勝平野では、丘陵地や台地を構成する堆積物（段丘礫層）中や現河床に広範囲にわ

たり黒曜石が産出する（大場・松下 1965；佐々木 1979；松澤ほか 1981；旭川市博物館 2003；向井・

和田 2004；吉谷 2004）。その供給源の 1 つとして音
おと

更
ふけ

川水系最上流部の十勝三股付近が指摘されてい

る（吉谷ほか 1999a）。十勝三股付近の十一の沢（旧十三の沢）やタウシュベツ川沿いでは、人頭大か

ら直径 10cm 前後の亜角礫～円礫の黒曜石が多量に産出し、いずれも河床礫や崖錐堆積物中の転石であ

る。吉谷ほか（1999b）により糠平湖上流部で軽石流堆積物中から黒曜石の産出が指摘されているが、

その噴出源については未だ明らかでない。十勝三股一帯の盆地については、約１Ma に大規模火砕流の

噴出によって形成された長径約 14km のカルデラ（十勝三股カルデラ）の存在が明らかになっている（石

井ほか 2008）。しかし黒曜石の産出地が南クマネシリ岳南・西麓の流紋岩質岩類である十勝幌加層（山

岸・松波 1976）の分布地域に限られていること、タウシュベツ川産黒曜石のフィッション・トラック

年代（4.1 ± 0.4 Ｍａ：未公表、以下 FT 年代）から黒曜石を生成した噴火は、このカルデラが形成され

るかなり以前であると考えられる。十勝三股付近から産出した黒曜石は、上士幌付近から音更川のほか

芽
め

登
とう

川、居
おり

辺
べ

川、士幌川、利別川流域に広がる広大な十勝平野に分布する。なかでも芽登川上流の旭ヶ

丘付近（旭丘牧場）の光地園面を構成する上旭ヶ丘礫層（松澤ほか 1978；十勝平野、地質図及び地形

面区分図編集委員会編 1981）からは大量に黒曜石礫が産出し、これより下流部の低位の段丘群でも認

められている。こうした段丘礫や河床礫として産出するものは、衝突痕に覆われているものが多い。こ

れらの産出地の黒曜石は漆黒色のものが多いが、なかには赤色の流れ縞模様があるもの（紅十勝・花十

勝）も産出する。

　このほか十勝川とその支流である然
しかり

別
べつ

川、鎮
ちん

錬
ねる

川、久山川、佐幌川流域では、台地からの洗い出しと

考えられる黒曜石の円礫が認められる。藁科・谷島（1992）は十勝川と然別川に挟まれた美
び

蔓
まん

台地に

おいて、台地を構成する美蔓礫層（松澤ほか 1978）中から黒曜石を採取している。美蔓台地から産出

する黒曜石は、上士幌周辺のものと供給源が異なると考えられるが、噴出源の火山は明らかでない。

　「赤井川地区」：赤井川カルデラ周辺の丘陵地のうち、余市川支流の土木川の河床とその上流に続く林

道沿いで、人頭大から直径数 cm 程度の黒曜石が崖錐堆積物や河床礫として多量に産出し、同じ丘陵地

を刻む曲川や白井川沿いの沢でも採取されている（旭川市博物館 2003；向井ほか 2004）。この黒曜石
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を含む流紋岩質噴出物は余市川南岸沿いに露出する厚い白色火砕流堆積物の上位を占めると考えられる

が、黒曜石の岩体自体は観察されていない。この地域は外側の余市川カルデラと内側の赤井川カルデラ

の二重の陥没地形を形成しており（太田ほか 1954；横山ほか 2003）、黒曜石がどの噴火活動に関連す

る堆積物なのかは明らかでない。だが、FT 年代（2.4 ± 0.2Ma：未公表）からは赤井川カルデラの形成

初期かそれ以前の噴出物である可能性が強い。なお、赤井川カルデラ内でも黒曜石の小礫が転石として

認められるが、それらはカルデラ内に噴出した永沢火山噴出物（横山ほか 2003）に含まれる黒曜石レ

ンズに由来するものであろう。

　「豊浦地区」：内浦湾（噴火湾）に臨む豊浦町大岸付近では、豊泉川の河床から黒曜石の亜角礫が産出

する（旭川市博物館 2003；向井 2005a）。黒曜石は二次的に堆積した可能性がある火砕流または泥流堆

積物中から産出するが , この地域の地質層序（土居ほか 1958）や東方の洞爺カルデラの活動との関係

は不明である。

ｂ）東北地方
　「小泊地区」：青森県小泊村付近では小泊岬を中心に第三紀冬部層（対馬・上村 1959；奥海・前田

1963）の流紋岩溶岩に伴い白色の火砕流堆積物としてパーライトが産出し、この中に黒曜石の小礫（マ

レカナイト）が認められる。小泊中学校脇の大露頭から産出する黒曜石の小礫は灰色～黒灰色で直径

5cm 前後のものが多い。小泊岬対岸の折腰内（オートキャンプ場付近）でも黒曜石の小礫が採取できる。

　「西青森地区」：青森市西部の鶴ヶ坂、鷹森山、戸
と

門
かど

、大釈迦などでは、丘陵地を構成する第三紀鮮

新世の軽石質凝灰岩（鶴ヶ坂層）や、この上位に重なる更新世の砂礫層（岡野層・前田野目層）中に

黒曜石の小円礫（直径 5cm 以下）が含まれている。また、丘陵を刻む天
あま

田
だ

内
ない

川、新城川などの河谷に

も黒曜石が認められる。これらの黒曜石の供給源は岩木山のほか複数あると考えられる（杉原・鈴木

2005；向井 2006；杉原ほか 2008a；齋藤ほか 2008）。

　「岩木山地区」：青森県西海岸にまたがる七里長浜の出来島海岸などで、円磨された黒曜石が海浜礫

として、あるいは海食崖に露出する砂礫層中に認められる（新渡戸・鈴木 1983；佐々木 1997；向井

2005b、2006）。また岩木山北麓（十
と

面
つら

沢
ざわ

～十
と

腰
こし

内
ない

～建石付近）では山麓扇状地の土石流堆積物（黒木

1995）や、これに続く台地を構成する海成堆積物（山田野層：小貫ほか 1963）や泥流堆積物（鈴木

1972）に、人頭大から直径 5cm 前後の円礫～亜円礫の黒曜石が含まれている。これらの堆積物中の黒

曜石は、岩木山の新期火山噴出物（青森県農林部土地改良第一課 1987）に由来すると考えられるが、

溶岩流や岩屑なだれ堆積物などが未区分のため、火口の位置や噴出時期は明らかでない。これらの黒曜

石が鳴沢川などの河川によって日本海に運ばれて出来島海岸に漂着したと考えられる。このほか岩木山

西方の中村川上流の乗廻橋付近では峡谷底から拳大以下の黒曜石礫が産出するが、この黒曜石は、峡谷

沿いに露出する軽石質火山灰層（大秋層田代凝灰岩部層：藤田・根本 2002；青森県農林水産部農村整

備課 2004；福田ほか 2008；島口 2009）からの転石と考えられる。しかし、岩木山北麓の火山麓扇状

地堆積物中の黒曜石礫とは堆積時期や産状が異なることから、その起源や噴出年代については今後の調

査が必要である。

　「深浦地区」：青森県深浦町付近の六角沢の河床や岡崎浜の海浜からは、黒色半透明な黒曜石の小さな

亜角礫を産出する（近堂 1985；井上 1989；佐々木 1997；向井 2006）。これらの黒曜石は、この付近

一帯に広く分布する流紋岩質火砕流堆積物に由来するものと考えられ、その大きさは最大直径約 5cm

で、1 ～ 3cm 大のものが多い。露頭が少ないためその産状は明らかでないが、なかにはパーライト状

の火砕流堆積物からマレカナイトとして産出するものも含まれると考えられる。

　「男鹿地区」：男鹿半島では、 金ヶ崎海岸と脇本～船越海岸で黒曜石の海浜礫が採取できる（磯村

1972、1993、1994；井上 1985；佐々木 1997；向井 2005c）。男鹿半島では、真山～毛無山の山稜か
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ら加茂川流域及び金ヶ崎の海岸などに流紋岩質の溶岩や火砕岩が広く分布し、真山流紋岩（類）とよば

れている（西男鹿団体研究グループ 1972；藤岡 1973；深瀬 2000；大口ほか 2008；小林ほか 2008）。

真山流紋岩（類）は全体的にガラス質で、金ヶ崎海岸の海浜礫で産出する黒曜石は、この岩体に由来

すると考えられる。かつて金ヶ崎海岸沿いの道路敷設工事の際には、「テーブル大」の黒曜石岩塊が産

出したことがあるという（五十嵐 1968）。脇本付近の海食崖沿いに露出する鮪川 ( しびかわ ) 層（北里

1975）中の砂礫層からは表面がやや風化した黒曜石の円礫が認められる。鮪川層は更新世中期の堆積

物とされており（白石ほか 2008）、ここから産出する黒曜石は真山流紋岩（類）からの二次堆積と考え

られる。脇本～船越海岸の黒曜石礫は鮪川層中に含まれていたものが、浸食されて海岸に打ち上げられ

たことが想定できる。

　「北上地区」：北上川沿いに南北に連なる盆地内の丘陵地や台地を構成する砂礫層中には、まれに直径

数 cm 以下の黒曜石礫が認められる。このうち、雫石盆地西縁部の晴山沢や荒沢では、第三系の山津田

層（須藤・石井 1987；土井ほか 1998）最上部のデイサイト質軽石凝灰岩層（火砕流堆積物）や礫層

中に黒曜石礫が含まれる。また、小赤沢付近でも第四系の橋場層の砂礫層中に握り拳大の黒曜石の亜円

礫が産出する（鈴木 1983；井上 1989）。このほか、奥州市水沢区の胆沢扇状地末端の折居付近では、

段丘礫層に覆われる礫層（折居層：木野 1963）中に黒曜石が含まれている（佐島 1975）。また、一関

市花泉町金沢、老松、日形や一関市真滝、滝沢などにおいて丘陵地を構成する砂礫層（滝沢層：中川

1961）中に直径 5cm 前後の黒曜石の円礫が認められる（佐島 1975；井上 1989；佐々木 1997；向井

2006）。黒曜石の礫径は、北上川の上流で大きく下流で小さい傾向にあり、下流ほど円磨度が増す（吉

谷ほか 2001）。これらの表面は灰色不透明な水和層の皮膜で覆われていたり、虫食い状の窪みが認めら

れたりする。内部については新鮮な黒色でガラス光沢を示すものが多いが、やや透明度の低い灰黒色の

ものも含まれる。なお、これら北上川沿いの地帯では、北上川最上流域のいわゆる仙岩地域の火山群が

黒曜石の供給源として想定できる。

　「月山地区」：山形県では月山・湯殿山と北方の山麓及び丘陵にかけての地域に、月山火山を起源とす

る火砕流堆積物や、これからの泥流や岩屑なだれの堆積物が広く分布し、この中から各地で黒曜石が産

出することが知られている（百瀬 1975；神保ほか 1964；山形県企画調整部土地対策課 1979）。この

うち西川町志津の月山荘付近の道路沿いでは、ガラス質凝灰岩中に数 cm 以下の黒曜石角礫が認められ

る（百瀬 1975；井上 1989；向井 2006）。また湯殿山の南側山腹を刻む田代沢や大越沢では、河床に

多量の黒曜石の円礫が散乱している。また、鶴岡市大網付近の長防山（天保堰沿い）や天狗森、今野川

に分布するパーライト（百瀬 1975；本多・清水 1962）は火砕流堆積物と考えられ、小豆大のマレカナ

イトが多量に含まれるほか、拳大の黒曜石も含まれている。さらに鶴岡市北部一帯には月山からの流れ

山と考えられる独立した小丘陵が多数認められ、羽黒町上野新田（小野木山）などで、この流れ山堆積

物（笹川岩屑流）から黒曜石の円礫～亜円礫が産出する（百瀬 1975；土谷ほか 1984；井上 1989；大場・

石原 2000；佐々木 1997；向井 2006）。

　「湯の倉地区」：宮城県宮崎町湯の倉では、鳴瀬川上流にある田川の支谷（澄川）の谷壁に黒曜石の岩

脈が露出し、周囲の火砕流堆積物と接する部分の幅 150 ～ 200cm に角礫状の黒曜石が産出する。また、

黒曜石礫は周辺の火砕流堆積物中にも含まれているほか、田川の河床でも円礫として採取することが可

能である（井上 1985；佐々木 1997）。この火砕流堆積物は、永志田層（庄司 1958；宮城県企画部土

地対策課 1993）などとよばれている。

　「色
しか

麻
ま

地区」：宮城県色麻町愛宕山付近（根岸）では、丘陵を構成する東原層（北村ほか 1981）とよ

ばれる砂礫層が 20 ～ 30m の厚さで発達する。この砂礫層の限られた層準内に黒曜石の円礫が多量に含

まれる（佐々木 1997）。黒曜石礫は直径 5cm 程度のものが多く、いずれも風化のため周囲がパーライ
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ト状に白濁変質して脆いものが多いが、内部にクルミ大～枇杷の種状のマレカナイトが含まれている。

　「秋
あき

保
う

地区」：仙台市西部の丘陵性山地には、第三紀中新世の流紋岩質凝灰岩を含む火山性堆積物が広

く分布することが知られている。このうち名取川上流部にあたる仙台市秋保町馬場町北（大雲寺の北

側）には、流紋岩によって構成される丘陵が認められている（宮城県企画部土地対策課 1985）。この丘

陵は火山岩頸（volcanic neck）の地形と考えられる。岩脈縁辺部（幅 50cm 前後）には黒曜石が認めら

れ、山麓では崖錐堆積物（ローム）中に黒曜石が角礫として多く散乱する（向井 2006）。ただしこの黒

曜石は斑晶鉱物を多く含むことから、割れ面が平滑にはならない。また土蔵付近の丘陵地では、安山岩

や流紋岩を含む砂礫層（白沢層の馬場凝灰岩）中に黒曜石の円礫～亜円礫が含まれている（高橋・野田

1965；井上 1985）。これらの砂礫層中の黒曜石は谷筋沿いの林道（水上南）で転石として認められるほか、

土蔵付近では水田の耕作土からも採取できる（井上 1985；佐々木 1997）。土蔵付近の黒曜石は、表面

が風化している。

ｃ）北陸地方
　「板山地区」： 新潟県新発田市で櫛形山地の西縁に沿っては、津川層や七谷層（鮮新世～中新世）とよ

ばれる流紋岩の存在が知られている（新潟県 1972）。板山付近に産出する黒曜石は、これらの流紋岩の

噴出に伴い産出したと考えられる。なかでも板山市営牧場付近では丘陵地末端（鉄塔付近）に流紋岩岩

脈（火道）が露出し、周囲の火砕流堆積物と接する縁辺部に多量の黒曜礫が産出する。火砕流堆積物は

パーライト状を呈し、ここには黒曜石がマレカナイトとして含まれている。このほか板山付近の丘陵地

に続く扇状地や台地の地表面（畑地や牧草地）や谷筋や水路沿いに多量の黒曜石礫が散乱する。ただし

黒曜石礫の大きさは最大 5cm 程度で、大部分が直径 1 ～ 0.3cm の細礫が多い。また、板山北東約 2km

の上三光集落の南東の沢でも黒曜石礫が産出するのが認められ、さらに板山北方約４km の上石川でも、

直径３～ 5cm の黒曜石礫が産出するが、これらは河川堆積物中に含まれていたものが再堆積した可能

性もある。なお板山付近の黒曜石産出地状況については、関（1999）、土橋（1998）による詳細な紹

介がある。

８．蔵王産黒曜石について

　宮城県刈田郡蔵王町四
し

方
ほう

峠
とうげ

で佐々木繁喜教諭・登米高校自然科学部により採集された黒曜石は、これ

まで東北地方で知られている黒曜石原産地と元素組成で一致しなかった。よって、「蔵王地区蔵王系」

を新しく設けた。現在のところ詳細は不明であるため、今後の野外調査を待って火山地質学的所見は記

載したい。また、黒曜石原石が少ないため、判別分析の母集団を形成するには至らなかった。よって、

今回の原産地推定は判別図上での判別に止まる。

９．石器の原産地推定結果

　今回測定したのは、宮城県刈田郡蔵王町内から出土した黒曜石製遺物である。測定した遺物は 35 点

であり、原産地が判別できた遺物は 11 点であった。

　原産地推定の結果は、湯の倉地区湯の倉系が 2 点、土蔵地区土蔵系が 1 点、同地区馬場町北系が 4 点、

蔵王地区蔵王系が 3 点、板山地区板山系が 1 点認められた。また、判別不可の中に、判別図上で集中

的に分布する集団が 2 つ認められ、それぞれ不明原産地 1 と 2 とした。不明原産地 2 は Log(Fe/K) の値

に幅があるが、これは被熱によって影響するパラメータであり、ZAO1-016 には被熱の痕跡が認められる。

原産地構成でも不明原産地が 12 点、不明原産地が 10 点と割合は高い。
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ୈ 199 ਤ（1）　ଂԦொ出土༵ࠇ石製Ҩのผਤ（3C ʀւಓ・౦ํ）

ୈ 199 ਤ（2）　ଂԦொ出土༵ࠇ石製Ҩのผਤ（SS ʀւಓ・౦ํ）
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ୈ 200 ਤ（1）　ଂԦொ出土༵ࠇ石製Ҩのผਤ（3C ʀ・中෦ํ）

ୈ 200 ਤ（2）　ଂԦொ出土༵ࠇ石製Ҩのผਤ（SS ʀ北・த෦ํ）
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第４節　西浦Ｂ遺跡出土石器の使用痕分析
　鹿又喜隆・村田弘之（東北大学）

１．はじめに

　宮城県刈田郡蔵王町西浦 B 遺跡から出土した４点の石器を対象に、使用痕分析を実施した。分析対

象には、肉眼で光沢や微小剥離痕が確認されたものと、器種分類が難しく機能的な視点から検討する必

要があるものが選択された。使用痕観察では、落射照明付き金属顕微鏡（オリンパス BX51M）とデジ

タルマイクロスコープシステム（キーエンス VHX-1000）を使用した。この分析方法は高倍率法と呼ばれ、

被加工物と操作方法を推定できる利点がある。使用痕の分類基準は、東北大学使用痕研究チームによる

一連の研究（阿子島 1981、梶原・阿子島 1981）に基づく。線状痕の方向は、隣接する縁辺に対する傾

きによって「平行、斜行、直交」と記載する。顕微鏡写真は、デジタルマイクロスコープによって 500

倍にて深度合成を行い撮影された。なお、No.792 と 836 を鹿又が、No.721 と 832 を村田が担当した。

２．分析結果

　No.792 は、微小剥離痕が多く、背面の先端部に明瞭な光沢が肉眼で確認された石器である。この光

沢は、縁辺部よりも内側に広く発達することから、使用痕とは考えられない（第 202 図 3・4）。輝斑

（bright spot）と呼ばれる光沢面であり、埋没後の表面変化（post depositional surface modification）の一

種であると考えられている。また、背面の右縁辺と腹面の左側縁には、D2 タイプのポリッシュ（use-wear 

polish）と平行の線状痕が認められた（第 202 図 1・2・8・9）。骨角を対象とした切断作業に使用され

たと推定される。その一部には輝斑が混じる部分がある（第 202 図 10）。一方、未使用と思われる縁

辺にはポリッシュが認められない（第 202 図 5・6）。この石器は、ガジリのキズが多く、鉄錆を伴う

線状痕が多く確認された（第 202 図 7）。

　No.836 は、微小剥離痕が多く認められるが、高倍率の顕微鏡下で観察しても、ポリッシュが認めら

れない（第 203 図 1 ～ 3）。また、各縁辺の微小剥離痕の状況が類似することから、使用とは異なる作

用によって微小剥離痕が生じた可能性がある。

　No.721 は、背面左肩に樋状剥離を有する石器である。ポリッシュや線状痕はみられないが、剥離面

ごとに摩滅度が異なることが確認された。摩滅は、主要剥離面の縁辺や、相対的に古い剥離面の稜線な

どに発達する（第 203 図 5・6）。これに対し、樋状剥離面は、石器が持つ剥離面の中で相対的に新し

い剥離であるが、この縁辺は非常にシャープであり、微小剥離痕も確認されなかった（第 203 図 4）。

こうした状況から、この石器は、樋状剥離面を刃部として用いられた石器ではなく、細長い剥片が剥離

された石核の可能性がある。縄文時代には、細長い小型の石錐が認められることから、この石核から剥

離された細長い剥片が石錐の素材として用いられたと考えることもできよう。

　No.832 は側縁に微小剥離痕を有する剥片である。石器表面全体が光沢面に覆われる（第 203 図 8）。

この光沢面は高低差に関係なく広範囲に分布することから、使用痕とは考えにくい。埋没光沢である可

能性や、玉髄が有する石質によって形成が促進されたものである可能性がある。背面中央部左側には縁

辺に平行するように輝斑が分布する（第 203 図 7）。使用によるポリッシュや線状痕は確認されなかった。
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３．まとめ

　西浦 B 遺跡では、縄文時代後期初頭～前葉前半の南境式土器が主体的に出土しており、石器の多く

も同時期のものと考えられる。また、定型的な石器が少ないものの、二次加工や微小剥離痕のある剥片

が多く出土していることが特徴である。本分析では、対象が４点と少なく、全容を明らかにするには至

らないが、幾つかの点を指摘できる。ひとつは、十分に整形されていない石器であっても、使用された

ものがあること。そして、石核か利器かの区別が難しい石器に対して、使用痕分析を含めた表面観察が

有効であることである。また、肉眼観察で確認された光沢や微小剥離痕の一部は、使用によって形成さ

れたものではないことも確認できた。石器の表面に残された様々な痕跡は、石器のライフヒストリーを

示すものである。したがって、個々の石器を詳細に観察してその機能を明らかにし、さらに遺跡内の空

間的配置の中に位置づけることによって総合化する試みが必要であろう。

引用文献

阿子島香　1981　「マイクロフレイキングの実験的研究－（東北大学使用痕研究チームによる研究報告その１）」『考古学雑誌』66（４）

pp.1 ‐ 27

梶原洋・阿子島香　1981　「頁岩製石器の実験使用痕研究－ポリッシュを中心とした機能推定の試み－（東北大学使用痕研究チームに

よる研究報告　その２）」『考古学雑誌』67（１）pp.1 ‐ 36
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第５節　西浦Ｂ遺跡における石器石材の地質学的検討
佐藤恵子・鈴木雅

１．はじめに

　西浦 B 遺跡から出土した石器に使用されている石材について、本遺跡の立地する蔵王火山東麓地域

の地質学的背景との対比により採取地を検討した。西浦Ｂ遺跡の石器石材は、利用率の多い順に珪質頁

岩、安山岩、玉髄、黒曜石、砂岩、頁岩、碧玉、流紋岩、石英安山岩、珪化凝灰岩、玄武岩、緑色泥岩、

緑色凝灰岩、変朽安山岩、シルト岩、粘板岩、チャート、花崗閃緑岩、凝灰岩、凝灰質砂岩、玉髄質珪

化木と分類されている。地質学的背景の把握にあたっては、20 万分の 1 土地分類基本調査「宮城県」（奥

津 1972）および 5 万分の 1 都道府県土地分類基本調査「白石」（北村・中川 1983）による表層地質図

を参照したほか、第四系の層序・地形・地質構造・植物化石・火山灰の組成から仙台付近の第四紀地史

を組み立てた中川久夫ら（1960）、蔵王火山東麓地域における古火山の形成、火山泥流地形および河成

段丘の形成について編年的・生成論的考察を行ない、地盤運動との関係を明らかにした古谷（1965）、

第四紀火山活動および蔵王火山の火山灰層序について、火山灰の性質の地域差を検討した村山（1966）

の研究、および宮城県高等学校理科研究会地学部会編（1975）による宮城県内の各層準の解説を適宜

参照した。

２．検討結果

　検討対象とした石器石材を地質・岩石学的にみると、黒曜石・流紋岩・安山岩・石英安山岩・玄武岩・

花崗閃緑岩は火成岩、凝灰岩・緑色凝灰岩・珪化凝灰岩・頁岩・珪質頁岩・砂岩・粘板岩・凝灰質砂岩・

シルト岩・チャートは堆積岩、緑色泥岩・変朽安山岩は変成岩、玉髄・碧玉は鉱物、玉髄質珪化木は植

物化石に分類される。以下、本地域における各石材の分布状況を記載する。

火成岩：黒曜石は、珪酸分の多い流紋岩質溶岩が急冷することで生成される火山岩の一種である。本地

域周辺では仙台市秋保地区、川崎町前川地区、村田町谷山地区などに産地が知られている（井上 1989、

佐々木 1997）ほか、近年の佐々木繁喜氏、高橋健寿氏による調査で蔵王町円田地区の四方峠周辺など

に分布する薄木層中に黒曜石が含まれることが確認されている（佐々木 2009）。流紋岩は貫入岩として

存在するほか、白石市小原付近の弥太郎山流紋岩質凝灰岩、および宮城県中南部に広く分布する青根層

に含まれる。安山岩は、蔵王火山岩類、青麻火山岩類、高舘安山岩類など中新統の火山活動に伴う噴出

物および貫入岩として本地域に広く存在し、その後の砕屑物からなる堆積層にも含まれる。石英安山岩

も、青麻火山岩類、猫田石英安山岩類、鉢森山安山岩類、鎌先層、七ヶ宿層などに広く存在する。玄武

岩は蔵王火山岩類に含まれるほか、鎌先層に貫入岩として存在する。花崗閃緑岩は阿武隈山系および本

地域の白亜系基盤岩類として存在する。

堆積岩：凝灰岩・珪化凝灰岩は、沼田凝灰岩、小沢凝灰岩、白石層、金ケ瀬層などに含まれ、本地域に

広く分布する。緑色凝灰岩は中新統の火山活動に伴う火山岩として奥羽脊梁山脈に広く存在し、青根

層、鎌先層、七ヶ宿層などに含まれる。頁岩は二井宿峠層、沼田累層などに含まれる。珪質頁岩は、東

北地方の新第三紀女川層に由来する珪酸分に富んだ硬質の石材である。東北地方の石器石材として多用

されているものの、地質学的な検討対象となることは少なく、より軟質の頁岩と区別されていない。考

古学的な石材流通の検討を目的として詳細な分布調査を行なった秦昭繁氏によれば、珪質頁岩は東北地
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が豊富に含まれる（田村 1986）。高館丘陵西麓の村田町新川流域では、多数の珪化木とそれらが瑪瑙・

玉髄化して黄褐色または茶褐色を呈するものが産出することが高橋氏、藤原二郎氏、村田町教育委員会、

東北学院大学などによる調査で確認されている（東北学院大学佐川ゼミナール 2006 など）。

３．まとめ
　西浦Ｂ遺跡の石器石材と蔵王火山東麓地域の表層地質とを対比した結果、分布が明確に確認できない

珪質頁岩や粘板岩、チャートなど数種類の石材を除いて、大半が本地域に存在することが判明した。た

だし、現時点では地質図上での検討であり、本地域の表層地質に分布が確認された石材のすべてが本地

域内で調達されたことを直ちに指摘するものではない。今回の検討結果に基づき、河川および露頭など

での分布状況および石質と剥離特性の把握を通して具体的な採取地を推定する必要がある。

　日本海側からの搬入と考えられる珪質頁岩をはじめ、蛍光 X 線分析による原産地推定（第 5 章第 3 節）

で新潟県板山産をはじめ複数の産地が判別された黒曜石など遠隔地からの搬入が確認された石材の存在

は、縄文時代の広範な地域間交流を示す。一方、その他の石材については在地石材として一括され、具

体的な利用状況については未解明な点が多い。石材をはじめとした在地資源がどのように調達され、消

費されたのかを明らかにすることは、縄文時代の集落の成り立ちを考える上で非常に重要である。

　西浦Ｂ遺跡では、蔵王火山東麓の地質学的背景が供給した多種類の在地石材の特性とその分布を的確

に把握し、集落内の活動に取り入れていたと考えられる。今後は詳細な石材調査によって、そうした彼

らの活動を具体的に明らかにしていくことが必要である。
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第６章　考　　察

第１節　縄文時代

１．遺物の特徴と編年的位置づけ

（１）縄文土器
　縄文土器は遺物収納コンテナ（44 × 60 × 15cm）で約 35 箱分が出土した。整理作業の結果、資料

化できたものは破片資料を含めて深鉢 616 点、鉢 26 点、浅鉢 8 点、壺 8 点、皿 1 点、注口付浅鉢 1 点、

注口土器 1 点、台付鉢 1 点、把手 2 点の計 664 点である。土器の多くはフラスコ状土坑から出土し、

ほかに土坑、竪穴住居跡、炉跡、および遺構外からも出土している。器種はほとんどが深鉢で、ほかに鉢、

浅鉢、壺、注口付浅鉢などがある。隆線・沈線・貼付・刺突などの技法によって文様が施文されるものと、

地文のみのものがあり、地文は縄文が最も多く、撚糸文、網目状撚糸文などが少数みられる。土器の底

部はナデ調整のものが多く、一部に網代痕がみられる。これらを従来の研究に従って大別すると、Ⅰ群

土器（中期中葉）、Ⅱ群土器（後期初頭～前葉前半）、Ⅲ群土器（晩期中葉）に分けられる。なお、Ⅰ・

Ⅲ群土器はごく少数であり、本遺跡において主体を占めるのはⅡ群土器である。ここでは、各土器群の

特徴を検討し、その編年的位置づけおよび地域性について考察する。

①出土土器の器種と文様
Ａ．Ⅰ群土器（中期中葉）

　深鉢（第 82 図 10）がある。遺構に伴う遺物ではない。隆沈線により渦巻文を施文し、地文は縄文（RL）である。

Ｂ．Ⅱ群土器（後期初頭～前葉前半）

　本遺跡出土土器の主体を占め、口縁部資料だけで 311 点を数える。資料化にあたっては、器形・文

様等の類型をすべて表現できるよう留意しながら、代表例を抽出して図示するよう努めた。出土土器は

全体として小片が多く、器形・文様の検討が十分に行なえないものが多かった。ここでは、各遺構ごと

に器形・文様の特徴が把握できるものに限定して抽出し、記述することとする。なお、各遺構出土土器

のより詳細な内容については、適宜第４章の観察表を参照されたい。

SK28 フラスコ状土坑出土土器　深鉢（第 206 図 1 ～ 11）がある。1 は波状口縁で、口縁部から胴部ま

で内弯する。網目状撚糸文を地文として、胴上部に波状口縁の頂部から垂下する鎖状隆線文と逆コの字

状の沈線文による方形区画を施文する。2 は波状口縁で、胴部が内弯して胴上部で逆くの字状にすぼま

り、口縁部が直立する。地文は磨消縄文（LR）である。口縁部は無文帯で胴部との境を 2 条の沈線文

で区画する。波状口縁の頂部下に８字状隆線文、谷部にボタン状貼付文を施文し、８字状隆線文から 2

条の沈線文による楕円文を、ボタン状貼付文から 1 条の沈線によるジグザグ文を垂下させる。楕円文

の沈線は胴下部で横方向に転じて方形区画を形成するようである。口縁部と胴部を区画する沈線上に 1

か所の貫通孔をもつ。3 は沈線文と円形刺突文を施文するねじり状把手である。4 は波状口縁で地文は

縄文（LR）である。口縁部にボタン状貼付文と楕円形沈線区画を施文し、胴部との境を 1 条の隆線文

で区画する。5 は口縁部無文帯に垂下させた沈線入隆線文の下端に円形刺突文を施文し、胴部との境を

1 条の隆線文で区画する。6 は口縁部がくの字状に短く外反する。地文は縄文（LR）で口縁部と胴部の

境を 2 条の沈線文で区画する。上部の沈線上に８字状隆線文を施文し、下部の沈線の一部が渦巻文に

転じる。7 は口縁部がごく短く外反し、波状口縁の頂部下に沈線による渦巻文を施文する。8 は無文で
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波状口縁の頂部下に貫通孔をもつ。9 は平口縁で口縁部から胴部まで内弯する。地文のみを施文する。

地文は櫛歯状沈線文を縦位に施文し、口縁部付近で一部格子状となる。10 は口縁部が無文帯で胴部と

の境を 1 条の沈線文で区画し、胴部に櫛描状沈線による連続Ｓ字状文を施文する。11 は地文が縄文（LR）

で 1 条の沈線による方形区画文を施文する。

SK79 フラスコ状土坑出土土器　深鉢（第 206 図 12・13）がある。12 は波状口縁で胴部が外傾し胴上

部でくの字状に内折し、口縁部が直立する。地文は縄文（L）で口縁部無文帯に波状口縁の頂部下から

刺突入隆線文を垂下させ、胴部と口縁部の境の稜上を刺突入隆線文で区画する。13 は地文が縄文（LR）

で口縁部無文帯と胴部の境を 1 条の隆線文で区画する。

SK125 フラスコ状土坑出土土器　鉢（第 206 図 14）、浅鉢（第 206 図 15）がある。14 は胴部が内弯し

て胴上部で逆くの字状にすぼまり、口縁部が外折して短く内弯する。地文は縄文（LR）で一部にミガ

キを施す。口縁部に橋状把手をもち、把手部の内外面に貫通孔をもつ。口縁部にⅠ字状沈線入隆線文と

沈線による方形区画を施文し、Ⅰ字状沈線入隆線文の上下端部に円形刺突文を、方形区画内に連続円形

刺突文を施文する。焼成が比較的良好で胎土が赤みがかった褐色を呈する。15 は外反する口縁部に縦

位の隆線文を施文し、口唇部に沈線文を施文する。内面に炭化物の付着がみられる。

SK13 土坑出土土器　深鉢（第 206 図 16 ～ 18）がある。16 は口縁部から胴部まで内弯し、口唇部の内

外面に粘土帯が貼り付けられて肥厚する。地文は磨消縄文（LR）で、口唇部に橋状把手をもち、把手

の内面側に盲孔をもつ。1・2 条の沈線文を横位・Ｕ字状に施文し、沈線文の交点にボタン状貼付文を

施文し、1 条の沈線によるジグザグ文を垂下させる。焼成が比較的良好で胎土が赤みがかった褐色を呈

する。外面に炭化物の付着がみられる。17 は地文が縄文（LR）で口縁部無文帯と胴部の境を 1 条の隆

線文で区画し、沈線による蕨手文を垂下させる。18 は地文が縄文（RL）で沈線文を垂下させる。

SK90 フラスコ状土坑出土土器　深鉢（第 206 図 19・20）がある。19 は口縁部から胴部まで内弯し、

地文の縄文（LR）のみを施文する。20 は口縁部から胴部まで外傾し、地文の撚糸文（R）のみを施文する。

SK56 フラスコ状土坑出土土器　深鉢（第 206 図 21 ～ 25）がある。21 は波状口縁で口縁部から胴部ま

で内弯する。地文は磨消縄文（LR）である。口縁部無文帯に波状口縁の頂部からノの字状に垂下した 1

条の沈線文が口縁部と胴部の境を区画する沈線文に転じる。胴部には沈線による蕨手文とＵ字状文を交

互に垂下させる。22 は口縁部がやや外反する。地文は撚糸文（R）である。口縁部に 1 条の沈線文と

円形刺突文を施文し、円形刺突文の両端から 2 条の沈線によるジグザグ文を垂下させる。23 は口縁部

がやや内弯する。地文は縄文（LR）である。口縁部無文帯と胴部の境に刻目付隆線文を施文する。24

は口縁部が外傾し、地文の撚糸文（LR）のみを施文する。25 は胴部が内弯する。地文は磨消縄文（LR）

で一部にミガキを施す。胴部に平行沈線文を垂下させる。底部は無文（ミガキ）である。

SK19 フラスコ状土坑出土土器　注口土器（第 206 図 26）、深鉢（第 206 図 27 ～ 30）がある。26 は

胴部中位を頂点にして、ほぼ対称に内弯し、頸部がくの字状に外折する。地文は縄文（RL）である。

口縁部無文帯と胴部の境を 1 条の沈線文で区画し、沈線文の下部に接してボタン状貼付文を施文する。

胴部に沈線による蕨手文とＵ地文を斜位に施文する。底部は無文（ミガキ）である。27 は磨消縄文

（LR）を地文とし、口縁部無文帯と胴部の境を 1 条の沈線文で区画する。胴部に沈線による楕円文また

はＵ字状文を垂下させる。28 は波状口縁で口縁部がやや外反する。地文は磨消縄文（LR）で、口縁部

無文帯に波状口縁の頂部から隆沈線文を垂下させ、口縁部無文帯と胴部の境を 1 条の沈線文で区画する。

胴部に沈線による蕨手文とＵ字状文を垂下させる。29 は地文が磨消縄文（LR）で沈線による蕨手文を

垂下させる。30 は胴部が内弯し地文は磨消縄文（LR）である。平行沈線文を垂下させる。

SK82 フラスコ状土坑出土土器　深鉢（第 206 図 31 ～ 33）がある。31 は波状口縁で、地文は磨消縄文

（LR）である。口縁部無文帯の波状口縁の頂部下に円形盲孔を施文し、口縁部無文帯と胴部の境を 1 条
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の沈線文で区画する。胴部に沈線による蕨手文を垂下させる。内面に炭化物の付着がみられる。32 は

波状口縁で、地文は縄文（LR-0 段多条）である。口縁部無文帯の波状口縁の頂部下に 2 個の円形盲孔

を施文し、口縁部無文帯と胴部の境を 1 条の沈線文で区画する。胴部に沈線文を施文する。33 は磨消

縄文（LR）を地文とし、蕨手文を施文する。

SK62 フラスコ状土坑出土土器　深鉢（第 206 図 34）がある。波状口縁で、地文は磨消縄文（R）である。

口縁部無文帯の波状口縁の頂部下に逆Ｃ字状隆沈線文と円形刺突文を施文する。

SK22 フラスコ状土坑出土土器　深鉢（第 207 図 4・5・7 ～ 10）、鉢（第 207 図 1・2・6）、注口付浅鉢（第

207 図 3）がある。1 は胴部上半が膨らみをもち、頸部がくの字状に外折して口縁部が外傾する。口唇

部の内外面に粘土帯が貼り付けられて肥厚し、突起をもつ。地文は磨消縄文（LR）である。口縁部は

無文帯で突起部に貫通孔および盲孔が施文され、胴部との境を一条の沈線文で区画する。文様は胴上部

に沈線で渦付三角文を施文する。2 は胴部上半が膨らみをもち、頸部がくの字状に外折して口縁部が外

傾する。口唇部の内外面に粘土帯が貼り付けられて肥厚し、突起と橋状把手をもつ。地文は磨消縄文

（LR）である。口縁部は無文帯で突起部と把手部に貫通孔および円形盲孔が施文され、胴部との境に沈

線による方形区画文を施文する。方形区画文の開口部には 3 ～ 4 か所の円形盲孔が施文され、胴部で

渦付三角文に転じるようである。3 は波状口縁で胴部が外傾して立ちあがり、口縁部が内傾する。上面

観は丸みのある方形を呈する。波状口縁の頂部にＳ字状、８の字状突起をもち、口縁部に鎖状沈線文を

施文する。また、突起部から口縁部と胴部の境にかけての稜上に細かい爪形文による加飾隆帯を施文す

る。胴部文様は細かい連続爪形文で区画され、区画内に弧状の多条沈線文を充填する。外面の全面と内

面の胴部に帯状に炭化物の付着がみられる。4 は波状口縁で口縁部から胴部まで内湾する。地文は磨消

縄文（L）である。口縁部無文帯に波状口縁の頂部から逆ノの字状に垂下した 1 条の沈線文が口縁部と

胴部の境を区画する沈線文に転じる。逆ノの字状沈線文の始点には円形盲孔を施文する。胴部には沈線

による蕨手文とＵ字状文を垂下させる。5 は波状口縁で口縁部から胴部まで内湾する。地文は磨消縄文

（RL）である。口縁部無文帯に波状口縁の頂部から逆ノの字状に垂下した 1 条の沈線文が口縁部と胴部

の境を区画する沈線文に転じる。逆ノの字状沈線文の始点と口縁部を区画する沈線上に円形盲孔を施文

する。胴部には沈線による蕨手文とＵ字状文を垂下させる。6 は口縁部に貫通孔のある突起をもち、口

縁部無文帯と胴部の境を沈線文で区画する。7 は口縁部から胴部まで内湾し、地文の縄文（LR）のみを

施文する。8 は口縁部から胴部まで内湾し、地文の網目状撚糸文のみを施文する。９は波状口縁で口縁

部がやや外傾する。地文は縄文（LR）で円形刺突付隆線文と沈線文により方形区画を形成するようで

ある。10 は地文の撚糸文（R）のみを施文する。

SK54 フラスコ状土坑出土土器　深鉢（第 207 図 11・12）がある。11 は平口縁で胴部が直線的に外傾し、

口縁部に貫通孔と盲孔のある突起をもつ。口縁部無文帯と胴部の境を 1 条の沈線文で区画し、胴部に

平行沈線文と鎖状沈線文を垂下させる。12 は縄文（RL）を地文として口縁部無文帯との境を 1 条の隆

線文で区画する。

SK6 フラスコ状土坑出土土器　深鉢（第 207 図 13 ～ 15）がある。13 は波状口縁で胴部が内弯し、口

縁部がわずかに外反する。地文は磨消縄文（LR）である。口縁部無文帯に波状口縁の頂部から沈線入

隆線文を施文し、胴部との境を 1 条の沈線文で区画する。胴部には沈線による蕨手文を垂下させる。

沈線入隆線文の上下端と蕨手文の始点にボタン状貼付文を施文する。14 は波状口縁で地文は磨消縄文

（LR）である。口縁部の狭い無文帯と胴部の境を 2 条の沈線文で区画し、波状口縁の頂部下にボタン状

貼付文を施文する。胴部には平行沈線文を垂下させる。15 は縄文（LR）を地文とする。胴部に沈線に

よる方形区画をもち、区画内に鎖状隆線文を垂下させる。

SK92 フラスコ状土坑出土土器　深鉢（第 208 図 1・3 ～ 6・8）、鉢？（第 208 図 2）、壺（第 208 図 7）
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がある。1 は平口縁で口縁部から胴部まで内弯する。地文は撚糸文（R）である。口縁部の狭い無文帯

と胴部の境を 1 条の沈線文で区画し、胴部に不規則な短沈線文を施文する。底部は無文（ミガキ）である。

2 は胴部上半が膨らみをもち、頸部がくの字状に外折して口縁部が外傾する。無文（ミガキ）で口縁部

に貫通孔のある突起をもつ。3 は波状口縁で、地文は磨消縄文（RL）である。口縁部無文帯と胴部の境

を 1 条の沈線文で区画し、胴部に沈線による蕨手文を垂下させる。4 は縄文（LR）を地文とし、口縁部

無文帯と胴部の境を 2 条の沈線文で区画する。上位の沈線上にボタン状貼付文を施文し、下位の沈線

上からＳ字状沈線文を垂下させる。5 は地文の網目状撚糸文（R）のみを施文する。6 は平口縁で胴部

から口縁部まで直線的に外傾する。口唇部の内外面には粘土帯が貼り付けられて肥厚し、貫通孔のある

突起をもつ。口縁部無文帯と胴部の境を 1 条の沈線文で区画し、胴部に蕨手文と結節文を垂下させる。

7 は胴部に膨らみをもち、円形刺突付隆線文と沈線による方形区画を施文し、方形区画内に沈線による

蕨手文を斜位に施文する。8 は波状口縁で、口縁部から胴部まで内弯する。地文は磨消縄文（LR）であ

る。口縁部無文帯に波状口縁の頂部下に逆Ｃ字状沈線文と円形盲孔を施文し、口縁部無文帯と胴部の境

を 1 条の沈線文で区画する。胴部には沈線による蕨手文を垂下させる。

SK7 フラスコ状土坑出土土器　深鉢（第 208 図 9 ～ 12）がある。9 は波状口縁の頂部下に沈線付隆線

文とその上下端に盲孔を施文する。地文は縄文（LR）である。口縁部無文帯と胴部の境を刻目付隆線

文で区画し、胴部に沈線区画と鎖状沈線文を下垂させる。10 は波状口縁で縄文（RL）を地文とする。

口縁部無文帯に波状口縁の頂部から逆ノの字状に垂下した 1 条の隆線文が口縁部と胴部の境を区画す

る隆線文に転じる。波状口縁の頂部下の内外面に盲孔を施文し、胴部に沈線文を施文する。11 は磨消

縄文（LR）を地文とし、口縁部無文帯と胴部の境を 1 条の沈線文で区画する。胴部に沈線によるＵ字

状文を垂下させる。12 は胴部が内弯し縄文（LR）を地文とする。底部は無文（ミガキ）である。

柱穴（P318）出土土器　深鉢（第 208 図 13）がある。緩やかな波状口縁で地文は磨消縄文（LR）である。

口縁部無文帯の波状口縁の頂部下に円形刺突文付隆線文を施文し、口縁部無文帯と胴部の境を 1 条の

沈線文で区画する。胴部には沈線によるＵ字状文が施文されるようである。

遺構外出土土器　深鉢（第 208 図 14 ～ 28）がある。14 は口縁部に貫通孔のある突起をもち、突起部

の外面に沈線文と盲孔、内面に盲孔を施文する。口縁部の外面に 2 条、内面に 1 条の沈線文を施文し、

外面の胴部に鎖状沈線文を施文する。15 は縄文（LR）を地文とし、貫通孔のある突起をもつ。口縁部

無文帯と胴部の境を 1 条の沈線文で区画し、沈線上にボタン状貼付文を施文する。胴部に沈線文を垂

下させる。16 は円形盲孔と沈線文を施文する。17 は把手部に円形隆線貼付文を施文する。18 は口縁

部に方形渦状沈線文と盲孔を施文し、胴部との境を 1 条の沈線文で区画する。また、胴部に鎖状刺突

文を施文する。19 は網目状撚糸文（R）を地文とする。口縁部無文帯にＣ字状沈線入貼付文を施文し、

胴部との境を刺突入隆線文で区画する。20 は磨消縄文（LR）を地文とする。口縁部無文帯に（ ）状沈

線文と盲孔を施文し、胴部との境を 1 条の沈線文で区画する。21 は磨消縄文（RL）を地文とする。口

縁部無文帯と胴部の境を 1 条の沈線文で区画し、胴部に沈線による蕨手類似文を施文する。22 ～ 24

は外面に炭化物の付着がみられる。22 は口縁部が外反し、縄文（LR）を地文とする。23 は胴部が内弯

する。磨消縄文（RL）を地文とし、沈線による蕨手文を施文する。24 は地文の撚糸文（R）のみを施

文する。25 は口縁部に橋状把手を付加し、胴部に連続刺突文を施文する。26 は連続刺突文を施文する。

27 は口縁部が強く外反する。磨消縄文（RL）を地文とし、口縁部に平行沈線文を施文する。28 は磨消

縄文を地文とし、沈線による区画内に刺突文を施文する。

Ｃ．Ⅲ群土器（晩期中葉）

　皿（第 135 図 1）、鉢（第 16 図 14 ～ 17）、鉢？（第 16 図 20・21）、浅鉢（第 16 図 18・19）、台付鉢（第

16 図 22）がある。いずれも遺構に伴う遺物ではない。皿（第 135 図 1）は縄文（LR）を地文とし、雲
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ԑ෦ͷ໘にઢ文Λ施文͢Δɻ֎໘に࣫ঢ়࣭ͷண͕ΈΒΕΔɻޱ文Λ施文͢ΔɻᚅͰܗ （ു第

16 ਤ 14）ூڈにΑΔখঢ়ޱԑΛͭޱԑ෦ഁยͰɺ2 ͷ平行ઢͰ۠画͞Ε͍ͨڱ文༷ଳにࡉ

文Λ施͢ͷ（第ࢳΈΛ施͢ɻ文ೄ文（-）Ͱ͋Δɻ΄͔にઢ文೨ࠁ͍͔ 16 ਤ 16・17）͕

͋Γɺ文ೄ文（-3・3-）Ͱ͋Δɻઙു（第 16 ਤ 18・19）ମ෦ഁยͰɺӢܗ文Λ施文͢Δɻ

文ೄ文（-3）Ͱ͋Δɻു（第 16 ਤ 22）٭෦ͷഁยͰɺོઢ文͕ΈΒΕΔɻ文ແ文Ͱϛ

ΨΩ調Λ施͢ɻ

ᶄฤతҐஔͮけͱҬੑ
̖ɽᶗ܈土ثʢதظத༿ʣ

　ᶗ܈ثͷྨྫઋߴࢢ༄Ҩᶘ܈ث（ઋڭࢢҭҕһձ 1995B）ɺ্Ҩ（ઋڭࢢҭҕһձ

1989・2010）ɺ大町উෛҨᶘ܈ث（宮城県ڭҭҕһձ 1982B）ɺ࡚町தϊ̗Ҩ出ث（宮

城県ڭҭҕһձ 1987B）ɺࣣϲ॓町খྊҨ（宮城県ڭҭҕһձ 1987C）ͳͲにΈΒΕɺ͜ΕΒத

ࢁ）த༿ͷ大̱̔ࣜظ 1937ɺ୮Ӌ 1989）にҐஔ͚ͮΒΕ͍ͯΔɻ͜ͷ͜ͱ͔Βɺᶗ܈ثதظ

த༿ͷ大̱̔ࣜにҐஔ͚ΒΕΔɻͳ͓ɺࢿྉͷ੍͔Βᶗ܈ثͷҬੑに͍ͭͯݕ౼Ͱ͖ͳ͍ɻ

Ｂɽᶘ܈土ثʢظޙॳ಄ʙલ༿લʣ

ᶘ܈ثͷྨྫ　蔵王町ೋෑҨᶘ܈ث（第 211 ਤɺ宮城県ڭҭҕһձ 1984）ɺઋࢢ田Ҩᶗ・

ᶘ܈ث（第 209 ਤɺઋڭࢢҭҕһձ 1987）ɺԼϊ浦Ҩᶙ܈ث（ઋڭࢢҭҕһձ 1996B）ɺ

ୈ 208 ਤ　ᶘ܈土器（3）
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སＡҨᶞ܈ث（第 210 ਤɺઋڭࢢҭҕһձ 1983）ɺੴࢢרೆڥ௩ 7 τϨϯν 9 ʙ 11 出

ث（第 212 ਤɺޙ౻ 2004）ɺౡ県৽町ࡾ؏௩ᶘ܈ث（第 213 ਤɺౡ県ཱതؗ 1988）ɺ

͍Θ͖ࢢ大ാ௩出ث（അ 1975）ͳͲにΈΒΕΔɻ

　4,28 出ثͷうͪɺঢ়೨ࢳ文Λ文ͱ͠ɺঢ়ོઢ文ͱઢ文Ͱํ۠ܗ画Λܗ成͢Δ第 206

ਤ 1 ͷྨྫ田ᶗ܈にओମతに成͠ɺ田ᶘ܈ɺೋෑᶘ܈にগ成͍ͯ͠Δɻ·ͨɺޱ

ԑ෦に̔字ঢ়ོઢ文ɺϘλϯঢ়ష文Λ施文͠ɺ෦にਨԼ̪ͤͨ͞字ঢ়文͕தҐͰԣํにల։ͯ͠

ᶗ܈土器

ᶘ܈土器

（৽૬）

ୈ 209 ਤ　ઋࢢాҨ跡ᶗ・ᶘ܈土器（ઋڭࢢҭҕһձ 1987ɺS�1/10）

ୈ 210 ਤ　ઋࢢས̖Ҩ跡ᶞ܈土器（ઋڭࢢҭҕһձ 1983ɺS�1/10）
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ୈ 211 ਤ　ଂԦொ二ෑҨ跡ᶘ܈土器（ٶڭݝҭҕһձ 1984ɺS�1/10）
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ୈ 212 ਤ　石ࢢרೆڥ௩ 7 τレϯν 9 ～ 11 出土土器（ޙ౻ 2004ɺS�1/10）

ୈ 213 ਤ　ౡݝ৽ொࡾ؏௩ᶘ܈土器（ౡཱݝതؗ 1988ɺS�1/10）

成͠ɺ۠画にδάβά文ΛਨԼͤ͞Δ第ܗ画Λ۠ܗํ 206 ਤ 2 ͷྨྫɺ田ᶘ܈ɺསＡᶞ܈

にΈΒΕΔɻ

　4,6・13・19・22・56・82・92 出ثͳͲにΈΒΕΔ෦にख文・̪字ঢ়文ΛਨԼͤ͞Δਂു

ͷྨྫೋෑᶘ܈ɺ田ᶘ܈ɺࡾ؏ᶘ܈ɺೆڥ 7 Ｔ 9 ʙ 11 ͳͲにΈΒΕΔɻ第 206 ਤ 17・

27 ʙ 33ɺ207 ਤ 4・5・13ɺ第 208 ਤ 3・6・8 ͳͲશൠにೋෑᶘ܈·ͨࡾ؏ᶘ܈ͱͷྨ͕ੑࣅ

ೝΊΒΕΔ͕ɺ第͘ڧ 206 ਤ 21ɺ207 ਤ 13 ೆڥ 7 Ｔ 9 ʙ 11 ɺ207 ਤ 4ɺ208 ਤ 6 田ᶘ܈

ͱͷྨ͍ڧ͕ੑࣅɻ·ͨɺख文ΛԣҐに施文͢Δ第 206 ਤ 26 ࡾ؏ᶘ܈にྨྫ͕ΈΒΕΔɻ

　4,22 出ثͷうͪɺ؏௨ͱͷ͋ΔखΛՃ͠ɺ্෦にӔ֯ࡾ文Λ施文͢Δ第 207 ਤ 1・

2 田ᶘ܈ɺೋෑᶘ܈にྨྫ͕ΈΒΕɺ田ᶘ܈Ͱຊྫͱڞ௨ੑͷു͍ߴᶗ̰ྨにӔ֯ࡾ

文͕ଟ༻͞Ε͍ͯΔɻ

　4,56 出ثͷうͪɺ2 ͷδάβά文ΛਨԼͤ͞Δ第 206 ਤ 22 ࡾ؏ᶘ܈ɺ大ാͳͲにྨྫ

͕ଟ͘ΈΒΕΔɻ4,62 出ثͷうͪɺ̘ٯ字ঢ়ོઢ文ͱ円ܗಥ文Λ施文͢Δ第 206 ਤ 34 ࡾ

؏ᶘ܈ɺೋෑᶘ܈ɺೆڥ 7 Ｔ 9 ʙ 11 ͳͲにྨྫ͕ΈΒΕΔɻ

　Ҩߏ֎出ثͷうͪɺ؏௨ͱͷ͋ΔಥىΛͪઢ文ͱঢ়ઢ文Λ施文͢Δ第 208 ਤ 14

ɺೆڥ௩̔Ｔ 7・8 ͳͲにྨྫ͕ΈΒΕΔɻ

　 ͜ Ε Β  ೆ ڥ ࣜ（ ҏ 東 1957）ɺ 宮 ށ ᶗ ̱ ࣜ（ ޙ ౻ 1956・1957・2004・2005）ɺ   田 ࣜ（ ༄ ᖒ

1992・1996）ɺߝऔᶗ・ᶘࣜ（അ 1968・1970・1975）ɺশ໊٢）ࣜࣉ田 1960）ɺງ೭ᶗࣜ（ࢁ

1937）ซ行ظにҐஔ͚ͮΒΕ͍ͯΔͷに֓Ͷ૬͢Δɻ͜ͷ͜ͱ͔Βɺᶘ܈ثظޙॳ಄ʙલ༿

લظにҐஔ͚ͮΒΕΔɻΑΓࡉにݟΕɺ4,28・4,79 出ثظޙॳ಄に͍༷ۙ૬Λ͠ɺ͜

ͷ΄͔ظޙલ༿લظͷ༷૬Λྑ͍ࣔͯ͘͠Δ͜ͱ͕ࢦఠͰ͖Δɻ

पลҬʹ͓͚Δظޙॳ಄ʙલ༿ͷثฤͱᶘ܈ثͷҐஔ͚ͮ　͜Ε·Ͱೆࣜڥͱͯ͠Ұׅ͞Εͯ

͖ͨ宮城県Ҭͷظޙॳ಄ʙલ༿ͷ܈ثに͍͍͔ͭͯͭ͘ͷࡉҊ͕ఏࣔ͞Εɺ͞Βに宮城県北෦ͱ

தԝ෦ɺೆ෦ҬͰͦΕͧΕ文༷ߏ成ͳͲにಠࣗੑ͕ΈΒΕΔ͜ͱ͕ࢦఠ͞Ε͍ͯΔɻ

　県ೆҬͷೋෑҨͰظޙલ༿ͷ܈ثΛ 3 ാҨにྨ͠ɺ柴田町܈ 2・3 （ੁੜ田Ҩ）



第１節　縄文時代

187

段階（二屋敷Ⅰ群土器）→二屋敷Ⅱ群土器段階→二屋敷Ⅲ群土器段階の変遷が提示されている。県北と

の違いは向畑段階から二屋敷Ⅱ群段階にかけて顕著にみられる。すなわち、向畑段階では地文に県北で

目立つ撚糸文が少なく、胴部文様は県南では渦状・弧状を基本とした文様であるのに対し、県北では胴

上部に「八」字状文を施文するものが多いこと、二屋敷Ⅱ群段階ではやはり地文に撚糸文が少なく、胴

部文様は蕨手文が圧倒的多数を占め縦長単位文様との比率が県北と逆転していることなどが指摘されて

いる（宮城県教育委員会 1984）。

　仙台平野南部の六反田遺跡では後期初頭～前葉の土器群を 2 群に分類し、方形区画文を代表とする

六反田遺跡Ⅰ群土器から、磨消手法を伴う蕨手文を主体とする六反田遺跡Ⅱ群土器への変遷が明らかに

されている（仙台市教育委員会 1987）。六反田Ⅰ・Ⅱ群に対応する土器は仙台市梨野Ａ遺跡でも確認さ

れ、前者に梨野ＡⅦ群、後者に梨野ＡⅧ群が対応する（仙台市教育委員会 1983）。六反田Ⅰ群は県南地

域の向畑 3 層、二屋敷Ⅰ群との対応が考えられているが、六反田Ⅰ群を特徴づける方形区画文は県北・

県南では主体とならず、名取川水系など県央部で卓越した文様である可能性が指摘されている。六反田

Ⅱ群は県南地域の向畑 2 層、二屋敷Ⅰ群の一部と二屋敷Ⅱ群の一部との対応が考えられている。柳澤

清一は六反田Ⅰ群に類する土器のうち方形またはＤ字形モチーフの一部を貫入させたり、描線を挿入す

る手法を盛んに用いるものを六反田（古）式と呼び、これを仙南地方における後期の始まりの土器に位

置づけている（柳澤 1992・1996）。

　また、六反田遺跡に隣接する下ノ内浦遺跡では、下ノ内浦Ⅲ群土器を六反田Ⅰ・Ⅱ群より後出の後期

前葉に位置づけ、二屋敷Ⅱ群に対応させている（仙台市教育委員会 1996a）。下ノ内浦Ⅲ群には六反田Ⅰ・

Ⅱ群にはみられなかった多条沈線文が加わる。また、基本的な器形と文様構成は二屋敷Ⅱ群とほぼ同様

であるが、渦付三角文が僅少であること、蕨手文が少ないこと、連続Ｓ字文や山形文（二屋敷での「八」

字状文）が多用されること、連続楕円文が存在すること、地文に撚糸文が多用され縄文との割合が半々

となることなどが相違点として指摘され、県南・県北両方の要素をもつ土器群と位置づけられている。

　県北地域では後藤勝彦が南境貝塚７・８トレンチの層位的調査成果をもとに 7 トレンチ 12 ～ 13 層・

8 トレンチ 9 層を宮戸Ⅰｂ式より古い土器群、7 トレンチ 9 ～ 11 層・8 トレンチ 7 ～ 8 層を宮戸Ⅰｂ

式、7 トレンチ 6 ～ 8 層・8 トレンチ 4 ～ 6 層を宮戸Ⅰｂ式より新しい土器群に位置づけている（後藤

2004・2005）。宮戸Ⅰｂ式より古い土器群は隆起線による装飾やボタン状凹部（突起）、隆起線状に施

される二個連鎖の刻目、宮戸Ⅰｂ式は磨消手法を伴う倒卵形状の沈線文が特徴とされ、宮戸Ⅰｂ式より

新しい土器群は退化した倒卵形の沈線文、2 ～ 3 本単位の沈線を頸部から胴部に放射状に施文するもの、

縦 3 本の沈線を基本に頸部から胴部に重弧文、同心円文、Ｓ字、弧状、渦巻文が充填されるものの 3

種類に大別されている。

　石巻市山居遺跡出土土器（宮城県教育委員会 2007）の分類をもとに中期末葉～後期前葉の土器編年

を検討した相原淳一は、山居遺跡Ⅶ群土器を後期初頭、Ⅳ～Ⅵ群土器を後期前葉に位置づけ、山居Ⅶ

群→Ⅵ群→Ⅴ群→Ⅳ群の変遷を提示している（相原 2009）。これによると、Ⅶ群は隆線による装飾や

隆線文の交点部分に施される二個一対の刻目文が特徴である。大木 10 式（山内 1937）の一部（藤沼

1972、宮城県教育委員会 1969、宮城県 1981、須藤 1985）、門前式（小友式）（江坂 1956、江坂ほか

1959、吉田 1960）、宮戸Ⅰａ式（後藤 1957）、観音堂式（大迫町教育委員会 1986、本間 1994）など

に該当し、県南地域の向畑段階との並行関係が指摘されている。Ⅵ群は胴部に施される隆線による装飾

や隆線文の交点部分に施されるボタン状貼付文、隆線状に連続刺突を施す鎖状隆線文が特徴である。袖

窪式（林 1965）あるいは袖窪Ⅰ式・Ⅱ式（小笠原 1993）に該当し、県南地域で確認されている称名

寺遺跡２群土器（吉田 1960、相原 2008）との並行関係が指摘されている。Ⅴ群は 1 ～ 3 本の沈線に

よる懸垂文を特徴とし、後期前葉の南境式の一部、宮戸Ⅰｂ式に該当する。福島県の綱取Ⅱ式の前半期、
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千葉県の堀之内Ⅰ式の前半期と多くの共通点をもち、とくに宮城県中南部ではその傾向の強いことが指

摘されている。Ⅳ群は多条沈線文や磨消縄文を特徴とし、後期前葉の南境式の一部、宮戸Ⅰｂ式より新

しい土器群に該当する。福島県の綱取Ⅱ式の後半期、千葉県の堀之内Ⅰ式の後半期と多くの共通点をも

つことが指摘されている。

　綱取Ⅰ・Ⅱ式の変遷について検討した本間宏は、二屋敷Ⅱ群土器を綱取Ⅱ式古・中・新の各段階に対

応させている。すなわち、古段階は口縁部直下にＣ字状ないしノの字状の単位文を加える綱取Ⅰ式の伝

統が残り、胴部文様は磨消手法を伴う蕨手状文や波状入組文を特徴とする。中段階は胴部文様に磨消手

法と蕨手文が消失して 2 ～ 3 条一組の沈線で文様が構成され、口縁部直下のノの字状単位文は複数の

短沈線で表現される。新段階では、口縁部無文帯が収縮するものがみられるようになり、胴部文様を構

成する沈線は 3 ～ 4 条一組のものが増え、弧線文が下降する文様構成が主流となることが指摘されて

いる（本間 2008）。

　このように、後期初頭～前葉の土器編年は、関東地方においては称名寺 1 群→称名寺 2 群→堀之内

１式、福島県域では綱取Ⅰ式→綱取Ⅱ式の変遷が明らかとなっている。宮城県北部～岩手県南部では、

南境式の細分により門前式→袖窪式→宮戸Ⅰｂ式→宮戸Ⅰｂ式より新しい一群の変遷が整理された。ま

た、宮城県中央部では六反田Ⅰ群→六反田Ⅱ群→下ノ内浦Ⅲ群の変遷が明らかとなり、六反田Ⅰ・Ⅱ群

については六反田（古・新）式が提唱されている。これらの各地域では、宮城県北部と南部での地文に

おける撚糸文と縄文の比率や、宮城県北部での倒卵形状の沈線文、宮城県中央部での方形区画文、宮城

県南部～福島県での蕨手文といった胴部文様に表出されるように、隣接地域と相互に関連を持ちながら

も独自性のある土器群を形成していたことが分かる。

　本遺跡Ⅱ群土器は、地文に縄文を主体に少数の撚糸文を用いること、胴部文様には蕨手文とＵ字状文

を主体に、渦付三角文、方形区画文などを用いることが特徴である。このことから、本遺跡Ⅱ群土器は

宮城県北部地域の宮戸Ⅰｂ式の一部、宮城県中央部地域の六反田Ⅱ群の一部などとの関連を持ちなが

ら、二屋敷Ⅱ群、三貫地Ⅱ群、大畑など宮城県南部～福島県地域に成立した綱取Ⅱ式およびその影響を

比較的強く受ける土器文化圏に属していたものと考えられる。また、前述の本間の変遷観に従えば、二

屋敷Ⅱ群に含まれる多条沈線による文様構成がみられないことから、本遺跡Ⅱ群土器は綱取Ⅱ式古段階

に概ね相当するであろう。

異系統土器と地域間交流　Ⅱ群土器に共伴して出土した土器の中には、本遺跡周辺の型式変遷とは異な

る特徴をもつ土器がみられた。ここでは、これらの特徴と類例を検討し、本遺跡における地域間交流に

ついて若干の考察を行なうこととする。

　SK79 出土土器のうち、波状口縁で胴部がくの字状に内折し、刺突入隆線文を施文する第 206 図 12

の類例は北上市横欠遺跡（稲野ほか 1995・1997）など北上川中流域にみられ、門前式（小友式）ある

いは観音堂式などと呼ばれている。門前式・観音堂式は後期初頭に位置づけられ、宮城県中・南部では

門前式に相当する資料は多くないが、類似する器形は六反田Ⅰ・Ⅱ群にもみられる。

　遺構外出土土器のうち、口縁部無文帯にＣ字状沈線入貼付文を施文する第 208 図 19 は、福島県いわ

き市綱取貝塚Ｃ地区出土土器（馬目 1977）など福島県沿岸部に類例がみられ、綱取式に特徴的な口縁

部文様である。綱取式は後期初頭～前葉に位置づけられ、六反田Ⅰ群にも伴っている。

　SK22 出 土 土 器 の う ち、 Ｓ 字 状、 ８ の 字 状 突 起 を も ち、 細 か い 連 続 爪 形 文 と 浅 く 幅 広 の 多 条 沈 線

による弧状文を施文する第 207 図 3 の類例は、新潟県朝日村アチヤ平遺跡上段（朝日村教育委員会

2002a）、元屋敷遺跡上段（朝日村教育委員会 2002b）、新津市平遺跡（新津市教育委員会 1982）、新潟

市上ん原遺跡（前山 1994）など新潟県から福島県会津地方にみられ、三十稲場式（田中 1985）と呼ば

れている。これと極めて類似性の高いものが二屋敷Ⅱ群にも伴っている。なお、本例は内外面に黒色炭
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化物の付着がみられるが、本例と文様の一部と器形が類似する資料が下ノ内浦Ⅲ群に伴っており、やは

り内外面に黒色物質の付着がみられることから、漆を塗布していた可能性が指摘されている。また、遺

構外出土土器のうち連続刺突文を施文する第 208 図 25・26 も三十稲場式に特徴的な文様である。三十

稲場式は後期前葉に位置づけられ、向畑 3 層、菅生田、六反田Ⅱ群、下ノ内浦Ⅲ群、大畑などでも伴っ

ている。

　以上のように、Ⅱ群土器に伴う異系統土器として北上川流域の門前式、福島県沿岸部の綱取式、新潟

県から福島県会津地方の三十稲場式が認められた。これらの異系統土器は上述の通りこれまでにも宮城

県地域で複数の共伴事例が報告されている。特に、三十稲場式については宮城県中・南部～福島県沿岸

部においては、数は数個体と少ないものの多くの遺跡で共伴しており、当時の地域間交流を考える上で

重要と考えられる。

　なお、こうした異系統土器の搬入の可能性について考察することを目的の一つとして、土器胎土分析

（第 5 章第 2 節）を実施した。この結果、Ⅱ群土器に伴う門前式、綱取式、三十稲場式土器のすべてが

在地型式の土器と同様の鉱物・岩石組成を示し、本遺跡周辺で製作された可能性が高いとの判断が提示

された。このことは、器形や文様による型式学的な差異に加えて胎土や器面の質感からも明確に在地型

式の土器と区別される土器であっても、在地で製作された可能性があり、搬入品と即断できないことを

示している。在地型式の土器と同じ場所で製作された土器であっても、粘土と砂などの混和剤の調合や

器面の調整、焼成の方法などの違いから胎土や器面に異なる質感を生じている可能性が考えられる。こ

のことは今後より多くの地域での分析事例の蓄積を待って検討を重ねる必要があるが、異系統土器をめ

ぐる人やモノの地域間交流を考察する上で興味深い事実として指摘しておきたい。

Ｃ．Ⅲ群土器（晩期中葉）

　Ⅲ群土器の類例は大和町摺萩遺跡出土土器（宮城県教育委員会 1994）、石巻市南境貝塚７トレンチ１

～２層出土土器（後藤 2004）、大崎市中沢目貝塚Ｃ地点出土土器（須藤編 1984）、岩手県北上市九年

橋遺跡出土土器（北上市教育委員会 1977 ～ 1991）などにみられ、これらは晩期中葉の大洞Ｃ１式（山

内 1930・1932、藤沼 1989）に位置づけられている。このことから、Ⅲ群土器は晩期中葉の大洞Ｃ１

式に位置づけられる。なお、資料の制約からⅢ群土器の地域性については検討できない。

（２）石器
　石器は 268 点が出土した。このうちトゥールは 128 点で、石鏃、石匙、石錐、彫刻刃形石器、スク

レイパー、ピエス・エスキーユ、二次加工剥片、微細剥離痕を有する剥片、磨製石斧、擦痕のある石製

品、磨石、凹石、磨石／凹石の複合石器、磨石／凹石／敲石の複合石器、石皿、棒状石製品があり、ほ

かに石核 16 点、剥片 124 点がある。剥片石器類で接合関係が認められたものはない。竪穴住居跡およ

びフラスコ状土坑のほか、遺構外から出土したものが多い。遺構内から出土したものについては、共伴

する土器の年代から縄文時代後期初頭～前葉前半期のものと考えられる。また、遺構外から出土したも

のについてその所属年代を特定することは困難であるものの、出土土器と遺構配置などからみて本遺跡

での活動が後期前葉にほぼ限定されると考えられることから、石器についてもこれに伴うものと考える

ことができる。なお、土器の場合と異なり、前後の時期の微量の混入品を区別することはできなかった。

ここでは、出土石器のすべてが後期初頭～前葉前半期に帰属する石器群と仮定して器種構成、技術、石

材について検討し、本遺跡における石器の製作と使用について考察する。

①出土石器の器種と類型
Ａ．石鏃

　11 点出土し、トゥールの 8% を占める。石材は珪質頁岩 6 点、黒曜石 2 点、玉髄 1 点、玉髄質珪化木 1 点、

珪化凝灰岩 1 点である。基部形態から平基無茎（Ⅰ類）、凹基無茎（Ⅱ類）、有茎（Ⅲ類）、円基（Ⅳ類）
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側縁は一方が外湾し、一方は直線的であり、背面側の全面に調整剥離が施される。外湾する側縁の腹面

側には急角度剥離が施され、これを打面として背面側に細長く平行する調整剥離が施されている。調整

加工は打点が明瞭で細長くのびる剥離面の状態から、押圧剥離によるものと考えられる。

　栗原市山王囲遺跡（楠本 1973）では横形石匙のつまみ部に紐が巻き付いた状態で出土し、気仙沼市

田柄貝塚（宮城県教育委員会 1986）では縦形・横形石匙のつまみ部に帯状にアスファルトの付着が観

察されていることから、石匙のつまみ部には紐状のものが巻き付けられていたことが分かっている。

　石匙の機能については、その形態から動物の解体・加工具と推定されてきたが、仙台市三神峯遺跡出

土石匙について使用痕分析に基づく機能推定を行なった梶原洋によって、縦形・横形石匙には機能的に

大きな差はなく、被加工物は皮・肉・角・骨などの動物質のもののほか、木や草といった植物など多様

であることが指摘され、携帯する万能道具としての認識が定着している（梶原 1982）。また、東北地方

と関東甲信越地方の石匙の使用痕分析結果について検討した高橋哲によれば、石匙が出現する早期中葉

以降晩期まで、旧石器時代にはみられなかった草本植物のカッティングを示す使用痕が確認されている

ことから、石匙の用途の一つとして草本植物のカッティング作業が重要な位置を占めていたことを指摘

している（高橋 2007）。

Ｃ．石錐

　1 点出土している（第 148 図 1）。珪質頁岩製で、素材剥片の末端側に背面の稜を利用してＶ字状の

錐部を作出している。錐部の横断面形は算盤形である。

Ｄ．スクレイパー

　5 点出土し、トゥールの 3％を占める（第 148 図 3 ～ 7）。いずれも珪質頁岩製で、素材剥片の側縁

に連続的な調整加工を施すことにより直線的に整形している。調整加工が一側縁のみに施されるもの（Ⅰ

類）と、二側縁の調整加工が収斂し端部が V 字状となるもの（Ⅱ類）に分類できる。

　　Ⅰ類：3 点（第 148 図 3・6・7）

　　Ⅱ類：2 点（第 148 図 4・5）

　これらはいわゆる不定形石器であり、本遺跡と同じ後期前葉に位置づけられる蔵王町二屋敷遺跡（宮

城県教育委員会 1984）においても多数出土し不定形剥片石器１類とされたものにほぼ該当する。側縁

に施される調整加工は比較的急角度であり、調整加工が施された側縁に対向する側縁は素材縁辺が未加

工のまま残されるものが多い。5 は未加工の側縁に顕著な微細剥離痕が認められ、刃部として使用され

たことが分かることから、この場合、側縁の調整加工は刃潰しとして施されたと考えられる。4・6 は

腹面側に数枚の平坦な剥離が施され、刃部再生の可能性がある。

Ｅ．彫刻刀形石器

　1 点出土している（第 149 図 1）。珪質頁岩製で、縦長剥片の末端側の折断面を打面として左側縁に

二条のファシット（樋状剥離）を施すことにより彫刻刀面を作出している。彫刻刀面の作出に先立って、

左側縁の腹面側に調整剥離が施されている。彫刻刀形石器は後期旧石器にみられ縄文石器としては一般

的ではないが、技術形態学的に後期旧石器のものと共通することから彫刻刀形石器として分類した。縁

辺に微細剥離痕など肉眼で観察できる使用痕跡は認められない。

Ｆ．ピエス・エスキーユ

　5 点出土し、トゥールの 3％を占める（第 149 図 2 ～ 6）。石材は珪質頁岩 2 点、珪化凝灰岩 1 点、

凝灰岩 1 点、玉髄 1 点である。いわゆる楔形石器で、小形の剥片の相対する二側縁に両極剥離痕が認

められる。3 は上下・左右方向に両極剥離痕が認められる。

　ピエス・エスキーユの機能については、両端が尖って縦断面が凸レンズ状を呈すること、両端に製作

と使用によると思われる微細な潰れが観察されることから、骨角器製作や石器製作で素材を分割するた
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めの楔としての機能が推定されている（岡村 1976）。

Ｇ．二次加工剥片

　36 点出土し、トゥールの 25％を占める（第 149 図 7 ～ 11、第 150 ～ 153 図）。石材は珪質頁岩 17 点、

頁岩 3 点、碧玉 2 点、玉髄 2 点、黒曜石 1 点、凝灰質砂岩 1 点である。剥片に何らかの二次加工が施

されているが、特定の器種に分類できない。素材剥片の形状と二次加工の施される部位および調整剥離

の状態は多様である。

Ｈ．微細剥離痕を有する剥片

　25 点出土し、トゥールの 17% を占める（第 154 ～ 156 図）。石材は珪質頁岩 17 点、緑色凝灰岩 2 点、

玉髄 2 点、碧玉 1 点、頁岩 1 点、チャート 1 点、流紋岩 1 点である。縁辺や稜上に肉眼観察で微細剥

離痕が確認できる。剥片の形状と微細剥離痕が確認される部位および状態は多様であるが、微細剥離痕

の状態としては連続的なもの、まばらなもの、一部に集中するものに大別できる。

　剥片の微細剥離痕の成因については、縁辺を刃部として使用した結果生じた刃こぼれのほか、着柄に

よる損傷、運搬中の石器どうしの接触による損傷、踏みつけによる損傷、水や霜柱など自然現象による

損傷、剥片剥離時の偶発剥離などが想定され（御堂島 1994・1996）、これらの成因パターンは石器に

残された微細剥離痕のパターンと一対一で結び付くわけではなく、現段階ではその認定は困難である。

Ｉ．剥片

　124 点出土している。石材は珪質頁岩 53 点、玉髄 25 点、黒曜石 16 点、頁岩 9 点、緑色凝灰岩 7 点、

碧玉 3 点、珪化木 2 点、チャート 2 点、流紋岩 2 点、珪化凝灰岩 1 点、凝灰岩 1 点である。同一母岩

と認められるものはほとんどなく、遺跡内での剥片剥離作業を示す痕跡は乏しい。剥片形状は多様であ

り、定形的な剥片生産によるものではない。単剥離打面から剥離するものが多く、剥片剥離に先立って

石核調整を施すものは少ない。

Ｊ．石核

　16 点出土し、トゥールの 11% を占める（第 157 ～ 159 図）。石材は黒曜石 6 点、珪質頁岩 5 点、玉髄 3 点、

碧玉 1 点、流紋岩 1 点である。残核形状が角柱状またはサイコロ状を呈するもの（Ⅰ類）、扁平な両面

体となるもの（Ⅱ類）があり、Ⅱ類はさらに両面が作業面となるもの（ａ類）、片面が作業面となるもの（ｂ

類）、相対する二側縁からの打撃によって剥片を剥離するもの（両極石核、ｃ類）に分けられる。

Ⅰ類：8 点（第 157 図 3、第 158 図 2・3・4・5、第 159 図 2・3・4）

Ⅱ類：8 点 Ⅱａ類：4 点（第 157 図 1・2、第 158 図 1、第 159 図 1）

  Ⅱｂ類：1 点（第 157 図 4）

  Ⅱｃ類：3 点（第 157 図 5、第 158 図 6・7）

　石核はいずれも小形で最大計測値が 5cm を超えるものはなく、剥離痕跡から推定される剥片サイズ

も最大長が 4cm 以下である。Ⅱｃ類はいずれも黒曜石で原石は 2.5㎝未満の小礫と推定される。剥片剥

離にあたっては、素材がある程度大きさのある剥片または分割礫の場合はその形状に合わせて剥片が剥

離され、その結果Ⅰ類・Ⅱａ類・Ⅱｂ類が、極小の礫の場合はⅡｃ類が残されたことが窺える。剥片剥

離に先立つ石核調整技術はあまり駆使されず、単剥離打面からの剥片剥離を繰り返した後に打面転移を

行なうものが多い。

K．磨製石斧

　3 点出土し、トゥールの 2% を占める（第 160 図）。石材は緑色泥岩 2 点、緑色凝灰岩 1 点である。

第 160 図 3 は完形品で側面に面取り加工を施す定角式磨製石斧である。平面形は撥形で側縁下端に最

大幅をもち、刃部は弧状を呈する。全面に入念な研磨が施され、研磨痕は正面から見て右下がりに線条

痕が観察できる。肉眼観察で使用の痕跡は判別できないが、刃部正面左側が片減りした状態となってお
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り、縦斧として使用された結果によるものと考えられる。1 は定角式磨製石斧の折損品で基部のみ残存

する。3 よりも僅かに細身である。折損部は裏面側からの衝撃により折断している。磨製石斧の破損例

としては刃部の欠損に次いで多くみられるものであり、着柄された状態で使用中に破損したものと考え

られる。2 は磨製石斧の破片で側縁を取り込んでいる。欠損した刃部の可能性がある。

L．擦痕のある石製品

　1 点出土している（第 160 図 4）。粘板岩製で厚さ 2.4mm の板状を呈し、緩やかな弧状の縁辺をもつ。

両面が研磨され、表面側には多方向の線条痕が認められる。縁辺の断面は鋭角で、縁辺に斜行する線条

痕が認められる。全体の形状は不明であるが、石製品の一部と考えられる。

M．磨石・凹石・敲石

　15 点出土し、トゥールの 10% を占める。礫に使用痕としての磨面・凹部・敲打痕が残されている。

凹部は敲打痕の集合で、特定の場所に集中して浅い窪みをなすものである。これらの痕跡は単体で残さ

れている場合と、複合して残されている場合とがあり、磨石 8 点（第 161 図・第 162 図 2 ～ 4）、凹石

2 点（第 162 図 1、第 163 図 1）、磨石／凹石の複合石器 4 点（第 163 図 2、第 164 図 1・2・4）、磨

石／凹石／敲石の複合石器 1 点（第 164 図 3）である。

　磨石は安山岩を素材としたものが 6 点と多く、ほかに石英安山岩 1 点、緑色凝灰岩 1 点である。平

面形が最大長 10 ～ 14cm 程度で幅広の楕円形を呈し、やや扁平な河原石の両面に磨面のあるものが多

い。第 161 図 3 は横断面形が隅丸三角形を呈し、3 面に磨面がある。

　凹石は玄武岩 1 点、安山岩 1 点である。第 162 図 1 は平面形が最大長 15.7㎝で幅広の楕円形を呈し、

やや厚みのある河原石の両面に多数の凹部がみられる。第 163 図 1 は平面形が最大長 6.6cm で幅広の

楕円形を呈し、やや扁平な河原石の片面中央に楕円形の凹部がみられる。

　磨石／凹石の複合石器は安山岩 2 点、砂岩 2 点である。平面形が最大長 9.5 ～ 12.0cm 程度で幅広の

楕円形を呈し、やや扁平な河原石の両面に磨面と凹部がみられる。磨面と凹部のある面は重複し、凹部

は各面の中央部付近に複数みられる。

　磨石／凹石／敲石の複合石器は安山岩を素材とし、最大長 8.5cm、最大幅 6.7㎝、最大厚 6.8cm の握

り拳状の河原石の 2 面に顕著な磨面が、4 面に凹部がみられる。凹部の一部は磨面と重複し、面と面の

境界となる湾曲部に敲打痕がみられる。

　全体的な様相としては、石材は安山岩が最も多く、大きさは最大長で 8.5cm ～ 15.7cm と片手で扱え

るサイズのものである。複合する使用痕跡が転用の結果によるものか、当初から複数の用途を想定した

ものかは不明であるが、本遺跡で確認されたような複合例は縄文時代各時期に一般的にみられることか

ら、敲く（敲打痕）、割る（凹部）、磨り潰す（磨面）といった主に堅果類などの食料加工の一連の作業

の中で使用されたものと考えられる。

　池谷勝典が行なった凹石の使用痕分析に基づく機能推定によれば、凹部は先端が尖った対象物に対す

る敲打によって生じたものであり、クルミを割る作業に使用された敲石であると指摘されている。また、

石器に残された凹部の位置関係から、片手で保持した対象物に対してもう片方の手で保持した石器を用

いて打撃を加える際の動作が復元されている（池谷 2004）。

　なお、晩期中葉の里浜貝塚（東北歴史資料館 1984）などでは赤色顔料が付着した円礫や石皿が出土

しているほか、敲打痕のある礫はハンマーストーンとして石器製作に使用された可能性が考えられる

が、本遺跡では顔料の加工や石器製作が行なわれたことを示す資料は確認されなかった。

N．石皿

　19 点出土し、トゥールの 15% を占める（第 165 ～ 171 図）。敲打によって整形された周縁をもち、

受け皿状を呈するもの（Ⅰ類）と、大型で扁平な板状の礫の平坦面が摩耗しているもの（Ⅱ類）がある。
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Ⅱ類はさらに最大長が 20cm を超える大形のもの（ａ類）と小形のもの（ｂ類）に分けられる。

Ⅰ類：1 点（第 165 図 3）

Ⅱ類：10 点 Ⅱａ類：4 点（第 166 図、第 167 図 1）

  Ⅱｂ類：6 点（第 167 図 2、第 168・169 図、第 170 図 1）

　第 165 図 3 はⅠ類に分類されるが、欠損品のため全体の形状は不明である。砂岩製で全体が敲打と

研磨によって入念に整形され、平坦な磨面の周囲に幅 2.4cm、高さ 1.5cm の立ち上がりをもつ。

　Ⅱａ類は平面形が最大長 27.7cm ～ 35.5cm の楕円形を呈し、扁平な河原石の両面に浅く窪んだ磨面

をもつ。いずれも安山岩製で重量は 8.4 ～ 22.8kg である。

　Ⅱｂ類は平面形が最大長 14.0cm ～ 19.5cm の円形または楕円形を呈し、扁平な河原石の片面または

両面に磨面をもつ。いずれも安山岩製で重量は 0.8 ～ 4.0kg である。

O．棒状石製品

　4 点出土し、トゥールの 2% を占める（第 172・173 図）。棒状石製品と仮称した。石材は安山岩 2 点、

花崗岩 1 点、凝灰岩 1 点である。最大長 43 ～ 44cm の隅丸の三角柱状ないしは四角柱状を呈し、剥離・

敲打・研磨により整形を施している。

　第 172 図は安山岩製である。最大長 43.3cm、最大幅 17.3cm、最大厚 15.4cm、重要 18.9kg で、端部

の一方がやや厚くなる隅丸の三角柱状を呈する。側面と端部は敲打・研磨・剥離され、側面は多面となる。

切り合い関係からは 6 つの異なる調整範囲が確認できる。最も古い面は敲打面（１）であり、これよ

り新しい磨面（２）は研磨の程度差によって、（２ａ）とより入念な（２ｂ）とに分けられる。広めの

敲打面（３）とそれより新しい磨面（４）は、正面と左側面の磨面がつくった稜を取り去るようになさ

れる。裏面中央に位置する（５）は（２ｂ）より新しい凹部であり、敲打の後に平滑に研磨されている。（６）

は（２ａ）と（２ｂ）の磨面が接する稜上の剥離痕であり、下端部からの打撃による剥離痕と上半部の

中央から上端部へと抜ける剥離痕からなる。第 173 図 1 は SK67 フラスコ状土坑の底面から出土した。

安山岩製で、最大長 44.0cm、最大幅 15.0cm、最大厚 12.5cm、重量 12.7kg である。隅丸の四角柱状を

呈する。棒状の大型礫の側面に敲打の後に研磨を施している。端部中央からの強い打撃による大形の剥

離痕がみられる。第 173 図 2 は花崗岩製で、残存長 32.8cm、残存幅 17.2cm、残存厚 13.0cm、残存重

量 12.0kg である。隅丸の四角柱状を呈する。棒状の大型礫の側面と端部に敲打の後に研磨を施している。

中央部で折損し、端部から側面に磨面を切る剥離痕がみられる。第 173 図の 2 点はいずれも端部から

の大きな剥離痕がみられ、その他の整形・加工痕跡よりも相対的に新しい。通常の打撃とは異なる強い

衝撃によるものであり、偶発的なものとは考え難いことから、何らかの儀礼的行為として行われた可能

性が考えられる。図化した 3 点のほかに、SK92 フラスコ状土坑から 1 点が出土している。風化が著し

く取り上げができなかったが、粗粒凝灰岩製で直径約 21cm、長さ約 47cm の柱状を呈し、土坑西壁に

接して底面付近から直立した状態で出土した。

②石器の出土状況
　遺構種別ごとの石器出土状況（第 11 表・第 217 図）をみると、遺構外出土または表面採集が 57%（83 点）

を占める。遺構に伴って出土した石器は 43%（61 点）である。遺構種別ではフラスコ状土坑が 29%（42 点）

と最も多い。このほか、竪穴住居跡、炉跡、土坑、掘立柱建物跡の柱穴などで 2 ～ 6 点の石器が出土した。

　器種別の出土状況（第 11 表・第 218 図）を見ると、石鏃はフラスコ状土坑から 1 点が出土したほかは、

遺構外出土または表面採集であり、石匙・石錐・磨製石斧・擦痕のある石製品はいずれも遺構外出土

または表面採集である。スクレイパーはフラスコ状土坑から 3 点、掘立柱建物跡の柱穴から 1 点、遺

構外から 1 点が出土した。彫刻刀形石器はフラスコ状土坑から 1 点が出土した。ピエス・エスキーユ

は竪穴住居跡から 1 点、フラスコ状土坑から 1 点、土坑から 1 点、遺構外から 2 点が出土した。二次
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可能である。フラスコ状土坑では廃絶後の若干の自然堆積の後に土器・石器類が一括して廃棄された状

況が窺われ、フラスコ状土坑群の周辺で行なわれた作業の結果を示していると考えられる。フラスコ状

土坑出土石器の器種構成をみると、二次加工剥片と石皿が最も多く、次いで微細剥離痕を有する剥片、

石核、スクレイパー、磨石・凹石・敲石の順となる。また、このほかに剥片が 28 点出土している。定

形的な剥片石器をほとんど含まず、二次加工剥片や微細剥離痕を有する剥片が主体であること、石皿や

磨石・凹石・敲石など礫石器を含むことが特徴的である。

③石器の使用痕跡
　肉眼観察の範囲において使用の痕跡が確認できるものとしては、石鏃の先端部に衝撃剥離痕をもつも

の（第 147 図 2）、茎部が折損するもの（第 147 図 7・8・10）があり、使用による損傷と考えられる。

また、先端部が折損後に再加工を施したと考えられるもの（第 147 図 19）がある。磨製石斧は刃部正

面左側が片減りした状態となっており、縦斧として使用された結果によるものと考えられる。また、基

部のみ残存する折損品は裏面側からの衝撃により折断している。磨製石斧の破損例としては刃部の欠損

に次いで多くみられるものであり、着柄された状態で使用中に破損したものと考えられる。

　また、高倍率法による石器の使用痕分析（第 5 章第 4 節）の結果、微細剥離痕を有する剥片 1 点で

骨角を対象とした切断作業が推定された。同様に微細剥離痕を有する剥片 2 点については使用の痕跡

が確認されず、使用とは異なる作用によって微細剥離痕が生じた可能性が指摘された。また、樋状剥離

を有する技術形態学的特徴から彫刻刀形石器と分類した 1 点については、刃部と想定した樋状剥離面

には使用の痕跡が全く確認されず、細長い剥片を剥離した石核の可能性が指摘された。

　剥片の微細剥離痕については、前述のとおり多様な成因が想定され、必ずしも使用の痕跡と判断でき

ないことが使用痕分析からも明らかにされた。ただし、出土状況の点では礫石器やスクレイパー、二次

加工剥片、微細剥離痕を有する剥片などがフラスコ状土坑に一括廃棄された状況を示すものが多く、こ

れらは集落内のフラスコ状土坑周辺での活動を反映している可能性が高いと考えられる。このことか

ら、剥片類には利器として使用されたものが一定の割合で含まれていると考えられる。

　礫石器では石皿の破損頻度が高く、意図的に打ち割られて廃棄されたと考えられるものも少なくな

い。このことは、石器の廃棄行動に儀礼的な側面が関与した可能性を示していると考えられる。

④石材の利用
　石器に利用されている石材は、珪質頁岩、玉髄、黒曜石などの緻密・硬質で劈開性の高い一群と、粗

粒・軟質で劈開性のない一群とに大別できる（第 12 表）。前者を珪質石材、後者を粗粒石材と呼称する。

トゥールと石核の石材は珪質石材が 69%（99 点）、粗粒石材が 31%（45 点）である（第 219 図）。珪

質石材は主に打製石器に、粗粒石材は主に礫石器と磨製石器に使用されており、後述する大別器種構成

の比率（第 225 図、打製石器 70%、磨製石器 3%、礫石器 27%）ともほぼ一致することから、石材の特

性に応じた選択が行なわれたことが分かる。

　打製石器の石材構成（第 12 表・第 221 図）をみると、珪質頁岩が 59%（60 点）と群を抜いて多く、

次いで玉髄が 11%（11 点）、黒曜石が 9%（9 点）であり、残りの 21% は 11 種 21 点で構成される。珪

質頁岩は脊梁山脈をはさんだ山形県域から搬入されたと考えられ、玉髄および玉髄質珪化木は隣接す

る村田町新川流域からの搬入が考えられる。黒曜石は蛍光Ｘ線分析による原産地推定（第 5 章第 3 節）

によって新潟県板山産 1 点、仙台市秋保産 1 点、加美町湯の倉産 1 点、蔵王町蔵王産 2 点のほか、判

別図上でのまとまりとして不明原産地 1：9 点、不明原産地 2：10 点と判定された（1 点は判別不能）。

遠隔地石材として直線距離で約 100km の板山産があり、湯の倉産は約 60km の位置にある。不明原産

地 1・2 は黒曜石の 79% を占めるものの、石核から推定される原石は 2.5cm 未満の小礫であることから

遠隔地からの搬入石材とは考え難く、遺跡近傍で採取されたものと考えられる。本遺跡周辺では、佐々
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　ຏੴثͷੴࡐ৭టؠ 2 ɺมؠࢁ҆ٺ 1 ɺεϨʔ

τ 1 Ͱ͋Δɻ͜ΕΒֶ࣭తにຊҨपลにଘࡏ

͢ΔੴࡐͰ͋Δ（第 5 ষ第 5 અ）ɻຏੴͷੴࡐにΈΒΕ

Δมؠࢁ҆ٺɺদ্ྲྀҬに·ͱ·͕ͬͨΈΒΕΔ

͜ͱ͔ΒɺҨۙΛྲྀΕΔদͷ河চ͔Β࠾औ͞Εͨ

Մੑ͕͍ߴɻ৭టؠͱมؠࢁ҆ٺຏੴිにɺεϨʔ

τࠟࡲͷ͋Δੴに༻͞Ε͍ͯΔɻ

　  ੴ ث ͷ ੴ ࡐ ߏ 成（第 12 ද・ 第 222 ਤ）  ҆ ࢁ ؠ ͕

63�（27 ）ͱ࠷ଟ͘ɺ͍࣍Ͱ͕࠭ؠ 14�（6 ）Ͱ͋Γɺ

Γͷ 23�  6 छ 6 Ͱߏ成͞ΕΔɻ͜ΕΒ͍ͣΕ

సຏ͞Εͨ円Λૉࡐͱ͓ͯ͠Γɺ·ͨ河চͰ࠾औ

͞Εͨͱ͑ߟΒΕΔɻ۩ମతͳ原࢈ෆ໌Ͱ͋Δ͕ɺ

ֶ࣭తに蔵王町पลにଘ͢ࡏΔੴࡐͰ͋Γɺԕִ͔

Βͷൖೖ͕ఆ͞ΕΔੴࡐͳ͍ɻ

　ຏੴثͱੴثͷثछผੴߏࡐ成（第 223 ਤ）ΛΈ

Δͱɺ҆ؠࢁɺ࠭ؠɺݰؠɺੴӳ҆ؠࢁੴࡼͱຏੴ・

Ԝੴ・Ꮟੴͷ྆ํにར༻͞ΕɺภੑࡏΈΒΕͳ͍ɻ·ͨɺ

มؠࢁ҆ٺຏੴにɺ҆ؠࢁͱՖቋરؠঢ়ੴにར༻͞Ε͍ͯΔɻ༻్にԠͨ͡大͖͞・ܗঢ়

ͰႳ։ੑͷͳ͍ੴࡐΛબͯ͠ར༻͍ͯͨ͠ͱ͑ߟΒΕΔɻ

ᶇثछߏ
ͱ͢ΔຏࡐΛૉࡐͱɺႳ։ੑͷͳ͍ૈཻੴثͱ͢ΔଧੴࡐΛૉࡐੴ࣭ܔ͍ߴ成ɺႳ։ੑͷߏछث　

ੴثɺੴثͱに大ผͰ͖Δ（第 12 ද）ɻτΡʔϧͷߏ成ଧੴث 70�（101 ）ɺຏੴث 3�（4

）ɺੴث 27�（39 ）Ͱ͋Δ（第 225 ਤ）ɻ 

　ଧੴثͷثछߏ成（第 227 ਤ） ΛΈΔͱɺ ङ

ྌ۩ 11�（11 ）ɺ Ճ۩ 49�（49 ） Ҏ্ɺ ੴ
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ͧΕ 1 ͷΈͰ͋Γɺ ઑ಄ثɺ ଧੴිɺ ฟঢ়ੴ

⍾ጤ
1ϰ%

₵ᱞጤ ϰ%

䊂イ䉰イ䊃 5%

␕石器の石᧚組成

ጊጤ
63%

⍾ጤ
1ϰ%

₵ᱞጤ ϰ%

䊂イ䉰イ䊃 5%

✛⦡ᵆጤ 5%

ᄌጊጤ 5%

スレー䊃 2%

⧎ፘ㐹✛ጤ 2%

䈠のઁ
23%

␕石器の石᧚組成

ጊጤ
63%

⍾ጤ
1ϰ%

₵ᱞጤ ϰ%

石⧷ጊጤ 5%

✛⦡ᵆጤ 5%

ᄌጊጤ 5%

スレー䊃 2%

⧎ፘ㐹✛ጤ 2%

䈠のઁ
23%

␕石器の石᧚組成

ୈ 221 ਤ　ଧ製石器の石ߏࡐ

ୈ 222 ਤ　石器の石ߏࡐ

ۄ

11�

石༵ࠇ

9�

ท4ؠ�
ป4ۄ�

ྲྀ3ؠ�

�2ؠփڽԽܔ

৭ڽփ2ؠ�

νϟーτ1�

γϧτ1ؠ�

ଧ製石器の石ࡐ

ؠท࣭ܔ

59�

ۄ

11�

石༵ࠇ

9�

ท4ؠ�
ป4ۄ�

ྲྀ3ؠ�

�2ؠփڽԽܔ

৭ڽփ2ؠ�

νϟーτ1�

γϧτ1ؠ�

�1ؠփڽ

�1ؠփ࣭࠭ڽ
ปۄ（৭）

1�
Խܔ࣭ۄ

1�

ͦのଞ6�

ଧ製石器の石ࡐ

ؠท࣭ܔ

59�

ۄ

11�

石༵ࠇ

9�

ท4ؠ�
ป4ۄ�

ྲྀ3ؠ�

�2ؠփڽԽܔ

৭ڽփ2ؠ�

νϟーτ1�

γϧτ1ؠ�

�1ؠփڽ

�1ؠփ࣭࠭ڽ

ปۄ（৭）1�

�Խ�1ܔ࣭ۄ

ͦのଞ6�

ଧ製石器の石ࡐ

10

15

20

25
器छผʹΈͨଧ製石器のར༻石ࡐ

0

5

10

15

20

25

石鏃 石錐 石匙 スクレイパー 彫刻ਕ形石器 ピエス・エスキー

ユ

二次加工剥片 微細剥離痕を有す

る剥片

石核

器छผʹΈͨଧ製石器のར༻石ࡐ

ؠท࣭ܔ ۄ 石༵ࠇ ทؠ ปۄ ྲྀؠ ؠփڽԽܔ ৭ڽփؠ γϧτؠ νϟーτ ؠփڽ ؠփ࣭࠭ڽ Խܔ࣭ۄ ปۄ（৭）

0

5

10

15

20

25

石鏃 石錐 石匙 スクレイパー 彫刻ਕ形石器 � ピエス・
エスキーユ

二次加工剥片 � 微細剥離痕を
有する剥片

石核

器छผʹΈͨଧ製石器のར༻石ࡐ

ؠท࣭ܔ ۄ 石༵ࠇ ทؠ ปۄ ྲྀؠ ؠփڽԽܔ ৭ڽփؠ γϧτؠ νϟーτ ؠփڽ ؠփ࣭࠭ڽ Խܔ࣭ۄ ปۄ（৭）

10

15

20
器छผʹΈͨ磨製石器・石器のར༻石ࡐ

0

5

10

15

20

磨製石斧 磨石 凹石 磨石・凹石 磨石・凹石
・敲石

石皿 棒状石製品

器छผʹΈͨ磨製石器・石器のར༻石ࡐ

ؠࢁ҆ ؠ࠭ 石ӳ҆ؠࢁ ؠݰ มؠࢁ҆ٺ ৭టؠ Ֆቋરؠ

ୈ 224 ਤ　ଧ製石器の器छผ石ߏࡐ

ୈ 223 ਤ　磨製石器・石器の器छผ石ߏࡐ



第１અ　ೄ文࣌

1��

ͳͲ·ͬͨ͘ΈΒΕͳ͍ɻث

　ຏੴثɺ ຏੴි 3 ɺ ༻్ෆ໌ͷࠟࡲͷ͋

Δੴ 1 Ͱ͋Δɻ 

　ੴثͷثछߏ成（第 228 ਤ）ɺՃ۩ 92�（36

）ɺ༻్ෆ໌ͷঢ়ੴ 8�（3 ）Ͱ͋ΔɻՃ

۩ ͷ う ͪ ੴ ࡼ ͕ 54�（21 ）ɺ ຏ ੴ・ Ԝ ੴ・ Ꮟ ੴ ͕

38�（15 ）ΛΊ͍ͯΔɻ 

ᶈੴثの࡞ͱ༻
ੴࡐのར༻ͱണยണ　ຊҨ出ͷੴ֩ɺണยૉ

ͷͷ͕ଟ͘（第ܗͷτΡʔϧΑΓখࡐ 229 ਤ）ɺੴ

֩に͞Εͨണ໘ɺണยにൺͯখ͍͞ɻੴ֩ͷ

大͖͞ΛओཁੴࡐผにΈΔͱɺ࣭ܔทؠͱͦͷଞͷੴ

ͷͷ͕大͖͘ɺࡐ ܗͷͷ͕খۄ

Ͱ༵ࠇੴͷͷۃΊͯখ͍͞（第 231・232 ਤ）ɻ

ണยണに͋ͨͬͯੴ֩調ٕज़͋·Γ͞ۦΕ

ͣɺଧ໘సҠΛ行ͳͬͯݶք·Ͱണยണ࡞業͕行ͳ

ΘΕͨ͜ͱ͕Ӑ͑Δɻੴ֩ͷྨܕଟ༷Ͱɺੑ֨نͷ

ͷണยܗҰఆͷണยണٕ๏ೝΊΒΕͣɺෆఆ͍ߴ

Λྔ͢࢈Δണยണ࡞業Ͱ͋ͬͨͱ͑ߟΒΕΔɻੜ࢈

͞Εͨണยͷܗঢ়に໌ྎͳॎ・ԣͷͷগͳ

͘ɺൺֱతബखͷͷ͕ଟ͍ɻ·ͨɺ༵ࠇੴͷ߹

原ੴ͕ۃখͷখͰ͋Γɺ྆ۃണにΑͬͯখണยΛ

ണ͍ͯ͠Δɻ

　ണยണ࡞業ͷओମܗࢁ県Ҭ͔Βൖೖ͞Ε࣭ͨܔ

ทؠͰ͋Γɺ͜ͷ΄͔に༵ࠇੴۄΛ͡Ίͱͨ͠

ͱ͠ࡐతにར༻͍ͯ͠Δɻ͜ΕΒΛૉΛิࡐੴࡏ

ͨτΡʔϧͷ大͖͞ܗঢ়Λൺֱ͢Δͱɺࡏੴࡐ

にൺͯখ͍͞ͷ͕ଟ͍（第ؠท࣭ܔ 230 ਤ）ɻ͜

ͷ͜ͱɺ大ܗͷఆܗੴثೋ࣍Ճണยに࣭ܔ

ท͕ؠଟ͘ɺΑΓখܗͷੴ᭲ϐΤε・ΤεΩʔϢに

ଟ͘༻͍ΒΕ͍ͯΔ͜ͱͱҰக͢Δɻ͕ࡐੴࡏ

τΡʔϧの࡞ͱ༻ɹੴࡐͷར༻ঢ়͔گΒɺεΫϨ

ΠύʔͳͲͷෆఆܗੴثੴ᭲ͷ͕࡞行ͳΘΕ͍ͯ

ͨ͜ͱ͕ࢦఠͰ͖Δɻੴ᭲ԡѹണにΑͬͯ͞࡞

ΕɺՃॲཧͷ͕ࠟೝΊΒΕΔɻ平جແܪ・Ԝجແ

͕ܪແجೝΊΒΕɺԜ͕ܕͷ֤ྨج円・ܪ༗・ܪ

ଟ͍ɻઌ෦ܪ෦に༻にΑΔଛই͕ೝΊΒΕΔ

ͷ͕͋Δɻ·ͨɺຏੴිに༻にΑΔંଛਕ෦ͷม͕ܗೝΊΒΕΔɻ

　ͳ͓ɺຊҨͷೆ 5LN にҐஔ͢ΔೋෑҨͰੴਕΛૉࡐͱ͢ΔॎܗੴɺεΫϨΠύʔͳͲ

͕ଟ出͠ɺܗࢁ県פ河ࢢߐ柴ڮҨ（פ河ڭࢢߐҭҕһձ 1989）ͳͲܗࢁ県ͷ্࠷தྲྀҬにΈ

ΒΕΔੴਕ࡞Ҩͱͷަқ͕ٞ͞Ε͍ͯΔ（ੴҪ 1996・ձ田 2000）ɻຊҨͰੴਕͷൖೖΛ໌
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石錐 1%

石匙 1%

スクレイパー 5%
彫刻刃形石器

1%

ピエス・

エスキーユ 5%

二次加工剥片

36%

微細剥離痕を有

する剥片
25%

石核

16%

打製石器の器種組成

ୈ 225 ਤ　େผ器छߏ

ୈ 226 ਤ　器छߏ

ୈ 227 ਤ　ଧ製石器の石ߏࡐ

ୈ 228 ਤ　石器の石ߏࡐ
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塚（大崎市教育委員会 2008）、中期中葉の仙台市高柳遺跡（仙台市教育委員会 1995）ではⅡ類を主体

に少数のⅠ類を伴う組成であったのに対し、中期末の栗原市鰻沢遺跡（築館町教育委員会 2005）では

Ⅱ類を主体に少数のⅠ類・Ⅲ類・Ⅳ類を伴うようになり、後期中葉の気仙沼市田柄貝塚（宮城県教育委

員会 1986）、後期後葉の東松島市里浜貝塚風越地点（東北歴史資料館 1997）、後期後葉～晩期初頭の

村田町東足立遺跡（宮城県教育委員会 1981b）、晩期中葉の里浜貝塚西畑地点（東北歴史資料館 1984）

では一転してⅢ類を主体とする組成に変化していることが分かる。

　石鏃形態の時期的な変化について全国的な視野から検討した鈴木道之助によれば、有茎石鏃は東北地

方北部以北では前期初頭に出現し、中期には無茎石鏃をしのぐようになるが、東北地方南半部ではやや

遅れて後期中葉頃に同様の逆転現象が起こり、有茎石鏃が爆発的に増加することが指摘されている（鈴

木 1981）。宮城県内では、有茎石鏃が出現するのは中期末（大木 10 式）以降とされている（東北歴史

資料館 1991）。　

　田柄貝塚ではイノシシとニホンジカの動物遺存体に石鏃の射込まれた痕跡が確認され、石鏃による狩

猟対象の一端が明らかにされているが、より小形の鳥獣類も対象として大きな割合を占めたものと推察

される。田柄貝塚ではイノシシとニホンジカに対して至近距離から射込まれたことが推定されている

が、小形の鳥獣類の場合にはある程度離れた位置からの射撃が想定され、矢の直進性がより重要視され

たと考えられる。この点、一般に有茎石鏃は無茎石鏃と比較して幅狭・軽量であり、対象物に対する破

壊力を除けば矢の直進性・刺突性は高かったものと考えられる。後期中葉以降の有茎石鏃の爆発的な増

加の背景には、石鏃による狩猟対象の変化に応じた狩猟法の選択、新しい装着法の開発および柄となる

素材の選択などが相互に関与したことが想定され、本遺跡を含む後期初頭～前葉の石器群は石鏃による

狩猟技術の転換期に位置付けられる。

⑧西浦Ｂ遺跡における縄文時代後期初頭～前葉前半の石器群
　本遺跡で出土した石器群は、共伴する土器の型式などから縄文時代後期初頭～前葉前半期のものと考

えられる。器種構成は打製石器に石鏃、石匙、石錐、彫刻刀形石器、スクレイパー、ピエス・エスキーユ、

二次加工剥片、微細剥離痕を有する剥片、剥片、石核、磨製石器に磨製石斧、擦痕のある石製品、礫石

器に石皿、磨石、凹石、敲石、棒状石製品がある。打製石器に定形石器が非常に少なく、不定形石器が

多いことが特徴的である。また、礫石器の占める割合も比較的大きい。

　石鏃は点数的に多くないものの、平基無茎、凹基無茎、有茎、円基の各類型がみられ、無茎鏃主体か

ら有茎鏃、円基鏃主体へと変化する過渡期の様相を良く示している。

　剥片剥離技術では、石核の打面転移を行なって限界まで石材を利用しており、不定形の剥片を生産し

ている。また、黒曜石の場合は原石が極小の小礫であり、両極剥離によって小剥片を剥離している。生

産された剥片は小形・薄手のものが多く、不定形石器や石鏃の製作が主体であったと考えられる。

　剥片剥離作業の主体は山形県域から搬入された珪質頁岩であり、このほかに黒曜石や玉髄をはじめと

した在地石材を補完的に利用している。やや大形の定形石器や二次加工剥片に珪質頁岩が多く、より小

形の石鏃やピエス・エスキーユに在地石材が多く用いられている。

　礫石器は石皿と磨石・敲石・凹石のほか、棒状石製品があり、素材の多くは遺跡近傍を流れる松川の

河床礫から採取されたと考えられる。石皿の破損率が高いことや、いわゆる第二の道具と考えられる棒

状石製品が存在し、これらに意図的な破損行為が読み取れることが注目される。

　石器の出土状況をみると石鏃は遺構外出土が多いのに対し、不定形石器と礫石器はフラスコ状土坑か

らの出土が多い。こうしたことから、本遺跡では不定形石器と礫石器を使用した食料加工の作業を主体

として、狩猟具の石鏃の簡易なメンテナンスなどの作業が行なわれていたと考えられ、さらに棒状石製

品などを使用した精神的行為も行われたことが推察される。
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①竪穴住居跡・炉跡
　竪穴住居跡は 1 軒確認した。SI65 竪穴住居跡は残存範囲で南北 4.6m、東西 3.6m の規模で、不整楕

円形を呈する。残存壁高は 0 ～ 12cm である。地山を床面としており、貼床は認められないが、顕著な

硬化がみられる。柱穴は確認されなかった。床面の中央やや北東寄りの位置に石組炉が構築されている。

石組炉は河原石を用いて不整方形に区画し、地山ブロック主体の埋土で炉床を構築している。炉床中央

部の直径約 30cm の範囲に焼面が認められ、焼面の中央に深鉢形土器を正位に埋設している。

　炉跡は 1 基確認した。SL86 炉跡は長軸 100cm、 短軸 80cm の楕円形を呈し、 深さ 12cm の皿状の

窪みの周囲に石材を配置する。 石材は一部が抜き取られており、 南側のみ残存する。 中央部の長軸

50cm、短軸 30cm の範囲に焼面が認められる。

②掘立柱建物跡・柱列跡
　掘立柱建物跡は 23 棟確認した。4 本柱で構成されるものが 15 棟、6 本柱が 4 棟のほか、5 本、7 本、8 本、

10 本柱のものが各 1 棟である。平面形は方形または長方形のものが多く、五角形、七角形のものが各

1 棟である。10 本柱で 1 間× 4 間の東西棟建物を構成する SB97 掘立柱建物跡、7 本柱で七角形建物を

構成する SB98 掘立柱建物跡は他の掘立柱建物跡と比較して柱穴の規模が大きい。SB93 掘立柱建物跡

は 6 本柱で構成される 1 間× 2 間の東西棟建物の東西に近接棟持柱をもつ。

　柱列跡は 7 条確認した。3 本柱で構成されるものが 4 条、4 本柱が 2 条、6 本柱が 1 条である。柱穴

はいずれもほぼ等間隔で直線的に配置されている。

③フラスコ状土坑・土坑
　フラスコ状土坑は 31 基確認した。平面形が直径 50 ～ 184cm の円形を呈し、下部の壁面が抉り込ま

出土遺物の特徴から
Ⅱ群土器段階に位置
づけられる遺構

竪穴住居跡 SI65

炉跡 SL86

掘立柱建物跡 SB93・97・98・100・108・111・112・116・135

柱列跡 SA109・121

フラスコ状土坑 SK7・9・19・20・22・28・54・55・56・62・63・66・68・73・76・
79・82・83・87・89・90・91・92・101・125

土坑 SK6・13・39・81

遺構の分布状況から
Ⅱ群土器段階に位置
づけられる遺構

掘立柱建物跡 SB103・104・105・113・114・115・118・120・129・130・131・
132・133・134

柱列跡 SA106・107・110・117・119

フラスコ状土坑 SK52・53・67・71・74・126

土坑 SK36・44・45・49・50・51・64・70・72・102

時期が不明な遺構 落とし穴状土坑 SK69・122・123・124

第 13 表　遺構の時期

２．遺構の特徴と遺跡の性格

（１）遺構の時期と特徴
　確認した縄文時代の遺構は、竪穴住居跡 1 軒、炉跡 1 基、掘立柱建物跡 23 軒、柱列跡 7 条、溝跡 5 条、

フラスコ状土坑 31 基、落とし穴状土坑 4 基、土坑 14 基、柱穴多数である。これらの遺構の出土遺物

と平面分布状況から推定した機能時期は第 13 表のとおりであり、落とし穴状土坑を除くほとんどの遺

構がⅡ群土器段階（後期初頭～前葉前半）に位置づけられる。ここでは、各遺構の特徴について述べる。
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れて縦断面形がフラスコ状を呈する。こうした形態の土坑については、貯蔵穴としての機能が推定され

る。深さは 10 ～ 62cm で、30cm 以下のものが多い。残存状況が良好でないものについては必ずしも

フラスコ状の縦断面形を確認出来ないものが含まれるが、平面形態と堆積状況などからフラスコ状土坑

に含めた。底面の中央に小柱穴をもつものが 4 基ある。堆積状況をみると、底面付近に自然崩落土や

自然堆積土が堆積した後、人為的に埋め戻されているものが多く、自然堆積層の上面に遺物が一括廃棄

される状況がみられた。このことから、フラスコ状土坑が貯蔵穴としての機能を果たさなくなった後に

はごみ捨て穴として利用され、最終的に埋め戻されたと考えられる。

　土坑は 14 基確認した。平面形は円形、方形、不整形を呈するものがある。機能について推定できた

ものはない。堆積状況は人為的に埋め戻されているものが多い。

④落とし穴状土坑
　4 基確認した。平面形が長軸 282 ～ 300cm、短軸 30 ～ 42cm の溝状を呈するものと、長軸 102 ～

260cm、短軸 70 ～ 80cm の長方形または小判形を呈するものがある。小判形のものは底面中央に打ち

込み杭跡の可能性がある小柱穴が確認された。堆積状況をみると、いずれも自然堆積土と考えられ、土

坑が落とし穴としての機能を果たさなくなった後は利用されることなく放棄されたと考えられる。

（２）遺跡の性格
　確認した遺構は主にＢ区中央部からＡ区南半部に分布する。これらの平面分布状況と遺物の出土状況

から空間利用について検討し、遺跡の性格を考察する。

①遺構の平面分布状況
　遺構は主にＢ区中央部からＡ区南半部にかけての半径約 50 ｍの範囲に分布する。調査前の現況はわ

ずかに東へ傾斜する平坦な畑地で、後世の明らかな削平等の影響は認められなかったが、フラスコ状土

坑は深さ 30cm 未満のものが多く、竪穴住居跡の壁高も 0 ～ 12cm 程度であり、遺構の残存状況はあま

り良好でなく、当時の生活面も残存していないと考えられる。確認した遺構の分布状況をみると、中央

部の半径約 10m の範囲では散漫であり、この空白域を取り囲むように各遺構が帯状に分布する。

　各遺構の分布する範囲には重複がみられるが、より中央に近い位置に掘立柱建物跡が分布し、その外

側にフラスコ状土坑および土坑が、さらに外側に竪穴住居跡および炉跡が分布する傾向がみられる。こ

れらの遺構群にはいくつかの重複関係がみられ、数時期の変遷があるが、遺構分布の中心部は全時期を

通じて空白域となっている。このことから、中央の空白域には広場としての機能があり、これを中心と

して各遺構が配置されていたと考えられる。

　各遺構の分布状況をみると、掘立柱建物跡は南東側にやや多く分布する。重複するものがあり、最大

4 時期の変遷がある。SB97・SB98 掘立柱建物跡は柱穴の規模が大きく、中心的な施設であった可能性

がある。SB98 掘立柱建物跡は７本柱で構成される七角形の建物で、SB97 掘立柱建物跡に壊されている。

SB97 掘立柱建物跡は東西棟建物で、長軸方向を広場に向けている。このほかの掘立柱建物跡は 4 本ま

たは 6 本柱で構成される方形または長方形のものが多く、長方形のものは長軸方向を広場に向けてい

るものが多い。柱列跡の配置に規則性はみられないが、SA106 柱列跡は遺構分布のより濃密な南東側

とやや希薄となる北西側との間に位置している。フラスコ状土坑は掘立柱建物跡の分布帯の外側に分布

し、掘立柱建物跡や竪穴住居跡などとの重複がみられるが、フラスコ状土坑同士での重複はみられない。

分布帯の中には空白域がみられ、数基ずつの単位を構成している可能性がある。土坑について機能が推

定できたものはないが、フラスコ状土坑と一連の分布帯に分布しているものが多い。竪穴住居跡および

炉跡はフラスコ状土坑の分布帯の外側に分布する。南側に位置する SI65 竪穴住居跡は正位に土器を埋

設する石囲炉をもつ。東側に位置する SL86 炉跡も石囲炉で、残存状況を考慮すれば竪穴住居跡に伴う

ものであった可能性がある。
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皿などが多い。石器類に定形石器が少なく、不定形石器が多いこと、礫石器が多いことが特徴的である。

遺物はフラスコ状土坑の廃絶後に一括廃棄された状況を示すものが複数みられることから、これらはフ

ラスコ状土坑周辺で行なわれた作業を反映していると考えることができる。作業の内容としては、不定

形石器と礫石器を使用した食料加工の作業を主体として、狩猟具の石鏃の簡易なメンテナンスなどの作

業が推定される。

　本遺跡の集落には竪穴住居や炉跡といった居住に関わる施設が希薄で、仮設的な施設と考えられる小

規模な掘立柱建物が多い。出土遺物からみても、石器類に定形石器が僅少で不定形石器の割合が多いこ

とや石器製作の痕跡が希薄であることから、日常生活が継続的に営まれた場所ではなかったと考えられ

る。このことから、本遺跡の集落では食料の貯蔵・加工などを主とした季節的な活動が営まれ、これに

伴う貯蔵施設として多数のフラスコ状土坑が残されたと考えられる。

３．遺跡の年代
　遺構から出土した木炭片５点および土器付着炭化物５点を試料として実施した AMS 法による放射性

炭素年代測定の結果、木炭４点の較正暦年代は 2142 ～ 2470cal BC、土器付着炭化物 5 点は 2140 ～

2570cal BC であった（第５章第１節）。木炭は SK9・19・22・56 フラスコ状土坑と SK6 土坑堆積土よ

り、土器付着炭化物は SK22・79 フラスコ状土坑と SK6 土坑出土土器より採取したもので、土器はいず

れもⅡ群土器に含まれる。木炭と土器付着炭化物の年代に齟齬はなく、妥当な年代が示されたと考えら

れる。このことから、本遺跡における活動の主体であったⅡ群土器段階（縄文時代後期初頭～前葉）に

は 2355cal BC を中央値とする 2140 ～ 2570cal BC の年代が与えられよう。

　なお、上記のほかに木炭 1 点の較正暦年代は 1256 ～ 1128cal BC と示された。これについては遺構

出土土器の編年観と一致しないことから後世の混入と考えられるが、やはり縄文時代晩期の土器片が混

入する遺構もあり、ある意味では本遺跡における人間活動の一端を示す測定結果と言えよう。

第２節　古代

１．遺物の特徴と年代
　古代の遺物が出土したのは SI16 竪穴住居跡のみである。ここでは、SI16 竪穴住居跡出土遺物の特徴

について分析し、その年代を検討する。遺物は床面出土のロクロ土師器甕（第 175 図 1 ～ 3、176 図 6

～ 8・10）、砥石（第 177 図）、K1 堆積土出土のロクロ土師器小形甕（第 176 図 9）、住居内堆積土出

土のロクロ土師器坏（第 175 図 4）、確認面出土のロクロ土師器坏（第 175 図 5）がある。

　ロクロ土師器坏は 2 点が出土しているが、下半部のみのため全体の器形は不明である。内面に放射

状のミガキ調整と黒色処理を施すもので、切り離し方法は不明である。切り離し後に体下部～底部に回

転ヘラケズリを施すもの（5）と、手持ちヘラケズリを施すもの（4）がある。ロクロ土師器甕は 7 点

が出土し、略完形のものが 3 点（1 ～ 3）、上半部のみのものが 3 点（6・7・10）、下半部のみのもの

が 1 点（8）である。焼成が良好で胎土が赤褐色を呈する。胴部上半に緩やかな膨らみをもつ長胴形を

呈し、きわめて斉一性が高い。口縁部は外傾し、口縁端部を上方につまみ出すもの（1 ～ 3・7）、受け

口状のもの（6・10）がある。外面は胴部のほぼ全面に縦方向のヘラケズリ調整を施すもの（1 ～ 3・

7）、下半にヘラケズリ調整を施すもの（3・8）がある。また、ヘラケズリ調整の後に下半に粗いヘラ

ナデ調整を施すもの（1・2）がある。内面調整はハケメ調整の後にヘラナデ調整を施すもの（1 ～ 3・7）
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が多い。底部はいずれも切り離し後にヘラケズリ調整を施し、静止糸切痕が確認できるもの（3）がある。

ロクロ土師器小形甕は 1 点が出土しているが、下半部のみのため全体の器形は不明である。外面の下

半にヘラケズリ調整を施す。底部は回転糸切の後無調整である。

　これらは製作に際してロクロを使用したもので、その特徴から表杉ノ入式（氏家 1957・1967）の範

疇に含まれる。表杉ノ入式の年代的位置づけは 8 世紀末～ 12 世紀頃と幅広いが、主に坏類に加えられ

る技法的側面から、底部の切り離し後に再調整を施すものから回転糸切の後無調整のものへ変化するこ

とが指摘されている（阿部 1968・桑原 1969）。また、利府町郷楽遺跡出土土器の分析から①ロクロ使

用の製品は 8 世紀末頃から漸移的に組成比率を増し、9 世紀前半にはすべてロクロ使用となること、②

9 世紀後半になると口径に比して底部が小さく、底部の切り離し後に再調整を施さなくなることが明ら

かにされている（菊地ほか 1990）。SI16 竪穴住居跡出土土器をみると、小形甕は回転糸切の後無調整

であるが、坏はいずれも切り離し後に再調整を施していることから、9 世紀後半まで降ることはないも

のと考えられる。また、甕は胴部のほぼ全面に丁寧な縦方向のヘラケズリ調整を施すことが特徴的であ

る。このような特徴をもつ土器群は、色麻町上新田遺跡 1・5・8 号住居跡出土土器（宮城県教育委員

会 1981a）に類似しており、年代は 9 世紀初頭頃に位置づけられている。このことから、SI16 竪穴住

居跡出土土器の年代は概ね 9 世紀初頭頃に位置づけられよう。

２．遺構の特徴と遺跡の性格
　古代の遺構は SI16 竪穴住居跡と SX78 竪穴状遺構を確認した。ここでは、その特徴と機能時期につ

いて述べ、遺跡の性格について検討する。

　SI16 竪穴住居跡は、東西 4.2m、南北 4.5m の不整隅丸方形を呈し、東壁にカマドを付設する。住居

掘方埋土を床として 4 基の主柱穴をもち、住居南東隅に貯蔵穴を配置する。カマド燃焼部は取り壊さ

れており、燃焼部付近の住居床面に 7 個体以上の土師器甕などが廃棄されていた。住居廃絶に伴う儀

礼的行為の可能性がある。出土土器の年代から、SI16 竪穴住居跡の機能時期は 9 世紀初頭頃と考えら

れる。

　また、SX78 竪穴状遺構は残存範囲で東西 3.9m、南北 2.5m の不整形を呈する。SI16 竪穴住居跡との

距離は約 10m である。残存範囲の西寄りの位置でカマド燃焼部の痕跡と考えられる赤色硬化範囲を確

認したことから古代の竪穴住居跡の可能性が考えられるが、床面は残存しない。出土遺物がないため機

能時期は不明である。

　なお、本調査区の西側に隣接する畑地では過去にロクロ土師器坏が表面採集されている地点があり、

今回確認した竪穴住居跡を含めて数軒の竪穴住居からなる小規模な集落が営まれていた可能性がある。
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第３節　中世～近世

１．遺物の特徴と年代
　中世～近世の遺物は中世陶器、近世陶磁器が出土した。中世陶器は SD84 溝跡出土の甕（第 187 図）

などがある。近世陶磁器は鉄釉の陶器、染付の磁器（第 189 図）などがある。第 189 図はＤ区表土出

土の磁器で、染付の皿である。肥前産（18 世紀）である。

２．遺構の特徴と遺跡の性格
　中世～近世の遺構は掘立柱建物跡 3 棟、柱列跡 2 条、溝跡 5 条を確認した（第 179 図）。これらの遺

構配置の状況と各遺構の特徴を述べる。

　掘立柱建物跡はＢ区南端に SB85 掘立柱建物跡、 Ｄ区に SB127・SB128 掘立柱建物跡が位置する。

SB85 掘立柱建物跡は東西 3 間・南北１間の東西棟、SB127 掘立柱建物跡東西 2 間・南北 1 間の建物であり、

SB128 柱列跡は東西 5 間・南北 2 間の東西棟で北面を除く 3 面に 1 間幅の廂を設けている。建物に重

複関係はなく、造営方向は北を基準にして 19.4°～ 27.8°の範囲で東へ振れており、ほぼ一致すること

から同時期に並存していた可能性がある。

　柱列跡はＢ区東側に SA95・SA96 柱列跡が位置する。SA95 柱列跡は 2 間、SA96 柱列跡は 3 間の規模で、

概ね東西方向である。

　溝跡はＢ区中央部に SD8・SD24・SD84・SD88 溝跡が、Ａ区に SD18 溝跡が位置する。SD8・SD84・

SD88 溝跡は重複関係にあり、SD88 → SD8 → SD84 の前後関係が確認できる。これらの溝跡は掘立柱建

物跡の造営方向とも一致し、ほぼ同位置での掘り直しがみられることから、いずれも同一の地割りに基

づいて掘られた区画溝と考えられる。遺物は SD84 溝跡で中世陶器が、Ｄ区表土で近世の磁器が出土し

ている。

　このことから、これらの遺構群は中世～近世に位置づけられ、SB128 掘立柱建物跡を主屋とする屋敷

地の建物群とそれに隣接する畑地などを区画した溝跡と考えられる。
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第７章　総　　括

１．西浦Ｂ遺跡は、宮城県南部の刈田郡蔵王町大字円田字西浦北地内に所在する。遺跡は蔵王町東部の

松川北岸に形成された矢附段丘上に立地している。

２．今回の発掘調査は店舗建設計画を原因とする事前調査として実施した。調査区は遺跡範囲の中央部

に位置し、発掘調査面積は 4,678㎡である。

３．確認した遺構は、縄文時代の竪穴住居跡 1 軒、炉跡 1 基、掘立柱建物跡 23 棟、柱列跡 7 条、フラ

スコ状土坑 31 基、落とし穴状土坑 4 基、土坑 14 基、柱穴多数、古代の竪穴住居跡 1 軒、竪穴状

遺構 1 基、中世～近世の掘立柱建物跡 3 棟、柱列跡 2 条、溝跡 5 条である。

４．出土した遺物は、縄文土器、ロクロ土師器、中世陶器、近世陶磁器、石器（打製石器、磨製石器、

礫石器）、石製品（砥石）である。縄文土器は縄文時代中期中葉大木 8b 式、後期初頭～前葉前半

の南境式の一部あるいは綱取Ⅱ式などとの併行期、晩期中葉大洞 C2 式に位置づけられる。ロクロ

土師器は平安時代初頭の 9 世紀初頭頃に位置づけられる。このうち、主体を占めるのは縄文時代

後期初頭～前葉前半の土器・石器である。

５．本遺跡出土資料を対象とした自然科学的分析の結果、下記のことが明らかとなった。

・土器付着炭化物および土坑出土木炭を試料とした AMS 法による放射性炭素年代測定の結果、較

正暦年代は 2,140 ～ 2,570calBC と示された。

・薄片観察法による土器胎土分析の結果、胎土の組成から遺跡近郊の 2 か所の採取地点が判明し、

型式学的に区別された在地型式と非在地型式の両方が在地で製作された可能性が指摘された。

・黒曜石製石器の蛍光 X 線分析による原産地推定の結果、新潟県板山産を含む 4 か所の原産地から

の搬入が判明したほか、本遺跡近郊に 2 か所の未知の原産地が存在する可能性が示唆された。

・高倍率法による石器使用痕分析の結果、十分に整形されていない石器でも、使用された痕跡を残

すものがあることが判明した。

６．発掘調査結果を検討した結果、下記のことが明らかとなった。

・縄文時代後期初頭～前葉前半に多数のフラスコ状土坑と掘立柱建物跡を伴う集落が形成されてい

たことが判明した。竪穴住居跡や炉跡など居住に関わる施設が少なく、石器類に定形石器が僅少

で不定形石器の割合が多いことや石器製作の痕跡が希薄であることから、日常生活が継続的に営

まれた場所ではなかった可能性が考えられる。このことから、本遺跡の集落では食料の貯蔵・加

工などを主とした季節的な活動が営まれ、これに伴う貯蔵施設として多数のフラスコ状土坑が残

されたと考えられる。

・平安時代初頭の 9 世紀初頭頃には少数の竪穴住居跡からなる小規模な集落が形成され、中世～近

世には溝による区画を伴う屋敷地として利用されていたことが判明した。

７．今回の発掘調査成果は、松川流域に居住した当時の人びとの具体的な暮らしぶりを知る上で貴重な

手掛かりとなるものである。
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ࣸਅਤ൛ �

̍ɽҨ跡ԕܠ（Ӭஈ্ٰ͔Βೆํʹௐࠪ区पลをΉ）

̎ɽҨ跡ԕܠ（౦͔Βௐࠪ区पลをΉ）

̐ɽௐࠪલگݱ（ೆ͔Β）

̏ɽҨ跡ԕܠ（౦͔Βௐࠪ区पลをΉ）

̑ɽௐࠪલگݱ（౦͔Β）

ௐࠪ۠

੨ຑࢁ

ଂԦ࿈ๆ

দ



ࣸਅਤ൛ �

̒ɽS,19 ϑϥスί状土۷�状گ（͔Β）

̑ɽ̖区�શ۷�ܠ状گ（ೆ͔Β） ̓ɽS,19 ϑϥスί状土�土அ໘（౦͔Β）

̍ɽҨ֬ߏೝௐࠪۀ࡞�෩ܠ

̏ɽ̗区�ൃ۷ௐࠪۀ࡞�෩ܠ

̎ɽ̗区ൃ۷ௐࠪۀ࡞�෩ܠ

̐ɽ̗区�ൃ۷ௐࠪۀ࡞�෩ܠ



ࣸਅਤ൛ �

̍ɽS,20 ϑϥスί状土۷�状گ（ೆ͔Β） ̎ɽS,45 土�土அ໘（౦͔Β）

̏ɽS,49 土�状گ（͔Β） ̐ɽS,49 土�土அ໘（౦͔Β）

̑ɽSD18 溝跡۷�状گ（ೆ͔Β）

̔ɽ̗区Ҩ֬ߏೝ状گ（͔Β）

̓ɽ̗区Ҩ֬ߏೝ状گ（ೆ͔Β）

̕ɽ̗区Ҩ֬ߏೝ状گ（͔Β）

̒ɽSD18 溝跡�土அ໘
　　　　　　　（ೆ͔Β）



ࣸਅਤ൛ �

̍ɽ̗区Ҩ֬ߏೝ状گ（౦͔Β）

̎ɽ̗区中ԝ෦Ҩ֬ߏೝ状گ（͔Β）



ࣸਅਤ൛ �

̍ɽ̗区ೆ෦Ҩ֬ߏೝ状گ（͔Β）

̐ɽSI65 竪穴住居跡�চ໘ݕ出状گ（͔Β）

̒ɽSI65 竪穴住居跡�石跡土அ໘（͔Β）

̔ɽS#93 ۷ཱபݐ跡۷�状گ（͔Β）

̎ɽ̗区Ҩ۷ߏ状گ（͔Β）

̑ɽSI65 竪穴住居跡�石跡ݕ出状گ（͔Β）

̓ɽSI65 竪穴住居跡�石跡ຒઃ土器ݕ出状گ（͔Β）

4#��

̏ɽ̘区Ҩ֬ߏೝ状گ（ೆ͔Β）



ࣸਅਤ൛ �

̐ɽS#97 ۷ཱபݐ跡�13 土அ໘（͔Β）

̎ɽS#97・S#98 ۷ཱபݐ跡ݕ�出状گ（͔Β）

̓ɽS#98 ۷ཱபݐ跡�16 土அ໘（͔Β）

̑ɽS#97 ۷ཱபݐ跡�14 土அ໘（͔Β） ̒ɽS#98 ۷ཱபݐ跡�15 土அ໘（౦͔Β）

̔ɽS#100 ۷ཱபݐ跡�11 土அ໘（ೆ͔Β）

4#��

4#��

̏ɽS#97・S#98・S"107۷�状گ（౦͔Β）

4#��

4#��

4"���

̍ɽS#93 ۷ཱபݐ跡�13 土அ໘（͔Β）



ࣸਅਤ൛ �

̏ɽS#104 ۷ཱபݐ跡�14 土அ໘（ೆ͔Β）

̑ɽS#105 ۷ཱபݐ跡�11 土அ໘（͔Β）

̓ɽS#108 ۷ཱபݐ跡�11 土அ໘（ೆ͔Β）

̍ɽS#100 ۷ཱபݐ跡�13 土அ໘（ೆ͔Β）

̐ɽS#104 ۷ཱபݐ跡�16 土அ໘（ೆ͔Β）

̒ɽS#105 ۷ཱபݐ跡�14 土அ໘（͔Β）

̎ɽS#103 ۷ཱபݐ跡��11 土அ໘（ೆ͔Β）

̔ɽS#108 ۷ཱபݐ跡�13 土அ໘（ೆ͔Β）



ࣸਅਤ൛ �

̑ɽS#116 ۷ཱபݐ跡�12 土அ໘（౦͔Β）

̔ɽS#135 ۷ཱபݐ跡�11 土அ໘（͔Β）

̒ɽS#120 ۷ཱபݐ跡�12 土அ໘（౦͔Β）

̐ɽS#113 ۷ཱபݐ跡�16 土அ໘（ೆ͔Β）̏ɽS#113 ۷ཱபݐ跡�12 土அ໘（౦͔Β）

̎ɽS#112 ۷ཱபݐ跡�13 土அ໘（͔Β）̍ɽS#111 ۷ཱபݐ跡�15 土அ໘（͔Β）

̓ɽS#132 ۷ཱபݐ跡ݕ�出状گ（౦͔Β）

4#���



ࣸਅਤ൛ �

̐ɽS"117 பྻ跡�13 土அ໘（͔Β）

̓ɽS,7 ϑϥスί状土�土அ໘（͔Β）

̑ɽS-86 跡ݕ�出状گ（͔Β）

̔ɽS,9 ϑϥスί状土۷�状گ（౦͔Β）

̏ɽS"109 பྻ跡�12 土அ໘（ೆ͔Β）

̒ɽS,7 ϑϥスί状土۷�状گ（͔Β）

̎ɽS"107 பྻ跡�14 土அ໘（͔Β）̍ɽS#135 ۷ཱபݐ跡�14 土அ໘（͔Β）



ࣸਅਤ൛ ��

̏ɽS,22 ϑϥスί状土�Ҩ出土状گ（ೆ͔Β）

̑ɽS,22 ϑϥスί状土�土அ໘（ೆ͔Β）

̓ɽS,28 ϑϥスί状土�土அ໘（ೆ͔Β）

̐ɽS,22 ϑϥスί状土۷�状گ（ೆ͔Β）

̒ɽS,28 ϑϥスί状土۷�状گ（ೆ͔Β）

̔ɽS,52 ϑϥスί状土۷�状گ（ೆ౦͔Β）

̍ɽS,9 ϑϥスί状土�土அ໘（౦͔Β） ̎ɽS,22 ϑϥスί状土�Ҩ出土状گ（ೆ͔Β）



ࣸਅਤ൛ ��

̏ɽS,54 ϑϥスί状土�土அ໘（͔Β）

̑ɽS,56 ϑϥスί状土۷�状گ（͔Β）

̓ɽS,56 ϑϥスί状土�Ҩ出土状گ（౦͔Β）

̐ɽS,55 ϑϥスί状土۷�状گ（͔Β）

̒ɽS,56 ϑϥスί状土�土அ໘（͔Β）

̔ɽS,62 ϑϥスί状土�土அ໘（౦͔Β）

̍ɽS,52 ϑϥスί状土�土அ໘（ೆ౦͔Β） ̎ɽS,54 ϑϥスί状土۷�状گ（͔Β）



ࣸਅਤ൛ ��

̏ɽS,67 ϑϥスί状土�棒状石製品出土状گ（౦͔Β）

̑ɽS,68 ϑϥスί状土۷�状گ（͔Β）

̓ɽS,73 ϑϥスί状土۷�状گ（ೆ͔Β）

̐ɽS,67 ϑϥスί状土�土அ໘（ೆ͔Β）

̒ɽS,68 ϑϥスί状土�土அ໘（౦͔Β）

̔ɽS,73 ϑϥスί状土�土அ໘（ೆ͔Β）

̍ɽS,63 ϑϥスί状土�土அ໘（͔Β） ̎ɽS,66 ϑϥスί状土�土அ໘（ೆ͔Β）



ࣸਅਤ൛ ��

̏ɽS,79 ϑϥスί状土۷�状گ（౦͔Β）

̑ɽS,82 ϑϥスί状土۷�状گ（ೆ͔Β）

̓ɽS,83 ϑϥスί状土۷�状گ（͔Β）

̐ɽS,79 ϑϥスί状土�土அ໘（౦͔Β）

̒ɽS,82 ϑϥスί状土�土அ໘（ೆ͔Β）

̔ɽS,83 ϑϥスί状土۷�状گ（ೆ͔Β）

̍ɽS,74 ϑϥスί状土�土அ໘（͔Β） ̎ɽS,76 ϑϥスί状土�土அ໘（͔Β）



ࣸਅਤ൛ ��

̏ɽS,89 ϑϥスί状土۷�状گ（͔Β）

̑ɽS,90 ϑϥスί状土�土அ໘（౦͔Β）

̓ɽS,91 ϑϥスί状土�土அ໘（ೆ͔Β）

̐ɽS,89 ϑϥスί状土�土அ໘（͔Β）

̒ɽS,91 ϑϥスί状土۷�状گ（ೆ͔Β）

̔ɽSL92 ϑϥスί状土�Ҩ出土状گ（ೆ͔Β）

̍ɽS,87 ϑϥスί状土۷�状گ（ೆ͔Β） ̎ɽS,87 ϑϥスί状土�土அ໘（ೆ͔Β）



ࣸਅਤ൛ ��

̏ɽS,92 ϑϥスί状土۷�状گ（ೆ͔Β）

̑ɽS,101 ϑϥスί状土۷�状گ（͔Β）

̓ɽS,125 ϑϥスί状土۷�状گ（ೆ͔Β）

̐ɽS,92 ϑϥスί状土�土அ໘（౦͔Β）

̒ɽS,101 ϑϥスί状土�土அ໘（͔Β）

̔ɽS,125 ϑϥスί状土�土அ໘（ೆ͔Β）

̍ɽS,92 ϑϥスί状土�Ҩ出土状گ（౦͔Β） ̎ɽS,92 ϑϥスί状土�Ҩ出土状گ（ೆ͔Β）



ࣸਅਤ൛ ��

̑ɽS,124 མͱ͠穴状土۷�状گ（ೆ͔Β）

̓ɽS,6 土�土அ໘（౦͔Β）

̕ɽS,36 土�土அ໘（͔Β）

̒ɽS,124 མͱ͠穴状土�土அ໘（ೆ͔Β）

̔ɽS,36 土۷�状گ（౦͔Β）

10ɽS,39 土۷�状گ（͔Β）

̍ɽS,69 མͱ͠穴状土۷�状گ（౦͔Β）

̎ɽS,69 མͱ͠穴状土
　　　土அ໘（౦͔Β）

̏ɽS,123 མͱ͠穴状土۷�状گ（͔Β）

̐ɽS,123 མͱ͠穴状土
　　　　土அ໘（౦͔Β）



ࣸਅਤ൛ ��

̏ɽS,50 土۷�状گ（ೆ͔Β）

̑ɽS,51 土�土அ໘（͔Β）

̔ɽS,70土・S#114۷ཱபݐ跡11�土அ໘（౦͔Β）

̐ɽS,50 土�土அ໘（౦͔Β）

̒ɽS,64 土�土அ໘（͔Β）

̓ɽS,70 土۷�状گ（͔Β）

̍ɽS,39 土�土அ໘（͔Β） ̎ɽS,44 土�土அ໘（౦͔Β）



ࣸਅਤ൛ ��

̐ɽSI16 竪穴住居跡�চ໘Ҩ出土状گ（͔Β）

̑ɽSI16 竪穴住居跡�চ໘ݕ出状گ（͔Β）

̏ɽS,102 土�土அ໘（౦͔Β）

̍ɽS,81 土�土அ໘（ೆ͔Β） ̎ɽS,102 土۷�状گ（౦͔Β）



ࣸਅਤ൛ ��

̏ɽSI16 竪穴住居跡�ΧϚυۙҨ出土状گ（͔Β）

̍ɽSI16 竪穴住居跡�ΧϚυݕ出状گ（͔Β） ̎ɽSI16 竪穴住居跡�ΧϚυۙҨ出土状گ（͔Β）

̒ɽS978 竪穴状Ҩݕ�ߏ出状گ（౦͔Β）

̔ɽSD8・SD88 溝跡ݕ�出状گ（͔Β）̓ɽS#85 ۷ཱபݐ跡ݕ�出状گ（ೆ͔Β）

4#��

̕ɽSD8・SD88 溝跡�土அ໘
（ೆ͔Β）

4%�

4%��

4%�

4%��

̐ɽSI16 竪穴住居跡�,1・,2 ஷଂ穴۷状گ（͔Β）

̑ɽSI16 竪穴住居跡�,1・,2 ஷଂ穴�土அ໘（͔Β）



ࣸਅਤ൛ ��

̑ɽ̙区Ҩ֬ߏೝ状گ（ೆ͔Β）

̕ɽS,122 མͱ͠穴状土�土அ໘（ೆ͔Β）

̓ɽS,126 ϑϥスί状土�土அ໘（ೆ͔Β）

̔ɽS,122 མͱ͠穴状土۷�状گ（ೆ͔Β）

̒ɽS,126 ϑϥスί状土۷�状گ（ೆ͔Β）

4#���

4#���

̎ɽSD24 溝跡�土அ໘（౦͔Β）̍ɽSD8・SD88 溝跡�土அ໘（ೆ͔Β）

4%� 4%��

̏ɽSD84 溝跡ݕ�出状گ（ೆ͔Β）

̐ɽSD84 溝跡�土அ໘
（ೆ͔Β）



ࣸਅਤ൛ ��

̍ɽS#127 ۷ཱபݐ跡۷�状گ（ೆ͔Β）

̐ɽS#128 ۷ཱபݐ跡�111 土அ໘（ೆ͔Β）

̔ɽ̗区ൃ۷ௐࠪۀ࡞�෩ܠ

̏ɽS#128 ۷ཱபݐ跡۷�状گ（͔Β）

̎ɽS#127 ۷ཱபݐ跡�16 土அ໘（ೆ͔Β）

̑ɽS#128 ۷ཱபݐ跡�122 土அ໘（ೆ͔Β）

̓ɽD区ൃ۷ௐࠪۀ࡞�෩ܠ

̒ɽD区ൃ۷ௐࠪۀ࡞�෩ܠ

4#���

4#���



ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）
S,19・S,20 ϑϥスί状土・SI65 竪穴住居跡出土土器

ʢ�ɾ�ʙ �ɿ4,�� ʗୈ �� ਤɹ�ʙ ��ɿ4,�� ʗୈ �� ਤɹ��ɿ4,�� ʗୈ �� ਤɹ�ɾ�� ʙ ��ɿ4*�� ʗୈ �� ਤʣ
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ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）
S#7・S#98・S#112・S#135 ۷ཱபݐ跡・S-86 跡・S,7 ϑϥスί状土出土土器
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ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3　֦େࣸਅҙഒ）
S,7・S,9・S,22 ϑϥスί状土出土土器

ʢ�ɿ4,� ʗୈ �� ਤɹ�ʙ �ɿ4,� ʗୈ �� ਤɹ�ʙ �ɿ4,�� ʗୈ ��ɾ�� ਤʣ
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7：内面炭化物付着状況拡大 7：内面炭化物付着状況拡大7：外面炭化物付着状況拡大



ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）
S,22 ϑϥスί状土出土土器
ʢ�ɾ�ɿ4,�� ʗୈ ��ɾ�� ਤʣ
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ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）
S,22 ϑϥスί状土出土土器

ʢ�ɿ4,�� ʗୈ �� ਤʣ
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ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）
S,22 ϑϥスί状土出土土器
ʢ�ʙ �ɿ4,�� ʗୈ ��ɾ�� ਤʣ
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ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）
S,22 ϑϥスί状土出土土器
ʢ�ʙ ��ɿ4,�� ʗୈ ��ɾ�� ਤʣ
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ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）
S,22・S,28 ϑϥスί状土出土土器
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ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）
S,28 ϑϥスί状土出土土器
ʢ�ʙ ��ɿ4,�� ʗୈ ��ɾ�� ਤʣ
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ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）
S,28・S,54 ϑϥスί状土出土土器
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ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）
S,56 ϑϥスί状土出土土器
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ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）
S,56 ϑϥスί状土出土土器
ʢ�ʙ ��ɿ4,�� ʗୈ ��ɾ�� ਤʣ
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ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）
S,56・S,62・S,63・S,66・S,73・S,76 ϑϥスί状土出土土器
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（S≒ 1/3）
S,79・S,82・S,83・S,87 ϑϥスί状土出土土器
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（S≒ 1/3）
S,89・S,90・S,91・S,92 ϑϥスί状土出土土器
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（S≒ 1/3）
S,92・S,101 ϑϥスί状土出土土器
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（S≒ 1/3）
S,125 ϑϥスί状土・S,6 土出土土器
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（S≒ 1/3）
S,13・S,39・S,81 土・ப穴跡出土土器
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ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）
SI16 竪穴住居跡・SD8・SD84・SD88 溝跡出土土器（ࠞೖҨ）
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ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）
SD88 溝跡（ࠞೖҨ）・Ҩߏ֎出土土器
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ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）
Ҩߏ֎出土土器
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ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）
土器片加工ԁ൘　ϛχνϡΞ土器　土　ෆ໌土製品　ম೪土մ
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ʢ�� ʙ ��ɿ4 ˺ ���ʣ

石鏃（1～ 11）　石匙（12）　石錐（13）　スクレイパー（14 ～ 18）
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（S≒ 2/3）

彫刻刀形石器（1）　ピエス・エスキーユ（2～ 6）　二次加工剥片（7～ 20）
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（S≒ 2/3）

二次加工剥片
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（S≒ 2/3）

二次加工剥片（1）　微細剥離を有する剥片（2～ 18）
ʢ�ɿୈ ��� ਤɹ�ʙ �ɾ��ɾ��ɿୈ ��� ਤɹ�ʙ ��ɾ��ɿୈ ��� ਤʣ
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（S≒ 2/3）

微細剥離を有する剥片（1～ 8）　石核（9～ 12）
ʢ�ɿୈ ��� ਤɹ�ʙ �ɿୈ ��� ਤɹ�ʙ ��ɿୈ ��� ਤʣ
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（S≒ 2/3）

石核
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（5～ 16：S≒ 1/4）

磨製石斧（1～ 3）　擦痕のある石製品（4）　磨石（5～ 10・14）　凹石（11・13）　磨石／凹石（12・15・16）
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（8～ 19：S≒ 1/4）

磨石（1）　磨石／凹石（8）　磨石／凹石／敲石（9）　石皿（2～ 7・10 ～ 18）
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（S≒ 1/5）

石皿
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（S≒ 1/5）

棒状石製品
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（S≒ 1/3）
SI16 竪穴住居跡出土土器
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（S≒ 1/3）
SI16 竪穴住居跡出土土器・石製品　SD84 溝跡出土中世陶器　D区表土出土磁器
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宮城県刈田
郡蔵王町大
字円田字西
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Ａ区      83㎡
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クチ蔵王店
建設計画

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

西浦Ｂ遺跡

集落跡 縄文時代

竪穴住居跡 1 軒
炉跡 1 基
掘立柱建物跡 23 棟
柱列跡 7 条
フラスコ状土坑 30 基
土坑 15 基
柱穴多数

縄文土器
 （中期中葉 大木 8b 式）
 （後期初頭～前葉前半

南境式前半／綱取Ⅱ式）
 （晩期中葉 大洞 C2 式）
石器
 （打製石器）
 （磨製石器）
 （礫石器）
総量：コンテナ 40 箱分

縄文後期初頭～前葉前半
の土器付着炭化物および
土坑出土木炭の放射性炭
素年代測定値（AMS 法）：

2,570 ～ 2,140calBC
黒曜石製石器原産地推定：
板山・湯の倉・秋保・蔵王・
不明原産地 2 か所

集落跡 古代
竪穴住居跡 1 軒
竪穴状遺構 1 基

土師器
ロクロ土師器
 （9 世紀初頭 表杉ノ入式）
石製品
 （砥石）
総量：コンテナ 5 箱分

屋敷跡 中世以降
掘立柱建物跡 3 棟
柱列跡 2 条
溝跡 5 条

中世陶器
近世陶磁器
総量：コンテナ 1 箱分

要約

縄文時代後期初頭～前葉前半に多数のフラスコ状土坑と掘立柱建物跡を伴う集落が形成されていたこ
とが判明した。遺物はフラスコ状土坑などから出土した縄文土器深鉢と石器が主体である。石器は不
定形の剥片石器と礫石器が多い。竪穴住居跡、炉跡など居住に伴う施設が少ないことから、食料の貯蔵・
加工などを主とした季節的な活動が行なわれたと考えられる。また、平安時代初頭の 9 世紀初頭頃に
は少数の竪穴住居跡からなる小規模な集落が形成され、中世～近世には溝による区画を伴う屋敷地と
して利用されていたことが判明した。



【 解 説 】

かけがえのない遺
い

跡
せき

を未来へ

　私たちの足もとには、昔の人びとが暮らした家の跡や、そこで使われた土
ど

器
き

や石
せっ

器
き

などの道具

が埋もれている場所があります。このように、昔の人びとの生活の跡が残されている場所を、「遺

跡」と呼んでいます。遺跡は、長い歴史の中で大地に刻み込まれた人間の生活の記憶なのです。

　蔵王山麓の豊かな自然環境に恵まれた蔵王町には、私たちの祖先が残した多くの遺跡がありま

す。人びとがいつ、どのようにして郷土蔵王に住み着いたのか。コメ作りはいつから始めたのか。

彼らは日々の生活をどのように送り、何歳まで生きたのか。興味の尽きないテーマです。

　遺跡を調べることで昔の人びとの知恵に学び、私たちの歴史や文化をよく知ることは、私たち

自身の生活を見直したり、将来を考えるためにとても大切な役割を果たしています。そのために

は、長い歴史を経て今日に伝えられている大切な遺跡を、私たち国民共有の財産として、未来の

子どもたちの世代へ守り伝えていかなくてはなりません。

遺跡を記録に残すための発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

　地面の下に埋もれている遺跡は、一度掘り返されて壊れてしまうと、二度と元に戻すことがで

きません。かけがえのない遺跡を未来へ残すためには、そのままで保存することが望ましいので

す。ところが、現在の私たちの生活に必要な土木工事などによって、どうしても遺跡を壊さなく

てはならないことがあります。このような時には、工事をする前にそこにどのような遺跡が残さ

れていたのかを調べ、その様子を写真や図面に記録するために、発掘調査を行ないます。

　西浦Ｂ遺跡のある場所は畑や果樹園として使われていましたが、店舗の建設工事が計画されま

した。工事を計画した株式会社キクチと、文化財の保護を担当している町と県の教育委員会では

遺跡を壊さずに保存するための相談を重ねましたが、どうしても遺跡が壊れてしまうことが避け

られないという結論が出されました。そのため、遺跡が工事によって壊れてしまう前に発掘調査

をして記録を残すことになりました。発掘調査の費用は株式会社キクチが負担し、発掘現場では

たくさんの地元作業員の皆さんが汗を流しました。このように、たくさんの人の努力によって、

西浦Ｂ遺跡の記録を残すことができたのです。

西浦Ｂ遺跡から見えてきた郷土の歴史

　ここに刊行した「西浦Ｂ遺跡発掘調査報告書」をひも解くと、蔵王山麓に暮らした人びとの歴

史であり、奥羽山脈を越えて人や物が交流するダイナミックな縄文人の生きざまを知らせてくれ

発掘調査の様子－昔の人が掘った穴の跡を探す－

写真手前の黒く細長い部分は、縄文時代の人びと

が狩りをするために掘った落とし穴の跡です。

貯蔵穴跡の調査－穴の中を注意深く掘り下げる－

縄文時代の人びとが食料などを蓄えた穴の跡で

す。少しずつ掘り下げると土器が出土しました。



る重要な遺跡だったことが分かります。西浦Ｂ遺跡は蔵王町の東部、蔵王の山から流れる松川の

北の岸辺に沿ってのびる平らな丘の上にあります。さて、その「西浦の丘」に営まれた川辺の縄

文ムラの様子をのぞいてみましょう。

　今からおよそ 4,500 年ほど前の縄文時代、西浦の丘のまわりは蔵王山麓の大自然に囲まれた恵

み豊かな土地だったようです。西浦の丘の北にはシカやイノシシ、ノウサギといった動物と、ド

ングリやトチの実といった木の実などの「森の恵み」がありました。そしてすぐ南には松川が流

れ、たくさんの川魚や水辺に集まる鳥たち、秋には川をさかのぼるサケやマスなどの「川の恵み」

があったのです。でも、縄文時代の人びとは年中食料に恵まれていたわけではありません。彼ら

は季節ごとのさまざまな自然の恵みを上手に組み合わせて厳しい自然環境を生き抜いたのです。

　西浦の縄文ムラの人びとは、食料の少なくなる冬に備えて、秋に収穫した木の実などを地面に

掘った穴の中に蓄
たくわ

えました。縄文人が食料を蓄えた穴の跡は、入口が狭くて、中が広くなってい

ます。理科の実験で使う「フラスコ」のような形をしていることから、考古学者は「フラスコ状

土
ど

坑
こう

」と呼んでいます（土坑とは昔の人が掘った穴の跡のことです）。西浦Ｂ遺跡では、フラスコ

状土坑の中に縄文人が蓄えた食料は残っていませんでした。長い年月の間に腐ってしまったのか

もしれませんし、縄文人がみんな食べてしまったのかもしれません。その代わりに、穴の中から

は縄文人が使わなくなって捨てた土器や石器がたくさん発掘されました。縄文人にとってはゴミ

でも、現在の私たちにとっては当時の人びとの暮らしの様子を知るための大切な宝物なのです。

　発掘された土器を詳しく調べたところ、西浦の丘に縄文ムラがあったのは今から 4,500 年前の

ことと分かりました。そして土器の中には、現在の福島県の海沿いや、新潟県の縄文ムラの人び

とが使っていた土器と同じデザインのものが少しだけ混じっていました。また、石器の材料には

山形県の最上川あたりで採れる石がたくさん使われていましたし、黒曜石の矢じりのひとつは、

なんと西浦の縄文ムラから 100km も離れた新潟県から運ばれてきたものでした。電車も自動車

もない時代に、縄文人はいったいどのようにして行き来していたのでしょう。

　このように西浦の縄文ムラの人びとは、私たちの想像をはるかに超えるダイナミックな交流を

発掘調査の様子－さまざまな穴の跡を記録する－

昔の人びとが掘った貯蔵穴や家の跡、建物の柱穴

の跡などを、すべて図面や写真に記録します。

整理作業の様子－土器の破片をつなぎ合わせる－

発掘された土器は壊れて小さな破片になっている

ので、パズルのようにしてつなぎ合わせます。

しながら、ここ蔵王の地に力強く生きていたの

です。―ここに記録された西浦Ｂ遺跡の考古

学的成果は、地域の歴史を解き明かすカギとし

てとても貴重なものです。
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